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行方針

日程第４ 議案第１号 特別職の職員の給与の特

例に関する条例の制定について

日程第５ 議案第２号 名寄市立学校設置条例の

一部改正について

日程第６ 議案第３号 名寄市水道事業及び下水

道事業の設置等に関する条例の一部改

正について

日程第７ 議案第４号 工事請負契約の変更につ

いて

議案第５号 工事請負契約の変更につ

いて

議案第６号 工事請負契約の変更につ

いて

議案第７号 工事請負契約の変更につ

いて

日程第８ 議案第８号 専決処分した事件の承認

について（令和７年度名寄市一般会計

補正予算（第１０号））

日程第９ 議案第９号 専決処分した事件の承認

について（令和７年度名寄市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号））

日程第10 議案第１０号 専決処分した事件の承

認について（令和７年度名寄市介護保

険特別会計補正予算（第４号））

日程第11 議案第１１号 専決処分した事件の承

認について（令和７年度名寄市食肉セ

ンター事業特別会計補正予算（第２

号））

日程第12 議案第１２号 専決処分した事件の承

認について（令和７年度名寄市立大学

特別会計補正予算（第３号））

日程第13 議案第１３号 専決処分した事件の承

認について（令和７年度名寄市病院事

業会計補正予算（第２号））

日程第14 議案第１４号 令和８年度名寄市一般

会計補正予算（第１号）

日程第15 議案第１５号 令和８年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第16 議案第１６号 令和８年度名寄市食肉

センター事業特別会計補正予算（第１

号）

日程第17 議案第１７号 令和８年度名寄市立大

学特別会計補正予算（第２号）

日程第18 議案第１８号 令和８年度名寄市病院

事業会計補正予算（第１号）

日程第19 報告第１号 専決処分した事件の報告

について

日程第20 報告第２号 令和７年度名寄市一般会

計予算繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて

日程第21 報告第３号 令和７年度名寄市病院事

業会計予算繰越計算書の報告について

日程第22 報告第４号 債権放棄の状況報告につ

いて

日程第23 報告第５号 公害の現況に関する報告

について

日程第24 報告第６号 株式会社名寄振興公社の

経営状況について

日程第25 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の

推薦について

１．出席議員（１６名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 ２番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 近 藤 友 美 議員

５番 水 間 健 詞 議員

６番 谷 聡 議員

７番 今 村 芳 彦 議員

８番 川 村 幸 栄 議員
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９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 清 水 一 夫 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 紀 國 谷 康 子

書 記 石 橋 恵 美

書 記 及 川 洋 人

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 木 村 睦 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 東 則 良 君

健康福祉部長 松 田 慎 司 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 伊 藤 慈 生 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

総合政策室長 櫻 田 孝 臣 君

こども・高齢者
倉 澤 富 美 子 君

支 援 室 長

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 山 岸 克 利 君

監 査 委 員 久 保 敏 君
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ただいまより令和８年〇議長（山田典幸議員）

第２回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１６名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１番 中 畠 孝 幸 議員

６番 谷 聡 議員

を指名いたします。

日程第２ 会期の決定〇議長（山田典幸議員）

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より６月１７日まで

の１６日間としたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、今期定例会の会期は、本日より６月１

７日までの１６日間と決定いたしました。

日程第３ これより令〇議長（山田典幸議員）

和８年度市政執行方針・教育行政執行方針を行い

ます。

初めに、令和８年度市政執行方針を行います。

加藤市長。

おはようございます。令〇市長（加藤剛士君）

和８年第２回名寄市議会定例会の開会にあたり、

市政執行への私の基本的な考え方を申し上げ、議

員各位はじめ、市民の皆様の御理解、御協力をい

ただきたいと思います。

はじめに、令和８年度の市政執行にあたり、人

口減少や少子高齢化の進展など、本市を取り巻く

環境が財政状況を含め一層厳しさを増している中、

私は本市の強みを活かし、「暮らしやすいまち」

と実感できるよう、着実に取組を進めてまいりま

す。

市政推進の基本的な考え方を申し上げます。

本年は、令和９年４月からを計画期間とする

「第３次名寄市総合計画」について、これまでの

議論を集約をし、計画を完成させる極めて重要な

年となります。人口減少という現実を直視し、限

られた財源をいかに効率的に配分するかという

「持続可能な名寄市の将来像」を、市民の皆様と

ともに創り上げてまいります。

一方で、依然として厳しい財政状況や物価高騰

が続く今こそ、聖域なき事務事業の見直しと徹底

した行財政改革を断行し、強固な財政基盤を再構

築しなければなりません。民間出身としての視点

や培ってきた人脈を最大限に活用し、公約に掲げ

た「未来をひらく人づくり」「地域の強みを活か

す産業・しごと創出」「安全安心で快適な暮らし

の基盤創造」「未来を支える持続可能な市政運

営」の４つの柱に基づき、本年度取り組むべき優

先課題を「停滞なき実行」の精神で力強く推進を

してまいります。

５期目の初年度となる令和８年度は、これまで

の取組を完成に導き、新たな８年を創る第３次総

合計画へと確実につなぐ期間であります。

議員各位をはじめ、多くの市民の皆様とともに

名寄市の輝かしい未来を拓いてまいりたいと考え

ておりますので、一層の御理解と御協力を賜りま

すようお願いを申し上げます。

次に、第３次総合計画の策定について申し上げ

ます。

令和９年度から始まる第３次総合計画の策定に

あたっては、ウェルビーイングアンケートやワー

クショップ、名寄市立大学や名寄高等学校などへ

のアウトリーチで得られた意見を参考に、本市の

将来像を描いてまいります。

また、これまでに得られた市民意見を総合計画

審議会における議論に反映をさせることで、市民

と行政との協働による「市民主体のまちづくり」
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を目指すとともに、人口減少抑制を主眼とする地

方版総合戦略としても位置づけ、一体的な計画と

なるよう策定をしてまいります。

次に、コミュニティ活動の推進について申し上

げます。

「協働のまちづくり」の基本となる町内会につ

いては、加入率の低下や役員の担い手不足などの

課題に対する支援を行うとともに、地域連携事業

による地域コミュニティの活性化に取り組んでま

いります。

次に、広報・広聴事業について申し上げます。

名寄市広報基本方針に基づき、ターゲット層に

応じた効果的・効率的な媒体の活用に加え、情報

の受け手に配慮した分かりやすく伝える工夫を徹

底することで、より「伝わる広報」の推進に努め

てまいります。

次に、人権尊重と男女共同参画社会の形成につ

いて申し上げます。

人権については、多様性が尊重され誰もが活躍

でき安心して暮らすことができるよう、関係機関

などとの連携による各種啓発活動を推進してまい

ります。

また、男女共同参画社会の形成に向けて、パネ

ル展示などの啓発活動や、セミナーの開催など、

第３次名寄市男女共同参画推進計画に基づき、さ

まざまな取組を進めてまいりました。計画の進捗

状況を検証するとともに、次期計画の策定を進め

てまいります。

次に、情報化の推進について申し上げます。

市民サービスの向上と行政運営の効率化を図る

ために、名寄市ＤＸ推進計画に基づき、市民サー

ビスオンライン化拡充をはじめ、計画に掲げる事

業の実装を進めてまいります。

また、同計画が最終年度となることから、これ

までの進捗状況や成果、課題を整理・検証した上

で、本市が目指す姿と基本方針を示す「ＤＸビジ

ョン（仮称）」の策定を進めてまいります。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

国内交流については、山形県鶴岡市、東京都杉

並区との交流において、人的交流や特産品販売な

どさまざまな事業を通じて、互いの地域の魅力を

発信し、相互交流による地域の活性化を推進をし

てまいります。

本年度、鶴岡市とは、姉妹都市盟約３０周年を

迎えることから、名寄・藤島交流友の会とともに

訪問事業を計画をしております。

ふるさと会については、本市の情報提供や会員

拡大への支援などにより、各会の活動の充実が図

られるよう支援をしてまいります。

国際交流については、姉妹都市カナダ国カワー

サレイクス市リンゼイの交換学生の受入れをはじ

め、グローバル人材の育成、また両市の交流の深

化に向けた取組を支援してまいります。

また、台湾との交流では、中学生や高校生の派

遣、教育旅行受入などの日台青少年交流のほか、

名寄高等学校と台湾・鳳新高校の姉妹校締結、台

湾国立中山大学との多様な交流により、国際感覚

豊かな青少年の育成と交流人口の拡大に努めてま

いります。

外国人支援事業につきましては、にほんごひろ

ば及び日本語教室の開催を継続をし、ニーズに応

じたきめ細やかな対応により、生活や日本語能力

試験に必要な日本語習得を支援をしてまいります。

また、地域住民とのコミュニケーションを深め、

ともに安心して暮らすことができる環境づくりを

進めてまいります。

次に、移住の推進について申し上げます。

名寄市移住促進協議会を中心に、移住希望者へ

の情報発信や移住体験ツアーの受入れ、移住者同

士の交流の場づくりを推進し、関係団体と連携し

ながら移住の促進及び関係人口の創出に取り組ん

でまいります。

また、市内外へ行政情報や本市の魅力を積極的

に発信をし、本市の認知度向上を図るとともに市

民の皆様の郷土愛の醸成に取り組んでまいります。

次に、定住自立圏について申し上げます。
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本市と士別市を複眼型中心市とした１３の市町

村で形成をする「北・北海道中央圏域定住自立

圏」においては、医療、介護、産業振興、防災な

どの広域連携事業の推進をはじめ、圏域全体で必

要な生活機能の確保を図ってまいります。

また、圏域全体で深刻化する人手不足対策など

共生ビジョンの見直しを行い、近隣自治体と連携

した課題解決を進めてまいります。

次に、健全な財政運営について申し上げます。

本市の多くの公共施設は老朽化が進行しており

ます。そのため、人口減少や市民ニーズの変化、

また、施設用途の類似性、さらには、財政状況な

ど様々な課題を踏まえ、これからの本市の公共施

設の在り方の基本となるべく名寄市公共施設等総

合管理計画の見直しを行ってまいります。

次に、効率的な行政運営について申し上げます。

第２次名寄市行財政改革推進基本計画及びその

具体化を図る実施計画に基づき、前例にとらわれ

ない事業の見直しや業務の効率化を進め、成果目

標の達成に向け取組を進めてまいります。

また、複雑・多様化する行政課題に対応するた

め人材の育成・確保に努め、持続可能な行政運営

の実現を目指してまいります。

次に、恒久平和に向けた取組について申し上げ

ます。

本市では非核平和都市宣言の趣旨に基づき、平

和首長会議や日本非核宣言自治体協議会への加盟

をはじめ、各種事業の実施や民間団体などが行う

事業との連携を通じて、戦争のない世界平和と核

兵器廃絶を目指した取組を進めてまいりました。

また、これまでの取組内容をホームページに掲

載をするなど、情報発信を行うことで、恒久平和

を願う心や平和の尊さを市民の皆様と共有をして

きました。

今後も、核兵器の廃絶や恒久平和の実現を全市

民共通の願いとして掲げ、幅広い平和推進事業に

取り組んでまいります。

次に、自衛隊の体制維持・強化の推進について

申し上げます。

本市に所在をする陸上自衛隊名寄駐屯地の拡充

や自衛隊員の増強については、北海道自衛隊駐屯

地等連絡協議会や陸上自衛隊名寄駐屯地増強促進

期成会などと連携をし､これまで各種要望活動を行

ってまいりました。

引き続き、国の動向を注視しながら、関係機関

との連携を深め、自衛隊の体制維持・強化に取り

組んでまいります。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

健康づくりの推進については、名寄市健康増進

計画「健康なよろ２１（第３次）」に基づき事業

を推進するとともに、特定健診や各種がん検診の

受診率向上を図り、生活習慣病の発症予防と重症

化予防の徹底、乳幼児から高齢期まで生涯を通じ

た健康づくりを推進してまいります。

母子保健対策の推進については、子育て世代包

括支援センター事業を中心に、子どもが健やかに

生まれ育ち、安心して子育てができるよう、妊娠

・出産期から切れ目のない支援体制の充実を図っ

てまいります。

感染症対策の推進については、予防接種や感染

症予防に関する正しい知識の普及啓発を図るとと

もに、本年４月から定期接種化されたＲＳウイル

ス母子免疫ワクチンの情報提供を速やかに行い、

希望する方が接種できる体制整備に向けた取組を

進めてまいります。

次に、地域医療の充実について申し上げます。

病院事業については、北海道医療計画に定める

地域医療構想に基づき、地域住民が住み慣れた地

域で安心して適切な医療を受けられるよう、医療

体制の充実を図ってまいります。

市立総合病院においては、主に担うことになる

救急及び急性期医療に加え、周産期や小児、精神

科医療などの提供体制を維持するため、関係医療

機関と連携を強化しながら持続可能な地域医療提

供体制の確保に努めてまいります。

併せて、令和８年度診療報酬改定への対応、経
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営コンサルの活用によるベッドコントロールの最

適化、人間ドックの拡充などの増収策と、医療機

器更新時期の適正化、医療ＤＸの活用による効率

的な働き方の推進など経費削減策を実施し、経営

状況の改善を図ります。

東病院においては、現在の敷地や建物を活用し

ながら、必要な機能の再整備を段階的に進めるた

め、整備などの状況調査を含めた改修に向けた設

計を検討してまいります。今後も指定管理者と連

携しながら、効果的・効率的な病院運営に努め、

慢性期医療を担う病院としての機能を維持してま

いります。

また、令和５年度に策定をした「名寄市病院事

業経営強化プラン」については、昨今の人件費・

物価の高騰により、実態と計画の乖離が大きくな

っております。全国的な公立病院の経営悪化を受

け時限的に措置された病院事業債（経営改善推進

事業）の借入要件となる「経営改善計画」の策定

に合わせて見直しを図ってまいります。

圏域内の医療機関の在り方がさらに変化してい

くことが予測されます。新たな地域医療構想の進

展を注視しながら地域医療連携推進法人上川北部

医療連携推進機構による事業を推進し、地域から

求められる医療の実現に向け取り組んでまいりま

す。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

子育て支援ニーズを踏まえ、第３期名寄市子ど

も・子育て支援事業計画に盛り込まれた事業を着

実に推進し、子どもと子育て世代を支える取組を

進めてまいります。

課題である待機児童解消に向けては、保育の質

向上に取り組む中で、本市の保育の魅力をＰＲを

し、保育士などの確保に努めるとともに、民間施

設との連携を強化してまいります。

次に、地域福祉の推進について申し上げます。

第３期名寄市地域福祉計画の基本目標である

「市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづ

くり」を目指し、すべての市民が互いに支えあう

「自立と共生」の地域社会づくりに向け、地域や

福祉にかかわる皆様との連携のもと、さらなる推

進に努めてまいります。

また、同計画が最終年度となることから、市民

ニーズの把握に努めるとともに、関係機関、各種

団体との協働・連携のもと、地域の共生社会の実

現に向け、次期計画の策定を進めてまいります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

名寄市第９期高齢者保健医療福祉計画・介護保

険事業計画に基づき、高齢者の方々が住み慣れた

地域で自分らしい生活を続けられることができる

よう、地域包括ケアシステムの深化と推進に取り

組んでまいります。

また、同計画が最終年度となることから、市民

ニーズの把握に努めるとともに、関係機関、団体

との協力をいただきながら、次期計画の策定を進

めてまいります。

健康づくりと介護予防の推進については、後期

高齢者の医療・健診・介護レセプトデータなどを

活用し、地域の健康課題の分析を行い、フレイル

予防の普及啓発や健康教育・相談、生活機能向上

の支援などを関係機関と連携をして進めてまいり

ます。

認知症施策の推進については、認知症の方とそ

の御家族を支える認知症サポーターの養成講座や、

認知症カフェの定期開催を継続をし、認知症当事

者の思いを知り、認知症への正しい理解を深め、

共生社会の実現に向けた地域づくりの契機となる

よう取組を進めてまいります。

次に、障がい者福祉の推進について申し上げま

す。

障がい者や障がい児が住み慣れた地域で安心し

て暮らしていけるよう、第３次名寄市障がい者福

祉計画及び第７期名寄市障がい福祉実施計画・第

１期名寄市障がい児福祉実施計画に基づき、円滑

な福祉サービスの提供に努めてまいります。

また、障がい福祉実施計画と障がい児福祉実施

計画が最終年度となることから、障がい福祉行政
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及びサービス提供体制に関する検討を行い、次期

計画の策定を進めてまいります。

基幹相談支援センターについては、障がいに関

する様々な相談に対応し、名寄市障害者自立支援

協議会や障がい福祉施設など関係機関と連携をし

ながら、地域の相談支援体制を強化をし、障がい

者の権利擁護や理解啓発を推進してまいります。

また、障がい者の高齢化・重度化、親亡き後も

見据え、定住自立圏共生ビジョンにおける地域生

活支援拠点などの仕組みを活用し、切れ目のない

支援を提供してまいります。

障がい児福祉の充実については、発達の遅れや

障がいのある児童とその御家族が、身近な地域で

適切な支援が受けられる体制づくりを進めてまい

ります。

次に、国民健康保険について申し上げます。

国民健康保険については、令和１２年度、北海

道内における保険料水準の統一に向け、税率改定

を行いながら健全な運営に努めてまいりました。

今後も、加入者負担に配慮しつつ国民健康保険

財政の安定と持続可能な運営を図るため、財政見

通しや運営協議会の意見を踏まえて取り組むとと

もに、国や北海道に対し、確実な財政支援や市町

村負担の軽減など引き続き求めてまいります。

次に、環境との共生について申し上げます。

ゼロカーボンの推進については、気候変動が深

刻化をする中、２０５０年のカーボンニュートラ

ル実現に向け、「地球温暖化対策実行計画」に基

づく二酸化炭素排出量の削減を市民・事業者・行

政が一体となって推進ができるよう、市民の皆様

の意識向上と機運の醸成に努めてまいります。さ

らに、本年度からは市内公共施設４施設において

再生可能エネルギーの導入を開始をし、脱炭素化

に向けた具体的な取組を進めてまいります。

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

循環型社会の形成に向け、適正なごみ分別方法

の周知啓発や再生資源集団回収事業をはじめとす

る再資源化などの取組を推進してまいります。

また、市民との協働による清掃週間や不法投棄

防止の取組のほか、効率的なごみの収集・処理事

業を推進してまいります。

名寄地区衛生施設事務組合が整備を進めている

名寄地区一般廃棄物中間処理施設「エコスピカ」

が令和９年４月から稼働を予定をしていることや、

プラスチック容器とプラスチック製品を一括して

リサイクルをする取組を進めていることから、市

民向けの説明会や新たなごみ分別ガイドブックの

作製、配布など丁寧な周知活動を進めてまいりま

す。

次に、消防について申し上げます。

昨年は岩手県大船渡市などで大規模な林野火災

が相次いで発生をいたしました。

また、トカラ列島近海を震源とする地震の頻発、

大雨などの災害に見舞われ多くの人的・物的被害

が生じており、消防の果たすべき役割は増大をし

ております。

こうした大規模災害の頻発に鑑み、災害に強い

消防庁舎の在り方について検討を進めてまいりま

す。

消防団については、新入団員の獲得や技術の伝

承を継続し地域防災力の充実強化に努めてまいり

ます。

また、昨年度、日本消防協会の消防団防災学習

・災害活動車両交付事業で交付をいただいた車両

及び防災学習用資機材の有効利用を図り、地域イ

ベントなどへ出展を計画してまいります。救急需

要の増大や災害の多様化・甚大化に対応するため、

各種研修及び訓練を通して消防隊員・救急隊員の

専門能力と判断力の向上を図り、組織としての即

応力・安全管理能力を強化し、消防・救急体制の

強化に努めてまいります。

住宅防火安全対策については、住宅火災による

被害軽減を図るため、住宅用火災警報器の設置促

進及び適切な維持管理の徹底をはじめ、安全装置

付き暖房機器や調理器具の普及、住宅用消火器の

設置促進などの対策を推進してまいります。
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次に、防災対策の充実について申し上げます。

激甚化・頻発化する自然災害に対する防災対策

については、「減災」の考え方に基づき、国の

「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組

とともに、関係機関と連携をした防災・減災活動

を推進してまいります。

さらに、自助及び地域の共助力向上を柱とした

取組から、市民の防災意識の高揚を図り、自主防

災組織の設立や活動支援及び防災リーダーの育成

に努め、防災資機材や食料などの備蓄品について、

計画的な整備を進めてまいります。

また、全国瞬時警報システム受信機を更新し、

国からの情報受信手段を確実に整備してまいりま

す。

次に、交通安全対策について申し上げます。

交通事故のない安全な交通社会を実現するため、

名寄市交通安全計画（第１１次）に基づき官民一

体となった交通安全思想の普及や啓発活動などに

取り組んでまいりました。引き続き官民一体の取

組を継続するとともに、これまでの施策の進捗状

況を検証したうえで次期計画の策定を進めてまい

ります。

次に、生活安全対策について申し上げます。

犯罪のない安全で安心な地域づくりを目指し、

関係機関・団体や地域住民との情報共有と協力を

基盤に、防犯対策の強化及び啓発活動を推進して

まいります。

また、空き家対策については、第２次名寄市空

家等対策計画に基づき、所有者などの当事者意識

を高めるための啓発活動や適切な対策の実施に向

けた取組を進めるとともに、次期計画の策定を進

めてまいります。

次に、消費生活の安定について申し上げます。

デジタル化の進展とともに匿名・流動型犯罪グ

ループによる詐欺犯罪が急増しております。巧妙

化をする還付金詐欺等、消費者被害を防止をする

ため出前講座をはじめとする啓発活動を積極的に

展開してまいります。

また、消費者の利益を守るため、社会のニーズ

に応じた相談体制の整備に努めてまいります。

次に、住宅の整備について申し上げます。

公営住宅については、今後の住宅の在り方を見

据えた適正なストック管理を推進するため、現計

画を更新する「名寄市公営住宅等長寿命化計画」

の策定に着手をしてまいります。

本年度は、緑丘第１団地４号棟の長寿命化改修

工事を行うとともに、既存団地についても計画的

な修繕を通じて、安全・安心な住環境の確保と管

理の最適化に努めてまいります。

次に、都市環境の整備について申し上げます。

本市のまちなか、名寄駅前周辺エリアについて

は、人口減少や暮らし方の変化により、近年は寂

しい状況が続いています。しかしながら、暮らし

を支える商店や施設、公共交通、そして人と人と

のつながりを生み出す場が集まっており、「名寄

らしい日常」を育む可能性が今もなお残されてお

ります。

その再生の第一歩として、このたび「名寄まち

なか未来宣言」を公表しました。まずは着手可能

な事業から取組を進め、市民の皆様が集う密度の

高いエリアを構築していきたいと考えております。

これからもこの宣言の実現に向け、市民の皆様や

民間事業者の皆様と連携をし、取組を進めてまい

ります。

次に、水道事業について申し上げます。

安全・安心な水道水を安定供給するため、老朽

管更新事業として５路線を更新し、併せて給水区

域内の漏水調査と配水管洗浄作業及び浄水場設備

の更新を行ってまいります。

次に、下水道・個別排水事業について申し上げ

ます。

下水道事業については、公共下水道ストックマ

ネジメント計画に基づき、下水道施設の改築更新

を引き続き進めてまいります。

また、し尿及び浄化槽汚泥の共同処理に向けて

基本設計を行い事業を進めてまいります。
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個別配水事業については、農村部における快適

な生活環境向上のため、合併浄化槽１０基の設置

工事を予定をしております。

次に、道路の整備について申し上げます。

継続路線については、社会資本整備総合交付金

により整備を進めている北３丁目通、東２条通の

２路線の整備を行うとともに、新規路線の事業着

手に向け、国への予算要望に努めてまいります。

また、市単独費による整備については、舗装路

面の老朽化が進行している東５号線、風連２６線

の２路線の舗装改築工事を行い、安全な道路空間

の確保に努めてまいります。

さらに、橋梁の整備については、名寄市橋梁長

寿命化修繕計画に基づき、御料四線橋を含む６橋

の修繕工事及び５３橋の近接目視点検を行い、引

き続き利用者の安全確保に努めてまいります。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

市道の除排雪については、新雪除雪のほか、積

上げ除雪や幹線道路の複数回の排雪とともに交差

点のカット排雪を実施をし、冬季における安全・

安心な道路空間の確保に努めてまいります。

また、除排雪助成事業については、除排雪業務

の担い手育成・確保に対する支援や除雪ダンプ助

成事業、市道及び私道除排雪助成事業を実施をし、

関係機関と連携を図りながら、引き続き市民の皆

様との協働による除排雪事業を推進し、さらなる

満足度の向上を目指してまいります。

次に、地域公共交通について申し上げます。

鉄路については、国から北海道旅客鉄道株式会

社への監督命令に基づき、令和８年度末までに宗

谷本線を含む８線区の抜本的な改善方策が取りま

とめられることとなっております。

本市としては、引き続き、宗谷本線の維持存続

に向けた利用の促進やコスト削減の取組を推進す

るとともに、関係機関との丁寧な議論を重ね、宗

谷本線活性化推進協議会として一体となった取組、

協議を進めてまいります。

路線バスやデマンドバスなどについては、将来

にわたる持続可能な公共交通の実現に向け、名寄

市地域公共交通活性化協議会において、本市に適

した交通体系の構築に努めてまいります。

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

第２次名寄市農業・農村振興計画については、

本年度最終年度となることから、地域の特色を活

かした持続可能な農業と豊かで活力ある農村を目

指し、次期計画の策定を進めてまいります。

米政策については、水田政策を見直す方針が示

されていることから、国の動向を注視し、各関係

機関と連携をし対応してまいります。

農業振興センターについては、地域の作付け体

系や農業者ニーズの変化に伴い、その役割も大き

く変化をしていることから、今後の在り方につい

て検討してまいります。

次に、多様で持続可能な農業経営の促進につい

て申し上げます。

労働力確保対策については、道北なよろ農業協

同組合と連携をし、引き続き法人設立支援や情報

提供などに努め、地域における中核的な担い手の

確保に向けた取組を進めてまいります。

農地の流動化については、地域計画に基づき計

画的な農地集積が図られるよう、農業委員会と連

携をしながら、取組を推進してまいります。

次に、農業の担い手の育成、確保について申し

上げます。

新規就農者の育成については、後継者が安定し

た経営を継承できるよう、道北なよろ農業協同組

合と連携し支援するとともに、支援内容の検証に

取り組んでまいります。

新規参入による就農者の確保については、地域

おこし協力隊制度を活用した募集活動を行い、農

家研修を基本に新規就農者支援チーム及び集落支

援員の指導などにより、育成を図ってまいります。

また、独立就農や雇用就農など多様な形態による

新規就農につながるよう取り組んでまいります。

次に、人と自然にやさしい農業の推進について

申し上げます。
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安全・安心な農畜産物の生産については、化学

肥料の削減など環境保全に効果の高い農業を推進

してまいります。

有害鳥獣対策については、名寄市有害鳥獣農業

被害防止対策協議会を中心として、捕獲による被

害防止の取組と担い手の育成に取り組んでまいり

ます。

ヒグマ対策については、市民への出没情報の提

供や電気柵の設置による被害防止を呼びかけると

ともに、ゾーニング管理と緊急銃猟制度を連動さ

せて運用し、安全性の確保と生態系への配慮など

を踏まえ、関係機関と連携し、対策に取り組んで

まいります。

次に、豊かさと活力ある農村の構築について申

し上げます。

食育推進については、第４次名寄市食育推進計

画の検証を行いながら、食と生産現場のつながり

を身近に感じられる、地域の恵まれた環境を活か

した取組を進めてまいります。

また、地産地消については、地場産品の購入機

会を増やすため、市のＳＮＳなどを活用した情報

発信に努めてまいります。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

森林については、地球温暖化の抑制などの多面

的機能を有する重要な社会インフラと捉え、名寄

市森林整備計画に基づき、健全な森林資源の維持

・造成を推進してまいります。

市有林については、間伐や伐採、植林を計画的

に進めることで、自然環境と市有財産の保全なら

びに有効活用に努めてまいります。

また、私有林につきましても、森林経営管理制

度を運用し、適切な森林管理を推進するとともに、

森林所有者の負担軽減を図るため、国や北海道の

補助制度を活用し、関係機関と連携した計画的な

森林整備を推進してまいります。

さらには、森林環境譲与税を活用し、森林整備

の推進に必要な林業機械の導入や人材育成・担い

手確保などへの支援を継続してまいります。

次に、商工業の振興について申し上げます。

中小企業振興条例に基づく各種支援につきまし

ては、これまでの事業効果や事業者ニーズを踏ま

え改正をし、中小企業の経営基盤の強化、地域経

済の活性化を進めてまいります。

特に創業支援に注力をするとともに、中心市街

地への誘導を図ることにより街なかの賑わい創出

を目指してまいります。

名寄市電子地域通貨Ｙｏｒｏｃａにつきまして

は、多くの市民の皆様に御利用いただいており、

さらなる利用拡大による経済の地域内循環を目指

し、事業運営者と連携し取り組んでまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワークなよろ管内の雇用情勢は、依然と

して求職者数に対し求人数が上回る状況や求人と

求職のミスマッチなどが継続しております。

喫緊の課題である人材確保については、名寄市

雇用促進協議会を中心に、市内企業の情報を発信

するポータルサイトの開設や中高生を対象とした

職業体験及び企業説明会の開催、人材開発センタ

ーにおける、職業訓練や各種講習の開催など、関

係団体と連携し人材確保・育成に向けた各種取組

を展開してまいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

名寄市観光振興計画（第２次）に基づき、本市

の豊かな自然を活用したアウトドア観光を振興し

ていくために、地域おこし協力隊制度を活用した

アウトドアガイドの育成及び体験型観光商品の確

立やスポーツツーリズムを推進し、交流人口の拡

大を目指した取組を進めてまいります。

また、同計画が最終年度となることから、観光

関連の団体や事業者などで構成をする、名寄市観

光振興計画（第３次）策定委員会を設置をし、次

期計画の策定を進めてまいります。

ピヤシリスキー場については、未圧雪コースや

ツリーランコースの整備により、インバウンド利

用者が増加傾向にあります。引き続き利用者の利
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便性・安全性の向上や、ニーズに合わせたきめ細

やかな商品・サービスの提供を進め、さらなる利

用者の拡大を目指してまいります。

次に、幼児教育の充実について申し上げます。

幼児教育については、各事業者への支援を拡充

させることで安定した運営を確保し、幼児教育の

質の向上に努めてまいります。

また、保護者が安心して子どもを預けられる環

境づくりと、園児を安定して受け入れることので

きる体制づくりを支援してまいります。

次に、高等学校教育の充実について申し上げま

す。

市内唯一の高校となった名寄高等学校が、中学

生やその保護者から選ばれる魅力ある学校となる

よう、名寄市高等学校学習教材支援事業や名高ア

オハル応援事業などの支援を継続してまいります。

また、北海道教育委員会や学校運営協議会など

と連携・協働し、同校の魅力の向上を図るととも

に、地域と一体となった学校づくりに向け支援を

してまいります。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

昨年度受審した、学校教育法に基づき文部科学

大臣の認証を受けた評価機関による大学機関別認

証評価において、本学は大学評価基準を満たして

いるとの評価結果をいただきました。

総評においては、優れた点として、コミュニテ

ィケア教育研究センターを中心とした援農有償ボ

ランティアや子ども支援プロジェクトをはじめ、

地域と連携・協働しながら地域課題に資する教育

研究活動について高い評価をいただいた一方で、

教育課程における学修方法・学修過程及び学修成

果の評価の在り方や、多様な学生を適切に評価で

きる入学者選抜の在り方の明示については、改善

を要するとの指摘を受けました。

このほか、内部質保証の充実をはじめ、教員組

織・事務組織に関する事項や研究成果の創出など、

さらなる進展が望まれる事項が挙げられておりま

す。本年度は、これら教育研究の質の保証と水準

の向上に向けた取組を進めるとともに、より高度

で専門的な教育研究の充実・発展を図るために、

大学院設置に向けた検討を進めてまいります。

少子化が急速に進む中、今後も地域に根ざした

教育活動の展開や、本学の特色や魅力、専門性を

活かした学びの提供に努め、学生から選ばれる大

学として学生確保に取り組んでまいります。

次に、名寄市立大学の法人化について申し上げ

ます。

昨年度、名寄市立大学在り方検討委員会答申及

び市議会において設置をいただいた名寄市立大学

の経営に関する調査特別委員会の報告に基づき、

昨年１０月に総合政策部に大学法人化準備室を設

置するとともに、本年４月には大学事務局に法人

化準備担当も配置をして準備を進めております。

引き続き、名寄市立大学法人移行推進委員会に

おいて、名寄市立大学が市民にとって価値あるも

のであり、学生から選ばれる大学として維持・発

展していくため、法人の骨格となる定款や中期目

標などについて、有識者をはじめ委員の方々に検

討・協議を行っていただくとともに、市議会にお

いても適宜情報共有を図り、令和９年４月の公立

大学法人への移行を目指してまいります。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

昨年度設立をいたしました「Ｎスポーツコミッ

ションなよろ」を核として、地域課題の解決とス

ポーツによる活力あるまちづくりを本格化させて

まいります。

本年５月に策定をいたしました「名寄市スポー

ツ推進計画」に基づき、同組織が実行の中核とな

り、笹川スポーツ財団が提言をする「アクティブ

シティ」の推進役として、名寄市立大学と連携を

し、全国的なモデルケースとなることを目指して

まいります。これにより、子どもから高齢者まで、

誰もが生涯にわたってスポーツに親しめる環境づ

くりを進めてまいります。

また、同組織が中心となって推進をするスポー
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ツ合宿事業については、本市の強みである恵まれ

た冬季スポーツ環境を最大限に活かしつつ、日進

地区をはじめとする既存施設を有効に活用し、夏

季における合宿誘致の強化を図ってまいります。

スポーツ施設の管理運営については、既存施設

の維持管理を強化をし、快適で安全なスポーツ環

境を提供してまいります。さらに、将来を見据え

た長期的な視点を持ちながら、社会情勢や市民ニ

ーズの変化を踏まえ、施設の在り方を検討してま

いります。

これらの取組を通じて、市民の皆様が健やかに

暮らし、スポーツでつながるまちづくりを目指し

てまいります。

以上、市政執行に対する私の所信と基本的な考

え方を申し上げました。

市議会の皆様、ならびに市民の皆様の御理解、

御協力をお願いを申し上げ、令和８年度の市政執

行方針といたします。

次に、令和８年度教育〇議長（山田典幸議員）

行政執行方針を行います。

岸教育長。

令和８年第２回定例〇教育長（岸 小夜子君）

会の開会にあたり、名寄市教育委員会の教育行政

の執行に関する基本的な方針について申し上げま

す。

令和７年度は、国や道の教育の計画や動向、本

市の総合計画（第２次）後期基本計画や行財政改

革を踏まえ、名寄の魅力を生かした信頼される学

校教育及び「ひとづくり、つながりづくり、地域

づくり」に資する社会教育の創造に努力し、誰一

人取り残されることなく生き生きと学び、ウェル

ビーイングの向上が図られるよう取り組んでまい

りました。

令和８年度は、本市の総合計画（第２次）の最

終年度であることから、「生きる力と豊かな文化

を育むまちづくり」の基本目標のもと、各種事業

の成果を出せるよう、国や道の教育の動向を注視

しつつ、令和８年度の「学校教育推進計画」、

「社会教育推進計画」の確実な推進に努めてまい

ります。

それでは、教育委員会が令和８年度に取り組む

主な施策について申し上げます。

はじめに、令和８年度の学校教育における重点

施策について申し上げます。

令和７年度の本市の学校教育は、教職員の事故

により失った信頼回復とともに、学校施設の耐震

化、空調設備の設置など教育環境の整備、ＡＩド

リルの活用や校内教育支援センターの設置などに

よる多様な子どもたち一人一人に寄り添った個別

最適な学びの充実などに取り組んでまいりました。

令和８年度は、教育にとって不易である深い教

育的愛情、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の

念を持つことの大切さを改めて自覚し、引き続き

子どもたちにとって安全で安心できる教育環境づ

くりや、学校教育全体を通じたウェルビーイング

の向上に成果を出せるよう、また、子どもたちの

実態や社会的変化の影響等による教育課題などに

適時・適切に対応するため、４つの重点的な取組

を進めてまいります。

まず、第一に、信頼される学校づくりの推進に

ついて申し上げます。

「地域とともにある学校づくり」の推進につい

ては、児童生徒が生涯にわたって社会を生き抜く

自立した学習者・社会の創り手として成長してい

くことができるよう、地域の自然環境や人材等の

教育資源を生かし、義務教育９年間を通した学び

の系統性・連続性がある魅力的な教育活動が展開

されるよう努めます。

また、地域と学校が熟議により学校の課題とそ

の解決に向けた考えを共有し、学校と地域がパー

トナーとして連携・協働しながら、学校運営に取

り組む「コミュニティ・スクール」を一層推進し

てまいります。

さらに、児童生徒にとってより良い教育環境を

実現するため、少子化などに対応した本市の小中

学校の在り方について検討を進めてまいります。
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教職員の資質能力の向上については、働き方改

革など社会の変化やニーズに対応するとともに、

教職員が学校づくりを担う一員として、児童生徒

の資質能力の向上はもとより様々な危機へ適切に

対応する教育が推進できるよう、地域などと連携

・協働しながら課題解決に取り組んだり、多様な

知識・経験を持つ学校外の人材を授業や校内研修

に活用したりすることにより、教職員の職能の向

上に努めてまいります。

また、教職員の事故を未然に防ぐため、心理的

安全性の高い組織づくり、服務規律の確保の徹底

に取り組んでまいります。

第二に、生きる力を育てる教育の推進について

申し上げます。

各学校の教育課程については、児童生徒の資質

能力の向上を目指し、名寄らしい特色のある教育

活動の充実を図りながら、社会に開かれた教育課

程の編成・実施に努めてまいります。

確かな学力を育てる教育の推進については、児

童生徒が教育内容を確実に身に付け、学ぶ意識が

高まるよう、北海道教育委員会の「こどもまんな

か」学び創出事業を活用するなどし、児童生徒一

人一人の興味・関心・意欲などを的確に捉えて、

きめ細かな指導・支援や、１人１台端末の活用な

ど、指導体制や指導方法を工夫・改善することに

より、主体的・対話的で深い学びの実現に向け

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的

な充実を図ってまいります。

また、加配教員を活用し、小学校における理科

及び外国語活動・外国語の教科担任制の取組など

により、指導体制の工夫改善に努めてまいります。

豊かな心を育てる教育の推進については、道徳

教育の充実に努めるとともに、生徒指導において、

課題解決的な対応にとどまることなく、教師と児

童生徒との信頼ある関係の中で、すべての児童生

徒の発達を支え、課題の未然防止ができるよう積

極的な生徒指導の充実に努めてまいります。

健やかな体を育てる教育の推進については、児

童生徒が体力向上を図り、生涯にわたって運動に

親しむ資質・能力の基礎を育てるため、スキーや

カーリングなど、地域の教育資源を生かした活動

や各学校の特色を生かした「１校１実践」の取組

の充実に努めてまいります。

また、国の交付金などを活用し、小学校では学

校給食費を無償とするとともに、中学校では、引

き続き令和７年４月からの学校給食費値上げ分に

対し支援を行う中で、生きる上での基本となる食

育のさらなる充実に取り組んでまいります。

第三に、社会の変化や多様な教育ニーズへの対

応について申し上げます。

特別支援教育については、障がいのある児童生

徒と障がいのない児童生徒が可能な限りともに学

ぶ「インクルーシブ教育システム」の構築に向け、

発達障がいのある児童生徒などに対する国の支援

事業を活用するなどし、学校、家庭、地域とが連

携を図った切れ目のない取組を推進してまいりま

す。

また、適切な就学を図り、一貫した教育的支援

を行うため、名寄市教育支援委員会の機能の拡充

に努めるとともに、中学校における通級指導教室

の開設に向けて、名寄市特別支援連携協議会など

との意見交換や保護者説明会などを行ってまいり

ます。

不登校児童生徒等の支援体制の強化については、

不登校児童生徒等の様々な状況やニーズなどに対

応するため、教育支援センターの利用や校内教育

支援センターの受入体制の工夫など、児童生徒へ

の多様で適切、効果的な教育や相談の機会の確保

に努めてまいります。

国際理解教育の推進については、外国語活動・

外国語の授業において、１人１台端末とデジタル

教科書を効果的に活用し、発音や英会話のやり取

りのモデルを示すなど、言語活動の充実を図って

まいります。

また、小学校では１名増となった外国語専科教

員２名やＡＬＴ４名を、中学校ではＡＩ英語学習



－15－

令和８年６月２日（火曜日）第２回６月定例会・第１号

アプリを有効に活用し、英語教育を推進してまい

ります。

部活動改革の推進については、本年９月から休

日における運動部活動を地域クラブ活動として、

地域で実施してまいります。

また、部活動の地域展開を推進するため、地域

クラブが主体的で継続的な活動が促進されるよう

支援を行うとともに、文化芸術部活動の地域展開

の進め方の協議を深めてまいります。

第四に、安全安心な教育環境の整備について申

し上げます。

学校施設の整備については、名寄中学校の校舎

の改築工事などを実施し、名寄東中学校は旧名寄

産業高等学校光凌キャンパスの活用に向けて外構

工事を実施し、それぞれ本年８月から新校舎など

の使用を開始してまいります。

危機管理体制の確立については、児童生徒が安

心して学校生活を送れるよう、学校施設及び設備

の安全点検や対策を強化するとともに、関係機関

と連携し、安全確保に向けた取組を徹底してまい

ります。

次に、令和８年度の社会教育における重点施策

について申し上げます。

令和７年度は、生涯学習課と風連生涯学習担当

を新たに「社会教育課」に組織再編し、機能強化

に努めるほか、特につながることをキーワードと

して、社会教育施設が連携・協働し、様々な学び

の機会や文化芸術に触れる機会を提供してまいり

ました。

令和８年度は、引き続き市民一人一人が、ウェ

ルビーイングを実感でき、将来にわたって住み続

けられる「ひとづくり、つながりづくり、地域づ

くり」に向けた取組をさらに推進し、急速に変化

する社会環境の中で、個人の成長と地域コミュニ

ティを支える基盤として、成果を出せる社会教育

活動を展開できるよう、４つの重点的な取組を進

めてまいります。

まず、第一に、生涯学習社会の形成について申

し上げます。

生涯学習活動の推進と学習への支援については、

社会教育を基盤とする学びを通じ、すべての市民

が生涯にわたって主体的に学習し、充実した人生

を送ることができるよう、共生社会における生涯

学習推進体制の一層の整備に努めてまいります。

社会教育施設の機能強化については、風連公民

館の事務機能を風連庁舎へ移転し、風連地区にお

ける社会教育の業務の効率化などを図るほか、図

書館では大学図書館や学校図書館との連携を図り、

市民の皆様の読書活動の推進に努めてまいります。

また、北国博物館は開館から３０周年を迎える

ことから、他の社会教育施設と連携し、記念事業

を実施してまいります。

さらに、天文台では移動天文台車を更新し、誰

もが天文の魅力に触れる機会をつくってまいりま

す。

第二に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭と地域の教育力の向上については、家庭に

おける教育力を向上させるため、健康福祉部など

と連携し、子育て中の家庭同士の交流を図るなど、

家庭教育支援事業の充実に努めてまいります。

また、家庭教育や子育てに関する学習・相談機

会が気軽に得られるよう、情報提供や相談窓口の

周知に努めてまいります。

第三に、青少年の健全育成について申し上げま

す。

青少年健全育成の推進については、青少年の自

己肯定感や社会性の育成に資する体験活動などの

充実に努めてまいります。

また、名寄市子ども会育成連合会が今後の組織

や活動の在り方について検討することとしている

ことから、次年度以降の青少年の体験・交流活動

の実施体制などについて協議してまいります。

子育て支援の推進については、放課後子ども教

室の開催場所を学校とするなど、より参加しやす

い環境づくりに努めるほか、放課後子ども教室の

今後の在り方について検討を進めてまいります。
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第四に、地域文化の継承と創造について申し上

げます。

文化芸術の振興については、名寄市文化芸術振

興条例の施行やＥＮ―ＲＡＹホールの開館から１

０年以上が経過したため、名寄市文化芸術審議会

を開催し、これまでの施策の検証や今後の基本的

な方向性などについて検討を進めてまいります。

歴史や文化財の継承については、北国博物館を

核として地域の歴史や文化の普及活動に努めると

ともに、地域の宝である文化財の保護と伝承活動

の支援に努めてまいります。

以上、令和８年度の教育行政執行方針について

申し上げました。

令和８年度、名寄市教育委員会は、「キラキラ

❄☆いきいき☆まなびらんど なよろ」のスローガ

ンのもと、市民の皆様が主体的・積極的に学び、

すべての人が幸せや生きがい（ウェルビーイン

グ）を感じることができるよう、真心と熱意をも

って創意工夫して各種施策に取り組み、名寄市総

合計画（第２次）を締めくくってまいりたいと考

えております。

市議会議員の皆様並びに市民の皆様の一層の御

理解と御協力をお願い申し上げます。

以上で令和８年度市政〇議長（山田典幸議員）

執行方針・教育行政執行方針を終わります。

日程第４ 議案第１号〇議長（山田典幸議員）

特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１号 特別職の職〇市長（加藤剛士君）

員の給与の特例に関する条例の制定について、提

案の理由を申し上げます。

本件は、私の選挙公約である市長の給料月額２

０％カットを実現するため、私の在職期間中に限

り給与月額を減額いたしたく、本条例を制定しよ

うとするものであります。

なお、名寄市特別職報酬等審議会からは、５月

２１日付で私の意向を尊重するとの答申をいただ

いております。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

日程第５ 議案第２号〇議長（山田典幸議員）

名寄市立学校設置条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第２号 名寄市立学〇市長（加藤剛士君）

校設置条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

本件は、名寄市立名寄東中学校の移転に伴う位

置の変更をするため、本条例の一部を改正しよう

とするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）
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お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

日程第６ 議案第３号〇議長（山田典幸議員）

名寄市水道事業及び下水道事業の設置等に関す

る条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第３号 名寄市水道〇市長（加藤剛士君）

事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部

改正について、提案の理由を申し上げます。

本件は、名寄市公共下水道事業計画の全体計画

及び事業計画の変更について北海道知事の認可を

受けたことに伴い、計画人口を変更するため、本

条例の一部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第３号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。

日程第７ 議案第４号〇議長（山田典幸議員）

工事請負契約の変更について、議案第５号 工

事請負契約の変更について、議案第６号 工事請

負契約の変更について、議案第７号 工事請負契

約の変更について、以上４件を一括議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第４号から議案第７〇市長（加藤剛士君）

号までの工事請負契約の変更について、一括して

提案の理由を申し上げます。

令和６年９月２日の第３回市議会定例会で議決

をいただきました名寄中学校改築工事は、専門分

野別の６工種に分割施工をした事業であり、総事

業費は３９億８，４２３万３，０００円となって

おります。本件は、このうち建築主体工事１工区

のほか３工事につきまして施工段階において現場

状況の精査や設計内容、施工方法の見直しに伴い

設計数量に増減が生じたことから、請負契約金額

を変更しようとするものでございます。

まず、議案第４号の建築主体工事１工区につき

ましては、大野組・荒井・坂下特定建設工事共同

企業体と契約金額１３億３５０万円で契約をして

ございますが、これに５，５３９万６，０００円

を増額をし、１３億５，８８９万６，０００円で

変更契約を締結しようとするものでございます。

次に、議案第５号の建築主体工事２工区につき

ましては、大野土建・橋本川島・高橋組特定建設

工事共同企業体と契約金額１４億９，９３０万円

で契約してございますが、これを１，２５６万２，

０００円減額をし、１４億８，６７３万８，００

０円で変更契約を締結しようとするものでござい

ます。

次に、議案第６号の弱電設備工事につきまして

令和８年６月２日（火曜日）第２回６月定例会・第１号
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は、末廣屋・東洋社特定建設工事共同企業体と契

約金額３億６，０８０万円で契約をしてございま

すが、これに４１０万３，０００円を増額をし、

３億６，４９０万３，０００円で変更契約を締結

しようとするものでございます。

次に、議案第７号の空調換気設備工事につきま

しては、扶桑・日進・大洋特定建設工事共同企業

体と契約金額３億５，３６８万３，０００円で契

約をしてございますが、これに３，０６５万７，

０００円を増額をし、３億８，４３４万円で変更

契約を締結しようとするものでございます。

以上、４件の変更額は７，７５９万４，０００

円の増額となり、変更契約を要しない契約を含め

た総事業費は４０億６，１８２万７，０００円と

なるものでございます。

それぞれ名寄市議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

基づき議会の議決を求めるものでございますので、

よろしく御審議くださいますようお願いを申し上

げます。

これより、議案第４号〇議長（山田典幸議員）

外３件の一括質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより議案第４号外３件の一括採決を行いま

す。

議案第４号外３件は原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第４号外３件は原案のとおり可決

されました。

日程第８ 議案第８号〇議長（山田典幸議員）

専決処分した事件の承認についてを議題といた

します。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第８号 専決処分し〇市長（加藤剛士君）

た事件の承認について、提案の理由を申し上げま

す。

本件は、令和７年度名寄市一般会計補正予算に

係る専決処分でございまして、歳入歳出それぞれ

１億５，５２５万８，０００円を減額をし、予算

総額を３０６億２，８８１万５，０００円にした

ものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきまして１項８目企画振興費、基金積

立金１億２，９４７万７，０００円の追加は、ふ

るさと納税寄附金と企業版ふるさと納税寄附金を

寄附者の意向に沿って活用するため、それぞれ地

域振興基金積立金に１億１，７５８万５，０００

円、企業版ふるさと納税基金に１，１９０万７，

０００円を積み立てたことなどによるものでござ

います。

８款土木費におきまして市道除雪・排雪対策事

業費４，８９７万３，０００円の減額は、事業費

の確定に伴い市道除雪業務委託料などを減額した

ものでございます。

１０款教育費におきまして中学校施設等整備事

業費８，０７４万円の減額は、名寄中学校及び名

寄東中学校の整備事業費の確定に伴い減額したも

のであり、このほか各款において見込まれる事業

の不用額を減額したものでございます。

次に、歳入について申し上げます。１款市税７，

８１３万９，０００円の追加は、徴収状況を勘案

し予算を追加したものでございます。

１２款地方交付税２億７，８８９万８，０００

円の追加は、特別交付税の交付額の確定に伴い追

加したものでございます。

次に、第２表、繰越明許費につきましては、年
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度内に完了しない物価高対応子育て応援手当給付

事業、地域農業構造転換支援事業、物価高騰対策

くらし応援重点支援事業を追加したものでござい

ます。

第３表、地方債補正につきましては、廃棄物中

間処理施設整備事業ほか計１１事業について限度

額を変更したものでございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第８号は承認することに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第８号は承認することに決定いた

しました。

日程第９ 議案第９号〇議長（山田典幸議員）

専決処分した事件の承認についてを議題といた

します。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第９号 専決処分し〇市長（加藤剛士君）

た事件の承認について、提案の理由を申し上げま

す。

本件は、令和７年度名寄市国民健康保険特別会

計補正予算に係る専決処分でございまして、保険

事業勘定におきまして歳入歳出それぞれ２，００

０円を追加し、予算総額を２５億６，７７０万円

にしたものでございます。

補正の内容につきましては、利子収入の増に伴

い、利子分を基金積立金として積み立てたもので

ございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第９号は承認することに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第９号は承認することに決定いた

しました。

日程第１０ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

０号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１０号 専決処分〇市長（加藤剛士君）

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和７年度介護保険特別会計補正予算

に係る専決処分でございまして、保険事業勘定に

おきまして歳入歳出それぞれ８，８６５万１，０
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００円を追加し、予算総額を２９億５，９９４万

６，０００円にしたものであり、介護サービス事

業勘定・風連におきましては予算総額の変更を伴

わない歳入予算の調整を行ったものでございます。

補正の主なものを保険事業勘定の歳出から申し

上げます。６款諸支出金におきまして一般会計繰

出金８，８６４万９，０００円の追加は、地域支

援事業の確定に伴い、一般会計繰出金として追加

したものでございます。

次に、歳入について申し上げます。４款国庫支

出金、調整交付金、地域支援事業交付金６，０４

５万４，０００円、６款道支出金、地域支援事業

交付金２，８１９万５，０００円の追加は、地域

支援事業の事業費確定により追加交付分を追加し

たものでございます。

次に、サービス事業勘定・風連では、起債対象

事業費確定に伴い、一般会計繰入金と市債におき

まして歳入予算の調整を図ったものでございます。

次に、第２表、地方債補正につきましては、介

護施設整備事業について限度額を変更したもので

ございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１０号は承認することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１０号は承認することに決定い

たしました。

日程第１１ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

１号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１１号 専決処分〇市長（加藤剛士君）

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和７年度食肉センター事業特別会計

補正予算に係る専決処分でございまして、予算総

額の変更を伴わない歳入予算の調整を行ったもの

でございます。

補正の内容につきましては、起債対象事業費確

定に伴い、一般会計繰入金と市債におきまして歳

入予算の調整を行ったものでございます。

次に、第２表、地方債補正につきましては、食

肉センター整備事業につきまして限度額を変更し

たものでございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１１号は承認することに御異議ございま

せんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１１号は承認することに決定い

たしました。

日程第１２ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

２号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１２号 専決処分〇市長（加藤剛士君）

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和７年度名寄市立大学特別会計補正

予算に係る専決処分でございまして、歳入歳出そ

れぞれ２０４万４，０００円を減額をし、予算総

額１９億４，１６７万８，０００円にしたもので

ございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。１款

教育費におきまして基金積立金９０１万６，００

０円の追加は、いただいた寄附金を後年度の事業

に活用するため、寄附者の意向に沿った基金へ積

み立てたものでございます。

このほか１款教育費において見込まれる各事業

の不用額を減額したものでございます。

次に、歳入について申し上げます。２款使用料

及び手数料におきまして授業料の確定に伴い過年

度分合わせて３６０万５，０００円を追加し、入

学料の確定に伴い入学検定料と合わせて１，５３

３万１，０００円を減額したものでございます。

６款繰入金におきまして各事業費の確定に伴い

一般会計繰入金を増額をし、収支の調整を図った

ものでございます。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専

決処分をしたので、同条第３項の規定により報告

をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１２号は承認することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１２号は承認することに決定い

たしました。

日程第１３ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

３号 専決処分した事件の承認についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１３号 専決処分〇市長（加藤剛士君）

した事件の承認について、提案の理由を申し上げ

ます。

本件は、令和７年度名寄市病院事業会計補正予

算に係る専決処分でございます。今回の補正は、

年度末において想定を上回る事業量の増加があり、

入院収益及び外来収益が増加したことに伴い、給

与費や診療に必要な材料費の予算について不足が

生じることとなったことによる必要な調整を行っ

たものでございます。

補正の内容について申し上げます。１款病院事

業収益では、医業収益におきまして一般科及び精

神科の入院患者数の増に伴う入院収益の増などで

２億４，２３９万８，０００円を追加し、病院事

業収益の総額を１０２億３，８６９万４，０００

円にしたものでございます。

２款病院事業費用では、医業費用におきまして
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業務量の追加に伴い給与費で１，１７９万９，０

００円、材料費で６，６８１万６，０００円を追

加し、病院事業費用の総額を１１３億３，２９９

万１，０００円にしたものでございます。

以上、地方自治法第１７９条第１項の規定に基

づき専決処分をしたので、同条第３項の規定によ

り報告をし、承認を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１３号は承認することに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１３号は承認することに決定い

たしました。

日程第１４ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

４号 令和８年度名寄市一般会計補正予算（第１

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１４号 令和８年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、市長選挙のため当初予算に計上

できなかった政策的経費と各款にわたる臨時的経

費を補正しようとするものでございまして、歳入

歳出それぞれ６，３２６万４，０００円を追加を

し、予算総額を２８１億６，５２４万５，０００

円にしようとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきましてスポーツ国際交流員事業費７

６６万５，０００円の追加は、スポーツ国際交流

員をモデル的に配置をして、スポーツを通じたグ

ローバルな人材育成や地域指導者の指導力向上を

図ろうとするものでございます。

１０款教育費におきまして地域おこし協力隊事

業費２８８万２，０００円の追加は、ＡＬＴ１名

の任用期間満了に伴い地域おこし協力隊を任用し、

外国語教育及び国際理解教育のより一層の充実を

目指すものでございます。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加に伴う特定財源を計上したほか、収支の調整

を財政調整基金繰入金で実施をしようとするもの

でございます。

次に、第２表、地方債補正では、名寄東中学校

整備事業の限度額を変更しようとするものでござ

います。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願い申し上げま

す。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議案第１４号は、質疑から採決までの議事を６

月１７日に延期したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１４号は質疑から採決までの議

事を６月１７日に延期することに決定いたしまし

た。

日程第１５ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

５号 令和８年度名寄市国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１５号 令和８年〇市長（加藤剛士君）
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度名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定において歳入歳出

それぞれ１，４２５万７，０００円を追加し、予

算総額を２４億４，２６７万円にしようとするも

のでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。３款国民

健康保険事業費納付金におきまして子ども・子育

て支援金分１，４２５万７，０００円の追加は、

子ども・子育て支援納付金課税分の新設に伴い追

加をしようとするものであり、財源につきまして

は国民健康保険税、一般会計繰入金にて予算計上

をしてございます。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願い申し上げま

す。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議案第１５号は、質疑から採決までの議事を６

月１７日に延期したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１５号は質疑から採決までの議

事を６月１７日に延期することに決定いたしまし

た。

日程第１６ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

６号 令和８年度名寄市食肉センター事業特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１６号 令和８年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市食肉センター事業特別会計補正予算につ

いて、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ２，８１２万

１，０００円を追加し、予算総額を８，４０１万

９，０００円にしようとするものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款衛生

費におきまして食肉センター管理費２，８１２万

１，０００円の追加は、衛生管理に配慮した施設

運営を行うために必要な工事を行うものであり、

財源につきましては食肉センター整備事業債、一

般会計繰入金にて予算を計上しております。

次に、第２表、地方債補正では、食肉センター

整備事業を追加しようとするものです。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願いを申し上げ

ます。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議案第１６号は、質疑から採決までの議事を６

月１７日に延期したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１６号は質疑から採決までの議

事を６月１７日に延期することに決定いたしまし

た。

日程第１７ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

７号 令和８年度名寄市立大学特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１７号 令和８年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市立大学特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１，０８２万

２，０００円を追加し、予算総額を２０億９，５

４０万９，０００円にしようとするものでござい

ます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款教育

費におきまして大学院設置事業費１，０８２万２，

０００円の追加は、大学院の開設に向けて必要な

設置認可申請業務に係る委託料について追加をし

ようとするものであり、財源につきましては名寄

市立大学振興基金繰入金にて予算を計上してござ

令和８年６月２日（火曜日）第２回６月定例会・第１号



－24－

います。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願いを申し上げ

ます。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議案第１７号は、質疑から採決までの議事を６

月１７日に延期したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１７号は質疑から採決までの議

事を６月１７日に延期することに決定いたしまし

た。

日程第１８ 議案第１〇議長（山田典幸議員）

８号 令和８年度名寄市病院事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

議案第１８号 令和８年〇市長（加藤剛士君）

度名寄市病院事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、名寄東病院において再整備に伴

う実施設計を行うために必要な補正を行おうとす

るものでございます。

補正の内容について申し上げます。３款資本的

収入におきまして１項企業債で施設整備事業の企

業債として１，１００万円増額をし、資本的収入

の総額を５億３，０６８万８，０００円とし、４

款資本的支出、１項建設改良費におきまして名寄

東病院再整備実施設計委託料として改築費で１，

１００万円を増額し、資本的支出の総額を９億２，

１８７万７，０００円にしようとするものでござ

います。

なお、資本的収支の不足分につきましては、過

年度損益勘定留保資金で補填しようとするもので

ございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議案第１８号は、質疑から採決までの議事を６

月１７日に延期したいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１８号は質疑から採決までの議

事を６月１７日に延期することに決定いたしまし

た。

日程第１９ 報告第１〇議長（山田典幸議員）

号 専決処分した事件の報告についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

報告第１号 専決処分し〇市長（加藤剛士君）

た事件の報告について申し上げます。

事故の内容は、令和８年２月１９日午前９時２

分頃、デイサービス利用者宅において健康福祉部

所管の送迎バスが利用者迎え時に道路から敷地内

に進入をした際、下り勾配の路面が凍結をしてい

たため車体が制御を失い、バスの前方から利用者

宅倉庫に衝突をし、外壁が破損したものでござい

ます。過失割合が本市が１００％、相手方への損

害賠償として２３万８，７００円を負担すること

で示談が成立をし、和解したところでございます。

以上、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分をしたので、同条第２項の規定により

御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

報告第１号を終結いたします。
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日程第２０ 報告第２〇議長（山田典幸議員）

号 令和７年度名寄市一般会計予算繰越明許費繰

越計算書の報告についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

報告第２号、令和７年度〇市長（加藤剛士君）

名寄市一般会計予算繰越明許費繰越計算書につい

て御報告を申し上げます。

一般会計予算繰越明許費繰越計算書は、出納閉

鎖に当たり、令和７年度に完了しない議会運営事

業費のほか計８事業を翌年度に繰越しするための

ものであり、地方自治法施行令第１４６条第２項

の規定により御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

報告第２号を終結いたします。

日程第２１ 報告第３〇議長（山田典幸議員）

号 令和７年度名寄市病院事業会計予算繰越計算

書の報告についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

報告第３号 令和７年度〇市長（加藤剛士君）

名寄市病院事業会計予算繰越計算書の報告につい

て申し上げます。

本件は、資本的支出の備品購入費で名寄東病院

における電子カルテ・医事システム導入に当たり

年度内の納入が困難なため、予算の繰越しを行っ

たものでございます。

令和７年度名寄市病院事業会計予算繰越計算書

は、事業年度終了に当たり、これを翌年度に繰り

越したものであり、地方公営企業法第２６条第３

項の規定により御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

報告第３号を終結いたします。

日程第２２ 報告第４〇議長（山田典幸議員）

号 債権放棄の状況報告についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

報告第４号 債権放棄の〇市長（加藤剛士君）

状況報告について申し上げます。

本件は、名寄市債権管理条例第１８条の規定に

基づき令和７年度において放棄をした教育委員会、

病院事業及び水道事業に係る債権の放棄について

報告するものでございます。

まず、教育委員会におきましては消滅時効の理

由により回収見込みのない放課後児童クラブ使用

料について１４８件、４３万３，９８０円を放棄

したものでございます。

次に、病院事業におきましては患者の破産等の

理由により回収見込みのない入院診療費について

６件、２１万３，５９３円を放棄したものでござ

います。

次に、水道事業におきましては消滅時効等の理

由により回収見込みのない水道料金について４６

件、１９万４，５４０円を放棄したものでござい

ます。

以上、名寄市債権管理条例第１９条の規定によ

り御報告申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）
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報告第４号を終結いたします。

日程第２３ 報告第５〇議長（山田典幸議員）

号 公害の現況に関する報告についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

報告第５号 公害の現況〇市長（加藤剛士君）

に関する報告について申し上げます。

令和７年度につきましては、関係機関の御理解

と御協力をいただき、大気汚染、水質汚濁、騒音、

振動、悪臭の５項目を中心に、調査、監視等を行

ってまいりました。

初めに、大気汚染に関しては、炭化センターに

おいてダイオキシン調査を年２回実施をされてお

り、排出基準を大きく下回る結果となっておりま

す。

次に、水質汚濁に関しては、名寄川の水質調査

を実施をいたしましたが、環境基準値を超える項

目はございませんでした。また、ゴルフ場の農薬

使用につきましては、関係する環境保全指導要綱

に基づく水質分析調査を１１月に実施をし、指導

指針値以下であることを確認をしております。

次に、騒音、振動、悪臭についてですが、公害

となる苦情等はございませんでした。

その他、地球温暖化対策といたしましては、第

４次名寄市地球温暖化防止実行計画（事務事業

編）及び名寄市地球温暖化対策実行計画（区域施

策編）に基づき二酸化炭素排出量削減に向けた各

種取組を進めております。

以上、公害の現状について申し上げましたが、

今後とも公害対策では継続した調査、監視等を行

い、市民の健康と生活環境の保全に努めてまいり

ます。

なお、詳細な内容につきましては、さきにお届

けしてございます公害の現状と対策を御高覧いた

だきたいと思います。

以上、名寄市公害防止条例第４条第２項の規定

に基づき御報告させていただきますので、よろし

く御審議くださいますようお願いを申し上げます。

これより、質疑に入り〇議長（山田典幸議員）

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

報告第５号を終結いたします。

日程第２４ 報告第６〇議長（山田典幸議員）

号 株式会社名寄振興公社の経営状況についてを

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

報告第６号 株式会社名〇市長（加藤剛士君）

寄振興公社の経営状況について御報告を申し上げ

ます。

令和７年度第５４期の経営状況につきましては、

５月２６日の株主総会で報告を受けたところでご

ざいます。公社の第５４期の決算内容につきまし

ては、お手元の事業報告書に記載のとおりで、営

業損益では７９９万８９３円の損失、経常損益で

は８２８万９６２円の損失となりました。これに

特別損失３円を加えた税引き前当期損失は８２８

万９６５円で、最終的な税引き後当期純損失とし

ては８５１万９６５円の赤字決算となりました。

令和８年度につきましても令和元年１１月に策

定をした経営改善計画の着実な実行を引き続き指

導してまいります。

以上、地方自治法第２４３条の３第２項の規定

に基づき報告をさせていただきます。よろしく御

審議くださいますようお願いを申し上げます。

以上で報告第６号の報〇議長（山田典幸議員）

告を終わります。

報告第６号については、本日の会議終了後に議

員協議会を開催し、質疑を行います。

日程第２５ 諮問第１〇議長（山田典幸議員）

号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題
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といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

諮問第１号 人権擁護委〇市長（加藤剛士君）

員の候補者の推薦について、提案の理由を申し上

げます。

人権擁護委員法の規定により、本市では８人の

人権擁護委員が法務大臣の委嘱を受け、活動を行

っておりますが、令和８年９月３０日付で長谷川

良雄氏及び上口里美氏が任期満了となります。

本件は、長谷川氏を再度候補者として、宗万広

美氏を新たな候補者として推薦をいたしたく、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意

見を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

本件については、市長が推薦する者について適

任と認めることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、本件は適任と認めることに決定いたし

ました。

お諮りいたします。〇議長（山田典幸議員）

議事の都合により、明日６月３日から６月１４

日までの１２日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、明日６月３日から６月１４日までの１

２日間を休会とすることに決定いたしました。

以上で本日の日程は全〇議長（山田典幸議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午前１１時４９分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 中 畠 孝 幸

署名議員 谷 聡
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令 和 ８ 年 第 ２ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和８年６月１５日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 代表質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 代表質問

１．出席議員（１６名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 ２番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 近 藤 友 美 議員

５番 水 間 健 詞 議員

６番 谷 聡 議員

７番 今 村 芳 彦 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 清 水 一 夫 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 紀 國 谷 康 子

書 記 石 橋 恵 美

書 記 及 川 洋 人

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 木 村 睦 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 東 則 良 君

健康福祉部長 松 田 慎 司 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 伊 藤 慈 生 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

総合政策室長 櫻 田 孝 臣 君

こども・高齢者
倉 澤 富 美 子 君

支 援 室 長

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 山 岸 克 利 君

監 査 委 員 久 保 敏 君
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ただいまの出席議員数〇議長（山田典幸議員）

は１６名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 山 崎 真由美 議員

５番 水 間 健 詞 議員

を指名いたします。

日程第２ これより代〇議長（山田典幸議員）

表質問を行います。

５期目に臨む基本姿勢について外２件を、東川

孝義議員。

おはようございます。〇１４番（東川孝義議員）

議長より指名をいただきましたので、通告に従い、

市政クラブを代表いたしまして順次質問してまい

ります。

初めに、加藤市長におかれましては、５期目の

就任おめでとうございます。改めてお祝いを申し

上げますとともに、民間出身としての視点でこれ

まで培ってきた人脈を生かし、市政を着実に前へ

進めていただくよう御期待を申し上げます。

大項目の１番目、市長の５期目に臨む基本姿勢

について、小項目の１点目、人づくり、人への投

資についての考え方で、教育と人づくりこそが持

続可能なまちづくりの根幹であると述べられてお

ります。組織の人づくりとは、単にスキルを教え

て即戦力にすることではなく、組織の目的を理解

し、自分で行動し、周囲と協働できる人を長期的

に育てていくものであると考えます。人づくりと

組織づくりは表裏一体であり、組織づくりは役割、

体制、ルールを整えることで、人づくりはその中

で動く人の考え方や力を育てることであると思い

ます。

そこで、組織の仕組みを整えながら、それに合

った人の育て方を設計していくことが重要だと思

いますが、今後の人づくり、人への投資について

の考え方について伺います。

次に、小項目の２点目、名寄市の強みを生かし

た産業と仕事の創出について。名寄市の強みは、

雪質日本一を掲げるピヤシリスキー場、天塩川と

名寄川に挟まれた名寄盆地にあり、豊かな水と土

壌を生かした農業が基幹産業であり、日本有数の

モチ米の産地で、アスパラやスイートコーンなど

も全国的に評価をされております。また、北海道

北部の内陸にあり、南北と東西の交通が交わる位

置にあるため、昔から交通の要衝とも言われてお

ります。交通の要衝とは、単に重要な場所という

より拠点あるいはハブとして機能する重要な地点

の意味合いもあります。また、一方では人口減少

と高齢化社会は顕在化しており、雇用の場の創出、

いわゆる働きたい人が働ける場所や仕事そのもの

を新しく生み出すことが重要であると考えます。

生活の安定や地域経済の元気を取り戻すために名

寄市の強みを生かした産業と仕事の創出において、

重点的に取り組む施策について伺います。

次に、小項目の３点目、徹底した行財政改革に

よる財政基盤の強化について。徹底した行財政改

革による財政基盤の強化に向けては、多くの視点

で課題を取り上げております。その中で公共施設

の使用料、手数料及び委託料、各種団体への負担

金、補助金の見直しで受益と負担の適正化、また

市職員の定数や人材育成計画も見直し、持続可能

で機能的な組織体制を構築されていくと述べられ

ております。この取組の背景には、公共施設の老

朽化に加えて、名寄市総合計画（第２次）におけ

る財政調整基金、減債基金の残高が計画を下回っ

ていることなども要因として考えられます。人口

減少と相まって行財政も非常に厳しいことから、

課題対応に向けて切り込む部分はしっかりとメス

を入れていかなければならないことは理解します

が、削るだけではなく、市民に理解を求められる

課題を希望に変えていく考え方について伺います。
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次に、大項目の２番目、名寄市における各種課

題への対応について、小項目の１点目、名寄まち

なか未来宣言の具現化に向けて。株式会社まちづ

くり名寄が策定した名寄市まちなかグランドデザ

インを参考に名寄市まちなか再生・活性化プロジ

ェクト、名寄市まちなか未来宣言のコンセプトが

５月に発表されました。この素案は、名寄まちな

かグランドデザインのイメージを共有して、これ

に市民から集めた中心市街地に対する意見などを

参考に将来イメージと方向性の実現に向けた考え

方が盛り込まれております。具体的な取組方針と

して、多文化、多世代の拠点づくり、消費経済活

性化によるにぎわい創出、ウェルビーイング、心

身の健康と幸福の実現が掲げられております。ま

た、この宣言は全市民が関わる町なかの再生、活

性化プロジェクトとしており、素案は完成した計

画ではなく、新しい町なかの未来を市民の皆様と

一緒に考えていくための提案であり、今後は株式

会社まちづくり名寄と連携して進めていくとされ

ております。

そこで、今回の名寄まちなか未来宣言の取組狙

いと名寄市と株式会社まちづくり名寄との推進体

制と役割の考え方について伺います。

次に、小項目の２点目、公共施設等再配置の見

直しについて。名寄市公共施設等総合管理計画の

計画期間は平成２８年度から令和１７年度までの

２０年間と定め、公共施設の総延べ床面積は人口

減少や人口構造の変化を見据え、１３％縮減とす

る基本的な考え方は継続されているのか伺います。

また、名寄市公共施設等再配置計画における令

和４年から令和８年度のフェーズ１における想定

施設はどのような状況になっているのか、加えて

フェーズ２及びフェーズ３の期間は当初計画どお

り進めていくのか伺います。

次に、小項目の３点目、物流拠点化構想の具現

化に向けて。名寄市物流拠点化構想について、昨

年の８月に北・北海道物流拠点検討協議会が設立

され、協議が進められてきたと認識をしておりま

す。協議会設立までの取組として、名寄市と北海

道開発局と連携しながら共同輸送、中継輸送の実

装、圏域物流勉強会、地域連携モーダルシフト促

進等を実施してきたと理解をしております。その

中で、昨年５月３１日に開催されました北・北海

道物流拠点構想の実現に向けた講演会では、国土

交通省の局長による２０２４年問題と物流拠点に

ついての講演、その後北・北海道地域における物

流拠点の重要性についてのパネルディスカッショ

ンを含めて、北海道縦貫自動車道の名寄インター

チェンジ周辺の物流、防災拠点構想の実現に向け

て機運が高まったと感じております。その後、今

年５月に第５回目の北・北海道物流拠点検討協議

会が開催をされておりますが、協議会における議

論経過と今後物流拠点化構想の具現化に向けてど

のような取組を進めていかれるのか伺います。

次に、小項目の４点目、第１次名寄市スポーツ

推進計画の実践に向けて。第１次名寄市スポーツ

推進計画が策定をされ、策定に向けては市民アン

ケート結果も参考に目標に向けては３点の基本目

標が明示されております。基本目標１はライフス

テージに応じた運動、スポーツの推進、基本目標

２はスポーツによるアクティブなまちづくりの推

進、基本目標３は誰もが気軽に親しむことができ

るスポーツ環境の充実であります。それぞれの施

策展開に向けて現状と課題も整理されております

が、計画の具体的な推進に向けては昨年設立され

たＮスポーツコミッションなよろとの連携、協力

体制が重要になると考えますが、推進体制の基本

的な考え方について伺います。

次に、小項目の５点目、ドローンの活用戦略に

向けて。人口減少が進む中、働き手を担う生産年

齢人口も減少し、各産業において人手不足が深刻

な状況にあります。このような状況下で、名寄市

においても外国人人材が活用されておりますが、

受入れ拡大には多くの課題があるのも現実であり

ます。現在は、人手不足解消と作業の軽減を図る

べく、農業分野をはじめとして災害対策並びにイ
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ンフラ点検にドローンが使用されております。名

寄市として人手不足の解消、獣害、熊対策などド

ローンを導入することで行政上の効果、市民生活

への貢献が図られると思いますが、考え方につい

て伺います。

次に、大項目の３番目、教育行政について、小

項目の１点目、新年度の教育行政重点施策につい

て。令和８年度の教育行政執行方針における学校

教育の重点施策について伺います。１つ目に、生

きる力を育てる教育の推進において、個別最適な

学びと協働的な学びの一体的な充実を掲げていま

す。変化の激しい時代において子供たちが自ら問

いを見つけ、学びを得るためには、教育長は本市

の教育現場でこれらをどのように具現化をし、子

供たちのどのような姿、ウェルビーイングを目指

していくのか伺います。

２つ目に、インクルーシブ教育システムの構築で

すが、本市ではこれまでも障がいのある、なしに

かかわらず、児童生徒が共に学ぶ環境づくりを進

めてこられましたが、これまでの取組の成果を教

育長はどのように評価をされていますか。また、

令和８年度はより一層障壁を取り除き、一人一人

の学びを保障するためにどのような視点を持って

取り組まれるのか伺います。

次に、小項目の２点目、ＮＡＹＯＲＯスタイル

部活動改革事業推進に向けて。令和８年９月から

いよいよ休日における運動部部活動の地域展開が

本格的に実施をされます。これまでの部活動改革

推進協議会での多岐にわたる検討の積み重ねに対

し敬意を表します。部活動の地域展開は、単なる

実施主体の変更ではなく、学校から地域へと子供

の学びと育ちの場を広げ、社会全体で未来を担う

子供たちを支える大きな転換期と捉えております。

この改革を推進するに当たり、教育長は地域展開

後の子供たちを取り巻く環境をどのように変革し、

どのような形で心身の成長に寄与させたいのか、

考え方を伺います。

次に、小項目の３点目、名寄市教育改善プロジ

ェクトの推進に向けて。名寄市教育改善プロジェ

クトは、複雑な教育課題に対し本市の教育の質を

保証するエンジンであると認識をしております。

これまでスクールリーダーの育成やＩＣＴの活用

などを推進してきましたが、この取組を経て現場

の教職員の意識向上や子供の学びにはどのような

変化が生まれたのでしょうか。また、教育のさら

なる向上に向けて本プロジェクトの今後の展望に

ついて伺います。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

おはようございます。東〇市長（加藤剛士君）

川議員から大項目３点にわたり御質問いただきま

した。大項目１、２は私から、大項目３について

は教育長からの答弁とさせていただきます。

大項目１、５期目に臨む基本姿勢について、小

項目１、人づくり、人への投資についてお答えを

いたします。５期目の所信表明でも述べましたと

おり、地域の特色を生かした教育やスポーツ活動

など、これまで取り組んできた国際交流や英語教

育を強化するとともに、名寄市立大学やＮスポー

ツコミッションなよろの組織基盤を有機的に結び

つけ、ここで学びたい、ここで子供を育てたいと

選ばれるまちを目指していきたいと考えておりま

す。具体的には、質の高い子育て、教育環境への

投資として多様な言語や文化、スポーツや運動に

触れ合う機会の創出、小中学校では英語教育等を

通じた他国の言語や文化に触れ合う機会の拡充、

さらに地元高校と市立大学が地域と連携をした魅

力ある環境の中で専門性を身につけ、自分の可能

性を最大限に引き出せる環境の充実に取り組み、

ここで学んだ子供たちが将来的にこのまちに残り、

あるいは戻ってきて働き、若者世代が地域社会の

担い手として活躍をする循環を創出をしていきた

いと考えております。人への投資が充実をしてい

るまちは、結果として多くの人々に選ばれること

により活力が生まれ、次代を担う子供たち一人一

人がこの地に誇りを持ち、持続的なまちづくりの
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根幹をつくることを強く認識をしております。教

育と人づくりこそが未来への投資であると捉えて

おり、本市の優先事業として取り組んでまいりま

す。

小項目２、名寄市の強みを生かした産業と仕事

の創出についてお答えをいたします。本市の強み

を生かした産業の創出は、地域の魅力を高める付

加価値により外から資金を呼び込むことによる地

場企業の経営安定、域内循環の活性化を目指すこ

とが可能となります。また、地域の固有財産を基

盤とした産業は、中長期にわたる安定した雇用を

地域内にもたらし、若年層や女性層の多様な就業

ニーズに応えることができ、地域の活性化にとっ

て重要な施策であります。本市における強みは、

１つ目には基幹産業である農業であり、国内有数

の産地であるモチ米、寒暖差がもたらす高品質な

スイートコーンやグリーンアスパラ、そして国産

のニーズが高まりを見せる薬用作物など様々な農

作物の生産が本市の特徴と言えます。２つ目とし

て、東西南北が交わる交通の要衝としての立地的

な強みも地域資源として高い価値があると考えて

おります。これら本市における強みや地域資源を

改めて認識をし、効果的な情報発信に取り組むと

ともに、広域的な物流網の効率化に向けた検討を

進めていく中で、企業誘致に向けた支援施策を併

せて新たな産業創出を目指してまいります。

小項目３、徹底した行財政改革による財政基盤

の強化について申し上げます。本市の行財政改革

につきましては、第２次名寄市行財政改革推進基

本計画（後期実施計画）に基づき現在事業を推進

しております。しかしながら、人口減少に伴う市

税収入の縮小や少子高齢化社会の進展による社会

保障関連経費の増加、さらには公共施設等の老朽

化対策などにより今後の財政支出の増加が見込ま

れております。そのため、より効果的な事業選択

と効率的な財政運営に取り組むことが急務となっ

ております。こうした状況の中、令和７年度は本

気の行財政改革を推進するため人材育成改革、財

政改革、事業選択改革による選択と集中の実質化

を掲げ、令和８年度予算一般財源ベースで５億円

の削減を目標に取り組んでまいりました。各部に

おいて目標を定め、ゼロベースで事業を見直した

結果、目標である５億円の削減は達成したものの、

人件費、社会保障費、公債費などは依然として増

加傾向にあり、本市の財政状況は引き続き厳しい

局面にございます。したがって、持続可能なまち

づくりを推進するためには、これまでの課題を的

確に捉え、さらなる財政基盤の強化に取り組む必

要があります。そのため、今年度においては補助

金、負担金のガイドラインを策定し、一定の基準

を設けるとともに、人件費や物価高騰による施設

の維持管理経費及び老朽化による修繕費用の増加

に対応するため、公共施設の使用料についても見

直しの検討を開始いたします。

さらには、職員定数の適正化も検討すべき課題

と捉えております。適正な人員配置を行うには真

に必要とされる業務への選択と集中が不可欠であ

り、まずはデジタル技術の活用を踏まえた業務の

効率化を図ってまいります。また、多様化、複雑

化する市民ニーズに的確に対応するためには職員

の能力向上は不可欠であることから、現在これか

らの時代に即した名寄市人材育成・確保基本方針

の策定に向け、議論を重ねているところでござい

ます。

将来世代に過大な負担を残さずに、限られた財

源を効果的に活用するためには事業の選択と集中

を行い、将来を見据えた持続可能で健全な財政運

営に努めることが重要であり、これら行財政改革

の推進は大変重要な取組であると考えております。

こうした様々な行財政改革の取組により効率的で

質の高い行政運営を進めていくことで市民の皆様

のニーズを的確に捉え、市民一人一人がウェルビ

ーイングを実感し、将来にわたって住み続けられ

るまちづくりの実現に向け、しっかりと取り組ん

でまいります。

大項目２、名寄市における各種課題への対応に
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ついて、小項目１、名寄まちなか未来宣言の具現

化に向けてについてお答えをいたします。西３条

南６丁目を核とした町なかは、古くから市民の暮

らしを支えてきた重要な場所でございますが、近

年の人口減少や社会環境の変化に伴い、来街者の

減少、空き店舗の増加、建物の老朽化が進行し、

活力の低下が大きな課題となっております。町な

かのにぎわいが失われれば、消費活動のみならず、

人と人との交流や文化活動そのものが衰退すると

いう危機感の下、町なか再生は今こそ取り組むべ

き重要課題と認識をしております。一方で、町な

か周辺には駅、病院、商業施設等の都市機能が集

積をし、老舗から新規店まで熱意のある商いの担

い手、介護、飲食、物流など地域経済を支える外

国人材の方々など、未来をつくる資源が豊富にご

ざいます。本年４月に株式会社まちづくり名寄が

策定をした名寄市まちなかグランドデザインに基

づき、現にここにあるヒト・モノ・コトを出発点

として次の一手を考えていくフォアキャスティン

グの視点を取り入れた名寄まちなか未来宣言をま

ちづくりのアプローチとして展開をしてまいりま

す。本宣言は、行政が一方的に決めた完成形の計

画ではなく、市民の皆様と共に未来を描くための

出発点として位置づけており、市民ワークショッ

プやアンケートで寄せられた声を踏まえ、３つの

取組方針を掲げているところでございます。第１

に、多文化、多世代交流の拠点づくりでは、図書

館機能などを有する複合施設の検討や若者のまち

なか居住支援を通じ、家庭でも職場でもない市民

の皆様にとって心地よい第３の居場所、サードプ

レースを創出してまいります。第２に、消費経済

活性化によるにぎわい創出では、創業支援、空き

店舗を活用したチャレンジショップ、地域通貨Ｙ

ｏｒｏｃａの活用により気軽に商いに挑戦ができ、

消費が地域内で循環するまちを目指してまいりま

す。第３に、ウェルビーイングの実現では、市民

のサークル活動やまちづくり有志団体の活動を後

押しをし、住んでよかったと心から思える心の豊

かさを育んでまいります。

本市とまちづくり会社との推進体制と役割につ

いては、両者が両輪となる共創の仕組みの構築を

目指し、行政は予算の確保や規制緩和、公共施設

の再配置など市民の皆様が活躍しやすい舞台をつ

くる役割を、まちづくり会社にはネットワークの

構築、民間コーディネート、実証事業の事務局と

して町なかで活動するプレーヤーを支援する役割

を担い、市民一人一人の思いと行動を最大の推進

力とし、持続可能なまちづくりを推進してまいり

ます。

小項目２、公共施設等再配置の見直しについて

お答えをいたします。名寄市公共施設等総合管理

計画は、計画期間を２０年間とし、公共施設の総

延べ床面積１３％縮減を目標に掲げ、中長期的な

視点から更新、統廃合、長寿命化など計画的かつ

効率的に実施をするため平成２８年に策定をした

ものでございます。１３％縮減の基本的な考え方

は現在も継続しておりますが、本計画は財政状況

や環境の変化に応じて適宜見直しを行うこととし

ております。現在公共施設等総合管理計画につい

ては、改定の議論も開始をしたところでございま

す。用途を廃止をした普通財産の考え方や各個別

施設の在り方の検討を進めていく中で、施設縮減

の目標についても整理をしていきたいと考えてお

ります。

次に、再配置計画フェーズ１の進捗状況につい

て、フェーズ１期間内におきましては中心市街地

のコンパクト化に向けたコアの形成と市民意識の

醸成を図るため、図書館や児童センターなど対象

５施設を主眼にまちのにぎわいの重心となるメイ

ンコア並びに住環境整備につながるサブコアの形

成について整理するとしておりました。しかしな

がら、教育環境の確保を最優先とした中学校の改

築、改修並びに地域医療体制の持続性を図るため

の名寄東病院の市街地移転といった課題への対応

を優先した結果、当初計画と比較し整備時期に一

定のずれが生じている状況にございます。中心市
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街地の施設整備につきましては、図書館機能を有

する複合施設の候補地について現在株式会社まち

づくり名寄が地権者と交渉を進めているところで

ございまして、その結果を踏まえ整備の決定並び

に年次計画について議論を進めてまいります。今

後は、名寄まちなか未来宣言の取組方針に基づき

中心市街地の活性化とコンパクトなまちづくりを

推進してまいります。

最後に、フェーズ２以降の進め方についてでご

ざいます。次期総合計画におきまして、未来を見

据えた公共施設の適正配置を検討し、市庁舎の在

り方も含めた各施設の将来像について議論を深め

てまいります。今後２５年という長期的視野に立

った現実的かつ実効性のある再配置計画を構築し、

次期総合計画との整合を図りながら着実に進める

とともに、将来世代に過度な負担を残すことなく、

市民の誰もが誇りを持てる持続可能な施設環境の

実現に向けて取り組んでまいります。

小項目３、物流拠点化構想の具現化についてお

答えいたします。本市は、これまで北海道開発局

などと連携をし、共同輸送や中継輸送に関する実

証実験、研究会、圏域物流勉強会を重ねてまいり

ました。これらの取組を通じまして、本市が道北

圏域の地理的中心に位置をし、稚内と道央圏の中

間にあって、日帰り運行が可能となる中継輸送の

成立距離にあること、また北海道縦貫自動車道と

の接続性に優れていることなど、中継・集約拠点

としての高い優位性が改めて確認されたところで

ございます。こうした成果を踏まえ、昨年５月に

は名寄商工会議所との共催により講演会を開催し、

国土交通省物流・自動車局長による基調講演など

を通じて名寄インターチェンジ周辺の物流拠点化

構想の必要性を広く発信をするとともに、国に対

して官民連携による構想の具現化と広域防災拠点

化への支援を要望いたしました。また、昨年９月

には北・北海道物流拠点検討協議会を設立をし、

国の補助事業を活用しながら物流量の分析や事業

者ヒアリング、拠点機能や候補地の検討などを進

めてまいりました。一方で、本年５月に開催をい

たしました第５回会議におきまして、出席された

物流・輸送関係者から構想案の具体性や精度に関

し厳しい御意見を頂戴したところでございます。

これを真摯に受け止め、いただいた御指摘を糧と

して、より実効性と納得感のある構想案へと磨き

上げていきたいと考えております。本構想は、単

なる物流の効率化にとどまらず、トラックドライ

バー不足が深刻化するいわゆる２０２４年問題へ

の対応はもとより、過疎地域における日々の買物

環境の維持、さらには本市の基幹産業である農畜

産物の安定的な出荷環境の確保など市民生活と地

域産業の双方を支える重要な基盤になるものと認

識をしております。

今後の取組についてでございます。現在国土交

通省の補助事業に申請をしたところであり、６月

下旬に採択の可否について通知を受け取る予定と

なっております。採択をいただきました際には、

実行計画の策定や体制構築を進めてまいります。

いずれにいたしましても、これまでの議論や成果

を土台として、北北海道における物流拠点の整備

に向け国、北海道をはじめとする関係機関、さら

には物流事業者や荷主など民間の皆様との連携を

一層深め、官民一体となって構想の具現化に全力

で取り組んでまいります。

小項目４、第１次名寄市スポーツ推進計画の実

践に向けてお答えをいたします。スポーツ推進計

画の３つの基本目標達成に向けては、御指摘のと

おり昨年設立をされたＮスポーツコミッションな

よろとの連携、協力が極めて重要であると認識し

ております。推進体制の基本的な考え方といたし

ましては、Ｎスポーツコミッションなよろをはじ

めとした各関係機関の役割を明確にして、相互に

連携を図りながら一体となって取り組んでいく必

要があると考えております。Ｎスポーツコミッシ

ョンなよろは、スポーツ推進計画を現場レベルで

具体化、運営する組織としての役割を担う存在だ

と考えておりまして、子供から高齢者まで誰もが
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楽しめるスポーツプログラムの企画、提供や指導

者の発掘、育成等スポーツでつながるまちづくり

の中核としての役割を期待しております。そのた

め、Ｎスポーツコミッションなよろと定期的な協

議の場を設け、進捗状況の確認と情報共有を図り

ながら、計画の具体的な推進に向けて密接に連携

して本計画を推進してまいります。

小項目５、ドローンの活用戦略に向けてお答え

いたします。現在本市におきましては、熊対策と

いった特定のニーズに対し最小限の範囲でドロー

ンを活用している段階でございます。本市には、

国内最北に位置するドローン資格取得が可能な名

寄自動車学園ドローンスクールの存在や名寄高校

における先進的な取組、さらには全国大会での優

秀な実績など、ドローンに関する技術的、教育的

土壌が整っていることは市の大きな特色であると

認識をしております。こうした独自の強みがある

中で、ドローンを活用した行政課題の解決や市民

生活への貢献が可能かどうかにつきましては有効

性を感じており、今後検討を重ね、安全確保など

課題等の整理が必要であると考えております。先

ほど申したとおり、ドローン資格取得が可能な環

境や地元高校生の活躍など、人材育成の基盤があ

る名寄市の強みとして、全国の先進事例等も参考

としながら、ドローンのオペレーション人材の育

成なども含めて取組を研究してまいりたいと考え

ております。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項目３〇教育長（岸 小夜子君）

についてお答えいたします。

初めに、大項目３、教育行政について、小項目

１、新年度の教育行政重点施策についてお答えを

いたします。今日生成ＡＩなどデジタル技術の発

展やグローバル化の進展など変化が著しく複雑で、

予測困難な社会となっている中、学校教育におい

ては一人一人の児童生徒が自分のよさや可能性を

認識し、あらゆる他者を価値のある存在として尊

重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変

化を乗り越え、豊かな人生を切り開き、持続可能

な社会のつくり手となることができるよう、その

資質、能力を育成することが求められております。

このような背景を踏まえ、私自身も変化が著しい

社会の中で本市の子供たちに社会の中でたくまし

く自立し、他者と共生できる生きる力を育むこと

が大切であると考えているところです。このため、

子供たちが健康で個性や能力を発揮し、社会の中

で他者と協働しながら生きがいを感じて生活でき

るようにする、言い換えれば身体的、精神的、社

会的によい状態であるウェルビーイングを感じら

れる姿を目指して、学校教育の改善、充実に取り

組んでいるところです。こうした考えの下、個別

最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につい

ては、議員の御指摘のとおり、子供たちが自ら問

いを見つけて学びを得るという、いわゆる子供た

ちの主体的、対話的で深い学びを実現するため、

子供一人一人の興味、関心や学習特性を踏まえて

個の資質、能力の向上を図る個別最適な学びと、

リアルな人間関係などがある社会の中で生きてい

くために子供同士や教職員、地域の方々などとの

対話等を通じた協働的な学びの双方の関連を図っ

て、子供たちの資質、能力を育んでいくことがで

きるよう学校を支援してまいります。

インクルーシブ教育の構築に向けた取組につい

ては、これまで障がいのある児童生徒とない児童

生徒が可能な限り同じ場で共に学び、日常的な交

流を通じて互いの個性を認め合い、共に育ち合う

環境づくりに努めてきており、各学校においては

障がいは特別なことではなく、誰もが持つ特性の

一つであるとの認識が広がり、互助の精神や多様

性を尊重する姿勢、学校文化が育まれてきている

ように感じております。令和８年度は、より一層

障がいのある児童生徒とない児童生徒が共に学ぶ

環境の整備や自立と社会参加を見据えて、その時

点での教育的ニーズに的確に応える指導を提供で

きる仕組みの整備に取り組んでまいりたいと考え

ております。インクルーシブ教育の視点からも本
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市の学校教育において個別最適な学びと協働的な

学びの一体的な取組の充実を図り、誰一人取り残

さない教育環境の整備に努めてまいります。

次に、小項目２、ＮＡＹＯＲＯスタイル部活動

改革事業推進に向けてについてお答えいたします。

部活動の地域展開は、急速な少子化、人口減少に

伴いこれまでのような学校単位の部活動の維持が

困難になってきていることを背景に、生徒が将来

にわたって継続的にスポーツ、文化芸術活動に親

しむ機会を確保、充実することを目的にスタート

いたしました。本市においても名寄らしい部活動

の地域展開の姿を模索しながら、Ｎスポーツコミ

ッションなよろや各競技団体、学校と何度も協議

を重ね、今年の９月から地域の競技団体などが受

皿となって、地域クラブとして休日の活動を担っ

てくださる運びとなりました。全国各地の部活動

改革の取組においては、中学校の部活動改革を契

機として、各地域において少子化、人口減少が進

む中で全ての生徒がそれぞれの希望に応じて多種

多様な活動に参加できる環境や子供や大人、高齢

者、障がい者などが持続的に生涯にわたってスポ

ーツ、文化芸術活動に親しんだり、参加したりす

る環境の整備の必要性、またスポーツ、文化芸術

活動を通じたウェルビーイングの向上や地域社会

の維持、活性化にもつなげていくことの必要性な

どの話も出てきているところです。私自身も、部

活動改革の取組を通して本市の子供たちが心身と

もに健やかに成長し、可能性を広げていくために

は学校以外の場においても子供たちが希望する活

動に挑戦できる機会を確保したり、地域全体で子

供たちの成長を支えていく活動や仕組みを整えた

りする必要があると感じているところです。

このようなことから、現在取り組んでいる部活

動の地域移行、地域展開の取組を通してスポーツ、

文化芸術関係の市民の皆様をはじめとする多くの

市民の皆様と対話を重ねながら、本市の子供たち

が地域の様々な方々と関わり合う豊かな体験を積

み重ねて視野を広げ、協働する力などが高まる生

きた学びができる環境の整備に関係部署、団体な

どと連携して取り組んでまいりたいと考えており

ます。そのためにも、まずは９月から始まる休日

における運動部活動の地域展開において学校と地

域との連携が円滑に行われ、生徒のよりよい成長

に資するよう教育委員会として随時必要な支援に

努めるとともに、平日についても一つでも多くの

スポーツが地域クラブとして活動できるよう直面

する課題の解決に取り組んでまいります。

次に、小項目３、名寄市教育改善プロジェクト

の推進についてお答えいたします。名寄市教育改

善プロジェクトは、小中学校の垣根を越えて本市

の教育課題の解決を図るため名寄市教育研究所の

一つの組織として位置づけ、平成２４年度より活

動してきております。この１５年間にわたる取組

の最大の成果は、学校種の枠を超え、市内全学校

の共通課題の解決に取り組む体制が築かれるとと

もに、ミドルリーダーを担える教員が育ってきて

いることです。また、ＩＣＴの活用研究を通じて

学校間で差が出ることなく１人１台端末の活用が

進められ、子供たちが端末を情報収集や整理の場

面でよく活用し、主体的に学ぶ意欲や態度が育ま

れてきております。本プロジェクトの今後の展望

については、これまでに築いてきた全学校で取り

組むＡＬＬ ＮＡＹＯＲＯの体制を大切にし、時

代の変化に即した課題や子供も教職員もやってみ

たい、チャレンジしてみたいと心から思える課題

など、取り組む課題を十分に吟味したり、組織を

柔軟に見直したりして本市の教育課題を一つ一つ

着実に解決し、全国的な教育水準の維持、向上に

取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

それぞれ丁寧な御答〇１４番（東川孝義議員）

弁をいただきました。限られた時間でありますの

で、何点かに絞って再質問させていただきたいと

いうふうに思います。なお、再質問については関

連する項目もありますので、壇上での順番どおり
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にいかない点もあるかもしれませんので、御理解

をいただきたいというふうに思います。

まず、大項目１点目、５期目に臨む基本姿勢に

ついて、小項目１点目、人づくり、人への投資と

いうことで市長のほうから御答弁をいただきまし

た。今回の所信表明で述べられたことに加えて、

さらにこのまちで育った子供たちが戻ってこられ

るというふうな教育と人づくりこそが非常に大切

であるというふうなこと、あるいは地元高校、市

立大学の連携等のお話も、答弁もいただいたとこ

ろです。それで、人づくり、人への投資というこ

とで、今回市長の所信表明とは別に新たに再度お

聞きをしたいのは、名寄市総合計画（第２次）後

期基本計画の中で大切にしたいまちづくりの基本

的となる考え方で、市民と行政、市民相互の協働

によるまちづくりで、まちづくりの主役は市民で

すというふうに明示がされております。このこと

を市民、地域、団体の全ての人が自覚をして、市

民と行政との協働によるまちづくりにそれぞれが

主体的に関わることが非常に重要であるのかなと

いうふうに思っております。先ほどもお話の中に

ありました市民ニーズの多様化、あるいは人口減

少や少子高齢化、当然行政活動が複雑化をする中

でこの地域のコミュニティーの役割、これは非常

に大きくなっているのではないのかなというふう

に考えております。市長は人づくり、人への投資

の冒頭、本市の先人は開拓期、想像を絶する苦難

の中、土地を開き、経済の基盤を築くと同時に、

子供たちの教育の場を整えてきたと述べられてお

ります。先ほどの答弁で、この後いろんなお話、

先ほどお話しさせていただいたことのお話があり

ました。ここで私が新たにお聞きをしたいのは、

先ほど市長が冒頭述べられたことと併せて、行政

と非常に大きな関わりを持つ町内会組織、当然こ

の町内会組織というのは道路や公園、福祉、防災、

一斉清掃など、地域の要望や困り事などを集約し

て行政に伝える意見のまとめ役として機能を果た

しているのではないかというふうに思っておりま

す。しかし、現状いろんなところで言われるよう

に町内会加入率の低下であるとか、役員の高齢化、

成り手不足など厳しい状況下にあるというふうに

思っておりますけれども、先ほどの人づくり、人

への投資ということで、町内会組織の今後の在り

方等についてどのようにお考えなのかお聞きをし

たいというふうに思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

これまでも町内会の会長〇市長（加藤剛士君）

さんはじめ役員の皆さん等とも様々な意見交換も

させていただいている中で、町内会の活動が大変

重要であるというふうに認識はしておりますけれ

ども、一方で厳しい状況に置かれている町内会さ

んもあるというふうにも認識をしているところで

あります。この間も先般の町内会の連合会の総会

でも様々な御意見等もいただいたところでありま

して、今後町内会のあるべき姿についてぜひ積極

的な意見交換をさせていただきたいし、場合によ

っては様々な研修等もやっていきましょうという

ような御提案もさせていただいたところでありま

す。あくまでも町内会は自主活動組織であります

ので、そこの自主性をしっかりと認識をしながら

も、一方で我々行政も町内会の皆さんにそうした

活動に我々もお願いをして、いろんな協働のまち

づくりを進めているということもございますので、

なくてはならない組織であるというのと同時に、

今後より町内会が今の自主活動をさらに広げてい

けるような組織の在り方について、共に寄り添っ

て議論を重ねていきたいというふうに考えている

ところでございます。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

今市長御答弁いただ〇１４番（東川孝義議員）

いたように、町内会の組織というのは自主活動の

組織ということは十分理解をしながらも、今お話

あったように、当然行政とのいろんな関わりの中

で進めていっているというふうな部分も十分改め

て理解をしていただきたいのと、やはり今町内会

組織が非常に厳しくなっているという中では、何
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日か前ちょっと報道ありましたけれども、名寄市

子ども会育成連合会、これが合併して２０年で解

散をするというふうな報道がされている。ちょう

ど合併のときに携わった者の一人としては非常に

寂しい気がするのですけれども、ある面では町内

会も単独で運営するのが難しくなってくるという

町内会も今後出てくるのかなという気がいたして

おります。そんな中で、やっぱり地域連絡協議会、

この辺ももう少し機能をさせていくような活動に

していかないと、なかなか単独では今後難しい運

営になってくるのかなというふうな状況を感じて

いるところです。市民の地域コミュニティー、や

っぱりこれの積極的な参加だとか連携だとか協力

というのも非常に今後の行政に大きな関わりを持

ってくると思いますので、改めてこの地域連絡協

議会の運営について今後どのような考えを持って

おられるのか、この点についてお聞きをして、担

当部長でもよろしいですけれども、お願いをした

いというふうに思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

合併以降それぞれの学校〇市長（加藤剛士君）

区単位で地域連絡協議会という広域的な組織を改

めてつくりながら各種事業を展開してきたところ

でありますけれども、なかなかどうしてもボトム

アップ的な組織ではなかったということもあるの

か分かりませんけれども、地域連絡協議会によっ

て温度差があって、２年前でしたか、３年前でし

たか、一部地域連絡協議会が解散をしたところも

あるということでございまして、それぞれ広域町

内会も多様な中で今活動しているということでご

ざいます。町内会同士の連携だとかということに

対して一定の支援もしながら、そうした一緒にな

って町内会同士がいろんな事業に取り組むことに

ついての支援、サポートもしているところでござ

います。一方で、子供たちがやっぱりなかなか町

内会からいない、あるいは今子供たちの活動も大

きく変わってきておりまして、放課後様々な形で

いろんな少年団だとか、いろんな活動だとかに行

く中で、なかなか土日等も町内会の行事に参加で

きない、あるいは子供たちそのものもなかなかい

なくなってきている中で、今回の子供会の育成会

のこうした連合会の状況になったというふうに思

います。学校単位で今いわゆるコミュニティ・ス

クール、あるいは地域学校協働活動みたいな動き

を進めてきているところでありまして、ここは子

供たちあるいは学校と地域が一体となって子供た

ちをしっかりと地域で育てていく取組を推進をし

ていく。また、地域も子供たちと関わっていくこ

とで多世代の交流を推進していくと、こういうよ

うな動きを今強くしようということも進めている

ところでありまして、こうした学校区単位での広

域的な地域の取組の中から町内会とまた違った形

でコミュニティーの創出等も推進をしていく中で

新たなネットワークの構築、あるいはコミュニテ

ィーの創造に努めていく、そうしたことも重要な

ことではないかというふうに考えているところで

ございます。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございま〇１４番（東川孝義議員）

す。名寄市総合計画（第２次）後期基本計画では、

町内会の加入率が基準値７３．７が目標値７４点、

恐らくこれも厳しいのかなというふうに思います。

この間報道でされています旭川市も５０％を切る

のではないだろうかというふうな報道もされてお

ります。先ほど冒頭市長がありましたように、や

っぱりこのまちで学んだ子供たちが戻ってきてこ

られる教育と人づくりこそが大切であるというふ

うな冒頭御答弁をいただきました。やはりいろん

なところで子供たちを育てていく、今市長もお話

ありました。学校単位だとかというお話もござい

ましたけれども、地域で子供たちを育てていくと

いう視点も非常に重要だと思いますので、地域の

コミュニティーというのは非常にそういう面では

今後の中で大きな効果を生むのだというふうに思

っておりますので、新たな人づくりの中ではやっ

ぱり地域のコミュニティーを今後大事にしていた
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だきたいし、自分のところの町内会のことを言わ

せていただくと、行政の職員の方もかなり役員と

してお手伝いもいただいておりますし、当然行政

の職員と町内会の役員というのは地域に戻れば地

域の住民なのですけれども、できればそのような

アプローチも改めてお願いをしておきたいという

ふうに思います。

続いて、２点目、小項目２、名寄市の強みを生

かした産業と仕事の創出についてということで、

御答弁では外から資金を呼び寄せて域内循環を図

るというふうなこと、あるいは若年層、女性層が

ここで企業として働けるというふうな、一方では

基幹産業は農業であるというふうなこと、あるい

は交通の要衝というふうなことで、当然効果的な

情報発信をして、企業誘致等進めていかれるとい

うふうな御答弁をいただきました。名寄市の強み

を生かした産業の、仕事の創出という点で名寄市

の総合計画（第２次）後期計画、基本計画におけ

る経済元気化プロジェクト及び冬季スポーツ拠点

化プロジェクトにおける評価、これをどのように

受け止めて、５期目にどのように反映をされるの

かという点について改めてお聞きをしたいという

ふうに思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

名寄市総合計画（第２〇市長（加藤剛士君）

次）後期基本計画におきます経済元気化プロジェ

クトについて、これコロナ禍の影響を大きく受け

た期間でありましたけれども、これまでの取組に

よって新たに立地した企業数、また新規就農者数

が増加をしていること、さらには電子地域通貨普

及拡大、Ｙｏｒｏｃａ、こちらが着実な成果を見

せているというふうに考えておりまして、本市の

地域経済の活性化、持続可能な地域づくりに向け

た手応えを感じているところでございます。また、

冬季スポーツ拠点化プロジェクトにつきましても

スポーツ、合宿、大会による経済効果が目標を大

きく上回って推移をしておりまして、雪質日本一

という本市の地域資源が高い優位性と経済波及効

果を持つことが実証されたと認識をしているとこ

ろでございます。こうした評価をしっかりと受け

止めまして、５期目においては公約の柱でござい

ます地域の強みを生かす産業、仕事の創出、これ

をより強力に展開をしてまいります。具体的には、

先ほど来申し上げました農業、こちらについては

生産性の向上を図り、安定生産による産地として

の信頼度の向上に努める、このことも重要であり

ましょうし、また北北海道の交通の要衝という地

理的優位性、これを最大限に生かした物流拠点構

想を具現化をし、積極的な企業誘致を図ってまい

りたいと考えております。また、本市の基幹産業

である１次産業の高付加価値化やスポーツ大会、

合宿誘致による地域のにぎわい、交流人口の拡大

を図り、地域の産業育成に集中的に取り組んでま

いりたいと考えております。いずれにいたしまし

ても、現在総合計画の次の計画を今議論している

ところでありまして、こうした考え方について計

画に分かりやすく、あるいは市民の皆さんと一緒

に同じ方向を向けるような計画となるように努め

てまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

総合計画後期計画の〇１４番（東川孝義議員）

特に名寄市の強みを生かした産業ということで、

経済元気化プロジェクトと冬季スポーツ拠点化プ

ロジェクト、これについて今２点改めてお伺いを

させていただきました。当然４期目の冒頭はコロ

ナ禍ということは十分理解をしつつ、それ以降の

内容について今御答弁をいただきました。恐らく

最終的には今年度が最終になるわけですけれども、

当初の目標をクリアをしていく形につながってい

くのかなというふうにも受け止めております。さ

らに、基幹産業、農業については今後やはりさら

に生産性の向上を図っていくというふうな御答弁

もいただきました。特に非常にこの中で大きいの

は、やはり電子地域通貨Ｙｏｒｏｃａ、これの運

用というのがいろんな行政の中で幅広く使われて
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いるというのも域内の経済循環という部分では非

常に大きな効果があるのかなというふうにも思っ

てございます。今まで４期目でここまで培われた

施策の部分、ぜひ５期目の中でさらに大きく飛躍

をさせていただきたいというお願いを申し上げて

おきたいというふうに思います。

続いて、小項目の３点目、徹底した行財政改革

による財政基盤の強化ということで、非常に、壇

上でもお話をさせていただいたように、あらゆる

取組がなされて、今回の中では取り上げられてお

られます。先ほど答弁の中では第３次行財政改革

というふうなことで、今人材育成、財政改革、事

業選択改革と。令和８年度の予算、当初の目標５

億円は削減された。そのほかの部分があって、削

減等、実際にはトータルの５億円というふうには

ならなかったというふうなものもお話もいただき

ましたし、あるいは職員定数の適正化、デジタル

技術で市民のニーズに対応していくために名寄市

人材育成作成方針というふうにお話しいただいた

かと思うのですけれども、今進めているというふ

うな御答弁をいただいたかと思います。今年の３

月に旧風連町と旧名寄市が合併をして２０年の節

目を迎えて、合併以降の人口は約７，０００人の

減少というふうな状況になってございます。当然

財政状況が厳しい中にあっては、市民との対話の

中で各種施設の使用料、負担金、補助金、これら

のお話をすると一定程度の見直しは必要だよねと

いうふうなお話もいただいてございます。ただ、

一方で人口が減ったからといって市民ニーズの変

化も含めて行政サービス、これについては変わる

ものではないのかなというふうに自分は理解をし

ております。そこで、市職員の定数だとか、ある

いは先ほどお話あった人材育成計画の推進に向け

て職員のモチベーションを向上させながらやりが

いの実感と職場の雰囲気、これが非常に大切では

ないのかなと。既に令和８年度予算策定は終わり

ましたけれども、先ほどお話あったように、５億

円削減というのが頭にあると、何かそこの部分が

大きな柱になって、広げていくという部分も厳し

い状況になっていくのかなというふうに思います

ので、職員のモチベーションを向上させながら、

やりがいと職場の雰囲気、これを大切にしながら

施策を組み立てていくというのがますます今後人

材育成の中では重要になるのではないかというふ

うに思いますけれども、改めてこの辺の考え方に

ついてお聞きをしたいというふうに思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

議員がお話しのとおり、〇市長（加藤剛士君）

行財政改革におきましては財政改革の取組と同様

に人材確保、育成も極めて重要であると考えてお

ります。現在人材育成・確保基本方針の策定につ

いて議論を進めておりますけれども、目指すべき

職員像を明確にして、それに応じた研修の実施に

より能力を身につけ、生産性の向上を図ってまい

りたいと考えております。職員においては、研修

などを通じて自己の成長を感じ、仕事を通じてや

りがい、達成感を感じることにより組織での力を

発揮することができ、そのことにより市民サービ

スの向上につながるものと考えております。その

ためにも職員研修の充実は必要であると考えてお

りまして、職責や経験年数に応じた研修、自ら学

ぶ機会の創出、職場内研修、いわゆるＯＪＴなど

計画的に様々な研修機会を設けてまいります。ま

た、働く上で職場環境の改善も重要と考えており

ます。ライフスタイルも多様化する中でワーク・

ライフ・バランスの取れた働き方ができるよう時

代に合わせた改善を図ってまいります。市民サー

ビスを行う上で職員が充実した環境で働くことは

重要であると考えております。行財政改革におい

て財政改革のみならず、人材育成においても環境

を整えてまいりますので、よろしくお願いいたし

ます。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

行政の中で働く職員〇１４番（東川孝義議員）

の皆様が目指すべき職員像というようなことで職

員研修の充実、あるいはＯＪＴということでお話
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がありました。やっぱり今御答弁にもありました

ように、働きがいあるいはやりがいが感じられる

仕組み、要するに個人の成長が感じられる仕組み

づくり、これが非常に重要ではないのか。今御答

弁でありましたいわゆるワークバランスの取組と

いうことですけれども、研修だとかＯＪＴだとか、

これを充実をしていくというのは当然必要なこと

ですけれども、職場でのワークバランスの改善、

これについてどのように考えているのかお聞きを

したい。といいますのは、単純に例えば仕事量を

現実的なものにするだとか、働き方のルールを見

直すだとか、あるいは上司、同僚とのコミュニケ

ーションを取る、ワークバランスっていろんな形

の取り組み方があると思うのですけれども、先ほ

ど市長が答弁された今後ワークバランスの取組と

いう中ではこの辺の視点をどういうふうにお考え

なのか改めてお伺いをしたいというふうに思いま

す。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

ワーク・ライフ・バ〇総務部長（木村 睦君）

ランスについての御質問いただいたかというふう

に思っています。現在名寄市におきましては、名

寄市の特定事業主行動計画というものを策定させ

ていただいておりまして、その計画におきまして

は仕事と生活の調和、いわゆるワーク・ライフ・

バランスですとか、女性の職業生活における活躍、

こういったものを推進する行動計画として特定事

業主行動計画というものを策定させていただいて

いるところであります。計画の中におきましても、

毎年いろいろと様々な国の制度の改正ですとかに

おきましてこちらの計画のほうも改正させていた

だいておりますけれども、今後におきましても今

議員のほうからいただきました職員が働く職場環

境の整備ですとか、職場全体で支援していく体制

の整備ですとか、いわゆるワーク・ライフ・バラ

ンスをしっかりと実現できるような仕事として仕

事の取組意欲の向上に努めるような計画になって

おりますので、こうした計画をさらに進めていき

たいというふうに考えているところでございます。

以上です。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

理解をさせていただ〇１４番（東川孝義議員）

きます。職員数の適正化というふうな形の中で今

踏み込んだやり取りもさせていただきましたけれ

ども、先ほどお話しさせていただいたように、人

口が減っても行政サービスの部分ではむしろ市民

ニーズのいろんな多様化によって変わることはな

いという中では、やはり働きやすい、あるいは市

民としっかり対応できるというふうな職場づくり

というのも非常に大切だと思いますので、今回財

政については触れませんけれども、行政という部

分の中で今後の取組をお願いを申し上げたいとい

うふうに思います。

次に、大項目２点目、名寄市における各種課題

への対応ということで、名寄まちなか未来宣言の

具現化に向けてということでお聞きをしたいとい

うふうに思います。市長のほうから町なかの部分

は、以前からお話をいただいているように、西３

条南６丁目というふうなことでのお話が冒頭ござ

いました。当然都市機能等があってというふうな

こと、それから行政と株式会社まちづくりの役割

という部分についても御答弁もいただきました。

行政は予算だとかというような形、まちづくり会

社はネットワークの構築だとかプレーヤーを探す

というふうなことでお話があったかと思います。

それで、御答弁の中にもあったかと思うのですけ

れども、今回のまちなか未来宣言の素案は完成し

た計画ではなくて、この宣言内容を基に新しい社

会、文化、経済活動を生み出す中心市街地の未来

を市民と共に考え、つくり出す、いわゆるフォア

キャスティングの視点に立った考え方で推進をし

ていくというふうに先ほどの御答弁でもあったか

と思います。今まではどちらかというとバックキ

ャスティングの取組が多かった……要するにきち

っと形を描いて、その中に向かっていくと。今回

は、まちづくり会社での資料も基にというふうな
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御答弁もあったと思うのですけれども、今回改め

て名寄市としてもまちなか未来宣言、フォアキャ

スティングを取り組んだと、取り入れた考え方に

ついて改めてちょっとお伺いをしたいというふう

に思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

この間も公共施設の再配〇市長（加藤剛士君）

置計画だとかで市民の皆さんとの議論を重ねて、

様々な計画もつくってきたところでありますけれ

ども、なかなか進捗が思うようにいかなかったと

いう経過はお示しさせていただいたとおりであり

ます。具体的に財政的な問題があったり、重要な

課題がなかなかほかとの兼ね合いもある中で優先

されてこなかった経過もあるということでお話を

させていただいたところであります。一方で、町

なかが非常に名寄市にとっても重要な基盤であり、

ここがある意味では町の象徴的な場所である、顔

であるということだと思います。ここに新たなに

ぎわいあるいは人との交流、さらには教育、文化、

そうしたことをまた改めてつくっていきたい、そ

うしたまちづくり会社の思いも受けた形で名寄市

の計画も立てさせていただいたところであります。

先ほど来財政的に非常に厳しいということ、さら

には昨今では結構物価の高騰等によりまして様々

な全国各地で公共施設や役所庁舎が計画を断念せ

ざるを得ない、あるいは延期しているような状況

もあるというようなことでございまして、なかな

か先が見通すことが厳しい状況の中で、さらには

町なかには公有地も少ないということだとすると、

まずはこうした考え方をしっかりと市民の皆さん

と共有して、一緒にできることからやっていこう

というようなことが重要なのではないかというこ

とで、その考え方についてお示しをし、今後まち

づくり会社とも連携をしながら協働で町なかにつ

いて開発あるいは開拓をしていく、そうしたこと

を企図するために今回の宣言を出したものでござ

います。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

理解をさせて……た〇１４番（東川孝義議員）

だ本当にフォアキャスティングを進めるには、い

ろんな課題等も実際にあるというふうに思います。

この辺の進め方、今回この後同僚議員がまたこの

未来宣言について質問される予定になっておりま

す。自分はその考え方のみ今回お聞きをして譲っ

ていきたいというふうに思います。いずれにして

も、しっかりつくられたまちなか未来宣言、これ

をどういうふうに生かしていくのかというのが非

常に、今までと違う取組で進められるということ

なので、この辺の対応をしっかりお願いをしてお

きたいというふうに思います。

次に、小項目の２点目、公共施設等再配置計画

の見直しについてということで、２０年間という

考え方については変わっていないと。１３％縮減

も継続していくということと、その中であと改定

の議論等も進めているというふうなお話がござい

ました。フェーズ１については、教育環境の確保

を最優先にしてきたというふうなことで一定のず

れがあったというふうなこと、フェーズ２以降に

ついては、先ほどの未来宣言も含めてですけれど

も、庁舎の在り方も含めて検討をされていくとい

うふうな御答弁をいただいたかなというふうに思

います。名寄市公共施設等総合管理計画、令和６

年１１月に一部改定をされ、基本的な考え方は変

わっていない。先ほど御答弁にもございました。

それで、改めて総延べ床面積の１３％縮減、先ほ

ど答弁にも改定の議論があるというふうなお話が

ございましたけれども、使用されなくなった公共

施設は基本的には普通財産となって、所管が管財

へ移ると。ただ、床面積はそのまま継続されてい

ると。この考え方、先ほど改定の議論というよう

なお話もありましたけれども、今後もこの考え方

で進めていかれるのかお伺いをしたいというふう

なこと。

それと、もう一点、基本的な考え方で施設を更

新、建て替えする場合は市民の利便性や市民ニー

ズを十分に考慮し、集約化、複合化を行った施設
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が施設総量を超えないように努めますというこの

方針、これも当初の方針どおり変わりがないのか。

合わせて２点お聞きをしたいというふうに思いま

す。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

１３％縮減の基本的〇総務部長（木村 睦君）

な考え方につきましては、現在も継続はさせてい

ただいているということで先ほど市長からの答弁

にもあったところだと思います。今公共施設等総

合管理計画の見直し議論を開始させていただいた

ところでございまして、今議員のほうからも御指

摘いただきました使用されていない、いわゆる旧

教育施設ですとか、そういったものにつきまして

は普通財産ということになっていますし、そうい

った普通財産の考え方などにつきましても今後公

共施設等総合管理計画の改定する議論の中で整理

のほうさせていただきたいなというふうに思って

いるところであります。

それと、集約化、複合化を行った施設について

施設総量を超えないということのお話だったので

すけれども、集約化、複合化の大きな目的の一つ

に当然ながら延べ床面積を減らして、維持管理コ

ストを削減するということが目的の一つにあるか

なというふうに思っています。その時々の状況に

はよるかとは思いますけれども、こちらにつきま

しても必要な設備ですとか機能を損なうことなく

総量は超えないように今後も努めていきたいとい

うふうに考えておりますが、いずれにいたしまし

ても今回改定の議論させていただいておりますの

で、先ほどの普通財産はじめ、こういった基本的

な考え方についても整理をしていきたいというふ

うに考えておりますので、御理解のほどよろしく

お願いいたします。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

最終的には解体する〇１４番（東川孝義議員）

まで財産として残ってはいくのですけれども、公

共施設等の総延べ床面積の縮減という形の中では

所管が移ってもそのまま残しておくというのは非

常にこの分では厳しい数字にもなってくるのかな

というふうなこと、厳しくなっていくというふう

に思います。改定の議論の中で今後この辺のこと

もしっかり協議を進めていただければなというふ

うに思います。

小項目の３点目、物流拠点化構想の具現化に向

けてというふうなことで、先ほど御答弁をいただ

きました。今までの取組等を含めて、最終的には

今新たに国交省に提出をしているのが６月に採択

をされれば、また新たな事業展開も進めていかれ

るというふうな御答弁をいただいたかなというふ

うに思います。それで、この物流拠点化構想の位

置づけとして、人口減少あるいは高齢化、２０２

４年問題、それから長距離輸送の負担増、非効率

的な輸送構造、中継基地という視点であったとい

うふうには理解をしております。先般報道の中で

コンサルの報告では、市長の答弁にもござい……

具体案が示される目指すものが見えていないとい

う指摘もあったというふうな報道もされておりま

す。コンサルの報告は報告として、これまでの取

組経過を踏まえて令和８年度以降具体的に、先ほ

ど国交省の６月の採択というふうなお話もありま

したけれども、令和８年度以降どのような取組を

行って、今後具体的にある程度見えてくる形とい

うのはどういうふうに、いつ頃を目指しているの

か、この辺についてちょっと改めてお伺いをした

いというふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

物流の取組につ〇総合政策部長（石橋 毅君）

いての再質問いただきました。今年度、今申請し

ている国の補助金、採択を受けることができまし

たら、それをしっかり活用して、改めて荷主の皆

様方の本当に生々しいお困り事等の聞き取りをさ

せていただいて、形としては解決するにはやっぱ

り共同輸送という形が何らかの仕組みの中で具現

化していかないと積載率を上げていくということ

にはつながっていきませんので、そこの可能性を

具現化していく取組になっていくと思います。今
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年度内については、一定程度荷主の数というか、

荷主を一定程度限定的にして、形をイメージをし

ながら、来年度以降実際に実証運行という、試験

的な運行という形で物を動かしていければという

形で、今年度はさらに具現化に向けた深掘りをす

る１年間にしていきたいというふうに考えており

ます。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

令和８年度、今年度〇１４番（東川孝義議員）

どう今後の荷主を限定して共同輸送、いわゆるや

っぱり当初の中継基地というのがしっかりまた原

点に戻るというか、恐らくそういう形で進められ

たと思うのですけれども、その中で今後進めてい

くというふうなお話だったかというふうに思いま

す。話が出てからかなりやっぱり期間がたって、

いろんなところで検討がされているのですけれど

も、先ほど冒頭でお話をさせていただきました北

北海道物流拠点構想の実現に向けた国交省の局長

のお話であるとか、あるいは近隣の実際に担当し

ているパネルディスカッション、非常にあの中で

は話としては盛り上がってきたなと。かなり早く

進むのかなとは思いつつも、今ちょっと足踏みの

状態なのかなというふうに思いましたけれども、

今８年度、あるいは実証に向けてというふうな、

荷主も限定してということでお話を伺いましたの

で、ぜひ早期の実現に向けての推進をお願いを申

し上げたいというふうに思います。

続いて、小項目の４番目、第１次名寄市スポー

ツ推進計画の実践に向けてというふうなことで御

答弁をいただきました。当然Ｎスポーツコミッシ

ョンとの関連も含めて進めていかれるということ

でのお話もいただいたというふうに思っておりま

す。子供から高齢者まで誰もが楽しむというふう

な御答弁もいただいたのかなというふうに思いま

す。それで、Ｎスポーツコミッションなよろです

けれども、昨年の６月２８日に設立をされて、各

種の事業展開、それぞれ進められております。第

１次名寄市スポーツ推進計画において、基本目標

にそれぞれ成果目標も設定をされております。冬

季のスポーツ活動の推進において、冬季スポーツ

施設の利用人数が令和６年の基準値から令和１２

年度の目標値は６，４７８人、これ今回のスポー

ツ推進計画、異常に多い数値になっております。

先ほど子供から高齢者まで誰もが楽しむという形

の中でこの辺が盛り込まれているのか、目標数値

の達成に向けての考え方について改めてお伺いを

したいというふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

ここについては、〇総合政策部長（石橋 毅君）

目標ということでかなり増えていくという形で目

標設定をさせていただいております。名寄市とし

ても冬季スポーツ、カーリング場であったり、ス

キー場であったりととがれる施設を有しておりま

すので、ここについて市民講習会であったり、い

ろんなことを、やっぱり皆スポーツ、皆さんに参

加をしていただけるような環境をぜひ機会をつく

らせていただいて、そして楽しんでいただく人数

を増やしていくと、こんな取組をしっかりとＮス

ポーツコミッションなよろのほうにも企画をして

いただいて、この目標値にいけるように取り組ん

でいければというふうに考えておりますし、実は

この計画自体進捗管理をするのが名寄市のスポー

ツ推進審議会、こちらのほうで毎年進捗状況を確

認することになっておりますので、しっかりと一

年一年成果を見て、審議会の中でも御議論いただ

きながら、今本当に審議会の視点で必要な取組も

含めて毎年ＰＤＣＡを回しながら進めていければ

というふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

御答弁をいただきま〇１４番（東川孝義議員）

した。というのは、ここに現状と課題という視点

で、やっぱり冬場というのはどうしても運動不足

というのが多くなるという。今屋内スポーツのお

話もいただきましたけれども、いろんな形で利用

促進をしていく、幅広く使っていただけるという
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ことが冬季のスポーツ活動の推進という中での目

標数値に近づいていくのかなというふうにも思い

ますので、恐らくこの中でも具体的にはｅスポー

ツだとか冬季スポーツを行うきっかけをつくって、

いろんなものを具体的に明示をされておりますけ

れども、やはり先ほど答弁にもあった子供から高

齢者まで誰もが親しめるというふうな形のものの

取組の強化をお願いをしておきたいというふうに

思います。

大項目最後、小項目５番目、最後になります。

ドローンの活用戦略に向けてということで御答弁

もいただきました。今名寄市で熊対策等を含めて

最小限の取組をされているというふうなこと、そ

れから名寄自動車学校のドローンスクールであり、

あるいは名寄高校の取組等について有効性は確か

にあるというようなこと、今課題を整理をしてい

るというふうなことで御答弁があったかなという

ふうに思います。ドローンなのですけれども、本

当に非常に日進月歩でいろんなもの進んでいると

いうふうにお聞きをしております。先日もちょっ

と行って、実際にお話を聞いてきたのですけれど

も、今いろんな社会実装を起点にして、環境整備

だとか技術開発、これが進められているというふ

うなことで具体的なロードマップも構成がされて

いると。具体的な内容、詳細については割愛をさ

せていただきますけれども、先ほど市長の答弁に

もありましたように、名寄市にはほかの自治体か

ら追従できない実証フィールド、登録の講習機関

だとか先端教育機関の地域資産、いろんなものが

そろっております。先ほど名寄高校のお話もあり

ましたけれども、名寄高校も昨年１２月にドロカ

ツ東日本大会で優勝、準優勝、全国大会はちょっ

と厳しかったのですけれども、僅か１年余りです

ばらしい結果を残されております。今名寄市では

熊対策の最小限の取組ということだったのですけ

れども、熊対策も本当連日テレビ等でもいろんな

報道されておりますけれども、出たよという形で

はなくて、例えば市街地における熊出没時の無人

航空機だとか、そういうふうなものを実際に設置

をしているところもあります。やっぱり行政にお

けるドローンの活用というのは、非常に今お話を

聞くと近隣の市町村で資格を取りに来ていらっし

ゃるところもかなりいるというふうに聞いており

ます。ですから、せっかくフィールド自体がある

のですけれども、なかなか名寄市の中で近くにあ

るのに取組という部分ではいい環境にありながら

若干ほかの市町の取組とも遅れているような気も

するのですが、改めて行政としてドローンの取組

についてどのように考えていくのかお伺いをさせ

ていただきます。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

ドローンについての御質〇市長（加藤剛士君）

問ということで、私も自動車学校さんの先駆的な

取組、あるいは登録講習機関としていち早く手挙

げをしていただいていること、また名寄高校にお

いては特色ある高校教育の一環としてドローンを

活用した様々な教育、先進的な教育環境をつくり、

最近では非常に大きな成果を上げているというこ

とも承知をしているところでありまして、この名

寄で今ドローンが結構盛り上がってきているのか

なというふうに思っております。議員お話しのと

おり、熊対策だけでなくて、ドローンは建設、農

業、さらには防災、物流など多岐にわたって社会

実装がもう既に進んでいるというふうにも思って

いるところでありまして、先ほど来行革の観点か

らも人口減少あるいは人手不足という中でドロー

ンがそうしたサービスを担っていける、あるいは

そうしたことを導入することによってより効果的

な施策になる可能性も承知をしているところであ

りまして、そうした先駆的な取組をしている事業

者さんもいらっしゃるわけでありますので、そう

した方ともしっかりと意見交換をさせていただき

ながら情報収集に努め、今後の展開についてどの

ような形ができるのかということを検討してまい

りたいというふうに考えおります。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）
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今本当に名前を出す〇１４番（東川孝義議員）

のはあれだけれども名寄自動車学校では智恵文小

学校でドローンの教育だとか、あるいはお年寄り

の集まっているところのフレイル、これの対策と

してドローンが非常に喜ばれて、それこそ子供か

ら大人まで、その中でドローンを使って操作をし

ながらというふうなことでの、ですから活用方法

は非常に幅広くあるというふうに思っていますし、

先ほどお話しさせていただいたように、ドローン

の機器というのは本当に日進月歩で新しく進化を

続けていると。先ほどの高校の全国大会では、一

流の企業の会社がスカウトに来ているというぐら

い本当にドローンの技術というのは今各企業の中

でも求められていると。そういう面では本当に名

寄高校、そのときの全国大会に行ったときのお話

を聞くと、名寄高校ってどこなのだというふうな

ことで企業の方が探されて、こんなところでやっ

ているのだって。そこにすごくそういう資格も取

れるところがあるのだというふうなお話もそこで

されたというふうなお話も伺っております。今日

あんまり時間もありませんので、ドローンについ

てはまた、このテーマについては改めて別の機会

に意見交換をさせていただければなというふうに

思います。

大項目の１点目と２点目、５期目に臨む基本姿

勢、それから名寄市における各種の課題対応につ

いて質問させていただきました。壇上の冒頭でも

お話をさせていただきましたが、加藤市長の５期

目、課題も非常に多いと思いますけれども、積極

果敢にチャレンジをお願い申し上げて、次の大項

目３点目の再質問に移らせていただきます。

大項目の３点目、教育行政について、新年度の

教育重点施策ということで教育長のほうから御答

弁をいただきました。個別的な学び、教育的な学

びで生きる力を育むことが大切であるとか、ある

いはウェルビーイングの充実、子供たちの一人一

人の資質向上というふうなことでのお話をいただ

いたかなというふうに思っております。その中で

改めてちょっとお聞きをしたいのは、教育長、先

ほど、私が聞き違いでなければ、障がいを誰もが

持つ特性と捉える考えが学校で広がって、多様性

を尊重し、助け合う文化が育っているというふう

にお話しされたかなというふうに思います。今年

度中学校における通級指導教室の開設に向けた準

備を進めるということでお聞きをしているのです

けれども、多感な時期にある生徒への配慮が不可

欠だというふうに思っております。通級が特別な

扱いと受け取られ、生徒が孤立感や引け目を感じ

ることは避けなければならないのかなというふう

に感じているところです。この通級を前向きな成

長のステップとして、先ほどのお話ではクラス全

体が自然に受け入れて、生徒同士が互いの個性を

認め合う土壌、これを今後学校現場でどのように

醸成をされていくのかお聞きをしたいというふう

に思います。

もう一点は、新たに検討を進めている中学校で

の通級指導教室の設置がこのインクルーシブ教育

の推進にどのような役割を果たしていくのか、こ

の２点について改めてお伺いをさせてください。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

中学校への通級指導〇教育長（岸 小夜子君）

教室を導入することに関わっての１つは子供たち

に対する、一緒にやって、意識の醸成の問題、そ

して通級指導教室がインクルーシブ教育とどうい

うふうに関わっていくのかという大きく２点御質

問いただいたかというふうに思います。まず、そ

もそも通級指導教室の仕組みというのは、通常の

学級に在籍している子供たちが特に置かれている

状態の中で特性等に配慮しながら一定の時間通級

指導教室に通って、そこで状況に応じた指導を行

うと、そういうようなものになっているところで

ございます。名寄市においては、南小学校で開設

していたところですが、保護者の方々からも中学

校への開設ということを望む声が大きかったこと

ですし、現場で通級している先生たちからもそう

いうお声があったところです。この導入に当たり
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まして最も配慮していることは、通級指導教室そ

のものの意義ですとか、それからどうしても通級

と通常学級を行き来することになりますので、指

導の在り方についてまずは先生方にしっかりと御

理解をいただくということが大事かなというふう

に考えておりますので、その部分ではこの通級指

導教室について先生方に御理解をいただき、そし

てそのことをきちんと今度できるのだということ

で子供たちにも伝えていっていただきたいという

ことで、丁寧に各学校回って、今担当者のほうが

説明会を開催しているところですし、今後保護者

説明会なども実施するというところで考えている

ところでございますので、まずは足元の教職員が

しっかりとこの趣旨を理解して、説明できるよう

にしていくと。そのことによって通級指導教室に

通う子供たちが差別されることなく、本当にここ

は自分の特性を伸ばしてくるのだということで周

りの子供たちも理解し、そして通常学級の子供た

ちがきちんと受け入れられるような体制づくりと

いうことについては、きめ細かに行っていきたい

というふうに思います。

それから、インクルーシブ教育との関わりでご

ざいますが、特別支援学級は障がい種に応じてそ

の学級の中で学びますが、この通級指導教室は日

常的にみんなと一緒に通常の教室で学ぶわけでご

ざいます。そこで、先ほど答弁させていただきま

したが、協働的な学び、級友ですとか通常学級に

おける先生たちとの関わり合いの中での学びとい

うのがございますが、この通級指導教室はそれぞ

れの個々の学習の障がいですとか身体の障がい等

に応じて指導を行うということでありますので、

まさに個別の指導、個別に資質、能力を伸ばすと

いうことで、協働的な学びと個別の往還をしてい

くというか、関連を図っていくということで、私

としてはやはり特別な支援学級以上にこういう通

級指導教室を増やしていくことによって子供たち

が通級と通常を往来していくということで、より

インクルーシブな考え方、障がいのある、なしに

かかわらず共に学ぶということに近づいていくの

ではないかというふうに思っておりますので、何

よりも大事なことは子供たちの状況に応じながら

適切な学びの場を提供していくように努めていき

たいというふうに考えておりますし、一人一人皆

人間性がきちんと尊重される、そうした心理的安

全性の高い学級や学校の文化づくりに努力してい

きたいというふうに考えているところです。

以上です。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

改めて詳細に御答弁〇１４番（東川孝義議員）

をいただきました。今回通級指導教室の南小学校

から中学校というふうなことで、導入に一番配慮

をされて、今進めているというのは、そこを指導

される教職員の先生方にまず理解をしていただく

と。それをしっかり子供たちに伝えて、それぞれ

の特性を伸ばしていくというお考えだというふう

なことでお聞きをしました。また、インクルーシ

ブの考え方についても協働的な学びというふうな

中で、子供たちの状況に応じてしっかり共に学ぶ

ことを目指して進めていくというふうなことで、

非常に今回改めて通級指導教室の開設の取組に向

けての教育長の考え方を伺うことができました。

非常に新たな取組ということで教育長の思いも理

解をさせていただきましたけれども、今進められ

ている先生方との対応、理解をしていただくこと、

さらにそれをしっかりと子供たちに伝えていくと

いうふうな取組が今年度がスタートということで、

その辺のしっかりした対応を改めてお願いを申し

上げておきたいというふうに思います。

それから、小項目の２点目、ＮＡＹＯＲＯスタ

イル部活動改革事業推進に向けてということで、

それぞれ御答弁をいただきました。名寄らしいス

タイルというふうなこと、全ての生徒が多種多様

な活動をできるようにというふうなこと、それか

ら地域全体で進めていかれるというふうなお話も

ありました。たしか答弁の後半のほうだったので

すけれども、今土日の部活動なのですけれども、
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教育長は平日についても一つでも多くのスポーツ

が地域クラブとして活動できるよう取組を進めて

いきたいという御答弁をいただいたかなというふ

うに思います。子供たちにとって部活動、平日か

ら休日まで連続する。子供たちとすれば、どちら

も日常でないのかなというふうに思っております。

ただ、活動の場が学校から地域へ広がっていく中

で、地域のみが地域指導となったり、あるいは平

日と休日で指導体制の連続性が保たれなくなった

り、子供たちが戸惑うというのは避けなければな

らないのではないかなというふうに思っておりま

す。ですから、休日、平日を通じて子供たちの心

身の成長を一貫して支えていくために学校と地域

がどのような連携、あるいは情報共有体制を構築

をしていくべきなのかという、改めてお考えをお

聞きをしたいというふうに思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

子供たちの連続した〇教育長（岸 小夜子君）

活動を保障するための学校と地域等の連携につい

てということでございますが、この間、今年の９

月に開催するまでの間何度も何度も学校と、それ

からいわゆる受皿となっていただく競技団体、運

動部が今回移行するわけですが、が話合いを重ね

てきております。大事なことは、子供たちの資質、

能力を伸ばしたり、それから子供たちがスポーツ

や文化、芸術活動に継続的に親しんでいくと、そ

うしたことが大事なことだというふうに思ってお

りますので、これから実際に様々な課題が出てく

ると思いますので、私自身は担当者には完成とい

うよりはスモールステップの課題を解決していく

という、その繰り返しの中でより望ましい環境を

つくっていく必要があるということで、粘り強く

今後につきましても学校とそれぞれの受皿となっ

ていくところでの情報共有ですとか意見交換がな

されるような支援をしっかりと行っていきたいと

思いますし、教育委員会といたしましてはそこの

調整がしっかりと支えていけるようにアンテナを

高くしながら状況把握に努めて、都度適切な支援

ができるように取り組んでまいりたいというふう

に考えております。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

初めての取組であり〇１４番（東川孝義議員）

ますし、今教育長御答弁いただいたように、今ま

での競技団体のいろんな議論の経過、それも含め

て、そうはいいながら恐らく様々な課題が出てく

るのだろうというふうなことで、それが大きくな

らないうちに、小さなうちにしっかりとその内容

をその中で検討を加えながら進めていかれるとい

うふうなお話。本当に机上の話と実際に行動に移

したときというのは、恐らくいろんな当初予想も

していなかった課題等が出てくるというふうに思

いますので、その中で教育委員会としてしっかり

支援をしていくというふうな御答弁をいただきま

したので、どちらがという形ではなくて、それぞ

れのところがやっぱり助け合いながら進めていく

という、先ほどもお話出ていました連携だとか情

報をしっかり共有をしながら、円滑な推進に努め

ていただきたいというふうにお願いを申し上げて

おきたいと思います。

最後になります。小項目の３、名寄市教育改善

プロジェクトの推進に向けてということで、教育

長のほうから平成２４年より活動して、市内全学

年でミドルリーダー等が育ってきていると。ある

いは、ＩＣＴの活用等の話等、詳しいお話をいた

だいたところです。今回の教育長の執行方針全体

を拝見をさせていただいて、改めて学校教育、社

会教育、それぞれの分野で多岐にわたる施策が展

開をされているなということを理解をさせていた

だきました。しかし、これらの一つ一つの事業を

動かすこと自体が目的化してしまっては真のウェ

ルビーイングの向上にはつながっていかないので

はないかなというふうに思います。ウェルビーイ

ングという言葉、名寄市総合計画（第３次）だと

か、あるいは今回の先ほどお話しさせていただき

ました名寄市まちなか未来宣言にも使われており

ます。ただ、自分の記憶の中では、たしか令和６
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年度の教育行政執行方針の中で教育長が最初に使

われたのではないかなというふうに思っておりま

す。教育長は、今回執行方針の結びにおいて市民

が主体的、積極的に学び、幸せを感じられる教育

行政を目指すという決意を示されております。膨

大な事業を計画どおりに実施すること自体が目的

化しないよう、これら全ての施策をウェルビーイ

ングの向上という共通の目標へ統合し、子供や市

民が日々の暮らしや学びの中でその変化を実感で

きるようにすることが非常に重要ではないのかな

というふうに考えております。そこで、改めて今

年度どのような教育行政を推進をしていくお考え

なのかお伺いをさせていただきたいというふうに

思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

ウェルビーイングの〇教育長（岸 小夜子君）

向上ということで、事業が目的化しないようにと

いう御指摘でしたので、十分に受け止めて、取り

組んでまいりたいというふうに思いますが、常々

やはり市長から市民の幸せということをお話しい

ただいておりますので、教育を通して市民を幸せ

にしていくということを大切にしながら教育行政

に取り組んでいきたいというふうに思っていると

ころでございまして、学校教育、社会教育、それ

ぞれございますが、近年の学校教育においても社

会教育においても課題が多様化、複雑化してきて

いるところでございます。そうした中で、私自身

は様々な、学校だけでは問題が解決しない、それ

から社会教育も社会教育担当だけでは完結しない

という中で、学校教育と社会教育の連携はもとよ

り、教育委員会自体がしっかりと他部署ですとか

関係機関と連携を図りながら現場の声をよく聞い

て、本当に子供たちから高齢の方々まで市民全て

の方がこの事業に参加してよかったとか、ために

なったとか、そういうふうに言葉に出していただ

けるように取り組んでいきたいというふうに考え

ておりますので、まずもって自分自身が何を目指

して教育行政を進めているのかというと市民の幸

せですので、そのことをしっかり念頭に置きなが

ら職員に関わり、かつ様々な機関と連携をしなが

ら教育行政を通して市民のウェルビーイングの実

現に取り組んでまいりたいというふうに思います。

以上でございます。

東川議員。〇議長（山田典幸議員）

このウェルビーイン〇１４番（東川孝義議員）

グの取組、幅が広いだけにここだけという部分で

はなくて、今教育長お話あったように、教育部と

しては学校教育、社会教育との連携、教育委員会

としては当然ほかの部署、非常にそういう面では

いろんなところと連携をすることによっていろん

な事業、身体的、精神的、社会的、要するに病気

だけではないよというウェルビーイングの。やっ

ぱりいろんなところの良好な持続的な幸福状態、

先ほど最後にもまたお話しいただきました市民の

幸せという部分での取組になってくるのかなとい

うふうに思います。非常に力強いお言葉をいただ

きましたので、また令和８年度の教育行政の中で

しっかり進めていただくようお願いを申し上げて、

私の質問を以上で終わらせていただきます。

以上で東川孝義議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５７分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

市政推進の基本姿勢について外６件を、高野美

枝子議員。

議長より指名をい〇１１番（高野美枝子議員）

ただきましたので、令和８年度市政執行の所信表

明、執行方針、教育行政執行方針に沿って市民ネ

ットを代表して質問いたします。

大項目１、市政推進の基本姿勢について、小項

目１、人づくり、人への投資について。所信表明

において質の高い子育て、教育環境を整備します
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とありますが、これまで取り組んできた人材育成

に係る施策をどのように転換し、選ばれるまちを

目指すのか、考えをお伺いいたします。

また、複合施設の整備について、人づくり、人

への投資に資する施設とするためどのようなビジ

ョンをお持ちなのかお聞かせください。

小項目２、名寄市の強みを生かした産業と仕事

の創出と地域振興について。産業の創出について

は、人口減少に歯止めをかけるには大きな施策が

期待できると考えています。この間取り組まれた

産業誘致の実績と今後のトップセールスを含めて、

新たな産業の創出に対する考えについてお聞かせ

ください。

また、風連インターチェンジの必要性について

市長はどのように考えておられるのかお伺いいた

します。

小項目３、徹底した行財政改革による財政基盤

の強化について。厳しい財政状況の中、公共施設

の整備についてはかなりの負担となってきます。

市庁舎、消防庁舎の議論を加速とありますが、学

校施設の整備が一段落する中で市庁舎、消防庁舎

の優先度はどの程度と考えておられるのかお伺い

いたします。

また、２０％の給与削減の理由として、これか

らの改革を進めるためとありましたが、この改革

とは今後市民負担を大幅に求めていくと解してよ

ろしいのかお伺いいたします。

大項目２、市民と行政の協働によるまちづくり

について、小項目１、住民自治の考え方について。

市民憲章や都市宣言の市民への浸透を図り、地域

自治の意識の醸成と地域自治組織への活性化に向

けた支援の拡大についての考えをお伺いいたしま

す。

小項目２、地域コミュニティー活動の推進につ

いて。協働のまちづくりの基本となる町内会です

が、加入率の低下、役員の成り手不足、子供会育

成会の解散など非常に厳しい状況になっています。

災害時の対応や地域防災組織など、今後も町内会

の役割はますます重要になってきます。町内会の

再編等課題解決に対する支援を行うお考えについ

てお伺いいたします。

大項目３、市民みんなが安心して暮らせるまち

づくりについて、小項目１、地域医療の充実につ

いて。道北に住む私たちの命を守る最後のとりで、

名寄市立総合病院が昨年度大きな赤字でした。公

立病院の８割以上が赤字であったとのことです。

道北の拠点病院である名寄市立総合病院の在り方

と今後の方向性についてお伺いいたします。

また、東病院が基本構想、基本計画を作成し、

検討を行いましたが、町なかに移転がかないませ

んでした。改めて経緯と今後の計画についてお伺

いいたします。

小項目２、高齢者福祉の推進について。高齢者

がいつまでも安心して名寄市で暮らしていくため

には、認知症の対策が重要なのではないかと考え

ますが、本市の取組をお伺いいたします。

大項目４、自然に調和した環境に優しく、快適

で安全、安心なまちづくりについて、小項目１、

環境との共生について。美しくもあれば、厳しく

もある環境に配慮した施策がこの地域では重要で

す。自然エネルギーやクリーンエネルギーなど、

地域の環境との共生についてお伺いいたします。

小項目２、水道の整備について。全国的に水道

管の老朽化が進み、破裂や漏水、道路の陥没など

様々な事故が起きています。財源のない中でどの

ように対策をしていくのかお知らせください。

また、人口減少に伴う料金への影響、技術者不

足など水道の整備の今後の在り方についてお伺い

いたします。

小項目３、除排雪対策について。観光や冬季ス

ポーツには重要な雪ですが、冬期間生活する上で

毎日の除雪は降雪寒冷地帯に住む我々市民には大

変です。高齢化や少子化により除排雪は冬期間非

常に重要な市民サービスです。燃料費等除雪経費

の高騰、除雪作業従事者の確保が大きな課題とな

っています。今後の対応についてお伺いいたしま
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す。

大項目５、地域の特性を生かしたにぎわいと活

力のあるまちづくりについて、小項目１、観光の

振興について。豊かな自然、おいしい食材、雪質

日本一のパウダースノー、サンピラーやダイヤモ

ンドダストなどすばらしい観光資源が整っている

と思っています。今後の観光の振興についてお考

えをお伺いいたします。

大項目６、生きる力と豊かな文化を育むまちづ

くりについて、小項目１、名寄高等学校の魅力向

上と支援の在り方について。少子化に伴う生徒数

の減少など、高等学校を取り巻く環境は年々厳し

さを増しています。本市において次代を担う人材

育成の重要な基盤である名寄高等学校の存在は、

非常に重要であると考えます。これまでの高等学

校支援に関する主な取組の成果をどのように評価

されているのか、また今後の支援の方向性につい

てどのように取り組んでいくお考えなのかお伺い

いたします。

小項目２、大学教育について。大学院設置につ

いては、栄養学科が設置を目指しているとのこと

ですが、ほかの学科での大学院設置のお考えをお

伺いいたします。

大項目７、教育行政執行方針について、小項目

１、今後の小中学校の在り方と検討委員会の役割

について。少子化や多様化が進む中、未来を見据

えた教育環境の整備が急務です。新たに設置され

た名寄市立小中学校のあり方検討委員会において、

具体的にどのような視点から小中学校の在り方に

ついて検討をしていくのか、その基本的な考え方

と今後の進め方についてお伺いいたします。

小項目２、子供たちの生きる力を育む教育の推

進について。変化の激しい時代を生き抜く子供た

ちにとって生きる力を育む教育の推進は喫緊の課

題です。子供たちが生き生きと希望を持って生き

ていくためにどのような教育を進めていくのかお

伺いいたします。

小項目３、キラキラ☆いきいき☆まなびらんど

❄なよろについて。令和８年度名寄市教育委員会

❄は、「キラキラ☆いきいき☆まなびらんど なよ

ろ」のスローガンの下、市民の皆様が主体的、積

極的に学び、全ての人が幸せや生きがい、ウェル

ビーイングを感じることができるよう真心と熱意

を持って創意工夫して各種施策に取り組むとあり

ますが、スローガンの意味とこの言葉が目指す姿、

つまり子供たちや市民の皆さんが名寄の地でどの

ように学び、輝いていることを目指されているの

か、そのビジョンをお伺いいたします。

以上、この場からの発言といたします。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

高野議員から大項目で７〇市長（加藤剛士君）

点にわたって御質問いただきました。大項目１か

ら６まで私から、大項目７については教育長から

の答弁となります。

大項目１、市政推進の基本姿勢について、小項

目１、人づくり、人への投資についてお答えをい

たします。質の高い子育て、教育環境への投資と

して多様な言語や文化、スポーツや運動に触れ合

う機会の創出、英語教育等を通じた他国の言語や

文化に触れ合う機会の拡充を図り、グローバルな

視点からも自分の可能性を最大限に引き出せる環

境の充実に取り組んでまいります。そして、この

地で育った子供たちが将来的にこのまちに残り、

あるいはまた戻ってきて働き、若者世代が地域社

会の担い手として活躍をする循環の創出につなが

り、結果として持続的なまちづくりの根幹になる

ものと思っております。教育と人づくりは未来へ

の投資であり、地域の特色を生かした教育やスポ

ーツ活動などを通じてここで学びたい、ここで子

供を育てたいと選ばれるまちを目指していきたい

と考えております。

また、複合施設整備へのビジョンにつきまして

は、本年５月、名寄まちなか未来宣言において公

表させていただいたところでございますが、既に

町なかに存在をするヒト・モノ・コト、すなわち

地域資源を起点にフォアキャスティングの視点に
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立ち、これからのまちの未来像を描くものでござ

います。現在策定中でございます次期総合計画で

の議論も踏まえ、西３条南６丁目を中心とした当

該複合施設の整備並びに旧ミマツビル周辺におけ

る学生寮を中心とした住環境の充実など、名寄ま

ちなか未来宣言の方針に基づき今後もまちづくり

会社等と緊密に連携をしながら、まちなかエリア

の活性化とコンパクトなまちづくりを推進してま

いります。

小項目２、名寄市の強みを生かした産業と仕事

の創出と地域振興についてお答えをいたします。

本市の強みを生かした産業の創出は、地域が持つ

潜在的な魅力を付加価値化し、企業立地や外から

資金を呼び込むことによる地場企業の経営安定、

域内経済の活性化を目指すことが可能となります。

また、地域の固有財産を基盤とした産業が創出さ

れることにより中長期にわたる安定した雇用を地

域内にもたらし、若年層や女性層など多様な就業

ニーズに応えることが期待をされ、地域の活性化

において重要な施策であります。本市における強

みは、国内有数の産地であるモチ米をはじめ、高

品質な野菜や国産のニーズが高まりを見せる薬用

作物、酪農・畜産など様々な農産物が生産される

農業、これはもとより、北北海道の内陸部の盆地

が生み出す最高品質の雪質や、また交通の要衝と

しての地理的な強みも地域資源として高い価値が

あると考えられます。これまでの名寄市企業立地

促進条例並びに同特例条例に基づく支援の実績と

いたしましては、改正及び制定をした令和４年度

以降５社となっており、そのうち３社が運輸事業

となっていることから、本市の地理的な強みが生

かされたものと受け止めております。こうした状

況も踏まえて、道北地域の交通の要衝としての利

点を活用した名寄インターチェンジ周辺の物流拠

点構想に向けこれまで官民連携により検討を進め

てきております。直近の経過として、昨年９月に

北・北海道物流拠点検討協議会を設立をし、物流

量の分析や事業者ヒアリング、拠点機能等の調査、

検討をしているところでございますが、中継輸送

や共同輸送などの広域的な物流網の効率化は基幹

産業である農畜産物の安定的な出荷環境の確保、

さらには市民生活と地域産業の双方を支える重要

な基盤となるものと認識をしております。北北海

道における物流拠点の整備に向けた構想の具現化

の取組をはじめ、本市における強みや地域資源を

改めて認識し、企業への効果的な情報発信に努め、

さらに誘致を図ってまいります。

風連インターチェンジの必要性については、名

寄・士別間高規格道路の開通に向け、名寄市内で

の工事も本格化している状況です。名寄市を縦貫

する高規格道路ですが、現行制度では地域活性化

インターチェンジとなり、整備費、維持費を自治

体が負担をする仕組みとなっております。居住誘

導区域を設定している風連地区にとってもインタ

ーチェンジが設置されるほうが望ましいと考えて

おりまして、実現可能なスキームについて研究さ

せていただきたいと考えております。

小項目３、徹底した行財政改革による財政基盤

の強化についてお答えをいたします。本市の庁舎

をはじめとした多くの公共施設においては、物価

高騰などによる維持管理費の上昇に加え、老朽化

の進行の課題を抱えております。こうした状況を

踏まえ、本市が保有をする公共施設の利用状況や

老朽化の程度、維持管理経費、将来的な需要など

を総合的に判断をし、今後の施設の在り方を検討

するとともに、計画的な管理、更新などを行って

いく必要があると考えております。現在第３次名

寄市総合計画の策定や名寄市公共施設等総合管理

計画の見直しを開始したところであり、これらと

整合を図りながら庁舎の在り方についても検討を

進めてまいります。

私の給料月額２０％削減の理由についてでござ

いますが、厳しい財政状況の中、令和７年度にお

きましては令和８年度予算一般財源ベースで５億

円の削減目標と事業の選択と集中の実質化を目指

し、行財政改革に取り組んでまいりました。引き
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続き今後においても事業の選択と集中、財源の確

保など様々な観点から行財政改革を進めてまいり

ますが、その過程の中で市民の皆様に御協力をい

ただくことも十分考えられるため、まずは自らの

姿勢をお示ししたものでございます。

大項目２、市民と行政の協働によるまちづくり

について、小項目１、住民自治の考え方について

お答えをいたします。市民憲章や都市宣言は、本

市が目指すまちの姿を示すものであり、市民の皆

様に広く知っていただくよう各公共施設や学校な

どへプレートや看板を設置したり、様々な式典や

会議などで朗読するなど取組を行っております。

これからも市民憲章及び４つの都市宣言の意義や

精神がさらに広く浸透されていくよう取組を進め

てまいります。

地域自治組織については、これまでも行政とし

ては、自治活動交付金により町内会等の自主的な

活動を運営面で支えるとともに、地域連携事業補

助金を活用し、複数町内会や大学をはじめとする

各種団体との連携による協働の取組を通じ、地域

の活性化に向けた取組を後押ししてまいりました。

今後は、これら助成制度の一層の周知と積極的な

活用を促し、地域の特色や実情を生かした効果的

な取組が広がるよう努めてまいります。あわせて、

町内会連合会の事務局を担う立場として、町内会

相互の情報交換や先進事例の共有の場づくり、Ｌ

ＩＮＥ等デジタルツールの導入に関する助言など、

必要に応じた支援にも取り組み、地域の自主的な

活動が根づき、広がるよう努めてまいります。地

域自治は、市民の皆様の主体的な意欲と行動があ

ってこそ持続するものであり、市といたしまして

は地域の自主的な動きを尊重しながら、必要な支

援を幅広く展開をしながら安心して暮らせる地域

づくりを進めてまいります。

小項目２、地域コミュニティー活動の推進につ

いてお答えをいたします。町内会は、市民主体の

まちづくりを推進する基礎的な組織であり、災害

時の共助や環境美化、地域行事の運営など、行政

だけではカバーし切れない住民同士の助け合いの

基盤としての役割を担っていただいております。

しかしながら、議員御指摘のとおり、核家族化や

生活様式の多様化による加入率の低下、高齢化や

固定化による役員の担い手不足、少子化に伴う子

ども会育成連合会の解散など、町内会を取り巻く

環境は極めて厳しい状況にあるとの認識をしてお

ります。本市では、これまで町内会活動を財政面

で支援をする取組に加え、課題解決に向けたアド

バイス事業やデジタルツール活用促進などに取り

組んでまいりました。議員から御提案のございま

した町内会再編等の支援につきましては、町内会

が住民の自主的な組織であるという基本的性格を

尊重しつつ、市といたしましても少しずつでも自

主的な活動が活性化されるように働きかけ、その

自主的な動きに対しては丁寧な伴走支援を行って

まいりたいと考えております。町内会をはじめと

する地域コミュニティーは、まちづくりの根幹を

担うものであり、今後も関係団体と十分に協議を

重ねながら、地域の実情に応じた持続可能な仕組

みづくりに努めてまいります。

大項目３、市民みんなが安心して暮らせるまち

づくりについて、小項目１、地域医療の充実につ

いてお答えをいたします。まず、名寄市立総合病

院の在り方と今後の方向性ですが、名寄市立総合

病院は地方・地域センター病院、救命救急センタ

ー、災害拠点病院として高度急性期・救急医療を

中心に感染症や周産期、精神医療など一般診療か

ら高度・特殊医療まで幅広く医療を担う道北の基

幹病院でございます。また、サテライト診療に代

表される医療機関への専門医派遣や外来・宿日直

勤務の診療応援等を目的とした医療、リハビリ職

員の派遣、道北北部医療連携ネットワーク（ポラ

リスネットワーク）を活用した救急トリアージや

症例コンサルタント等、道北の医療提供体制や住

民生活の維持に不可欠な存在となっているものと

認識をしております。現在国において人口減少や

８５歳以上の人口の増加が今後さらに進む２０４
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０年、その先を見据え、病院の入院体制のみなら

ず、かかりつけ医療の機能や在宅医療、医療、介

護連携等を含めた中長期的な医療提供体制全体の

課題解決を図る位置づけとなる新たな地域医療構

想のガイドラインを策定しているところでござい

ますが、当院に求められる役割は従前から大きく

変わることはないものと想定をしております。こ

こ数年医療を取り巻く環境は大きく変化をし、病

院経営は厳しい状況にございますが、しっかりと

経営改善に取り組み、この地域の皆さんが引き続

き安心して生活していけるよう医療提供体制の維

持、確保に努めてまいります。

次に、名寄東病院の状況についてお答えをいた

します。現施設は昭和５０年前後に建築されてお

り、老朽化への対応が必要な状況でございます。

このため、名寄東病院新病院基本構想・基本計画

において市内中心部への移転を検討いたしました

が、敷地面積の不足、建設費の高騰、そして医療

資源の共用には制度運用上の制限があるといった

ことから、実現は困難と判断をし、移転を断念し

たところでございます。今後は現在の敷地や建物

を活用しつつ、必要な機能の再整備を段階的に進

めるなど、多角的な視点で再検討を行うこととし

たところでございます。新たな地域医療構想に基

づいた医療提供体制をこの地域においてどのよう

に構築していくのか今後関係機関において議論が

進んでいくと思いますが、各医療機関の方向性や

整備に向けたスケジュール感が見えてくるまでに

は一定の時間を要するものと考えております。こ

のような考え方から現施設を当面の間は維持する

必要があるため、喫緊の課題である外来棟の防水

改修や設備更新を行うこととし、本年度実施設計、

来年度に改修工事を行う予定としたところでござ

います。

小項目２、高齢者福祉の推進についてお答えを

いたします。高齢化の進行に伴い、認知症の方は

ますます増えていくことが予想されます。認知症

になっても自分らしく、みんなで支え合って暮ら

せる社会の実現を目指し、令和６年１月に共生社

会の実現を推進するための認知症基本法が施行さ

れました。本市においても認知症の人だけではな

くて、周囲の人も認知症への理解を深め、協力し

合うことで全ての人が住み慣れた地域で自分らし

く暮らすことができるまちを目指し、認知症サポ

ーター養成講座や地域見守りネットワーク事業な

ど地域住民や関係機関等と連携をした取組を進め

ております。認知症は、自分自身や家族など誰も

がなり得る可能性がございます。認知症への理解

を促進し、認知症の方が、あるいはその家族が尊

厳を保ち、住み慣れた地域で希望を持って暮らす

ことができるよう認知症施策を推進してまいりま

す。

大項目４、自然に調和した環境に優しく、快適

で安全、安心なまちづくりについて、小項目１、

環境との共生についてお答えをいたします。本市

では、２０５０年のカーボンニュートラル実現に

向け、地球温暖化対策実行計画に基づく二酸化炭

素排出量の削減を市民、事業者、行政が一体とな

って推進できるよう市民の皆様の意識向上と機運

の醸成に努めております。具体策といたしまして

は、ゼロカーボンに対する市民意識の醸成を図る

ため、楽しみながら取り組んでいただけるよう新

たにゼロカーボンチャレンジャー事業の補正予算

を提出させていただいております。本事業は、市

民の皆様から登録者を募り、御家庭の電気使用量

を前年同月と比較をし、削減率に応じてＹｏｒｏ

ｃａポイントを付与する仕組みとなっております。

また、自然エネルギーの活用については、本市に

おける持続可能な社会の実現には再生可能エネル

ギーの活用が重要であると認識をしております。

本年度より市内の公共施設４施設において再生可

能エネルギーを導入をいたしました。これら公共

施設での取組を先駆けとし、本市全体の脱炭素化

に向けた施策を推進してまいります。

小項目２、水道の整備についてお答えをいたし

ます。議員御指摘のとおり、水道施設は高度経済
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成長期に集中的に整備されたものも多く、全国的

に老朽化が進行しており、本市においても同様の

状況にございます。事故を未然に防ぎ、将来にわ

たって安定したサービスを提供し続けることは、

喫緊かつ最優先の課題であると認識をしておりま

す。限られた財源と人員の中で効率的な対策を進

めるため、管路につきましては老朽管更新計画に

基づき経過年数や過去の漏水履歴、重要度などを

精査をし、優先順位をつけ、計画的に更新をして

おります。財源につきましては、本年度から創設

をされました国庫補助事業、重要水道管路更新事

業や有利な地方債を最大限に活用し、市の負担軽

減を図りながら着実に推進してまいります。なお、

人口減少等に伴う給水収益の減収や急激な物価高

騰による施設更新費の増大に対応するため令和７

年９月に料金改定を実施し、令和８年３月には社

会情勢の変化を踏まえ、経営基盤の強化を図るべ

く経営戦略を改定したところでございます。今後

とも安全で良質な水道水を安定的に供給をしてい

くため、中長期的な視点で業務の効率化や適正な

料金水準を維持し、健全で持続可能な事業経営に

努めてまいります。

また、技術者不足につきましては、市における

水道技術職員の確保や、建設業界全体の人手不足

が深刻化をする中、道路冠水や陥没等が想定をさ

れる緊急性の高い事案に迅速に対応できるよう名

寄市管工事業協同組合との連携体制をさらに強化

をし、市民生活の安全確保に万全を期してまいり

ます。持続可能なインフラを次世代に引き継ぐこ

とは、我々行政の重要な責務であります。今後も

徹底したコスト削減とともに、ライフラインの維

持、強化に努めてまいります。

小項目３、除排雪対策についてお答えをいたし

ます。除排雪事業は、市民の安全、安心な生活を

確保する上で不可欠な業務であり、毎年多くの御

意見、御要望をいただいております。要望につい

ては全ての事案について対応はできませんが、で

きる限り解決に努めさせていただいているところ

でございます。燃料費や物価、人件費の高騰等の

影響による除排雪経費の上昇や除排雪作業に従事

をする人員不足、特に除排雪機械を運転するオペ

レーターの高齢化や若手不足などにより将来的に

安定した除排雪業務の持続性に課題があることは

私どもも認識をしているところでございます。除

排雪事業に係る費用構成は、労務費と燃料費及び

機械損料等から成り立っており、除雪機械による

作業が大部分を占めることから、燃料高騰による

請負金額への影響は顕著なものとなりますが、契

約時に最新の燃料単価や労務単価を使用し、業務

の発注を行っております。さらに、契約時と比較

をし、燃料単価の改定により１０％以上の増減が

あった場合には、市と受託者で協議の上、契約単

価の変更を行うことができる運用としており、除

排雪業務の執行に支障を来さないよう対応してお

りますが、今後におきましても燃料単価の動向に

は注視をして取り組んでまいります。

また、除排雪従事者の確保については、令和３

年度から進めている除排雪担い手育成確保事業に

よる助成事業において、毎年一定程度大型免許や

大型特殊免許などの免許取得希望者の申請をいた

だいているところでございます。将来的にも除排

雪業務に携わる人員を確保できるということは、

冬期間の市民生活を守り、持続的な除排雪を確立

する上では大変重要であると認識しておりますの

で、今後も市の除排雪委託事業者と連携をしなが

ら作業人員の確保ができるよう努めてまいります。

大項目５、地域の特性を生かしたにぎわいと活

力のあるまちづくりについて、小項目１、観光の

振興についてお答えいたします。本市は、北北海

道の盆地帯という気候・気象条件が生み出す雪質

日本一と称されるパウダースノーをはじめ、手つ

かずの大自然が残る天塩川、モチ米やスイートコ

ーンなど全国に誇れる食など、強みとなる多くの

観光資源を有しております。観光の振興による交

流人口の拡大は、地域外からの消費を取り込み、

地域経済の活性化を促進をする有効な手段でござ
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います。これまで名寄市観光振興計画（第２次）

に基づき観光資源を生かし、名寄ならではのアウ

トドア観光の推進など各種取組が行われておりま

す。しかしながら、観光地としての認知度が低い

こと、通過型観光客が主なことであることから、

地域の幅広い産業に経済的な効果が及んでいない

状況にございます。これらの課題を解決し、交流

人口を増加をさせていくため、交通、宿泊、飲食、

観光コンテンツをパッケージ化をする等、幅広い

事業者が関わりを持ち、地域が稼ぐ観光を目指し

た取組を推進をしていく必要がございます。本年

度現在の観光振興計画が最終年度を迎えることか

ら、次期計画策定に向けて策定委員会を設置をし、

今後の観光振興への活発な意見交換が交わされて

おります。本策定委員会の御意見を踏まえ新たに

策定をされる名寄市観光振興計画（第３次）に基

づき観光により人が集い、交流が生まれ、地域経

済が潤うまちを目指し、なよろ観光まちづくり協

会等と連携をし、取組を推進してまいります。

大項目６、生きる力と豊かな文化を育むまちづ

くりについて、小項目１、名寄高等学校の魅力向

上と支援の在り方についてお答えをいたします。

市内唯一の高等学校である名寄高校は、本市にと

って子供たちの地元における進路選択の場である

ことはもとより、地域の活性化、将来の地域を担

う人材を育成する上で極めて重要な存在であると

認識しております。本市では、これまで保護者負

担の軽減や学習環境の充実を図るため教育委員会

と連携をし、様々な支援に取り組んできており、

一定の成果はあったものと受け止めておりますが、

少子化が進む中、生徒数の確保や魅力の発信とい

う点では依然として課題があると考えております。

今後については、名寄高校が中学生とその保護者

から選ばれる学校であり続けるため教育委員会と

共に学校や地域とこれまで以上に緊密に連携を図

り、名寄高校の特色化、魅力化を市政の重要課題

としてしっかりと取り組んでまいります。

小項目２、大学教育についてお答えをいたしま

す。栄養学科以外の大学院設置の検討状況につい

てでございますが、社会福祉学科におきましては

昨年１０月以降学科内にワーキンググループを組

織をし、大学院設置に関する情報収集や意見交換

を進めてまいりました。今年度は新たなメンバー

によるワーキンググループを再編し、研究家とし

て重点的に取り組む教育研究分野などについて検

討を進めることとしております。また、社会保育

学科におきましても今年度からワーキンググルー

プを組織し、大学院設置の可能性や教育研究の方

向性について検討を始めることとしております。

看護学科につきましては、現在教員の欠員が生じ

ている状況にあることから、具体的な大学院設置

の検討組織を設ける段階には至っておりませんが、

まずは教育研究体制の充実を図るため教員の確保

に努めるとともに、研究業績の蓄積や研究活動の

活性化を進めてまいりたいと考えております。大

学院の設置につきましては、各学科の教育研究の

成熟度や教員体制、地域ニーズなどを総合的に勘

案しながら段階的に検討を進めてまいります。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項目７〇教育長（岸 小夜子君）

についてお答えいたします。

初めに、大項目７、教育行政執行方針について、

小項目１、今後の小中学校の在り方と検討委員会

の役割についてお答えいたします。今年度名寄市

立小中学校の児童生徒数の減少などを踏まえ、将

来にわたり子供たちにとってよりよい教育環境を

整備するとともに、地域の実情に応じた持続可能

で魅力ある学校の在り方について検討するため名

寄市立小中学校のあり方検討委員会を設置しまし

た。委員については、保護者や市立学校長、地域

の代表のほか、学識経験者、公募による市民１１

名で構成し、去る６月９日に第１回検討会議を開

催したところです。その会議においては、小中学

校の現状と課題を把握した上で少子化や多様化、

国際化に対応した特色ある学校づくりの推進をは

じめ、学校再編の判断基準となる適正規模及び適
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正配置の考え方などについて諮問をいたしました。

今後については、検討委員会において諮問内容に

基づき本市の小中学校の現状や課題を踏まえなが

ら検討を進めていただくこととしており、その議

論の内容についてはホームページなどを通じて市

民の皆様へお知らせしてまいります。また、検討

結果については、１２月を目途に答申として提出

いただく予定であり、教育委員会といたしまして

はその答申を踏まえ、年度内に今後の小中学校の

在り方に関する基本方針を作成してまいります。

次に、小項目２、子供たちの生きる力を育む教

育の推進についてお答えいたします。議員御指摘

のとおり、急激な社会の変化に対応し、子供たち

が希望を持って生き抜いていくためには、社会の

中でたくましく自立し、他者と共生できる生きる

力の育成が重要であり、学校教育においては健康

と体力、豊かな人間性、確かな学力など生きる力

の基盤となる資質、能力を育むとともに、社会教

育においては何事にも挑戦する意欲や社会性など

を育む必要があると考えております。そのために

は、教育的愛情を持って子供たちと関わり合うこ

とをベースに、特に学校教育においては子供たち

の主体的、対話的で深い学びを実現する授業が行

われるよう子供一人一人の興味、関心や学習特性

を踏まえて、個の資質能力の向上を図る個別最適

な学びと子供同士や教職員、地域の方々などとの

対話等を通じた協働的な学びの双方の関連を図っ

た一体的な授業づくりを進めてまいります。

また、社会教育においては、社会教育施設にお

ける子供を対象とした事業が子供たちが多様な人

々や様々な事象と関わったり、好奇心や意欲を持

って主体的に参加したりすることができるものと

なるようより一層企画、運営の工夫、改善を図る

とともに、図書館を中心に読書活動の推進にも力

を入れてまいります。さらには、学校と地域がパ

ートナーとして連携、協働しながら子供たちの生

きる力の育成に取り組めるようコミュニティ・ス

クールと地域学校協働活動がより一体的に進めら

れるよう取り組んでまいりたいと考えております。

次に、小項目３、キラキラ☆いきいき☆まなび

❄らんど なよろについてお答えします。まず、こ

のスローガンの意味、目指す姿についてですが、

令和６年度、教育委員会の職員が同じ方向を向き、

一体となって教育の推進、創造に取り組むために

は共通の合い言葉が必要と考え、管理職にお願い

したところ、職員自らの手で検討を重ねてくれま

した。教育委員会各部署から約６０もの提案が寄

せられ、管理職において議論を尽くし、名寄市の

将来像である自然の恵みと財産を活かし みんな

でつくり育む 未来を拓く北の都市・名寄に掲げ

られた地域資源や協働、連携、故郷への誇り、愛

情というキーワードを核として考えたものであり

ます。このスローガンは、市民憲章や教育都市宣

言、教育目標を踏まえ、目指す教育のビジョンを

凝縮しており、キラキラには子供たちや市民の皆

さんの心が輝き、笑顔があふれる様子、名寄の美

しい雪や星空といった豊かな自然をイメージして

おります。いきいきには学びを通じて心が弾み、

活力にあふれ、強い心と体が育まれる姿を込め、

まなびらんどには学校や社会教育施設だけではな

く、豊かな自然環境や住んでいる方々など地域全

体で幼児教育から大学教育、さらには市民の皆様

が生涯を通じて学び、育ち合う学びの土地である

という誇りを表現しております。職員たちの思い

が詰まったこのスローガンを先頭に掲げ、家庭、

学校、地域と手を取り合いながら、まずは私自身

が子供たちが将来胸を張って名寄で学んでよかっ

たと実感し、市民の皆様誰もがウェルビーイング

を享受できる教育を目指し、真心と熱意をしっか

り持って教育行政のかじ取りに邁進してまいりま

す。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

答弁いただきまし〇１１番（高野美枝子議員）

たので、再質問に入らせていただきます。

大項目、小項目１、人づくり、人への投資につ
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いてでございますが、人づくり、人への投資とは

誰に対して、どの年代に対する投資なのか改めて

お聞かせいただきたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

教育、人づくりというこ〇市長（加藤剛士君）

とで、まずは将来を担っていく子供たちに対する

教育は何よりも重要だろうというふうに思ってい

ます。そのためには、地域が一丸となってそうし

た環境を整えることも重要であり、そのことがひ

いてはつながりをつくっていく、生涯学習につな

がっていく、さらには市民との輪を広げていく、

そうした副次的な効果にもつながっていくものと

いうふうに考えていまして、全体として人への投

資、そのことが持続可能なまちづくりにつながっ

ていくと、そういった循環であるというふうに考

えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。近〇１１番（高野美枝子議員）

年名寄市では人口減少、高齢化が顕著であると思

っています。そのような状況の中でやはり人づく

り、人への投資というのは非常にハードルが高い

のかな、分母が少ないのかなというふうに思いま

すけれども、そのようなお考え、少ない人材の中

でそれをブラッシュアップしていく、そのことに

ついてどのようなお考えをお持ちなのかお聞きし

たいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

少ない人材という意味が〇市長（加藤剛士君）

ちょっとよく分からないのですけれども……

（「人口が少ないので、少ない人の中から子育て、

教育、ブラッシュアップしていくのは大変じゃな

いかなというふうに思ったわけなんですけれど

も」と呼ぶ者あり）

これからを担う、貴重な〇市長（加藤剛士君）

未来を担う人材に投資してこそ持続可能なまちづ

くりにつながるということであります。何回もお

話ししていますけれども、そこには地域の皆さん

がそれぞれ関わっていただくことも大変重要であ

るというふうに思っていまして、そのことによっ

て人と人とのつながり、あるいは社会教育だとか、

そうしたものにもつながっていく、いい意味での

相乗効果を発揮していけるものというふうに考え

ているところでございます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

やはり人づくり、〇１１番（高野美枝子議員）

本当に人への投資というのは必要な、大事なこと

であるというふうに考えております。

小項目の２でございますけれども、名寄市の強

みを生かした産業と仕事の創出と地域振興につい

てでございますけれども、この間取り組まれた企

業誘致や新たな産業の創出として期待した王子マ

テリア跡地、産業高校名農キャンパス跡地の現在

の状況についてお知らせいただきたいと思います。

暫時休憩します。〇議長（山田典幸議員）

休憩 午後 １時５０分

再開 午後 １時５０分

再開します。〇議長（山田典幸議員）

加藤市長。

まず、王子のマテリア跡〇市長（加藤剛士君）

地については、令和４年度から企業立地の特例の

条例を設置をいたしまして、現在王子さんの、こ

れは立地条例と関係ないのでしょうけれども、王

子さんが名寄に本社を構えて、薬用植物の工場と

いうか、生産あるいは調整、研究開発の拠点を敷

地内に設けているということと併せて、まちづく

り会社があそこの王子さんの倉庫を活用して、物

流事業者２社と御契約をして、あそこを物流の倉

庫として活用しているということ、さらには小規

模でありますけれども、蓄電池の設置をしている

企業もあるということでございまして、当初あそ

この跡地活用については３本柱ということでＤＸ

あるいは物流、さらには再生可能エネルギーか、

この３本柱で進めておりましたけれども、少しそ

のエッセンスがあの地域には立地しているところ

でありますけれども、御案内のとおりまだ大半の
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敷地が未活用な状況でございます。御案内のとお

り、王子グループ、事業者が所有をしている土地

でございますので、なかなか私たちの理屈だけで

は進められないところもございますので、今後も

当該事業者さんと連携をしながら、現在もさらに

企業立地ができる企業が、あるいは産業がないの

かということは適時情報交換をしているところで

ございます。

名農キャンパスの跡地につきましては、こちら

も北海道教育委員会が所有、管理をしているもの

でございまして、昨年初めてのケースだったかも

しれませんけれども、北海道教育委員会のほうで

跡地利活用を広く企業、住民に公募をするサウン

ディングという調査を実施をしたところでありま

して、２社ほど提案があったというふうにもお聞

きをしておりますが、諸般の様々な事案もあって、

その後具体的な立地に至っているというお話は現

在のところは聞いておりません。こちらについて

も教育委員会とも情報は密に取りながら、今後ど

うしたら活用ができるかということを継続して我

々のほうも尽力していきたいというふうに考えて

おります。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

非常に市民にとっ〇１１番（高野美枝子議員）

ても関心の高いところでございますので、引き続

き取り組んでいただきたいということを要望して、

市長の２０％の給与削減の理由として、これから

の改革を進めるとありましたが、この改革とは今

後市民負担を大幅に求めていくということで、職

員の定数や人材育成計画の見直しとは定数削減と

理解していいのかお伺いいたします。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

行財政改革をこれからも〇市長（加藤剛士君）

進めていかなければならないということで、まず

は自らその姿勢をお示しをしたところでありまし

て、具体的に今後どこまでということはまだ決め

ているわけではございません。ただ、お話しのと

おり、様々な執行方針等でもお話しさせていただ

いていますが、今後は人口減少等も含めて考えて

いったときに職員の定数の見直しでありますとか、

公共施設や公共サービスの統廃合だとか、あるい

はいろんなものを複数重ねてブラッシュアップを

していくだとか、そういった事業の選択、集中、

そうした改革も行っていかなければならない。場

合によっては、市民の皆様に御協力や御理解もい

ただかなければならないこともあるというふうに

は承知をしているところでございます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

市民の生活も非常〇１１番（高野美枝子議員）

に大変だ、所得は増えない、物価は上がり続けて、

大変厳しいということをお聞きしているところで

す。市民負担とのバランスについてはどのように

お考えかお伺いいたします。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

ここにきて財政的に非常〇市長（加藤剛士君）

に厳しいというのは、いわゆる基金を取り崩さな

ければ予算が組めないような状況、これはまさに

行政の収支のバランスが壊れている、今崩れてき

ている、ここを修正をしていかなければならない。

そのために様々な改革をしていかなければならな

いということでございまして、ここのバランスを

しっかりと見通せるようなところまで持っていか

ないと、持続可能なまちづくりにはつながらない

ということでございます。この間私も長く市政を

推進してきている中でこういった状況になったと

いう自らの戒めも含めて今回のこうした削減とい

うこともやったところでありますけれども、今後

さらにやっぱり改革を進めていく必要があるとい

うことをまずは市民の皆さんにも御理解をいただ

きたいということでございます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

御自身の給与削減〇１１番（高野美枝子議員）

２０％ということでございますけれども、特別職

や市職員の給与削減はどのように考えておられる

のかお伺いしたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）
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今のところそのつもりは〇市長（加藤剛士君）

ございません。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

市庁舎再編という〇１１番（高野美枝子議員）

ことなのですけれども、市庁舎、消防庁舎の議論

を加速していくということで御答弁がございまし

た。どのように加速して、どのような形を将来市

庁舎、消防庁舎に対してお持ちなのか、お考えが

ありましたらお聞きしたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

市役所庁舎も今風連庁舎〇市長（加藤剛士君）

と名寄庁舎と分庁方式でそれぞれ活用しておりま

すけれども、それぞれ築年数が古うございまして、

不具合も出てきている状況でございます。消防庁

舎に関してもそれぞれ現在風連消防庁舎と名寄消

防庁舎がございまして、活用しているところであ

ります。しかし、ここも老朽化が進んでおりまし

て、ここの方向性を出していく、これは急務であ

るというふうに思っております。いずれにいたし

ましても、まだこれをかちっと今私が言えること

ではございませんけれども、今年度中にはその方

向性をしっかりとそれぞれ出していかなければな

らない事案だというふうに思っているところでご

ざいます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

消防庁舎も非常に〇１１番（高野美枝子議員）

古くなってきておりますし、今女性吏員の方が応

募してきている状況の中で、やはり女性の更衣室

だとかトイレが充足していないということで、消

防庁舎の建て替えというか、整備についても同時

進行で考えているのではないかというふうに思い

ますけれども、このことについて再度質問いたし

ます。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

今お話しさせていただき〇市長（加藤剛士君）

ましたけれども、消防庁舎についても非常に喫緊

の課題だと思っております。特に内部の指令台だ

とかの更新というような大きな事業も控えている

中で、現在の古い庁舎ではなかなかそれも厳しい

のではないかというお話も伺っているところであ

ります。こちらの庁舎をどうしていくのかという

ことは早急に結論を出し、お示しをしていかなけ

ればならない事案であるというふうに考えており

ます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

市庁舎、消防庁舎〇１１番（高野美枝子議員）

についてはお伺いいたしましたけれども、そのほ

かにもたくさんの公共施設があるわけですけれど

も、やはり縮小、整備という形でいくのかという

ふうに思いますけれども、そのことについてお考

えがあればお聞きしたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど東川議員の代表質〇市長（加藤剛士君）

問でもお話しさせていただきましたけれども、公

共施設の総合管理計画を今見直す議論を進めてい

るところでございます。この中で利用度合いだと

か利用頻度でありますとか、もちろん老朽化度合

いだとか、様々な角度からそれぞれの施設につい

てどうあるべきかというのを計画を策定していき

たいというふうに思います。その中で、どういう

施設の今後の在り方にしていくのかというロード

マップ的なもの、市民の皆様にもできれば年度内

にお示しをしていければというふうに考えており

ます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

ロードマップを年〇１１番（高野美枝子議員）

度内にということで答弁いただきました。

以上、３項目については市民への説明、市民の

理解を最優先にしていただきますことを強く要望

いたします。

大項目２、市民と行政の協働によるまちづくり

についてでございます。市民の人づくりの第一歩

は市民憲章や都市宣言の理解と浸透であると思い

ます。各種行事や集会などあらゆる機会で浸透へ

の努力をしていただきたいと思いますが、お考え

をお伺いいたします。
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木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

当初の市長からのお〇総務部長（木村 睦君）

話でもありましたけれども、今も市民憲章ですと

かそれぞれの都市宣言含めては公共施設ですとか

学校ですとかにもいろんなプレート貼ったり、看

板を設置させていただいたりしていますし、今議

員からもお話ありましたとおり、様々な式典です

とか会議等も含めて今も朗読するような取組もさ

せていただいています。これらについては、今後

も継続させていただきたいというふうに思ってお

りますので、御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

非常に立派で美し〇１１番（高野美枝子議員）

い市民憲章だというふうに私は捉えておりまして、

やはり機会があるごと、集会があるごとに何か皆

さんで唱える機会があればいいなというふうに思

います。市内にも掲示されているところでござい

ますけれども、より一層周知に努めていただきま

すようお願いいたします。

町内会長はじめ市民から町内会機能を維持する

ことが行政コスト削減につながる、町内会の弱体

化は行政の負担増、地域力の低下につながる、ア

ンケート調査結果に対する対応など御意見をいた

だいているところです。町内会に対する支援につ

いては、今後も重視していただくことを強く要望

します。

大項目３、みんなが安心して暮らせるまちづく

りについて、地域医療の充実についてお伺いいた

します。現状の厳しい赤字経営をどのようにした

ら改善することができると考えているのかお伺い

したいと思います。

佐々木病院事務部長。〇議長（山田典幸議員）

市立〇市立総合病院事務部長（佐々木紀幸君）

総合病院の経営改善に向けた具体策ということだ

と思います。経営改善には収入を増やすか、それ

とあと経費を減らしていくと、その両方をやって

いかなければならないわけでありますけれども、

この間取り組んできた取組に加えて、収入の増加

に関しましては今年度総合健診、人間ドック、こ

れの枠でありますとか種類というのを拡充をいた

しました。また、病診連携強化による患者数の増

加でありますとか退院調整のルール、体制の見直

し、こういったことにも取り組んで、ベッドコン

トロールを最適化していきたいというふうに考え

ているところでございます。また、診療報酬の加

算物と言われるものがあるのですけれども、それ

の算定機会を向上させることによる単価のアップ、

こういうことにも取り組んで、これまでにも増し

た収入増加というところを目指してやっていきた

いというふうに考えております。一方では、経費

の節減ということにも取り組んでいかなければな

らないわけでありまして、ここも今年度新たに電

力契約に関してリバースオークション方式という

のがございますけれども、それへの変更をしたり

とか、それから旅費支給ルールの見直し、あとは

業務効率化促進による時間外勤務の削減ですとか

委託内容の見直しによる経費の縮減、こういった

ことにも取り組んでまいりたいというふうに思っ

ているところであります。なかなか経営改善とい

うのは一遍に進むということができないわけであ

りまして、少しずつ今言ったような１つずつ、小

さいことかもしれませんけれども、積み重ねをし

ていって、経営改善に結びつけていきたいと考え

ているところであります。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

本当に名寄市立総〇１１番（高野美枝子議員）

合病院だけが赤字なわけではないのですけれども、

何としてでも生き残って、この地で名寄市立総合

病院がないことに、なくなることにはならない、

そういう強い思いで、やはり赤字を少しでも減ら

す努力をしていただきたいというふうに考えてお

ります。人材不足が赤字経営に拍車をかけている

のではないかと危惧する場面もございます。スタ

ッフ不足の中でスタッフが報われるようなことも

企画していかなければ、やはりスタッフが気持ち
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よく快適に仕事することができないのではないか。

赤字経営の中で、やはり厳しい、厳しいといいな

がら何か楽しみ、努力が報われるような、そのよ

うなことについてお考えがあればお聞きしたいと

思います。

佐々木病院事務部長。〇議長（山田典幸議員）

議員〇市立総合病院事務部長（佐々木紀幸君）

から今お言葉ありましたように、私どももやはり

病院で働いていらっしゃる職員が元気でやりがい

を持って働いていただくこと、これが非常に大事

だというふうに思っております。そういった環境

づくりでありますとか、誇り、愛着を持って働い

ていただけるような職場づくりということも進め

ていきたいというふうに考えているところであり

ます。その中では、業務負担軽減というのも一つ

やはり取り組んでいかなければならないと思って

おりまして、これまでの取組の内容を少しお話を

させていただきますと、院内スマホを導入したり

とか、セル看護の導入ということも行ってまいり

ました。あと、ＤＸ系でいいますとＡＩ問診の導

入、こういったことも取り組んできたところであ

ります。こういったことをやって、少しでも業務

の効率化につなげて、時間外の短縮、縮小という

ところに何とかつなげてまいりたいというふうに

思って、やっているところであります。あとは、

やはり院内における人間関係づくりというところ、

また悩みを聞いていただく、そういった場面とい

うものも設定が必要だというふうに思っておりま

して、ここについては昨年度から院内ナースカフ

ェでありますとか、多職種カフェといったものも

開催をいたしまして、みんなで悩みを共有したり、

議論し合えるような場というものをつくって、働

きやすい環境づくりということにも取り組んでき

たところであります。さらには、なかなかＰＲと

いうところまでできていないかもしれませんけれ

ども、昨年病院まつりということも取り組ませて

いただきました。これは、今申し上げましたとお

り、職員の方々に元気で働いていただきたい、そ

ういう思いで職員の方、またその家族の方を対象

として開いたものであります。職員の一番身近に

いる方々が職員がどういうところで働いているの

か、またそこに興味、関心を持っていただくとい

うことが非常に大事だという、そんな思いから開

催をさせていただきました。こういった幾つかの

取組を今後も重ねながら、職員が元気に働ける、

そんな職場づくりをしていきたいというふうに考

えているところであります。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

いろいろ取り組ん〇１１番（高野美枝子議員）

でおられるということ今報告いただきました。浦

河の日赤病院では、お医者さんと薬剤師の方が本

当に浦河がいい地域だということで、退職してか

ら浦河の日赤に勤めるということで、私たちも本

当に名寄市立総合病院が働きやすく、職員に優し

い病院であれば、退職して、戻ってこられる方も

いらっしゃるのでは……お医者さんとか薬剤師さ

んが。そして、地域のために頑張るぞと言ってい

ただけるのではないかというふうに思っていると

ころでもありますので、やはりそういう取組を今

後もますます進めていっていただきたい、職員を

大事にしていただきたいというふうに思っており

ます。

地域医療構想の中では、上川北部地域の慢性期

のベッド数はおおむね削減の必要があると理解し

ているのですけれども、東病院が今回改修、改築、

修理、修繕ということになっておりますけれども、

今２５年の地域医療構想の中で上川北部のベッド

数８８２ありまして、必要病床推計は７９２にな

っているのですけれども、東病院がこれから改修

して、お金をかけて急性期、慢性期の将来の姿に

ついて想定してこの工事というのを進めているの

かどうか、そこのところ考え方についてお知らせ

いただきたいというふうに思います。

佐々木病院事務部長。〇議長（山田典幸議員）

今お〇市立総合病院事務部長（佐々木紀幸君）

話のあった病床数につきましては、２０２５年の
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必要とされる病床数の推移というのが現在の地域

医療構想の中で示されておりまして、その数字と

直近で各医療機関が毎年提出をしております病床

機能報告、これの数字との差異のお話をされてい

るのだというふうに思います。おっしゃられたよ

うに、全体でも過剰というのでしょうか、ベッド

が多くなっているということとその内訳の慢性期

のほうでも４４床ほど病床機能報告のほうが多く

なっておりますので、いわゆる過剰と言われる数

字に数字上はなっております。しかしながら、こ

の病床機能報告というのが病棟単位での報告とい

う制度になっておりまして、例えば１つの病棟の

中で回復期と慢性期があるような、そういうケー

スについてはそれぞれの病床数を報告することが

できないということになっておりますので、例え

ば回復期が２０、慢性期が３０、そういう５０床

のベッド、病棟があったときに慢性期での報告と

なるとこれが５０全てが慢性期病床だという、そ

ういう内容の報告になってしまうものですから、

現状と報告の内容とが必ずしも正確に報告ができ

るような、そんな内容になっていないということ

が一つこの数字の中には含まれます。それとまた、

この数につきましては病床の稼働率というのが全

く反映されていない数字になっておりますので、

当然１００％の病床稼働率という病院はなかなか

ないわけでありますので、実際に入っている患者

さんというのは報告をしているベッド数から見る

と少なくなるという現状があると。さらには、２

次医療圏をまたいだ患者の流入、流出といった直

近のデータというのも反映がされていないわけで

ありますので、必ずしも慢性期病床が現在過剰に

なっているということは言えないのではないのか

なというふうに認識をしているところでございま

して、先ほど言ったような報告の内容については

正確さが欠けているということについては国のほ

うも状況を理解しておりまして、新たな地域医療

構想、ここの中ではこの報告方法が見直されると

いうふうに聞いているところでございます。いず

れにいたしましても、新たな地域医療構想、この

策定に向けた議論の中におきまして各病床の機能

をそれぞれの病院がどう担っていくのかというこ

とを名寄東病院を含めた形で協議が今後されてい

くというふうに考えております。今回の再整備事

業につきましては、それまでの間この医療提供体

制を維持するために必要となる喫緊で対応しなけ

ればならない最小限の改修をするための内容にな

っておりますので、どうか御理解をいただければ

というふうに考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

道北地域を網羅す〇１１番（高野美枝子議員）

る名寄市立総合病院でございますので、やはり広

域圏域での議論、そしてまた北海道や国の支援、

協力が非常に大切ではないかというふうに考えま

すけれども、市長も要望にいらしているというふ

うに思っていますけれども、道北地域の拠点病院

である名寄市立総合病院と国と道との関係、今後

どうしていくのかお考えがありましたら、教えて

いただきたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど来御答弁させてい〇市長（加藤剛士君）

ただいているとおり、現在２０４０年に向けて新

たな地域医療構想を国のほうでその指針を示し、

その中で地域の医療はどうあるべきかというのが

また具体的な示されがあるものというふうに思っ

ております。昨年度も非常に公立病院が経営が厳

しいということが顕著になりまして、北海道市長

会と、あるいは北海道保健福祉部とも連携をして、

厚生労働省あるいは総務省に幾度となく訪問させ

ていただいたところであります。診療報酬が新年

度改定をされましたということと併せて、交付税

等の見直しによって名寄市立総合病院のような病

床が結構大きな、しかし不採算を抱えなければな

らない病院に対して一定の報酬の上乗せというの

でしょうか、そうしたものも見直されているとい

うことで、一定のこうした地域の医療に対しての

配慮はあったものというふうに思いますが、一方
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でまだまだ厳しい状況であるなというふうに思っ

ております。特にこの名寄は、御案内のとおり先

ほど来急性期以外のほぼ全ての疾病診療を担わな

ければならない地政学的などうしても責務がある

というふうにも思っておりまして、こうした状況

をしっかりと道あるいは国に引き続きお伝えをし

ていく必要があるのではないかなというふうに思

います。加えて、地域の中でさらに連携を深めて、

医療提供体制を、機能を、役割をさらにそれぞれ

連携して、それぞれ担っていくということをより

進めていかなければならないのかなというふうに

も思います。引き続き、この病院が名寄だけでは

なくて、道北にとって絶対なくてはならない最後

のとりでであるという認識は議員とも一緒でござ

いますので、それに向けてしっかりとまずは中の

経営もしていただくということと同時に、現状に

ついて今後も必要に応じて北海道と連携をしなが

ら、あるいは国等にもお伝えをしていきたいとい

うふうに考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

３６５日、２４時〇１１番（高野美枝子議員）

間、そして救急車１００％受入れ、当たり前では

ない名寄市立総合病院の働きだというふうに思い

ます。課題もたくさんありますけれども、やはり

この病院を大切に守り育てていかなければならな

いというふうに考えております。

小項目２、高齢者福祉の推進について。不安を

感じている認知症や高齢者の方の相談やお話をお

聞きする機会があります。高齢化すると、若いと

きには考えられない体や心の変化に自分でもびっ

くりしたり、落ち込んだりします。市民一人一人

が認知症を理解し、高齢者や障がい者に寄り添う

優しいまち、名寄市でほしいというふうに思って

おります。

大項目４、自然に調和した環境に優しく、快適

で安全、安心なまちづくりについて。ゼロカーボ

ンについては理解いたしました。

水道管の劣化では、一時全国的に多くの報道が

あり、隣の下川町での断水時には市民から名寄市

の状況の確認などいただきました。命に関わる大

切な水、水がないと生きていけません。安全、安

心な水道事業も今後もブラッシュアップしていく

ことを要望いたします。

除排雪についても市民から非常に問合せが多い

事業でございます。コロナ後ＤＸが進み、ＬＩＮ

Ｅで現地を撮影し、送ると対応するというシステ

ムになっております。市民の方と一緒にＬＩＮＥ

で送り、対応していただいています。市民の方も

本当に感動しているところでもあります。除排雪

道路については本当に課題が多く、様々な問題が

毎日ありますけれども、今後も市民に寄り添って

いただくことを要望いたします。

大項目５、地域の特性を生かしたにぎわいと活

力のあるまちづくりについて。地域おこし協力隊

でアウトドア観光に取り組まれている方がいらっ

しゃいますけれども、名寄市でどのような形で活

躍していただいているのか、いただけるのかお伺

いしたいというふうに思います。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

観光振興に関わる地〇経済部長（山田裕治君）

域おこし協力隊の隊員の皆さんの活動状況という

ことでございますけれども、御存じのとおりかと

思いますけれども、１名の隊員の方につきまして

は既に独立して起業をされて、カヌーのガイドと

して今も名寄中心に御活躍いただいて、ここ観光

協会のほうとも連携を取りながら、新たな観光資

源として多くの市外からの観光客の方の対応いた

だいているというところでございます。そのほか

釣りを中心としたフィッシングガイドということ

で、現在２名の方、それぞれ研修を積み重ねてい

ただいているところでございます。また、観光情

報を市外にも発信していただくということで、観

光振興支援というふうな立場で、その方、今現在

１名の方が２年目に今年入りますけれども、それ

ぞれ地域のイベントですとか、また名寄市内の様

々な魅力の発信ということで御協力いただきなが
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ら、ＳＮＳを中心にそういう情報発信の取組をし

ていただいているところであります。また、今年

度に入りまして、１名新たに、またこの方も観光

振興支援という形で現在は観光協会のほうでそれ

ぞれ活動を開始していただいております。この先

フィッシングガイドになるのかアウトドアガイド

になるのか、まだそこの活動の方向性としてはき

っちりと定まっているというところではございま

せんが、旅行業の資格をお持ちになられている方

ということもございまして、これから様々な観光

コンテンツの商品化、そういったものにアドバイ

スをいただけるのかなというふうにも私どもも期

待しているところでございますので、そういった

ことも含めて今後も観光振興に力添えをいただけ

るものというふうに考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

説明いただきまし〇１１番（高野美枝子議員）

たけれども、なかなか市民に見えづらいのかなと

いうふうに思うのですけれども、情報発信という

か、カヌーをなさる方もやっぱり少ないのかなと

いうふうに思うのですけれども、情報発信、地域

おこし協力隊の方がこんなことをやっていますと

か、そういうアピールというのですか、そういう

のはどのように考えていらっしゃるのかお伺いし

たいと思います。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

協力隊の隊員の方の〇経済部長（山田裕治君）

活動状況につきましては、市の広報等も通じてそ

れぞれ市民の方に御案内させていただいていると

ころであります。なかなか地域資源といいましょ

うか、観光資源に関しては地元の方はやはり注目

というか、着目される機会が薄いのかなというふ

うな気もしておりますので、地元の方にも名寄市

の観光を生かしたアクティビィティー、様々なも

の用意しておりますので、観光協会のほうから予

約もできますので、ぜひそういったものも活用い

ただきながら、改めまして名寄市の観光資源、再

確認といいましょうか、再認識いただければなと

いうふうに思っております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

なかなかすばらし〇１１番（高野美枝子議員）

い自然や食べ物ですか、当たり前だという私たち

の思いがあるのかもしれませんけれども、その当

たり前が当たり前ではないのだというところも発

信していただきたいというふうに思います。

大項目６、生きる力と豊かな文化を育むまちづ

くりについて。名寄高等学校なのですけれども、

生徒数の確保などが依然として課題だなというふ

うに思っています。これまでいろんな支援をなさ

ってきたわけでありますけれども、これまでの支

援をどのように、もっとアップデートというので

すか、刷新していくのか、お考えがあればお聞か

せいただきたいというふうに思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

名寄高校が１つになって〇市長（加藤剛士君）

から何年かたちますけれども、これまでも市とし

ても様々な支援もさせていただく中で一定の成果

もあったものというふうに思っていますが、少子

化は今後も続いていく中でこの高校がこれからも

維持、発展していくことは持続可能なまちづくり

にとってとても重要だという認識の下、議員がお

っしゃる支援をアップデートするという考え方は

まさに重要だなというふうに思っています。これ

までも、あるいは今後も高校を魅力化するに向け

て校長先生はじめ職員の皆さん等とも対話を続け

てきておりますし、さらに連携を強くしていきた

いというふうに思っております。また、高校側の

ほうから名寄市以外からの子供たちの入学希望が

ある中で下宿を市内に設置をしてほしいという動

きが、そういった要望もあり、それを受けてまち

づくり会社が学生寮、高校の寮を建設をする動き

があるというふうにも聞いているところでござい

まして、こうした取組等もしっかりと確認をさせ

ていただき、場合によっては行政からも支援をす

る、あるいはまちづくり会社でそうした取組を進

めていく、このことに対しても地域で連携をしな
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がら高校の魅力化に取り組んでいきたいというふ

うに考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

本当に人数がどん〇１１番（高野美枝子議員）

どん減っていく中で心配をしているところなので

すけれども、先ほどドローンのお話がありまして、

午前中。私も全国大会で非常に優秀な成績で名寄

高校が非常に注目を浴びて、名寄って本当にどこ

なのですかみたいなことの報道を目にしました。

ドローン教育をますます推進、充実するなど、定

数がなかなか埋まらない情報技術科に対する支援

について考えていることがあれば、お聞かせいた

だきたいというふうに思います。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

名寄市では、生徒の〇教育部長（伊藤慈生君）

学びへの意欲を高め、生徒の資質の向上に資する

ため名寄高校の在校生の資格取得などに要する経

費の一部を補助しているところです。この補助制

度につきましては、毎年度高校と協議をして、補

助内容を定めております。そして、令和７年度か

ら情報技術科の専門性をより際立たせるためドロ

ーン操縦資格の取得も支援対象とし、特色ある学

びができるよう後押しをしているところです。今

後につきましても名寄高校と緊密に連携を図りな

がら、情報技術科の特色ある教育活動がさらに充

実するよう実効性のある支援策について検討して

まいりたいと考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

午前中の議論にも〇１１番（高野美枝子議員）

ありましたように、非常にドローンというのが今

注目を浴びている状況だというふうに思っており

まして、去年、７年度教育して、それで全国で優

勝したり、準優勝したりしたということなのです

けれども、１年ぐらいでそんな優勝したり、準優

勝になったりするようなドローンの教育なのか、

どういう教育をしているのかなというところなの

ですけれども、３年間いらっしゃる中で、高校生

活、どの程度のドローン教育ができるというふう

に分かりましたら教えていただきたいなというふ

うに思います。

暫時休憩します。〇議長（山田典幸議員）

休憩 午後 ２時３０分

再開 午後 ２時３１分

再開します。〇議長（山田典幸議員）

岸教育長。

ドローンの教育につ〇教育長（岸 小夜子君）

いてでございますが、情報技術科のほうでは生徒

募集、定員に満たないということで、毎年度どう

いう特色を出していくかということで統合以来カ

リキュラムの改善、充実に努めているところでご

ざいます。そうした中で、名寄自動車学校のほう

でもドローンのそういう免許が取れる開設をした

ようなこともありまして、そことの連携の中で昨

年だったり、集中的にそういうカリキュラムを組

んだりしております。学校の教育課程というのは、

校長先生に編成、実施、評価の権限がございまし

て、子供たちの資質、能力の向上に向かって毎年

度見直しをかけていくものでございます。したが

いまして、名寄高校のほうでも子供たちの状況、

それから子供たちが外に出ていく社会の動向等も、

特に情報技術科というところは職業の専門性の資

質、能力を向上するところですので、そうした出

口のことも見通しながら名寄高校のほうではそう

したカリキュラムマネジメントといいますか、教

育課程の編成、実施に努めていくものと思ってお

りますし、そうした中で必要な支援が出てきたと

きには高校と十分に対話しながら、教育委員会も

市の中でも中心となりながら支援していきたいと

いうふうに考えているところでございます。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

非常に夢がある名〇１１番（高野美枝子議員）

寄高校情報技術科の将来に希望が持てる内容だな

と思って、質問いたしました、だんだん子供が少

なくなる中で、やはり特色のある、子供たちが自

信を持って世の中に羽ばたいていける、そういう



－68－

令和８年６月１５日（月曜日）第２回６月定例会・第２号

情報技術科であってほしいというふうに思います

し、今後の募集に有利なような、そのような状況

であってほしいというふうに思います。

次に、大学教育についてお伺いいたします。大

学院設置について今いろいろと御苦労なさってい

るのだというふうに思いますけれども、大学院は

全部のところに大学院を設置する考えで今進んで

いるということで、看護科は教員がいらっしゃら

ないということで、ちょっと保留なのかなという

ふうに思いますけれども、全ての科で大学院を目

指しているのかどうか、そのところちょっと確認

したいと思います。よろしくお願いします。

水間大学事務局長。〇議長（山田典幸議員）

大学院の関〇市立大学事務局長（水間 剛君）

係につきましては、先ほど御答弁がありましたよ

うに、栄養学科中心で今話が進んでおりますけれ

ども、他の学科の部分についても大学院設置に向

けての検討を進めております。その中で、基本的

には以前大学院で検討した際には４つの学科を生

かした総合的な大学院ということで検討を進めて

まいりましたけれども、今回栄養学科が先行して

大学院を設置した後、それぞれの学科が大学院が、

学科の学位というのがあるのですけれども、それ

ぞれの学位が取得できる大学院を目指して検討を

進めているということですので、基本的には栄養

学科の大学院を設置した後に設置に向けて検討を

進めているというところであります。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

子供たちに選ばれ〇１１番（高野美枝子議員）

る大学ということで、大学院設置が今後課題とな

ってくるというふうに思いますけれども、子供た

ちの人数が減る中で、やはり大学、これからいろ

いろな課題も出てきますけれども、大学院設置に

向けて進んでいるということで了解いたしました。

大項目の７番目、教育行政執行方針について、

（１）の今後の小中学校の在り方と検討委員会の

件なのですけれども、検討委員会において再編、

統合はあくまでも一つの選択肢なのか、それとも

少子化の現状からして再編、統合を前提として検

討を進める方針なのか、お考えをお伺いしたいと

いうふうに思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

今回の検討委員会で〇教育長（岸 小夜子君）

ございますが、先ほども答弁いたしましたとおり、

名寄市立小中学校の児童生徒数の減少などを踏ま

えて、将来にわたり子供たちにとってよりよい教

育環境を整備するということと地域の実情に応じ

た持続可能で魅力ある学校の在り方について検討

するために設置をしたものでございます。したが

いまして、再編とか統合とか、そうしたことあり

きではなくて、本市の子供たちにとって望ましい

教育環境とはどういう環境なのかということを第

一に考えまして、まず現状の学校を客観的に見詰

め直し、そしてこれからの教育の動向、それから

名寄市の未来等も洞察しつつ、名寄市の未来へと

持続可能な学校の在り方はどのようなものかとい

うことを検討していただく考えで、この在り方検

討協議会を設置しているところでございます。

以上です。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

小学校の人数が少〇１１番（高野美枝子議員）

なくなりまして、うちの小学校、もしかしたらな

くなるのかしらという声もお聞きするところです

ので、そこの再編ありきではなく、在り方を検討

するのだということを今確認したところですけれ

ども、検討委員会の委員の方１１名ということで、

ＰＴＡ会長さんとか選任されたということなので

すけれども、市民の方からも応募があったという

ふうに思うのですけれども、市民の方からどのぐ

らいの応募があって、何を基準に選考されたのか

お聞きしたいと思います。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

市民の方からは、４〇教育部長（伊藤慈生君）

名の希望がありました。あと、応募の際に今回応

募した理由を記載してもらうようなことになって

おりましたので、そういうことなどから判断をし
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て、委員を選定したところです。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

非常に少子化で、〇１１番（高野美枝子議員）

これから子供が少なくなっていく中で検討委員会

の役割というのは非常に大きいというふうに考え

ております。

それで、小項目の２の子供たちの生きる力を育

む教育の推進について再質問いたします。ウェル

ビーイングは、不登校や学習に困難を抱えるお子

さん含め、全ての児童生徒にひとしく学びが保障

されてこそ実現するものと考えます。教育活動の

枠組みから離れて、外れてというのでしょうか、

学校に来られない子供たちに対して教育長はどの

ような姿勢で生きる力を育み、学び直しの意欲を

再構築していくのか、お考えをお伺いいたします。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

生きる力の育成に関〇教育長（岸 小夜子君）

わって、特に学校に来られないような子供たちに

どうしていくかというような御質問というふうに

受け止めたところでございます。これまでも様々

な事情があって、なかなか不登校になってしまっ

た子とか不登校傾向のある児童生徒等、いろいろ

な子供たちがおりますが、基本的には誰一人取り

残さないということで、その一人一人の子供たち

に対して深い児童生徒理解を持って、そして家庭

と丁寧に連携を図っていく。それから、場合によ

っては教育相談センターですとか、スクールカウ

ンセラー、ソーシャルワーカーとの連携を図った

り、それからこども未来課と福祉との連携を図っ

たりということで、今後におきましても子供たち

の置かれている状況ということは一律ではないと

いうことで、一人一人に応じて、そしてその一人

一人の子供たちがしっかりと学びが保障される、

そういう環境づくりができるように各学校と、そ

して関係機関と連携を図りながら、そうした子供

たちにもしっかりと生きる力が育まれるように取

り組んでいきたいというふうに考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

１００人いれば１〇１１番（高野美枝子議員）

００人の子供たちがいるわけで、本当にその一人

一人にウェルビーイング、身体的、社会的、精神

的に幸福感を味わっていただくというのは本当に

大変重要なことだと思いますし、大変難しいこと

だというふうにも思っています。今旭川とか悲惨

ないじめ事故などにより裁判などが起きておりま

す。そのようなことを防ぐためにどうしていけば

いいのか、教育長はどのようにお考えになるかお

聞きしたいと思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

子供たちを取り巻く〇教育長（岸 小夜子君）

教育環境の中は本当に多様化、複雑化しており、

そうした中で子供たちのいじめですとか不登校で

すとか様々な問題等も起きているところでござい

ます。こうした状況等踏まえながら常々学校にお

願いしているのは、まずは子供たちと関わる際に

教育的愛情を持って関わっていただきたいという

ことを一番にお願いし、そして、自他の命を大切

にすること、人間尊重の精神ということ、そうい

うことは基盤であるということを常々繰り返し学

校等に対して校長会議や教頭会議でも話をさせて

いただいているところでございます。したがいま

して、もちろん問題の未然防止ということに努力

をしていくのですが、その大前提として子供たち

が学校に来て、やっぱり安全、安心で生活できる

という心理的安全性の高い学校文化が育まれてい

くようにしっかりと学校を支援してまいりたいと

いうふうに考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

一方で、教職員の〇１１番（高野美枝子議員）

メンタルとか、不祥事とかもありました。このこ

とについて特に教職員のメンタルということでは

今大きな問題になっておりますし、成り手不足に

もつながっているのかなというふうに思います。

教育長はその点に対してどのようにお考えになる

かお聞きしたいと思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）
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教職員のメンタルで〇教育長（岸 小夜子君）

すとかの対応なのですが、子供も教職員も私自身

は全く同じであり、学校においては先生方一人一

人も大切な存在ですので、先生方にとって職員室

という、学校という職場が働きがい、やりがいの

ある場となるように、同じように心理的安全性の

高い職場となるようにお願いをしているところで

あります。また、特徴というか、それぞれ課題を

抱えていらっしゃるような先生がおられるような

場合には、学校と、主に校長なのですが、校長と

教育委員会で連携を図りながら、その先生の自己

実現が図られるようしっかりとサポートしていき

たいというふうに思いますし、教職員一人一人に

対しましても私ども教育委員会にとりましては家

族というふうに考えておりますので、高いアンテ

ナを持って、しっかりと先生方の様子についても

心を留めながら対応していきたいというふうに考

えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

「キラキラ☆いき〇１１番（高野美枝子議員）

❄いき☆まなびらんど なよろ」のスローガンの下、

現状の学校教育の枠組みでは支援の手が届きにく

い子供たちに対しても一人一人の特性に応じた多

様な学びの選択肢をどのように広げ、未来への希

望を育んでいくのか、教育長の熱い、強い決意を

お伺いしたいというふうに思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

同じことの繰り返し〇教育長（岸 小夜子君）

になると思いますが、本当に子供たちは一人一人

違いますので、大切なことは一人一人の状況を踏

まえながら、先ほども答弁しましたが、個別最適

な学びと、そしてそれだけでは駄目ですので、社

会のつくり手としても社会の中で生きていく力も

必要ですので、協働的な学びということで、学校

教育の中においてはしっかりと個別最適な学びと

協働的な学びという、一日の大半を授業が占めま

すので、しっかりと授業をつくっていきたいと思

いますし、そこからどうしても学校に来られない

子供たちに対しましては、先ほど申し上げました

とおり、教育相談をはじめ関係機関と連携を図り

ながらその子に応じた学びの保障に努力してまい

りたいと思いますし、また学校教育以外の場でも

もしかすると子供たちが活動できるかもしれませ

んので、社会教育においても子供たちの活動とい

う部分において主体的な活動ができるような場づ

くりに力を注いでいきたいというふうに考えてい

るところです。

以上です。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

名寄市の社会教育、〇１１番（高野美枝子議員）

生涯教育についてなのですけれども、ピヤシリ大

学、智恵文にもありまして、風連にもありまして、

今３か所進んでおりますけれども、以前に交流が

大切ではないかということで、今交流していただ

きながら進めていただいているというふうに思っ

ておりますし、ピヤシリ大学も形態を変えて、今

非常に人数が多い中で活動しているところですけ

れども、岸教育長は生涯学習に対していつまでも、

一生学び続ける名寄市民の姿をどのように描いて

いるのかお聞きしたいと思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど答弁の中で申〇教育長（岸 小夜子君）

し上げましたが、市民のきらきらというようなこ

とで、子供たちや市民の皆さんが本当に笑顔があ

ふれて、そして自分の好きなこと、興味、関心の

あることに夢中になっていくというような姿、そ

ういうような、まさにきらきら、生き生きという

ような姿になれるように、高齢者対象のそれぞれ

の講座につきましてもともかくスモールステップ

で改善、充実をサイクルをしっかり回しながら、

より市民の方々に喜んでいただけるような学びの

機会を創出していきたいというふうに考えており

ますので、これでいいということはないというふ

うに思っております。しっかりと改善、充実のＰ

ＤＣＡのサイクルを回しながら、その時々の市民

の皆様にきちんと喜んでいただける、受け入れて
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か市民講座等が展開できるように努力していきた

いというふうに考えております。

高野議員。〇議長（山田典幸議員）

社会教育も本当に〇１１番（高野美枝子議員）

時代で、またコロナ後変わってきておりまして、

なかなか今までどおりにいかないのかなというふ

うに思いますけれども、今ピヤシリ大学の運動会

があったところでしょうか、非常に人気で、物す

ごく楽しかったというふうにおっしゃっていただ

いておりまして、やはり高齢になっても社会の一

員として社会教育、社会活動に参加できることは

本当に非常に重要なことだというふうに考えてお

ります。東小学校で開催していますコミカレも非

常に人気が高い事業で、ずっと長い間続いている

ところでございます。社会教育については、本当

に非常に重要な生涯教育ということで、名寄市と

して非常に重要な施策だというふうに思っており

ます。

８年度の市政執行の所信表明、そして執行方針、

教育行政方針について質問させていただきました。

８年度が名寄市にとって本当にすばらしい年にな

るよう、そしてまずは総合計画の前年の年であり

ますので、市民の声をしっかりと聞いていただき

たいというふうに思います。

以上で質問終わります。

以上で高野美枝子議員〇議長（山田典幸議員）

の質問を終わります。

これをもちまして代表質問を終結いたします。

以上で本日の日程は全〇議長（山田典幸議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ２時５０分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 水 間 健 詞
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開議 令和８年６月１６日（火曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１６名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 ２番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 近 藤 友 美 議員

５番 水 間 健 詞 議員

６番 谷 聡 議員

７番 今 村 芳 彦 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 清 水 一 夫 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 紀 國 谷 康 子

書 記 石 橋 恵 美

書 記 及 川 洋 人

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 木 村 睦 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 東 則 良 君

健康福祉部長 松 田 慎 司 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 伊 藤 慈 生 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

総合政策室長 櫻 田 孝 臣 君

こども・高齢者
倉 澤 富 美 子 君

支 援 室 長

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 山 岸 克 利 君

監 査 委 員 久 保 敏 君
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本日の会議に９番、佐〇議長（山田典幸議員）

藤靖議員から遅れる旨の届出がありました。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 近 藤 友 美 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

を指名いたします。

日程第２ これより一〇議長（山田典幸議員）

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

名寄市健康増進計画についてを、遠藤隆男議員。

おはようございます。〇１３番（遠藤隆男議員）

議長より御指名をいただきましたので、通告順に

従い、大項目で１点、小項目２点について順次質

問をさせていただきます。

まず初めに、大項目の１、名寄市健康増進計画

について、小項目の１、健康づくりの推進につい

てお伺いいたします。名寄市健康増進計画健康な

よろ２１及び名寄市健康増進計画健康なよろ２１

（第２次）の基本理念「みんなで広げよう健康の

輪～自分らしく☆いきいき☆きらめき☆元気な人

生！！～」の基本理念を継承し、住み慣れた地域

で心豊かに元気で生活できる地域の実現を目指し、

子供から高齢者まで全ての市民の健康づくりを推

進するため、令和６年３月に名寄市健康増進計画

健康なよろ２１（第３次）が策定され、計画に基

づき推進されていることと思います。市民一人一

人が高齢期においても心身ともに健やかに生活す

るためには、栄養、食生活、身体活動、運動など

による健康づくりが必要であり、若い世代から健

康づくりに関心を持たせ、身体活動や運動の機会

を増やすことが心身の健康維持や介護予防につな

がると思います。本市は、特に冬の期間は雪の影

響を受けるため、年間を通じて運動ができる環境

の確保が課題となりますが、健康づくりの推進を

していく上で課題解決に向け、どのように進めら

れてきたのか、また年間を通じた環境づくりの確

保をどのように行ってきたのかお伺いいたします。

次に、小項目の２、各種検診事業についてお伺

いいたします。本市においても高齢化が進む中、

がん、心疾患、脳血管疾患の３大疾患での死亡率

も高く、特定健診においても所見のある方が多く、

生活習慣病の発症及び重症化予防を図ることが重

要な課題になっていると思います。各種検診は、

実施そのものが目的ではなく、生活習慣病の予防、

早期対応による健康寿命の延伸が主目的であるこ

とからも受診をして今の自分の健康状態を把握す

るといった健康意識を高めることが重要であると

考えます。そこで、各種検診事業について何点か

お伺いいたします。

まず初めに、特定健診の重要性及び特定健診を

受けないことによるデメリット、本人、医療費、

将来の保険料を含めた影響についてお伺いいたし

ます。

次に、特定健診の受診率向上施策について、コ

ロナ禍における受診率の低下に伴い、受診率を向

上させるための施策が行われてきたことと思いま

すが、現在まで行われてきた受診対象者への周知

を含め、取組内容についてお伺いいたします。

次に、本市においては、名寄市独自で国の制度

を拡大し、３０歳以上７４歳までの名寄市国民健

康保険加入者に対して特定健診が行われています

が、コロナ禍においては受診を控える方も増え、

受診率も低下したところですが、令和４年度から

はコロナ禍前に近づく受診率になり、微増してい

る状況でありますが、令和７年度における特定健

診の対象者数、受診者数、全体の受診率及び年代

別の受診率について、またがん検診の対象者数、

受診者数、受診率について分かる範囲でお聞かせ
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ください。また、人間ドックを受けられた方の近

年の受診者数についてお伺いいたします。

最後に、歯科疾患検診についてお伺いいたしま

す。歯と口腔の健康を保つことは、全身の健康づ

くりにつながり、健康寿命の延伸や生活の質と関

連するため重要とされており、本市においては４

０歳の市民を対象に生活習慣病の重症化を予防す

る一環として歯科疾患検診が行われていますが、

令和７年度の対象者数、受診者数、受診率につい

てお伺いいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

おはようござい〇健康福祉部長（松田慎司君）

ます。遠藤議員からは、大項目で１点の御質問が

ありました。私からの答弁となりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

まず初めに、大項目１、名寄市健康増進計画に

ついて、小項目１、健康づくりの推進についてお

答えをいたします。健康づくりの推進については、

名寄市健康増進計画健康なよろ２１（第３次）を

策定し、住み慣れた地域で心豊かに元気で生活で

きる地域の実現、市民一人一人が自分でできるこ

とを主体的に取り組める健康づくりを目指し、子

供から高齢者まで全ての市民の健康づくりを推進

するため、生活習慣病の発症予防と重症化予防の

徹底、生活習慣の改善と生活機能の維持を基本方

針として進めております。健康づくりには、栄養、

食生活、身体活動、運動、心の健康、飲酒、喫煙、

歯、口腔の健康など生活習慣が密接に関係をして

おり、これらが改善され、安定することで生活習

慣病の予防につながります。特に働き盛り世代の

死亡や介護の原因となりやすい脳血管疾患、心疾

患、がん、糖尿病などは、食生活や運動などの生

活習慣が発症と重症化に大きく影響することから、

生活習慣病の早期発見、早期治療にとどまらず、

積極的に健康を増進し、病気の発症を予防する１

次予防が重要と捉えております。年間を通じた運

動環境の取組としては、健康づくり体操教室をお

おむね６０歳以上の方を対象に総合福祉センター

で毎週開催しており、令和７年度は延べ２，１９

３人の方に御参加をいただきました。昨年度は、

８月と１１月に体操教室に参加された方のうち希

望する方にＩｎＢｏｄｙ測定を実施し、御自身の

筋肉量や脂肪量などの体成分を把握する機会を提

供しました。今年度もＩｎＢｏｄｙ測定の実施を

予定しており、参加者の皆さんが測定を通して筋

肉量の維持、向上など目的や楽しみを持って自分

に合った運動を継続していただけるよう取組を進

めてまいります。令和５年から取組を開始したて

くＴＥＣＨ活動事業は、目標歩数達成によりポイ

ントを付与することで幅広い年代層の参加を促進

しております。この取組により、運動習慣のなか

った方にも健康づくりに対する動機づけと運動習

慣の継続を支える環境づくりとなっているものと

認識をしているところです。また、保健センター

においては、定期健康体操教室をふうれん健康セ

ンターで毎週開催をし、１年を通じた定期的な運

動の環境づくりに努めております。また、冬期間

の運動不足解消のため、冬期健康体操教室を保健

推進委員協議会協力の下、毎年２月に開催をして

いるところです。市民一人一人の身体状況や生活

環境は異なりますが、冬期間を含めた年間を通じ

た運動環境や若い世代からの健康づくりへの動機

づけ、健康情報などの提供に引き続き努めてまい

ります。

次に、小項目２、各種検診事業についてお答え

をいたします。特定健診は、メタボリックシンド

ロームに着目をした健診で、国が医療保険者に対

して４０歳から７４歳の加入者への実施を義務づ

けています。特定健診は、早期発見、早期介入に

より生活習慣病の予防、疾病進行を防ぎます。何

より大切なのは、受診者自身が自分の体の状態を

知ることで健康意識を高め、生活習慣改善へのき

っかけとなります。近年生活習慣病の発症が若年

齢化していることから、本市国民健康保険では独
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自策として対象年齢を３０歳まで引き下げて実施

をしてきているところです。特定健診を受診しな

い場合のリスクとして、疾病の発見が遅れること

で気づかぬうちに病状が進行しているリスクが高

まります。糖尿病や高血圧などの生活習慣病は、

自覚症状がないまま脳卒中や心筋梗塞といった重

篤な疾患に至る可能性があります。また、健診を

受けて早期に治療を開始した人と健診未受診のま

ま重症化した状態で治療を開始した人では、年間

の治療費を比べると約４万円の差が出てくる場合

もあります。病状が進行した段階での治療は、身

体的、精神的、経済的な負担が大きくなるだけで

はなく、医療費の増加は将来の保険料に影響を及

ぼすことも考えられます。特定健診を受診するこ

とは、生活習慣病を予防し、健康寿命を延伸させ、

心身ともに健康な生活が送れることにつながる重

要なことと認識しているところです。

受診率向上に向けての取組は、未受診者対策と

して地区担当保健師による個別の受診勧奨や北海

道国民健康保険連合会の受診率向上事業を活用し

た受診勧奨はがきの送付を行ってきています。直

接的かつ個別に働きかけることにより、受診率の

向上に結びつけたいと考えているところです。ま

た、市内８か所の医療機関と委託契約を結び、通

院中の医療機関で特定健診を受けることができる

個別健診や医療機関の検査内容が既に特定健診の

項目を満たしている場合については情報提供とし

て市が検査結果を受け取り、特定健診として扱う

ことができる体制の充実を図るなど受診率向上に

向けた取組を進めているところです。さらには、

健診事後において検査、健診結果を基に自分の体

の状態を知ることで生活習慣を振り返りながら保

健師や管理栄養士による保健指導、栄養指導を受

けることで生活習慣の見直しと必要な医療につな

げるなどの支援を行っているところです。

令和７年度における特定健診の受診状況は、暫

定値ではありますが、４０歳から７４歳までの対

象者２，８５９人に対して、受診者数が１，００

０人、受診率で３５％程度になると見込んでおり

ます。年代別の受診状況については、４０歳代が

約２７％、５０歳代が約２６．６％、６０歳代が

３７．５％、７０から７４歳が３４．３％の受診

状況となっており、市独自で対象を拡大していま

す３０歳代については約７．９％の受診にとどま

っており、若い世代の受診率が低い傾向にありま

す。

次に、各種がん検診につきましては、胃がん、

肺がん、大腸がんの３つの検診は国の推奨年齢は

４０歳からでありますが、本市では独自施策とし

て対象年齢を３０歳に引き下げ、がんの早期発見、

早期治療に取り組んでいるところです。令和７年

度の国保加入者における受診状況では、胃がんの

検診の対象者数３，０６４人に対し、受診者数は

３５７人、受診率は１６．３％、肺がん、大腸が

んの検診の対象数は３，４５３人に対し、肺がん

検診の受診数は６８６人、受診率は１９．９％、

大腸がん検診の受診数は６５２人、受診率は１８．

９％となっているところです。また、隔年受診と

なっています子宮がん、乳がん検診につきまして

は、２０歳以上が対象となっている子宮がん検診

の対象数は２，０７２人、受診数が１５８人、受

診率１６．６％、３０歳以上が対象となっている

乳がん検診の対象数は１，８８６人、受診数１８

３人、受診率２０．９％となっています。人間ド

ックの受診数については、令和５年度１０４人、

令和６年度１１１人、令和７年度８４人となって

いるところです。

最後になりますが、歯科疾患検診についてです

が、歯や口腔の健康状態は全身的な健康状態と密

接に関連をしており、虫歯や歯周病の早期発見及

び予防を図ることは全身の健康につながることか

ら実施をしているところです。本市では、満４０

歳に到達をする年度の市民に対し受診勧奨してい

るところです。令和７年度における対象者数につ

いては２５４人、受診者数３２人、受診率は１２．

６％となっているところです。
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以上、私からの答弁とさせていただきます。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

御丁寧に大変詳しく〇１３番（遠藤隆男議員）

説明をいただきましたが、確認事項等含め何点か

お聞きをしたいというふうに思います。

まず初めに、小項目１の健康づくりの推進につ

いて。年間を通じた運動環境の取組については、

２年前にもお聞きいたしましたけれども、おおむ

ね６０歳以上の方を対象に総合福祉センターで健

康づくり体操教室とか、また令和５年から開始さ

れたてくＴＥＣＨ活動事業により幅広い年代層の

方から運動習慣のなかった方にも健康づくりに対

する動機づけと運動習慣の継続を支える環境づく

りをしているということであります。また、冬期

間については、毎年２月ですか、保健推進委員の

方に御協力いただいて冬期健康体操教室を開催し

ておりますし、また保健センター、ふうれん健康

センターで１年を通じた運動の環境づくり進めら

れているということで、また新たに令和７年度総

合福祉センターでの健康づくりの体操教室、その

参加者で希望される方にＩｎＢｏｄｙ測定をする

などいろいろと工夫をされて楽しみを持って自分

に合った運動を継続していけるような取組をされ

ているということが分かりました。また、２年前

お聞きしたときは、総合福祉センターでの健康づ

くり体操教室ですけれども、令和５年度たしか１，

２００人以上というふうにお聞きしたのですけれ

ども、令和７年度２，１９３人ということで、１，

０００人ぐらい増えているなということでちょっ

と成果が出てきているのかなとも思っております。

しかしながら、本市において３０歳から６０歳

代の男性、また４０歳から６０歳代女性の肥満割

合が基準値と比べて増加している状況にあるとい

うこともありまして、現在本市としては適正な体

重を維持している人を増やすことが課題であると

言われておりますけれども、健康づくりにおいて

はやはり若い世代から関心を持ってもらうことが

重要であるというふうに思っております。そこで、

お聞きしたいのですけれども、この若い世代の方

に関心を持ってもらうための施策といいますか、

進め方についてはどのようにお考えなのかお聞か

せをいただきたいと思います。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

若い世代への進〇健康福祉部長（松田慎司君）

め方というか、今後どうやっていくのかという御

質問かなというふうに思いますが、若い世代の方

というのは当然働き盛りといいますか、働いてい

る方がほとんどだというふうに思っていますし、

子育ての方も多いのかなというふうに思っており

ます。若い方、どっちかというと自分の健康とい

うよりはそういった仕事や子育てといったような

ことを優先する傾向にあって、自分のことは少し

後回しになっているのかなというふうにも感じて

いるところではあります。そういった課題ありま

すので、名寄市としては独自に健康対象年齢を３

０歳に引き下げたということ、これをひとつＰＲ

していくところなのだなというふうに思っていま

すし、受診、健診を受けるということで自分自身

の健康状態を確認できるということを今までもい

ろいろな場面で周知はしてきているつもりではあ

るのですけれども、その部分が健診率から見ても

かなっていないのだなというふうに思っています

ので、そこも含めてそういった意識改革できるよ

うな周知含めて若い世代からの健診受診勧奨する

ようなことを引き続きといいますか、新たなこと

含めて考えていかなければならないなというふう

には考えております。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

やはり今御答弁にも〇１３番（遠藤隆男議員）

ありましたけれども、若い世代は働き盛り、子育

て中の方も多いということで、確かに私も若い頃

そうでしたけれども、健康づくりが後回しになっ

ている、そのとおりだというふうに思います。現

在も健康へ関心、意識を高めるための取組という

のはなされているということでお聞きしましたけ

れども、なかなかすぐには関心を持ってもらうと
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か、意識が向上するということは難しいのかなと

いうふうにも思っております。しかしながら、身

体活動や運動の機会、こういうことを増やしてい

くことは心身の健康維持、将来的に介護予防につ

ながっていくものと思いますし、健診受診の勧奨

を含めて、ここの部分はやっぱり諦めず、引き続

きよろしくお願いしたいというふうに思いますの

で、お願いいたします。

次に、２年前に一般質問で要望させていただい

た部分なのですけれども、障がいのある方への健

康づくりの推進の部分でお伺いしたいと思うので

すけれども、障がいのある方への健康づくりの推

進については現在どのように取り組まれているの

か、また課題等もあると思うのですけれども、今

後の進め方についてのお考えをお聞かせいただき

たいと思います。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

障がいのある方〇健康福祉部長（松田慎司君）

へということの御質問ですけれども、基本的には

障がいのあるなしにかかわらず健康増進に係る取

組は進めてきているところではありますけれども、

事業の内容によっては障がいの方が参加をしづら

いですとか、そういったことがあるのかなという

ふうに思っております。障がいの種類、程度でで

きることとできないことというのがあろうかと思

いますので、そういった場合については障がいの

状態ですとか御希望も含めて相談を丁寧にさせて

いただきながら、そういった機会に参加できるよ

うなことを考えていかなければなというふうに思

ってございます。一度参加したいような部分のも

のがあれば、ぜひ御相談をいただいて健康づくり

進めていっていただければなというふうには思っ

ているところです。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

一番最初に、障がい〇１３番（遠藤隆男議員）

のあるなしに関係なく行っているということがあ

りました。しかしながら、事業内容によっては、

障がいの種類や程度によっては参加しにくい内容

もあるということも御答弁いただきまして、その

とおりなのです。そうかといって年間を通じた運

動のできる環境づくりにおいて、障がい者の部分

もありますけれども、新たに場所を設置して何か

をやるということはハードルがちょっと高過ぎま

すので、障がいのある方といっても様々な障がい

をお持ちの方がおります。今後は、そういった障

がいのある方の御意見聞いていただきながら、こ

れは高齢の方同様、工夫をしながら進めていただ

きたいと思います。理想は、やはり障がいのある

なしに関係なく一緒に健康づくりができることだ

と思いますので、この部分については引き続きよ

ろしくお願いをしたいと思います。

次に、各種検診事業について。初めに、特定健

診の重要性及び特定健診を受けないことによるデ

メリットなどについてお聞きしましたけれども、

重要性としてはやっぱり早期発見、早期介入によ

って生活習慣病の予防、疾病進行を妨げる、また

最も大事なのは自分の体の今の状態を知るという

ことが重要であるということで、そのとおりだと

思います。また、デメリットの部分なのですけれ

ども、確かに病状が進行した段階で治療を始めま

すと、当然治療期間が長期化されますし、医療費

も高額になるなど受診者にとって、答弁にもあり

ましたけれども、身体的、精神的、経済的にも負

担がかかるというふうに思います。また、病院で

の受診をする回数が増えるということで医療費に

係る保険給付費が増加をして将来の保険料にも影

響を及ぼすことも考えられるということも、その

とおりだと思います。

そこで、受診率の部分でお聞きしたのですけれ

ども、特定健診の部分、令和７年度については暫

定値ではありますけれども、対象者が２，８５９

人に対して１，０００人が受診をして３５％にな

る見込み、これ４０歳から７４歳です。年代別に

ついては、４０代が約２７％、５０代が約２６．

６％、６０代約３７．５％、７０から７４歳につ

いては３４．３％、特に本市で拡大をしてやって
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いる３０歳代については７．９％と本当に低過ぎ

るのではないかなという受診率だと思います。ま

た、がん検診についても、これも２年前にも聞い

たのですけれども、ほぼ変わっていません。微増

しているところはあるのですけれども、ほとんど

が２０％超えていないのです。乳がん検診だけが

２０％超えているというような状況で、これにつ

いてもやはりちょっと低いなというふうに感じる

ところであります。人間ドックについては、いつ

も１００人台ぐらいで推移していたかなと思うの

ですけれども、令和７年度８４人ですか、ちょっ

と減っているなというような感じを受けました。

そこで、この受診率の部分で国保制度において

特定健診の目標受診率が示されているというふう

に思いますけれども、２年前にお聞きしたときは

令和５年度受診率約３８％で、目標達成まで約７

００人の受診が必要との御答弁ありました。令和

４年度から見ると、受診率も向上していますけれ

ども、令和６年度は広報なよろ５月号に掲載され

ていましたけれども、受診率３８．７％で、あと

７００人の受診が必要とあり、ほとんど変わって

いない状況だと思いますけれども、令和７年度で

は受診率がちょっと落ちていますけれども、達成

まであと何名足りなかったのか、また目標受診率、

これを達成できた場合のメリットというのはどう

いうものがあるのかお伺いをしたいと思います。

よろしくお願いします。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

特定健診の受診〇健康福祉部長（松田慎司君）

率、目標まであとどのくらいかというお話かと思

いますけれども、今回、先ほどもちょっと答弁さ

せていただきましたけれども、対象者が以前より

はちょっと減っているということもありまして、

２，８５９人に対して、先ほど１，０００人、３

５％の受診率というふうにお答えさせていただき

ましたけれども、これを６０％、第３期の名寄市

保健事業実施計画、データヘルス計画で６０％と

いうことを目標にさせていただいていますので、

そこまでということになりますと、３年前、４年

前と変わらず約７００人の受診がこの後も必要か

なというふうになろうかというふうに思っていま

す。

国保においてインセンティブ的なものというと

ころの御質問もあったかと思いますけれども、イ

ンセンティブ交付金というのがありまして、国で

いう保険者努力支援制度というものにおいてある

のですけれども、そこの部分についてはこの６０

％が達成されればその分交付金が増額になるとい

うようなメリットはあるところではございます。

金額的に幾らなのかと言われるとあれなのですけ

れども、目標達成に対する特典があるというふう

に考えております。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

２年前の一般質問で〇１３番（遠藤隆男議員）

目標達成できなかった場合のデメリット、反対の

部分をお聞きしたのですけれども、そのときには

ペナルティー的なことはないということでありま

したけれども、今回の広報なよろ５月号には目標

未達成は保険税増額に影響する可能性があるとい

うふうな掲載がされていたというふうに思ってお

ります。

今回メリットについてお聞きしましたけれども、

特定健診の受診率が上がるとインセンティブでの

交付金があるということですので、これはやはり

何としても目標達成に向け取り組むべきだという

ふうに思っております。名寄市健康増進計画健康

なよろ２１（第３次）にも記載されておりますけ

れども、本市の令和４年の１人当たりの医療費に

ついては３万２，７１０円、平成３０年と比較し

て４．８％増加、１人当たりの医療費は全道、全

国よりも多い状況にあります。御答弁にも治療費

の差額についてありましたけれども、過去の広報

なよろに掲載されていた内容にも令和５年度では

特定健診を受けている方の生活習慣病医療費が８，

２９６円に対し、健診を受けていない方の生活習

慣病治療費が４万９，４２２円ということで、そ
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の差額、年間で４万１，１２６円ということであ

りますから、年々治療費が増えていけば、当然保

険料にも影響し、保険料を上げざるを得ない状況

になると思いますので、健診の受診率は何として

もやっぱり上げていかなければならないというこ

とが分かるというふうに思います。私も国保に加

入しておりますけれども、保険料については本当

に高いなというふうに思っております。これ以上

上がらないことを願っておりますけれども、現実

的には厳しい状況に来ていると、そういうふうに

も思っております。

これまで２回、本市の受診率の低さに驚いて少

しでも受診率が向上すればと思い、一般質問でお

聞きしたところなのですけれども、コロナ禍は確

かに受診を控える方も増えて受診率は低下しまし

たけれども、令和４年度にはコロナ禍前の受診に

近づいて、令和６年にお聞きした際には微増して

いる状況でありました。それ以降も受診率向上施

策での受診対象者への周知を含めて本当に工夫を

され、取り組まれていると感じていたところです

が、実際は残念ながらなかなか受診率が伸びてい

ないという状況であります。各種検診のお知らせ

についても広報なよろでの掲載も、これ４年前か

らですか、４月号、５月号の２回掲載されていま

すし、対象者個人には、先ほどもありましたけれ

ども、封書やはがきでも周知もされています。ま

た、これも４年前からですか、申込用紙での申込

み前に電話での予約、令和６年度からはスマホで

も申込みができるウェブホームというのも作成を

されて各種検診の予約については順調に伸びてい

るかなと思ったのですが、先ほどの御答弁からも

分かるようになかなか伸びていない状況であり、

受診率については本当に低いなと感じております。

あとは、特定健診の受診対象となっている方がど

のように受け止めるかだというふうに思っており

ます。

そこで、特定健診において受診対象者の方が受

診をしない、この主な要因、これをどのように分

析されているかお聞きしたいと思います。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

受診をしない主〇健康福祉部長（松田慎司君）

な要因ということですけれども、受診者が増えな

い要因というのを受診率向上支援共同事業という

事業がありまして、その中で国民健康保険連合会

ですとか委託事業者、あと市の国保の担当者と３

者によりましてこれまでも継続した分析を実は取

組を進めているという状況にございます。その中

では、やはり７０歳代については受診者が多いと

いうところになってございますけれども、働き盛

りである年代、あと５０歳代、６０歳代などにつ

いては持病などお持ちになられている場合のケー

スも実は多くて、そういった場合は通院中の方々

が通院をしていれば、それでいいのだというよう

な意識が少しあるのかなというふうに思っていて、

そこの部分で通院しているために健診は不要とい

う独自判断といいますか、そういった形で特定健

診というものは受けていないというようなふうに

分析はしているところでございます。そういった

傾向かなというふうに思ってはいます。ただ、将

来の健康リスクを考えると、できるだけ早期に自

分の体の内情を知るということは大変重要ですの

で、若年層に対する受診勧奨も含めて力を入れて

いかなければならないなというふうに思っている

ところですけれども、なかなか広報で周知しても

個別にお話をさせていただいても最終的に特定健

診受けるのは自己判断というふうになってしまう

ところであるために受診率うまく向上につながっ

ていないというふうには分析をしているところで

す。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

今御答弁ありました〇１３番（遠藤隆男議員）

けれども、７０歳代の特定健診の受診者は多いの

ですけれども、働き盛り、４０代、そこはやっぱ

りどうしても低い、また５０代から６０代、通院

中の方々の未受診が多いというような御答弁があ

ったと思います。本当にいろいろ対策をされて行
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っているところなのですけれども、私も特定健診

受診していない方にちょっと話を聞きますと、通

院しているから受けなくてもいいだろうとか、ま

た今現在体に何の異常もないから健診を受けなく

てもいいだろう、自己判断されてという方が多い

なというふうに思いました。私も以前から申し上

げていますように自衛官ＯＢでありますので、自

衛官当時は任務を完遂するために、また国民の負

託に応えるために良好な健康状態を維持しなけれ

ばならない立場にありましたし、また各種検診に

ついては受診率１００％を目指す組織でしたので、

受診することが当たり前のことといいますか、習

慣化されていたというような状況でもありました。

特定健診を受診されない方にもそれぞれの立場が

あるとは思いますが、やはり自分を守らなければ

御家族を守ることもできないと思っております。

良好な健康状態を維持しなければならないといっ

た意識を持っていただかないと、なかなか受診率

の向上には結びつかないのかなというふうには思

っております。

そこで、お伺いしたいと思いますけれども、今

回令和７年度の特定健診、この受診率をどのよう

に評価されているのか、その評価に基づいて令和

８年度の事業が進められているというふうに思う

のですけれども、さらなる受診率向上を目指した

今後の進め方の部分と、これは障がいのある方へ

の受診対応を含めてお考えをお伺いしたいと思い

ます。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

受診率向上に向〇健康福祉部長（松田慎司君）

けてということだろうと思いますけれども、今回

の３５％という受診率については、新型コロナの

はやる前の数字が令和元年度時点ぐらいでは３６．

６％というところで、実はコロナが明けても爆発

的に増えているわけではなくて、一定程度元に戻

った受診率にしかなっていないというふうに思っ

ております。結局は、受診率ちょっと伸び悩んだ

まま現在に至っているというところですし、６０

％といった目標にも大きく乖離もしておりますの

で、ここは引き続き受診率向上への取組をさらに

強化していかなければというふうには考えており

ます。実は、新たな取組ということで令和７年度

から、昨年度からですけれども、市民の皆さんが

いつでもどこでも御自分のペースで申込みができ

るようにということで２４時間での受付をインタ

ーネット上で開始をしました。ここの部分でどの

程度増えたかというのは、まだ１年なので、結果、

まだ比べるところがないので、見えていませんが、

併せてＬＩＮＥのほうでもお知らせをするように

はしてきたところです。さらに、今年度８年度か

らは、受診しやすい環境整備ということで集団健

診の中で一部になりますけれども、開始時間を今

７時からということで集団健診をしているところ

なのですけれども、そこ３０分早めさせていただ

いて６時３０分から、早めることで今年度は運用

しようかというふうに思っております。このこと

によりまして、空腹状態で来ていただくというこ

ともありますので、そういった負担も若干ですけ

れども、軽減できるかなと思いますし、仕事前に

受診をしたいという一定程度市民のニーズがござ

いますので、そこにも応えられるようになろうか

なというふうにも思っております。未受診者対策

の個別勧奨を含めて受診率向上については、今後

も引き続いて取り組んでいきたいと、強化してい

きたいというふうに思っているところです。

もう一つ、障がいのある方の部分になりますけ

れども、障がいの方の受診の対応については受診

される前に予約していただく段階で一度御相談を

いただいて障がいの程度、内容についてお話を聞

きながら、その上で受診可能な健診とそうでない

健診あろうかと思いますので、そういった部分を

聞き取りながらですけれども、御案内をさせてい

ただいているところです。集団で受ける会場につ

いては、なかなかバリアフリー化というのもされ

ておりませんので、課題あるかなというふうに思

っています。バスとかでレントゲンを撮ったりと
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かする場合がありますので、段差があったりとか、

介助できる広さが十分に取れない場合もあります

ので、この課題がある中でも受診については可能

な限り皆さんが受けられるように職員が介助を行

いながら対応していきたいというふうに思ってい

ますし、安心して受診していただけるようにこれ

からも相談に乗りながらきめ細かくやっていきた

いなというふうに思っております。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

令和７年度の受診率、〇１３番（遠藤隆男議員）

元年度からずっと見ていきますと、本当に元に戻

ったような受診率なのかなというふうには思いま

すけれども、なかなか伸びないのが私としても何

かちょっと、多分担当部についてはかなり悩みが

多いところではないかなというふうに思います。

また、新たな取組として、令和７年度からいつ

でもどこでもですか、自分のペースで申込みがで

きる２４時間対応のインターネットでの申込み、

また今年度からは時間３０分早めて仕事前に受診

ができるというような、そういった市民のニーズ

にも応えながらやっているということであります

ので、私もちょっと時間が早まったので、おなか

すく前に行けるなというのもあって申し込んだの

ですけれども、またいろいろ健診後ももし引っか

かれば、数値に異常があれば保健指導とか、私も

毎年保健指導を受けている立場なのですけれども、

できれば受けなくていいようになるのが目標なの

ですけれども、なかなかそうもいかないのですけ

れども、そういった取組いろいろされているとい

うことで本当に苦労されているなというのは本当

に分かります。

あと、障がいのある方の部分も含めて健診対象

者となっている誰もが希望の場所で受けられる体

制というのは、確かに受診率向上にもつながって

いくことであります。障がいのある方については、

引き続き御意見をしっかりと聞いていただきなが

らお願いをしたいというふうに思います。

あと、受診対象者への周知の部分なのですけれ

ども、私も国保になる前の２年間は任意継続保険

のときがあったのですけれども、特定健診とがん

検診は受けておりました。たしかその当時約７，

０００円かかったと記憶があります。本市で行っ

ている健診は、個人で受けると２年前で約８，０

００円かかるところ、現在はもっと金額上がって

いるかもしれませんが、無料で検査ができるわけ

ですから、そういった部分をさらに強調しながら

諦めず周知をしていくしかないのかなというふう

に思っております。また、今年度から広報なよろ

５月号に個人病院の先生のコメント、これ掲載し

ておりますけれども、特定健診を受けることがで

きる医療機関８か所あるわけですから、そういっ

た病院に来る方にも病院の先生から特定健診を進

めてもらうということも、これやはり受診率向上

につながっていくと思います。病院の先生から言

われたら、受けようかなというふうな気持ちにな

ると思いますので、今後はそういった部分もちょ

っと強化して進めていただければと思いますので、

よろしくお願いをいたします。

それでは次に、歯科疾患検診の受診率について、

これ先ほどの御答弁から２年前にお聞きしたとき

よりは、令和７年度受診率１２．６％、若干伸び

てはおりますけれども、かなり低い数字だなとい

うふうに思います。歯と口腔の健康を保つこと、

動脈硬化や心臓病を予防するといった全身の健康

づくりにもつながって健康寿命の延伸や生活の質

といいますか、認知症リスクなどにも関連するた

め重要というふうにされております。私も自衛官

時代からなので、習慣で現在も市内の歯医者さん

で３か月に１回定期検診を受けておりますけれど

も、なかなか定期検診を受けているという方少な

いと思いますし、歯が痛いとか本当に違和感がな

い限り歯医者さんには行かないのかなというふう

に思います。歯周病に限らず歯科疾患は、進行し

て重症化してしまいますと治療する内容、これも

増えますし、それに伴って医療費の負担も増える

ことになりますので、やはり歯科検診を通して早
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期に疾患を発見できれば重症化予防、早期治療に

よって医療費負担を減らすことも可能になるのか

なというふうに思います。

そこで、お聞きいたしますけれども、歯科疾患

検診、この受診率低いのですけれども、向上に向

けては今年度どのように取り組まれているのか、

その部分をお伺いしたいと思います。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

歯科疾患検診に〇健康福祉部長（松田慎司君）

ついてというところになりますけれども、名寄市

では年度内に４０歳になる方を対象にこの歯科検

診のほうを実施をさせていただいております。４

０歳になられる方に案内を直接発送させていただ

いて、まずはこういったものを受けてほしいとい

うことでさせていただいております。市内の１５

か所の医療機関で実は委託をさせていただいてお

りますので、そういった部分でかかりやすいとい

うような状況もつくらせていただいているところ

です。直接案内を郵送しているのと併せて、広報、

ホームページでは当然広く周知はさせていただい

ているところなのですけれども、なかなかこちら

も受診につながっていないというところでありま

すので、歯科衛生士さんが事後にも相談を、指導

も行っていただけるような部分についてはまだい

いのですけれども、未受診者については１２月頃

に勧奨はがきを送付をさせていただいて受診を促

すという取組もさせていただいております。基本

的には５月に１度発送させていただいて、その後

未受診者に１２月ということで２度ほど御案内を

させていただいている状況にはあります。先ほど

も少し答弁させていただきましたけれども、４０

歳というふうなところで名寄市実施をさせていた

だいている関係もあって働き盛りということで、

ここの対象年齢も実は受診になかなか結びついて

いないのは一因にあるなというふうに思っていま

すけれども、ほかの検診と同様に若いうちにこう

いったことは受診をして自分の体を、歯の状態含

めて自分の健康状態を確認していただくというこ

とは若い年代からのほうが重要だというふうに思

っていますので、引き続いて４０歳の方について

案内をさせていただきながら、ここが何とか受診

率向上になるような形のことも考えていかなけれ

ばいけないなというふうには思っております。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。市内〇１３番（遠藤隆男議員）

１５か所の医療機関に委託をして実施されている

ということで、案内の郵送、広報やホームページ

の活用によって周知していると御答弁がありまし

た。歯科疾患検診については、４０歳の市民に案

内をしているわけですけれども、その中に国保の

方もいれば、共済組合、協会けんぽの方などもい

ると思います。これは、例えばですけれども、対

象者が自衛官でしたら毎年歯科検診を受けていま

すので、市から通知が来ても再度受診は考えない

のかなと思いますし、ほかにも同じような方もい

ると思います。また、この受診率については、本

当に正確ではないのかなというふうに思っており

ます。

そこで、お聞きしますけれども、そういった部

分を含めて歯科疾患検診については対象者を本市

の国民健康保険加入者４０歳のみにしてはどうか

と考えますけれども、お考えをお聞かせいただき

たいと思います。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

現在名寄市で取〇健康福祉部長（松田慎司君）

り組ませていただいている部分については、国保

に限らず年度内に４０歳になる方に全員にはがき

や案内を送らせていただいております。令和７年

度で対象者２５４人いますので、こういった形で

４０歳になったらぜひということで案内をさせて

いただいています。これを国保だけにというよう

なことも一つの考えかなとは思いますけれども、

そうした場合検診対象から外れる皆さんもこの後

出てくるということも実は懸念しておりまして、

医療保険者ごとに独自の助成施策というのを行っ

ている保険者もありますけれども、本市としては
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４０歳になられた方には一度ぜひ受けてほしいと

いう、この基本姿勢は崩さずに今後も進めていき

たいなというふうには思っているところです。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

この部分、本当は次〇１３番（遠藤隆男議員）

の前立腺がん検診の部分でちょっとあるのですけ

れども、この部分で経費をちょっと削減していた

だいてそっちのほうに回していただけないかなと

いう思いがあって質問いたしました。

本市では、料金の一部負担すれば前立腺がんの

検診もできますけれども、近年の受診者数につい

てはどのような状況なのかお聞かせください。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

前立腺がん検診〇健康福祉部長（松田慎司君）

の受診状況ということで、令和５年度が２８７人、

令和６年度で２８０人、令和７年度では２７０人

ということで、一定程度２７０から８０の中で推

移をしているという状況にあります。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。厚生〇１３番（遠藤隆男議員）

労働省が２０２４年３月２２日に公表した２０２

０年の全国がん登録によると、前立腺がんは年間

罹患者数が８万７，７５６名、２０２０年に男性

がかかったがんのうち１６．４％を占め、男性部

位別の罹患率の第１位のがんというふうにありま

す。今後の罹患数予測では、最も多くなると予想

されていることもあって、やはりより多くの対象

者へ受検してもらう必要があると考えるところな

のですけれども、現在本市では１，８００円の負

担をすれば前立腺がんの検診を受けることができ

るのですけれども、前立腺がんの検診の無料化に

ついて、しつこいようですけれども、本市のお考

えをお聞かせいただきたいなと思います。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

前立腺がんの部〇健康福祉部長（松田慎司君）

分の無料にならないかというお話かと思いますけ

れども、前立腺がんの検診は血液検査だけで検診

が可能であるということもございまして、早期発

見、早期診断する上で有効な検査というふうには

言われているところかというふうには思います。

名寄市でも１７年度からこれ実施をさせていただ

いていますけれども、導入当初から、議員も御承

知かと思いますけれども、この検診が死亡率減少

の効果を判断する証拠としては実はエビデンスが

不十分だというところで国の指針になかなか載っ

ていかないといった検診であるというふうに思っ

ております。市としましては、この検診の機会の

提供ということをさせていただいておりますが、

希望される方が受診するということでどうしても

オプション的な位置づけにちょっとなるかなとい

うふうに思っていまして、無料化ついては、この

考えは今のところは持ってございませんというこ

とになります。今後ここの部分国の指針に当然位

置づけられれば、ほかの検診と同様にここの部分

の費用助成については検討していかなければなら

ないかなと思っていますけれども、現時点では国

のそういった指針にもないということもあります

ので、なかなか無料化というのは難しいかなとい

うふうに思っております。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

理解したいところで〇１３番（遠藤隆男議員）

すけれども、やはり全ての検診は無料にすること

によって一つのきっかけとなって受診率向上につ

ながっていくのではないかなっては思っておりま

す。広報なよろに掲載しております料金の表あり

ます。あのがん検診の表もあそこを無料にすれば、

１，８００円消えればすっきりします、本当に。

御答弁も２年前と全く同様の内容でありました。

受診者数もそんなに多いわけでもないですし、予

算的にもそんなにかからないと思います。国の指

針、そういうのは待たなくていいです。先ほどの

歯科検診の経費を削減して、特定健診の年齢も本

市独自の施策で３０代から拡大して行っているよ

うに、前立腺がん検診も健康都市宣言をしている

名寄市独自の施策として無料でやればいいと思い

ます。受診率が低いのです。受診率が伸びていな
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いのです。いろいろやってみて受診率を上げてい

きませんか。ここは、市としての考えではなくて

部長のお考えお聞かせください。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

市としての考え〇健康福祉部長（松田慎司君）

ではなくと言われてもなかなかお答えづらいので

すけれども、前立腺がんの部分というのが当然男

性がかかるがんの中でも上位を占めているのは承

知しておりますし、この部分無償化に仮になった

とすれば、当然特定健診を受ける際に一緒に受け

られるような形にもなろうかとは思うのですけれ

ども、ただ名寄市もいろいろとこの間のお話をさ

せていただいているところでいけば、どこにどう

いった施策でどういったお金といいますか、部分

をつぎ込んでいくかということをこれから洗い出

さなければいけないという時期にもありますので、

そういった意味も含めて私も男性なので、無料で

受けられればいいのかなというふうには思います

けれども、なかなかすぐにそういった結果が出る

かなというのはちょっと難しいというふうに思っ

てございます。いずれにしても、オプションであ

っても金額的にはそう高くはないというところも

ありますので、無料、無償、有料に限らずこの部

分はぜひ受けていただければというふうに思って

今後も周知活動はさせていただければと思ってお

ります。すみません。

遠藤議員。〇議長（山田典幸議員）

よろしくお願いいた〇１３番（遠藤隆男議員）

します。

最後に、先般市長からの市政執行方針の中にも

健康づくりの推進については名寄市健康増進計画

健康なよろ２１（第３次）に基づき事業を推進す

るとともに、特定健診や各種がん検診の受診率向

上を図り、生活習慣病の発症予防と重症化予防の

徹底、乳幼児から高齢期まで生涯を通じた健康づ

くりを推進してまいりますとの説明もありました。

ここは、ぜひ関係職員の皆様には引き続き諦めず

に受診率向上、市民の健康づくりの推進に努めて

いただくとともに、前立腺がん検診の無料化に向

け、検討ではなく協議していただくことを要望い

たしまして、質問を終わらせていただきます。

以上で遠藤隆男議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

冬季スポーツ拠点化について外２件を、清水一

夫議員。

議長から指名をいた〇１２番（清水一夫議員）

だき、大項目３点にわたり質問をします。

大項目１、冬季スポーツ拠点化について。名寄

市総合計画（第２次）後期基本計画の４つの重点

プロジェクトの一つであります。自然環境と施設

環境の強みを生かし、冬季スポーツの拠点化を目

指し、さらに冬季スポーツを通じて名寄市に誇り

と愛情を持てる人を育て、成果指標は新規冬季ス

ポーツ大会誘致数ゼロから２大会に、冬季スポー

ツ合宿、大会受入れ数６，２６３人から７，５０

０人に、スポーツ合宿・大会による経済効果７，

８８４万円から９，０００万円に、冬季スポーツ

全国大会出場ジュニア選手数１４人から１５人で

あります。以下、その成果について質問をします。

小項目１、スキー大会ノルディック種目につい

て。昨年の１２月１２日、第５６回名寄ピヤシリ

ジャンプ大会の公式練習に始まり、３月８日のＪ

ＯＣジュニアオリンピックカップ２０２６、全日

本ジュニア選手権大会兼ねて全国中学生選抜スキ

ー大会の公式練習を含む２３の大会の一般と大学

生、高校生、中学生の延べ選手数と経済効果につ

いてお知らせください。

大項目２、防災について。先般の予算審査特別

委員会において、８年度防災訓練の予定で検討し

ているのが、１つは夏の産業まつりに防災ブース

を出して、警察、消防、自衛隊など関係機関の協

力と連携で防災体験を出展すること、２つに冬期

訓練の避難所開設で市民に宿泊体験をしてもらう、

風水害については防災事業を毎年継続すると答弁

されました。改めて防災事業についてお聞きしま

す。
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小項目１、水害を想定しての住民避難訓練につ

いて。昨年１１月９日９時に名寄川、天塩川、風

連別川、豊栄川が増水、氾濫するおそれがあると

の想定で高齢者等避難発令を、訓練情報、避難情

報は市民の携帯端末に、またエフエムなよろ緊急

割り込み装置から発信され、住民参加型の避難訓

練開始となりました。私の町内会では３２名が開

設避難所の名寄小学校に、避難行動要支援者は北

国博物館に避難しました。この訓練の成果と参加

町内会の数と人数を伺い、本年度はこの訓練を実

施するのかお聞きします。

小項目２、避難行動要支援者対策について。避

難行動要支援者の名簿作成は、定期的に更新し、

最新の状態を維持することになっていますが、何

名いるのかお聞きします。個別避難計画の作成に

ついては、本人の同意を得て計画を作成しますが、

その作成は５年計画で、今年最終年度であると思

いますが、現在何名作成されているのかお聞きし

ます。

小項目３、災害廃棄物処理計画について。この

件は、前回の質問のとき次期一般廃棄物中間処理

施設が供用開始となる来年の４月１日を目標に作

成すると答弁されましたが、その進捗状況をお聞

きします。

小項目４、名寄市立総合病院の浸水対策等につ

いて。昨年７月３０日に止水板設置訓練を実施し

ましたが、この訓練の成果をお聞きします。

大項目３、予算の歳入増について。先般の予算

審査特別委員会の歳入全般での答弁で、歳出ばか

りではなく歳入を増やしていく取組がこれから非

常に重要になっていくと発言されました。

小項目１、歳入増のふるさと納税について。ふ

るさと納税寄附金の８年度３億５，０００万円の

積算根拠で、７年度はまだ終わっていないが、現

段階で予算計上させていただいた程度は確保でき

る見込みとなったと発言されました。今の段階で

分かっている額をお知らせください。

以上で壇上の質問を終わります。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

清水議員から大〇総合政策部長（石橋 毅君）

項目で３点にわたり御質問をいただきました。大

項目１及び大項目３については私から、大項目２、

小項目の１及び小項目２については総務部長から、

大項目２、小項目３については市民部長から、大

項目２、小項目４については病院事務部長からの

答弁となりますので、よろしくお願いいたします。

まず初めに、大項目１、冬季スポーツ拠点化に

ついて、小項目１、スキー大会ノルディック種目

についてお答えいたします。令和７年度冬季スキ

ー大会延べ参加者数は、現在詳しい内訳は精査中

ですが、中学生以上で延べ２，７３０名の参加と

なっております。経済効果についても、現在市内

の合宿による宿泊状況等を整理して精査中ではあ

りますが、成果指標の目標値に近い数字になると

想定をしております。

次に、大項目３、予算の歳入増について、小項

目１、ふるさと納税についてお答えいたします。

ふるさと納税寄附金につきましては、令和８年度

当初予算では３億５，０００万円を計上しており

ます。これは、目標値として計上をしており、確

保できるように努力してまいります。また、令和

７年度決算見込みについては、現行予算額の３億

４，０００万円弱を見込んでおります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項目２、〇総務部長（木村 睦君）

防災について、小項目１、水害を想定しての住民

の避難訓練について、小項目２、避難行動要支援

者対策についてお答えさせていただきます。

初めに、小項目１、水害を想定しての住民の避

難訓練についてでありますが、昨年１１月９日、

市内名寄地区を対象に水害を想定した市民参加型

の避難訓練を４年ぶりに実施いたしました。この

避難訓練の開催に当たっては、事前に対象となる

町内会の役員の皆様を対象に訓練概要等の説明会

を開催したほか、個別避難計画を作成した方へ参
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加依頼文書の発送や市広報、市ホームページ、エ

フエムなよろなどを活用して避難訓練への積極的

な参加の呼びかけに努めてまいりました。その結

果、市民の総参加者数は２２７名、うち個別避難

計画作成済みの避難行動要支援者は１０名、町内

会としては２０団体と大変多くの参加をいただき

ました。

訓練の成果ではありますが、参加者のアンケー

トの結果を踏まえ、大きく３点御報告させていた

だきたいと思います。まず、１つ目は、名寄市地

域防災計画に定める避難情報発令時に速やかに開

設する名寄地区３か所の避難場所等を実際の避難

情報発令後に開設し、多くの市民の皆様が徒歩や

自家用車により避難場所へ実動で避難を行い、移

動の経路や時間的尺度を把握してもらうことがで

きました。

２つ目は、市の災害避難情報の伝達手段となる

エリアメール、市公式ＬＩＮＥ、市災害情報配信

システム、ＦＭ緊急割り込み放送、ヤフー防災速

報メールの複数の手段で同時に避難情報を発信し、

訓練参加の有無にかかわらず多くの市民の皆様の

携帯電話やスマートフォン端末で受信したことで

災害時における市の情報伝達手段や内容について

の体験となり、市民の防災意識の向上につながっ

たものと考えているところでございます。

３つ目は、避難場所で対応する市職員としても

開設や運営に係るその一連の行動を実動で確認し、

開設手順や課題について把握することができたと

思っているところでございます。

なお、令和８年度につきましては、冬期の防災

訓練を計画しており、水害を想定した市民参加型

の避難訓練は予定しておりませんが、昨年実施し

た訓練の成果を踏まえ、今後の訓練や計画の作成

に反映させ、引き続き市民の防災意識や避難計画

等の実効性の向上に努めてまいります。

次に、小項目２、避難行動要支援者対策につい

てお答えいたします。災害対策基本法において避

難行動要支援者とは、「災害が発生し、又は災害

が発生するおそれがある場合に自ら避難すること

が困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の

確保を図るため特に支援を要するもの」と規定さ

れており、市町村長は避難行動要支援者の把握に

努めるとともに、避難支援を実施するための基礎

とする名簿である避難行動要支援者名簿の作成が

義務づけられております。また、令和３年の災害

対策基本法の改正により個別避難計画の作成が努

力義務化され、地域の実情を踏まえ、ハザードの

状況など優先度が高い方の計画作成をおおむね５

年程度で取り組むよう国から示されており、今年

度がその成果を求められる時期と認識していると

ころです。本市における避難行動要支援者対策と

しては、令和６年５月に名寄市避難行動要支援者

支援実施要綱を全面改訂いたしました。現在毎年

６月に最新の対象者を把握し、避難行動要支援者

名簿に登録を行っております。その際新規登録の

方に対しては、警察、消防、町内会や民生委員児

童委員などの避難支援関係者へ平時から名簿情報

を提供することについて意向確認を実施しており

ます。あわせて、個別避難計画が未作成の方には、

作成に向けた意向調査を行い、同意をいただいた

方につきましては家庭訪問等を通じて個々の実情

を丁寧に把握しながら計画を作成し、有事に備え

ているところであります。

次に、避難行動要支援者名簿に係る人数等につ

いてでありますが、本年６月１日現在避難行動要

支援者名簿登載人数は２８１名となっております。

そのうち個別避難計画が作成済みの方は６５名で

あり、全体の２３．１％の進捗率となっておりま

す。なお、国が示す方針に基づき優先度が高い方

への個別避難計画の作成の進捗については、既に

２４名中２１名の計画作成が完了いたしました。

また、現時点で作成に同意をいただいている方は

残り３名となっており、本年秋までにはこれらの

方々の計画作成も完了する見込みであります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

東市民部長。〇議長（山田典幸議員）
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私からは、小項目３、〇市民部長（東 則良君）

災害廃棄物処理計画についてお答えいたします。

水害などの大規模災害時に発生する大量の災害

廃棄物を円滑、迅速に処理することは、市民の健

康等を守り、まちの早期復旧、復興を果たす上で

非常に重要であると考えております。過去の他自

治体の事例では、初動の遅れにより沿道や公園な

どに未分別の災害廃棄物があふれ、まちの復旧に

多大な時間と労力を要した例も報告されており、

平時からの備えが欠かせません。そのため平時か

らの備えとして、災害発生直後からのごみの分別

処理方法の周知や仮置場の運営、管理、周知、避

難所ごみの処理等の適切な初動態勢が行えるよう

災害廃棄物処理計画の策定が重要と考え、これま

で環境省北海道地方環境事務所主催の研修会や実

地訓練などに参加してまいりました。現在は、名

寄地区一般廃棄物中間処理施設エコスピカの供用

開始予定である令和９年４月を目標として、環境

省北海道地方環境事務所が市町村における計画作

成のために提供するワークシートなどを活用し、

具体的な計画素案の作成を進めている段階です。

今後法改正や国、北海道からの通知等に注視しな

がら引き続き策定作業を進めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

佐々木病院事務部長。〇議長（山田典幸議員）

私か〇市立総合病院事務部長（佐々木紀幸君）

らは、大項目の２、防災について、小項目４、名

寄市立総合病院の浸水対策等についてお答えをい

たします。

止水板購入以降実施できていなかった災害訓練

を昨年７月３０日に水害発生時の浸水経路になる

と考えられる正面、中央、救急の各玄関と地下ス

ロープの入り口に実際に止水板を設置するととも

に、保管場所からの運搬なども行う実動訓練の形

で実施をいたしました。今回の訓練を行うことに

より、保管場所からの運搬経路、設置手順、設置

に必要な時間や人数などを確認することができま

した。また、机上において事前に止水板の必要枚

数を計算しておりましたが、実際に設置をしてみ

ると枚数を追加したほうがより効果的に浸水を防

げるなどの確認ができたところでありまして、訓

練実施後に設置マニュアルの改正を行ったところ

であります。本年度以降も前回とは違う想定での

訓練を実施をし、実際に災害が発生した際には速

やかに行動ができるよう準備したいと考えており

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

答弁ありがとうござ〇１２番（清水一夫議員）

います。順次再質問をさせていただきます。

まず、冬季スポーツ拠点化について。答弁で経

済効果は期待している程度効果あったと答弁され

たことを理解します。昨年１２月２１日、クロス

カントリー名寄大会で福島県男子中学生の選手に

どこに泊まっているか聞きました。答えは、名寄

でなく士別のホテルでありました。選手は、移動

と滞在にお金がかかると親の気持ちになりました。

銭かかるなと。また、２月のインカレの宿泊では、

名寄、美深、下川、士別、和寒の地域で５７の大

学が宿泊し、名寄には半分以下の２６の大学であ

りました。できるだけ名寄に宿泊してもらえば、

選手の移動、金銭の負担軽減と買物を市内でいた

だくことで市の経済効果も少しでも上がるのでは

ないでしょうか。

ここで、提案をします。宿泊に市内の町内会の

会館を紹介してはいかがでしょうか。私の町内会

館は、冬は休業状態であり、調理のガス、鍋、ホ

ットプレート、電気炊飯器とガス炊飯器もありま

す。寝具は業者から借りて、風呂はサンピラー温

泉を利用して８名ぐらい宿泊できます。ワックス

を塗る車庫とテントもあります。この提案の見解

をお聞きします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

大会開催時にお〇総合政策部長（石橋 毅君）

ける宿泊の場所について、名寄市内にできるだけ

多く泊まっていただけるような方策の提案という
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ことだと思います。御提案については、非常にあ

りがたいお話かなというふうに思います。実は、

ジュニアオリンピックなどは実行委員会として私

も参加しておりまして、全国のコーチ陣といろい

ろお話しする機会もございます。そんな中で多く

実は聞かれるお話としては、多くの選手は大会に

向けたコンディションづくりのために今の時代シ

ングルユースを希望するというようなお話も結構

多くいただいているのも現状でございます。しか

しながら、我々としましても冬の環境を生かした

大会誘致をしておりますので、スポーツ振興や今

おっしゃっていただいたような経済活性化、こち

らに資する取組となるように競技団体と連携しな

がら、情報交換しながら進めてまいりたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

部長、検討をお願い〇１２番（清水一夫議員）

します。

次に、ノルディック種目関連で選手優先のコー

ス整備について、昨年１２月２２日、クロスカン

トリー名寄大会の終了後、コースの側面に張って

いる安全ネットとポールを撤収した際、山のコー

スは圧雪車が入っていなく、コース整備がされて

いない状態でした。１週間後に音威子府で開催さ

れる全日本Ａ級のクロスカントリーを控えている

大学生が健康の森に来ました。５キロコース走が

できず、残念な光景を見ました。ここで、交流人

口の維持、拡大のために心遣いの選手優先のコー

ス整備を御検討ください。見解をお聞きします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

現状のコース整〇総合政策部長（石橋 毅君）

備の在り方についての御質問かと思います。今こ

のコース整備については、お話のあった圧雪車、

こちらについては芝に影響を与えるということも

あるので、基本５０センチ以上の積雪がないと今

入らないような、そんなルール、基準を設けて運

用しています。圧雪車が入れないような雪の量し

かないときは、スノーモービルが入るようにもし

て運用しているところであります。お話のあった

昨年のこの時期は、実は積雪量が大変少なくて大

会前はコースに雪を集めていたということと、大

会翌日ということもあって積雪量が足りなくて、

その日は整備に入れなかったということで作業日

報のほうでも我々も確認をしているところであり

ます。状況を見て選手にコースを確認して、石な

どがもしある場合はほかのコースに入るよう誘導

するなど、選手が利用しやすいコース整備を進め

てまいりたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

選手優先のコース整〇１２番（清水一夫議員）

備をよろしくお願いします。

次に、健康の森クロスカントリーコース整備に

ついて、市は健康の森クロスカントリーコース整

備事業は年次計画に基づいて整備を実施していま

す。８年の予算に木の伐採、抜根工事に１６８万

３，０００円を、コースの排水整備工事に９２万

６，０００円を計上しています。この年次計画外

の日進の神社の南側７０メートルに東西に走る側

溝があります。その側溝の土砂をさらって、その

側溝に渡す簡易橋を作成して、その橋を渡したほ

うが早く圧雪車でコース整備をすることができ、

整備体力の削減になり、よいと思います。部長、

まず現場確認をお願いし、措置していただきたい

と思います。見解をお聞きします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

現場のほうは、〇総合政策部長（石橋 毅君）

実は我々も承知しているところであります。今後

状況によってどの程度このことでコースオープン

が早まるのか、そういったこともコースを主に整

備している協会の方々のお話も聞きながら、今後

について話をさせていただきたいというふうには

考えております。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

よろしくお願いしま〇１２番（清水一夫議員）
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す。早く機械力を投入してコースを造る、そうし

たら上川町の大雪の青少年交流の家周辺で練習し

ている選手が健康の森に来る、また地元少年団が

早いうちから雪の上で練習ができる、強くなる、

地元経済も少しでも売上げアップにつながる、検

討をお願いします。

次に、ジャンプ台の整備について、ウインドフ

ァクターとアイストラックの設置の要望でなく、

ランディングバーンの東側の階段の手すりの整備

であります。東側の階段は、飛距離判定員の定位

置であります。冬は、特に下るとき滑る、その支

えが手すりです。今は、ところどころない状態で

あります。勤務員の安全を確保する点でも整備が

必要であると思います。これも現場確認をお願い

し、措置をしてもらいたいと思います。見解をお

聞きします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今議員からいた〇総合政策部長（石橋 毅君）

だいた御指摘の内容については、我々も大会運営

等で現場足運んでいますので、その時点で状況に

ついては理解しているところでございます。今お

話あったとおり、安全面の確保に関する部分も含

まれますので、どこまで対応できるかも含めて整

備方法について考えてまいりたいというふうに思

います。よろしくお願いいたします。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

よろしくお願いしま〇１２番（清水一夫議員）

す。

次に、防災について、水害を想定しての住民避

難訓練について。本年度は、冬期防災訓練がある

から、実施しないということでありました。昨年

の訓練は、従来と比較すると多くの市民が自主的

に参加している訓練でありました。よかったのは、

説明会の指定避難所の説明で高齢者等避難発令で

絶対開いている避難所で市の職員が対応している

避難所は、名寄地区は名寄小学校、南小学校、北

国博物館でありました。私は、早速説明会後、訓

練参加者を募り、回覧を回して、市に３２名の参

加者を報告しました。その中には、避難行動要支

援者の２名とその支援を協力する者が４名いまし

た。その要支援者の問題点を掌握し、改善策とし

て避難先が博物館から清峰園になりました。この

ように市の防災担当者、市民の安心、安全の一翼

を担われ、頑張っています。今後ともよろしくお

願いします。今年もこの訓練を継続されることを

強く要望します。しかし、水害を想定しての住民

避難訓練の時期は、昨年の１１月９日はベストな

のか、私は大雨、台風来る前に実施したほうがよ

いと思います。見解をお聞きします。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

昨年行わせていただ〇総務部長（木村 睦君）

きました、市民の方々にもお願いしました避難訓

練の実施日が１１月９日ということでしたので、

その時期がタイミングがベストなのかどうかとい

うような御質問だったかというふうに思っていま

す。昨年の実施時期が結果といたしましてはどう

してもこの１１月になってしまったという理由は、

ここ数年防災意識を高めていこうということで様

々に新しいイベントとか事業もさせていただいて

おりまして、昨年は防災イベントとしてよろーな

でさせていただきました防災フェスタ２０２５の

実施ですとか、それからどうしても年間の市全体

の他部署の業務の関係とかもございますので、そ

ういったことも考慮しながら、どうしても去年に

つきましては、言い方が適切かどうか分かりませ

んけれども、やむを得ずこの１１月になったとい

う形で今考えているところであります。今議員の

ほうからお話しいただいたとおり、水害を想定し

た避難訓練の最適な時期というところはどうして

もやっぱり取水の前ですとか、その期間というの

でしょうか、５月から７月ぐらいまでの間、この

くらいでやるというところがさらに防災意識を高

める上で最も適切な時期ではないかというふうに

は我々も認識しているところであります。今年度

は、どうしてもまたこれも新たに冬期のほうやっ

てみたいということもございまして、今回昨年と
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同様の訓練は実施できないのですけれども、改め

てそういった次回計画する際には今議員のほうか

らもお話しいただきましたとおり、可能な限り訓

練の特性を踏まえながらタイムリーな時期の設定

を追求してまいりたいというふうに考えておりま

すので、御理解のほどよろしくお願いいたします。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

時期について善処し〇１２番（清水一夫議員）

てください。よろしくお願いします。

次に、避難行動要支援者対策について。答弁で

は、避難行動要支援者は２８１名、答弁されまし

た。そのうち６５名の計画を策定していると答弁

されました。前回聞いたとき１名が１０名に、今

回は１０名が６５名に、すばらしい、でもちょっ

と頑張らんといかんと思います。私に市の防災担

当者から町内の避難行動要支援者の支援を協力す

る人を探してもらいたいと相談され、早速町内の

自衛隊のＯＢの方に支援者をお願いし、快諾をい

ただきました。このようにいろいろと人の関係を

頼ってみてはいかがですか。改めて個別避難計画

の取組についてお聞きします。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

個別避難計画の作成〇総務部長（木村 睦君）

についてでございますけれども、議員から今お話

しいただいたとおり、当初なかなか進んでいなか

ったものが近年防災担当の職員３名で本当に必死

になって家庭訪問を行わせていただいて、現在こ

の６５名までということで作成させていただいて

いるのですけれども、当然ながらまだ作成されて

いない方もいらっしゃいますので、ここはもう少

し頑張らせていただきたいというふうに思います

が、どうしても防災担当３名の中で行っていると

いうことでいくと、やっぱり物理的な訪問回数、

時間と作成に大きなハードルがあるなというとこ

ろがあって、頑張ってはいるのですけれども、な

かなか大きくというか、進まない一つの理由かな

というふうに思っているところであります。

また、もう一つは、どうしてもその作成される

方々の事情ということもあるかなというふうに思

います。名簿情報の提供ですとか、この計画の作

成についてはどうしても不同意される方もおられ

ますし、意向調査に回答いただけない方もやっぱ

り一定数おられます。そういった方々がおられる

ということは、どうしてもこの作成の進捗を妨げ

ている一つの要因かなというふうに思っています。

この作成につきましては、まずは名簿情報の提供

について同意いただくということがやっぱり前提

となってまいります。同意していただければ、平

時から町内会等にもこの名簿の提供というのは可

能になってくるわけでございまして、より町内会

との連携も進んでいくのかなというふうに考えて

いるところでございます。

したがいまして、こういった要支援者の方々に

少しでもこうした取組について御理解、御周知い

ただくように努めていきたいというふうに考えて

おりますし、またそういった中におきまして支援

者につきましても計画を策定する際にはその対象

の方々と面談をしながら決定していくわけですけ

れども、独居の方だとかなかなかそういった支援

の方がいらっしゃらない場合は先ほど議員にもお

話しいただきましたように地域支援者といたしま

して町内会の方々ですとか、自主防災組織ですと

か、それから御近所の方々にお願い、相談させて

いただくこともあるかというふうに思っています。

改めてこの取組に対しまして各関係機関の皆さん

方の御協力いただきながら進めてまいりたいとい

うふうに思っておりますので、御理解のほどよろ

しくお願いいたします。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

よろしくお願いしま〇１２番（清水一夫議員）

す。

次に、ふるさと納税について。先ほど答弁で３

億４，０００万円弱と答弁をいただきました。さ

らに、その納税を増やすには、人気のある返礼品

のアスパラ、スイートコーンの生産量を増やすこ

とも一案と思います。しかし、収穫は手作業であ
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り、人手不足の問題があります。その問題をカバ

ーしての市職員が副業として農家に協力する制度

を導入してはいかがでしょうか、見解をお聞きし

ます。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

ふるさと納税の増額〇総務部長（木村 睦君）

は、大変やっぱり今歳入を増やす取組としても必

要な取組だというふうに思っています。そこでの

一つの方策として、副業というふうなお話の質問

だったのかなというふうに思っています。御存じ

のとおり、市職員の副業に関しましては、今地方

公務員法第３８条の規定に基づきまして任命権者

の許可を受けるべき地位及び許可の基準を定めた

名寄市職員の営利企業等の従事制限に関する規則

に準じて判断させていただいているところであり

ます。副業につきましては、まずは我々地方公務

員でございますので、全体の奉仕者として市民の

信頼を確保すること、さらには市民の疑念を招く

ことのないような取組というところが重要になっ

てくるわけであります。それと、副業につきまし

ては、どうしても地域の実情を勘案しながらも、

あくまでも職務専念義務が課せられていない勤務

時間外における職員の自発的な活動であると、職

員の意に反した動員的な運用であってはならない

と、殊にここは留意しなければならないものだと

いうふうに考えています。本市における人手不足

というところは、大変大きな課題であるというふ

うには思っていますし、他自治体の取組なども参

考にしながら、地域の実情を把握した上でこうし

た兼業に関する課題を整理しながら、地域で活躍

できる人材として育成していくことが必要なので

はないかなというふうに考えているところでござ

います。よろしくお願いします。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

部長、再度検討をお〇１２番（清水一夫議員）

願いします。先進地の研究もやってください。お

願いします。

関連して、収穫した寒冷地野菜、アスパラ、ス

イートコーン、カボチャ、芋など、ＺＥＲＯＣＯ

と呼ばれる低温、高い湿度が保てる新しい食材保

管庫で保管し、新鮮な品をふるさと納税の返礼品

に活用する、また品不足の高値のとき保管した品

を出荷する、さらにはＺＥＲＯＣＯ装置のある車

で関西、四国、九州地域に出向いて品を売り込む

など関係団体と研究、検討してはいかがでしょう

か、見解をお伺いします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今ＺＥＲＯＣＯ〇総合政策部長（石橋 毅君）

のお話をいただきました。ＺＥＲＯＣＯについて

は、記憶にあるところでいうと、万博の中でパビ

リオンで展示された新しい技術ということで、北

海道ではなじみのある雪下野菜、雪の中で保管し

て鮮度を保つと、これに近いものが技術が確立さ

れたということで、いわゆる低温高湿の中で鮮度

を維持していく技術というふうに認識しておりま

す。この技術については、ふるさと納税の返礼品

の活用のみならず、一般流通において市場の品不

足のときのいわゆる出荷調整をすることで付加価

値を上げていくというような活用も非常に期待さ

れているということですので、我々としても非常

に興味深いアイデアであるというふうに考えてお

ります。まだまだ出たばかりの技術ということで

すから、実際に今道内でも実証として一部展開し

ながら物は保管しているようでありますけれども、

こういった実証化が進んで今後普及が期待される

ものであるということですから、先進地における

活用事例、費用面も含めた動向に我々としても注

視してまいりたいというふうに考えております。

清水議員。〇議長（山田典幸議員）

部長、検討をよろし〇１２番（清水一夫議員）

くお願いします。

最後に、冒頭予算審査特別委員会の歳入全般で

の答弁で歳出ばかりでなく歳入を増やしていく取

組がこれから非常に重要になっていくと発言され

ました。私も同感であります。令和６年、経済建

設常任委員会で道南の伊達市の国営農地再編整備
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事業を視察しました。伊達市の前市長は、人口が

頭打ちとなる中、伊達の温暖な気候を生かし、農

業に投資することで市の財政を支えたい、その決

意から促進期成会と各団体の長で組織した促進協

議会を設立し、事業に反対している農家さんには

粘り強く説得した市職員の奮闘が大変参考になり

ました。

最後に、市長にお聞きします。本市の基幹産業

は、農業であります。厳しい財政を立て直すには、

農業に投資することで本市の財政を支えるべきと

思いますが、見解をお聞きし、私の質問を終わり

ます。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

昨日の代表質問でもこれ〇市長（加藤剛士君）

から何に注力をしていくのだという御質問をそれ

ぞれいただいている中で、人への投資と付加価値

の高い産業の育成が重要だということをお話をさ

せていただいています。付加価値の高い産業とい

うのは、この名寄市にとってはやはり基幹となる

１次産業が基本であって、そこをしっかりと付加

価値の高いものとして行政としても支え、また育

てていく、そのことが様々な、ふるさと納税もそ

うでしょうし、いろんなことに普及、そして波及

していくのではないかというふうに思っておりま

す。議員のおっしゃるとおりだというふうに思っ

ておりまして、我々としてもできることをしっか

りとやっていきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いいたします。

以上で清水一夫議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５８分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

まちづくりにつながる人づくりについて外１件

を、山崎真由美議員。

議長の御指名をいた〇３番（山崎真由美議員）

だきましたので、通告順に従い、大項目で２点質

問させていただきます。

最初に、大項目１、まちづくりにつながる人づ

くりについて伺います。加藤市長は、５期目に臨

む基本姿勢の１つ目を人づくり、人への投資と表

明され、教育と人づくりこそが持続可能なまちづ

くりの根幹であると示されています。そこで、ま

ちづくりにつながる人づくりとして主権者教育に

ついて伺います。

小項目１、主権者教育の状況と名寄市独自の取

組について。２０１６年に改正公職選挙法が施行

され、我が国において１８歳選挙権がスタートし

てから１０年になります。この間の本市における

主権者教育の状況と独自の取組について伺います。

学校教育における教科を通した学びの状況につい

て、また社会教育における身近な地域の中での学

びの状況について、さらに名寄市独自の主権者教

育として名寄市立大学においての取組内容につい

てそれぞれお知らせください。

次に、小項目２、自治基本条例に沿った（仮

称）名寄市子ども議会開催について。名寄市自治

基本条例には、第３章第１１条において市民の権

利及び役割として「市民は、まちづくりに参加す

る権利、知る権利及び学ぶ権利に基づいて、自ら

の意思により主体的にまちづくりに参加するもの

とする」とうたわれています。子供たちも当然市

民であることから、年齢に応じたまちづくりへの

参加機会が提供されるべきと考えます。また、子

どもの権利条約第１２条では、子供が自分自身に

関係することについて自由に意見を表し、その意

見が年齢及び成熟度に応じて正当に考慮される権

利を有すると子供の意見表明を明記しています。

全国には子ども議会を開催し、意見表明や市政参

加の機会を提供している自治体が多くあることか

ら、（仮称）名寄市子ども議会開催について見解

を伺います。

小項目３、名寄市の強みを生かした子育て・教
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育環境の整備について。名寄市立大学やＮスポー

ツコミッションなよろという名寄独自の組織基盤

を有機的に結びつけることは、大きな可能性の創

出につながるものと期待します。では、具体的に

どのような連携を描くのか伺います。また、その

ことによりつくり上げようとする教育環境とはど

のようなイメージであるのか伺います。

次に、大項目２、基本姿勢の３つ目に示された

行財政改革による財政基盤の強化について伺いま

す。少子高齢化による人口減少が進む現状におい

て行財政改革による財政基盤の強化は、避けて通

れない現実であると認識します。しかし、行財政

改革の実践には市民理解が不可欠であることから、

次の内容についてお伺いいたします。

小項目１、公共施設等総合管理計画の見直しに

ついて。計画期間を２０年間として平成２８年に

策定された公共施設等総合管理計画は、令和６年

１１月に改定されています。今後さらに進められ

る行財政改革を目的とした見直しの方法、見直し

のスケジュール、見直しの基準、市民周知及び意

見集約等について伺います。また、公有財産とし

ての市有地の有効活用について見解を伺います。

小項目２、公共施設等再配置計画の見直しにつ

いて。当初２０２６年は公共施設等再配置計画フ

ェーズ１の最終年でありました。この間多くの議

論が交わされ、状況の変化もあって計画変更が生

じてきています。改めて公共施設等再配置計画の

見直しについて具体的見直し内容について伺いま

す。

以上、この場からの質問といたします。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

山崎議員から大項目〇教育部長（伊藤慈生君）

で２点御質問いただきました。大項目１の小項目

１は私から、大項目１の小項目２は健康福祉部長

から、大項目１の小項目３と大項目２の小項目２

は総合政策部長から、大項目２の小項目１は総務

部長からの答弁となりますので、よろしくお願い

いたします。

初めに、大項目１、まちづくりにつながる人づ

くりについて、小項目１、主権者教育の状況と名

寄市独自の取組についてお答えします。まず、学

校教育における主権者教育の状況についてですが、

各学校では主に社会科や総合的な学習の時間など

において政治の仕組みの理解や地域課題の探求、

多世代との交流などを通して現実社会に関する理

解や諸課題について考察し、判断する学び、地域

の一員として貢献する実践的な学びなどを行って

おります。また、特別活動における児童会、生徒

会の活動を通じ、校則の検討など、よりよい学校

づくりのために自分たちで課題を見いだし、具体

的な対策を考え、実践する活動を行っております。

さらに、教育委員会では、名寄市小中高いじめ防

止サミットの開催を通して子供たちが他者と対話、

協働しながら、よりよい解決や意思決定を目指す

態度などが育まれるよう企画運営の工夫に努めて

いるところです。

次に、社会教育における主権者教育の状況につ

いてですが、現在直接的に主権者教育という視点

で子供たちを対象に実施している事業はございま

せんが、子供たちが参加する事業において子供た

ちが互いに意見を交わし、対話を通じて合意形成

を図ったり、主体的に考え、協働したりする経験

を大切にした活動内容の改善を図ってまいります。

次に、市独自の取組についてですが、名寄市選

挙管理委員会の所管となりますので、同委員会事

務局としてお答えします。市選管では、選挙権年

齢が１８歳以上に引き下げられ、最初の国政選挙

となった平成２８年７月１０日執行の参議院選挙

から若年層の投票率向上を目的に市立大学構内で

の投票啓発や選挙啓発コーナーの設置、期日前投

票所を開設するなどの取組をはじめ、現在におい

ても継続して実施してきております。また、昨年

６月には、名寄高校３年生の主権者教育の授業の

中で模擬投票体験などの支援を行いました。内容

としましては、各グループに分かれ、架空の政党

や候補者の選挙公約資料を基に議論し、実際に投
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票してみるというものであります。市選管といた

しましては、引き続きこのような取組を実施する

ことで選挙を身近に感じてもらい、選挙を他人事

とせず、自分自身の生活や将来に直結するもので

あると捉えていただけるような機会づくりに努め

てまいります。

私からは以上です。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、小項〇健康福祉部長（松田慎司君）

目２、自治基本条例に沿った（仮称）名寄市子ど

も議会開催についてお答えをいたします。

令和５年４月に施行されたこども基本法には、

全ての子供、若者について、その年齢及び発達の

程度に応じた意見表明機会や社会的活動に参画す

る機会を確保すること、子供、若者の意見を尊重

し、その最善の利益を優先して考慮することが基

本理念としてうたわれています。また、第１１条

では、子供施策を策定、実施、評価するとき、子

供、若者、子育て当事者などの意見を反映するた

めに必要な措置を講ずることを国や地方公共団体

に義務づけています。名寄市自治基本条例におい

ても第５条で「まちづくりは、市民の参加によっ

て行われるものとする」、第６条で「子ども及び

青少年は、それぞれの年齢にふさわしい形でまち

づくりに参加する権利を有する」として、子供や

若者などの多様な意見を聞くことへの配慮を行う

こととしています。地方公共団体が子供や若者の

意見を反映するための措置を講ずるとされている

子供施策には、子供の成長に対する支援等を主た

る目的とする子供に関する施策のほか、若者施策、

教育施策、雇用施策など一体的に講ずべき施策も

含まれており、まちづくりや公園、児童館などの

居場所に関することなども子供、若者の意見を聞

くこととされています。意見の聴取方法について

は、対話やアンケートを通じて意見を聞くことと

されており、本市では第３期子ども・子育て支援

事業計画や名寄市総合計画（第３次）の策定に当

たりアンケート調査を実施してきたところです。

また、国が策定した子供、若者の意見の政策反映

に向けたガイドラインでは、積極的に意見を言え

る言いたい子供や若者がいる一方で、意見を表明

することへの意欲や関心が必ずしも高く持てない

子供、若者もいることから、そうした子供や若者

も含めて多様な意見を聞くよう努めることとされ

ております。議員から御紹介をいただきました子

ども議会については、意見表明や市政参加の機会

を提供しているということでありますが、本市と

いたしましては声を上げにくい子供を含め、多様

な意見を聞きながら計画の策定などに取り組んで

まいりたいと考えており、子ども議会という形式

にとらわれることなく意見聴取の機会を設けてま

いりたいと考えておりますので、御理解をお願い

いたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項〇総合政策部長（石橋 毅君）

目１、小項目３と大項目２、小項目２についてお

答えいたします。

初めに、大項目１、まちづくりにつながる人づ

くりについて、小項目３、名寄市の強みを生かし

た子育て・教育環境の整備について申し上げます。

市立大学とＮスポーツコミッションなよろが有機

的に結びつくことで生み出されるのは、地域全体

で子供を育む温かなセーフティーネットであると

思います。現在本市では、学生が農作業の補助や

少年団の練習前見守りといった有償ボランティア

として地域に深く入り込んでおります。また、味

の素株式会社と連携した栄養学科によるなよろ健

康レシピ開発プロジェクトなど、大学の専門性を

生かした食育の取組も定着しつつあります。これ

らの活動が教育環境にもたらす最大の価値は、子

育ての現場における頼もしいお兄さん、お姉さん

の存在です。保護者の皆様にとって、スポーツの

現場や地域活動の中で学生という若い力が見守り

やサポートに加わってくれることは大きな安心感

につながっています。また、子供たちにとっては、
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自分のすぐ近くで汗を流し、専門的な学びを実践

する大学生の背中を見ることは何よりも魅力的な

生きたロールモデルとの出会いです。スポーツで

の交流や食育を通じて、子供たちは地域から大切

にされていると実感し、大学生は地域に貢献する

喜びを知る、この関係性こそが本市が目指す環境

と考えております。学生たちが地域の一員として

子供たちの成長を伴走し、保護者の皆様の不安を

地域の力で支えていく、名寄であれば子供たちが

地域のみんなに愛され、心身ともに健やかに育つ

ことができる、そんな子育て世代が確かな手応え

を感じられるまちづくりを大学、Ｎスポーツコミ

ッションなよろ、そして地域住民の皆様と一丸と

なって進めてまいりたいと考えております。

次に、大項目２、行財政改革による財政基盤の

強化について、小項目２、公共施設等再配置計画

の見直しについて申し上げます。名寄市公共施設

等再配置計画は、コンパクトなまちづくりを推進

するため令和４年３月に策定した計画であり、令

和４年度から令和３３年度までの３０年間を計画

期間としております。本計画では、初めの５年間

をフェーズ１、続く１０年間をフェーズ２、その

後の１５年間をフェーズ３と３つの期間に区分し

ております。このうちフェーズ１では、図書館や

児童センターなど５つの施設を対象にまちのにぎ

わいの中心となる拠点、いわゆるメインコアと暮

らしの利便性を高める身近な拠点であるサブコア

の形成に取り組むこととしておりました。しかし

ながら、計画策定後、教育環境の確保を最優先と

した中学校の改築、改修や地域医療を将来にわた

り守るための名寄東病院の中心市街地への移転、

建て替えに関する検討が本格化いたしました。こ

うしたことから、当初の整備計画と実際の進捗と

の間に一定のずれが生じている状況にあります。

ここで、フェーズ１の対象施設のうち、図書館

を除く４つの施設の検討状況について申し上げま

す。まず、生活支援ハウスにつきましては、対象

となる方々の現状を踏まえ、行政評価における議

論を経て整備は行わない方針といたしました。次

に、学生寮につきましては、民間の活力を活用し、

中心市街地での整備に向けた協議を進めておりま

す。また、ワーケーション施設につきましては、

新たな複合施設内への設置を視野に検討を進めて

おります。さらに、児童センターにつきましては、

既存施設の活用や複合施設への移転も含め、多角

的に検討を進めているところです。

次に、フェーズ１で整備を予定しております図

書館機能を有する複合施設につきましては、西３

条南６丁目を中心に検討を進めております。ただ

し、当該地は民有地でありますことから、現在ま

ちづくり会社が土地所有者との交渉を引き続き行

っており、その結果を踏まえた上で整備年次など

についても議論を深めてまいります。

また、フェーズ２の対象施設につきましては、

フェーズ１の進捗にずれが生じていることもあり、

現時点では具体的な選定には至っておりません。

今後名寄市総合計画（第３次）の中で市民の皆様

から幅広く御意見を伺う機会を設けるなど、市庁

舎を含めた各施設の在り方について総合的に議論

してまいりたいと考えております。

今後におきましても他の公共施設整備の動向や

財政状況、事業の平準化などを総合的に勘案する

とともに、まちづくり会社をはじめとする関係機

関とも緊密に連携を図りながら中心市街地の活性

化とコンパクトなまちづくりの推進に努めてまい

ります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項目２、〇総務部長（木村 睦君）

行財政改革による財政基盤の強化について、小項

目１、名寄市公共施設等総合管理計画の見直しに

ついて申し上げます。

名寄市公共施設等総合管理計画は、中長期的な

視点から公共施設の更新、統廃合、長寿命化など

を計画的かつ効率的に実施することを目的に平成

２８年に策定しており、その後総務省より指針の
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改定が示されたことから、令和６年１１月に改定

しております。本市が保有する公共施設の約６１

％が建築後３０年以上経過し、老朽化が進んでお

りますが、厳しい財政状況の中、現在保有してい

る全ての公共施設等を維持、更新していくことは

困難な状況であります。そのため、公共施設等の

状況を把握し、中長期的な視点を持って更新、統

廃合、長寿命化などを計画的に実施していくこと

が必要であるとともに、財政負担の軽減や平準化

に向け、公共施設の最適配置を進めていくことも

必要であります。こうしたことから、名寄市総合

計画の策定と連携して今年度５月１日には名寄市

公共施設等総合管理計画推進本部会議、１５日に

は実施部員会議を開催し、公共施設等総合管理計

画の改定に向け着手したところでございます。見

直しの方法やスケジュールなどについてでありま

すが、まずは昨年度作成した公共施設データベー

スを精査し、管理運営状況やコスト情報を最新化、

アップデートを進めてまいります。その後それら

のデータを基にこれからの施設の在り方について、

まずは各施設の所管部署から協議、検討を始めて

まいります。先般の国勢調査の速報値からも本市

の人口減少は進行しております。そのため、これ

からはまちの未来を見据えた公共施設の再整備に

取り組む転換期だと考えております。施設の利用

状況や市民ニーズを的確に捉え、次世代が安心し

て利用できるよう計画の改定協議を進めてまいり

ます。

次に、公有財産としての市有地の有効活用につ

いてでありますが、売却可能な土地については順

次市ホームページ等を活用しながら売却を進めて

おります。しかしながら、物件ごとの立地条件や

土地需要などの市場環境の影響により、売却に至

っていない物件も数多くある状況です。本市とい

たしましては、引き続き周知に努めるとともに、

必要に応じて売却方法等の検証を行いながら市有

財産の適正な管理に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

それぞれ御答弁をい〇３番（山崎真由美議員）

ただきましたので、順次再質問をさせていただき

たいと思います。

まず、大項目１に挙げさせていただきましたま

ちづくりにつながる人づくりについてということ

であります。今回市長からは、国際理解教育です

とか英語教育等についての強い思いを表明してい

ただいておりますが、やはりまちづくりにつなが

る人づくりというところがとても重要だと思って

います。人づくりは、まちづくりの本当に根幹を

なすとても重要なことだと思いますが、育ってい

ただいた子供たちが大人になって、やはり力をつ

けて、そしてこのまちに関わっていただけるよう

に、このまちで働く、それから出ていった後もま

たこのまちとの関わりを持つ、そのことがとても

重要であると思っています。これは、昨日代表質

問の中でのやり取りの中でも市長御自身の言葉で

述べていただいておりますので、ここは同じ気持

ちであるというふうに受け止めています。

そこで、主権者教育というところに着眼しての

今回の一般質問をさせていただいたわけでありま

すが、先ほど伊藤部長からはそれぞれ学校教育に

おける取組状況ですとか、社会教育における取組

状況、また名寄市立大学での具体的な取組状況に

ついてお話をいただきました。具体的な取組お話

ししていただきましたので、全部ということでは

ありませんが、これらの取組の中でその評価、子

供たちがこの取組の中で具体的に地域や社会の問

題解決に積極的に参加することができている事例

があれば、その点について再度お伺いしたいと思

います。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど学校教育の状〇教育部長（伊藤慈生君）

況についてお答えをさせていただきましたけれど

も、先ほど答弁させていただいたことは基本的に

どの学校でもやっているようなところでございま

す。中には、まちづくりというようなところで探
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求の学習などを通じて地域の特産物なんかの商品

開発であったり、あとたしか山崎議員もいらっし

ゃったと思いますけれども、風連の中学校で学習

の成果を発表する機会もございましたので、直接

的に地域に出てということではないのですが、学

校で行っている地域や社会に関する学びの成果と

いうものを発表しているという学校があるという

ことでございます。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

一つ一つの評価とい〇３番（山崎真由美議員）

うのは、具体的なところでそれぞれ確認もされて

いると思いますけれども、横断的に様々な場面で

子供たちの姿が一つの評価として感じ取れる状況

にあるというふうに思っております。先ほど伊藤

部長からお話がありました商品開発ですとか、風

連中学校、昨年の市教研だったと思いますが、そ

こで総合的な学習の授業として見せていただきま

した生徒の育ちの状況は本当に地域や社会の問題

解決をしっかり捉えて子供たちが自分事としてど

う解決していったらいいのか、そのことについて

発表している、その姿を確認させていただいたと

思っています。いじめ防止サミットなんかも、そ

れも子供たちの力で今の課題解決、よりよい自分

たちの状況をつくるために活動をしている、その

姿の表れであると思っています。そういう学校教

育、地域の中での教育がありますので、やはりこ

れを系統的に継続して子供たちの中に定着させて

いくことがまちづくりにつながる人づくりになる

のではないかというふうに強く思っているところ

であります。先ほど松田部長からは、今のところ

名寄市子ども議会、これ仮称ですけれども、計画

はない、考えてはいないということでありました

けれども、他の自治体で多くの自治体が取り組ん

でいる状況、なぜに名寄市では踏み込むことがで

きないのでしょうか。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

子ども議会がど〇健康福祉部長（松田慎司君）

うしてできないのかというお話かと思うのですけ

れども、令和５年にこども基本法が施行されて以

降、子供と若者の意見聴取の場というのが非常に

注目をされて、自治体でもそういった場面をつく

りなさいということで進んでいるのかなというふ

うに思っていますけれども、名寄市、私たちとし

ては今のところ子供の計画をつくる際ですとか、

３次総計もそうですけれども、今アンケートを使

わせていただきながら意見の聴取の場というふう

にはさせていただいております。先ほどちょっと

答弁でも申し上げたのですけれども、意見を全員

が全員表明できるというわけではございませんの

で、そういったことも含めてなかなか発言しづら

い子供たちもいるかというふうに思いますので、

そこも含めてアンケートという形で広く意見を伺

うような機会を創出をさせていただいているとい

うことになっています。名寄市もそうなのですけ

れども、全国的にもいろいろ手探りの中でこうい

った意見を表明する場というのを企画をしている

のだなというふうには思っています。ほかの自治

体の事例なんかも参考にはしながらというふうに

思っていますけれども、全国的な部分も含めて子

ども議会に限らずということで意見の聴取できる

場については考えていきたいなというふうには考

えているところです。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

当然子供たち個性そ〇３番（山崎真由美議員）

れぞれでありますので、発言が得意な子供もいれ

ば、得意ではない子供もいる、それはもう当たり

前の話であります。子供に限ったことではなく、

誰しもそういう状況はあります。アンケート調査

の中で子供たちの思いを吸い上げていただいてい

る、アンケート調査を否定するわけではありませ

ん。でも、アンケート調査の結果、その思いが何

らかの形で子供たち、自分の出した意見が形とし

て受け止められたという認識を持つことはできて

おりますでしょうか。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）
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子供たちが認識〇健康福祉部長（松田慎司君）

できているかということになりますけれども、ア

ンケートは我々の施策の基礎資料とするというこ

ともありまして取らせていただいていますけれど

も、その部分を明確にこの意見をここに反映した

ということは難しいというか、お答えしている、

アンケートいただいた子たちに返しているという

状況ではないので、自分の意見が通ってこういう

計画になったのかなというふうには多分理解はさ

れていないのかなというふうに思っております。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

一定の成果は、施策〇３番（山崎真由美議員）

作成につながっているというふうには今の御答弁

で受け止めさせてはいただきたいと思いますけれ

ども、今私がここで一般質問で申し上げたいのは

子供たちが自分がまちづくりに参画している、そ

の思いを持って成長していけるかどうかというこ

とであります。人として育っていっていただける

ときにまちづくりに関わって、このまちが自分も

子供のときに一緒にこんなふうに考えてきたのだ

という思いが残ることが将来の名寄市のまちづく

りにつながる人づくりであると思うところからの

一般質問であります。その点からいうと、やはり

これだけ法律が整備されて、こども基本法ですと

か、自治基本条例は名寄市の独自のものでありま

すけれども、子どもの権利条約第１２条にも子供

が自分に関わるあらゆることについて自由に意見

を述べ、その意見が年齢や成熟度に応じて十分に

考慮される権利、つまり意見表明権、意見聴取権、

これを国家に保障される規定ということで様々な

法律が整備されてきている、その中でなぜに名寄

市は踏み込めないのでしょうか、再度御答弁お願

いします。

暫時休憩します。〇議長（山田典幸議員）

休憩 午後 １時３４分

再開 午後 １時３４分

再開します。〇議長（山田典幸議員）

石橋総合政策部長。

自治基本条例に〇総合政策部長（石橋 毅君）

基づく考え方ということもございますので、私の

ほうからお答えさせていただければというふうに

思います。

私どもといたしましては、子ども議会開催その

ものが目的化するのではなくて、一番大事なのは

いかにして子供の声をより効果的に、実効的に市

政へ届けるかといったことがすごく大事なのだろ

うというふうに思っています。そのことを考えた

ときに、具体的には今回総合計画を策定する際に

は子供たちからしっかりとアンケート調査をさせ

ていただいて、それから自由記述も含めてしっか

りと目を通させていただいて、それは我々の手元

だけではなくて審議会の中でも情報を共有させて

いただいて、子供の考えていることというのは案

をつくる段階でしっかりと認識しながらこの案を

つくり込んできています。そういったことで的確

に子供たちの声というのを拾い上げる仕組みとい

うのをいろいろなツールも使いながらつくり上げ

ていくというのが今必要とされていることなので

はないかなというふうに考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

案を拾い上げる仕組〇３番（山崎真由美議員）

みとして、子供の意見を十分反映させていただく、

その反映させていただいた内容が子供たちにフィ

ードバックされる、子供たちのところにこういう

形であなたの意見が反映されましたよって分かる

ような取組はどのようにしていただけるのでしょ

うか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

ちょっと私から〇総合政策部長（石橋 毅君）

すると生意気な意見になるかもしれませんが、そ

ういったことをしていく観点で考えると、例えば

大がかりな議場で議会形式みたいなものを開催す

る代わりに、例えば議員の皆様方が学校へ直接赴

いて子供たちと意見交換をして、それをやはりフ
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ィードバックしていただくとか、そういったこと

も今後さらに深掘りしていくと、そういった手法

も検討していかなければならないのかなというふ

うに考えております。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

その部分については、〇３番（山崎真由美議員）

当然そういうことも出てくるだろうなというふう

に思っています。この（仮称）子ども議会、これ

をもし踏み込むということになれば、例えば健康

福祉部だけ、例えば教育部だけ、例えば総合政策

部だけということではなくて、もちろん議員の我

々もどんな働き方、関わり方をさせていただける

ことがいいのかという、名寄市のそれぞれの立場

を持っている人々が横断的に子供たちを育ててい

く、そしてこのまちの将来を考えていくというこ

とでの人づくりからのまちづくりを考えていくと

いうことが必要であると思っておりますので、そ

れは石橋部長がおっしゃられることはもっともだ

と思います。それでもやはり既に動いている自治

体が結構あります。現に隣の士別市は、もう１０

年以上子ども議会を開催されています。兵庫県の

宝塚市では、子ども条例をつくって、その子ども

条例に基づいて宝塚市の子ども議会を継続開催さ

れています。子ども議会という形ですぐにできな

いという自治体では、ロールプレーでこういう状

況で子ども議会をやっていきましょうというよう

な取組がされているところもあります。仙台市、

狛江市など多くの自治体がそれぞれの自治体のや

り方に沿って踏み出されているところで、やはり

子供たちが子供の立場でありながらもまちづくり

に大きく関わっているという認識を持ちながら育

っていただいているのではないかと思っています。

これ子供ということに関わっては、教育長の思い

も少し伺わせていただきたいなと思っているので

すけれども、様々な場面で子供たちは課題解決学

習に今まで取り組んできています。その課題解決

学習を名寄市という、ちょっと広いですけれども、

フィールドを広げた中で自分たちが生活している

地域、公園、スポーツ施設、様々な環境がありま

す。そういうところに目を向けるですとか、この

後人との関係の中で公共交通で困っている高齢者

のことも見聞きしてきていると思います。そうい

う地域の様々な課題に対して、子供たちが子供た

ちなりの課題解決的な思いを持って、子ども議会

という名前は別にこだわるわけではないのですけ

れども、継続的に取り組んでいく、その力を私は

持っていると思います。教育長の御見解を伺わせ

ていただきたいと思います。

岸教育長。〇議長（山田典幸議員）

子供たちが地域課題〇教育長（岸 小夜子君）

について解決していくという力についてでござい

ますが、議員御承知のとおり学校教育においては

今日名寄市内においても総合的な学習の時間を使

いながら、それぞれ学年の発達段階に応じて地域

課題を探して、その解決、子供たちなりに解決を

して、そしてその発表の仕方なのですが、学校に

よってはそれを参観日にぶつけてみたり、例えば

市長と一緒に学校訪問をしているのですが、あえ

てそういうときにそれを話題にして市長と給食等

食べながら会話できるように仕掛けていただいて

いる学校ですとか、学校ではそれぞれ子供たちが

自分たちで課題を見つけて、そして思考して、そ

してある程度の方策ができたものについては何ら

かの形で学校の中にとどめることなく地域の方々

にお知らせをしたりする場というのは設けるよう

に努めているところでございますし、また総合的

な学習の時間というのは表現までして、そしてそ

れを実行すると、実践する、そこまでやっての総

合的な学習の時間というふうに考えておりますの

で、学校教育サイドの考え方としてはそうした教

育課程の中にある時間をきちんと目的、目指す資

質、能力の育成に向かって授業が行われているか

どうかというところで私ども教育委員会もしっか

りと把握しながら適切な指導、助言に努めていき

たいと思いますし、何よりも主権者教育というの

は学校教育の特別活動の児童会、生徒会活動、こ
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れが活発化するということが非常に私は大事だと

いうふうに考えておりますので、そして現学習指

導要領は子供たちを社会のつくり手としてしっか

り育てていくということも大きな目標の一つにな

っているところでございますので、学校において

はきちんと学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活

動が展開できるように私としてはしっかり支援に

努めていきたいというふうに考えているところで

ございます。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

教育長のおっしゃる〇３番（山崎真由美議員）

とおりだと思っています。学校教育の中で本当に

しっかりやっていただいている、その子供たちの

育ちは様々な機会に見せていただいております。

その上でさらにというところで子ども議会に向け

た取組をしていただきたいというふうに思ってい

るのは、やはり子供たちが育った後、このまちに

思いを残して育っていったという振り返りができ

るように、そんな育ち方をしていただきたいと思

っているところにあります。しかし、この子ども

議会に踏み込むかどうかということについては、

これは市長でないと判断できないところではない

かと思っております。市長の御見解をぜひ伺わせ

てください。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

子供が主体的にこのまち〇市長（加藤剛士君）

を考えてまちづくりに対して意見を表明する、そ

うした機会を設けていくということは大変重要な

ことだというふうに思っておりますし、そのため

の取組というのは教育委員会や、あるいはさっき

お話ししたとおり私もできる限り学校に訪問する

だとか、そうした中で子供たちといろんな意見を

交換し、様々な御意見も伺ってきているところで

あります。それで足りないかどうかということも

含めて、あるいは今のやり方よりもさらにそうし

た多様な社会的活動に参画する、今ではもっと足

りないのだという議論があるのかもしれません。

そこは、我々の中でも検討しながら、どういう活

動がいいのかということも含めて受け止めさせて

いただきたい、また研究させていただきたいとい

うふうに思います。一方で、私もいろんな地域や

自治体の皆さんとも接する中で、子ども議会とい

うのをやっていく中でどうしても代表の方だけが

出て、そのやり方が形骸化しているというような

ことで厳しくなってきているという自治体もある

というふうにも聞いておりますので、どのような

やり方がいいのかというのはそれぞれの自治体の

中でのやり方もあるのだろうというふうに思いま

す。そこも含めて意見は受け止めさせていただき、

よりさらに中身のある子供たちの主権者教育とい

うのは何なのかということを中でみんなで議論、

研究していきたいというふうに思っています。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

形骸化している自治〇３番（山崎真由美議員）

体があるということについても少なからず聞いた

りするときもありますので、それも含めながら名

寄市にとって一番いい形の（仮称）子ども議会、

それを模索していきたいなという気持ちはもう１

０年来持ち続けておりますので、とにかく子供た

ちがこのまちで育ったことを誇りに思えるように

その人づくりに関わっていくということについて

は、やはり与えられた環境の中で子供たちは当然

育っていくのですけれども、大人が環境を整えて

与えていく様々な環境を自分もその中で育ったと

いうことを認識していけるような、ここでこんな

学びがあったので、私はこのまちが必要な居場所

なのだ、そんなふうに思ってくれる子供たちが育

っていってほしいと思っておりますので、今後と

もぜひとも議論をさせていただきたいと思います。

よろしくお願いしたいと思います。

大項目２に移らせていただきます。公共施設等

総合管理計画の見直しについて、様々推進本部会

議等も今設置されて動いているということをお聞

かせいただきました。管理運営状況等の調査もさ

れているということでありましたが、その中で市

民ニーズを的確に把握するという言葉がございま
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した。市民ニーズの的確な把握の仕方ということ

については、具体的にどのような取組がなされて

いるのか、再度伺わせていただきたいと思います。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

まず、改定議論の中〇総務部長（木村 睦君）

におきましては、先ほどの答弁でもさせていただ

きましたけれども、まずはデータの整理から始め

させてもらって、客観的にその施設の今の在り方、

状況を確認させていただきたいというふうに思っ

ているところでございます。その後庁内の中で各

部署におきましてその施設を今後どのように考え

ていくか、どのような扱いをしていくかというと

ころを踏まえながら、次のステップとして市民の

方々とお話しさせていただく機会があるのかなと

いうふうに思っているところでございます。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

必ず市民とのやり取〇３番（山崎真由美議員）

りというのはやっていただけるものというふうに

思っておりますけれども、やはりこれだけいろい

ろな情報が飛び交って財政的に厳しい名寄市だと

いうようなことが市民の中で話題になるようにな

ってというふうになると、具体的な総合管理計画

について自分たちの地域にどんな影響があるのか

心配される市民の方からの声というのも伝わって

きます。まだまだこれからの計画であるとは思い

ますけれども、この見直しについてもう少しスケ

ジュール的なものをお伺いすることができたらお

願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

ちょっと繰り返しに〇総務部長（木村 睦君）

なってしまうかもしれないのですけれども、本当

に今５月に本部立ち上げまして、５月１５日、ま

ずは担当主管課長を集めた実施部員会議というの

をさせていただいて、今回の改定をどのように進

めていこうかというところの議論をさせていただ

き、その結果やはり、繰り返しになりますけれど

も、今のデータをしっかり整理していこうと。昨

年つくらせていただいたデータベースを改めて、

今回７年度決算も出ますので、そこに基づいてア

ップデートさせていただき、まずはデータの整理

を始めていきたいというふうに思っております。

その結果を持ち帰って、今度は所管部署の中でし

っかりとその施設をこれから１０年、２０年先に

どのように活用していくのか、また市民の皆様方

がどのように使われているのかをしっかり把握し

ながら、その在り方についてまずは庁内の中で検

討させていただき、進めていきたいなというふう

に思っているところでございまして、具体的な今

お話しいただきました実施時期とかタイミングと

かはちょっとまだ確定していないところもござい

ますので、この場ではこの答弁とさせていただけ

ればと思います。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

令和６年１１月改訂〇３番（山崎真由美議員）

版の名寄市公共施設等総合管理計画、その中に書

かれている文言を見ますと、分かっていることで

すが、人口減少による将来負担コストは公共施設

等全体で見てこの５年間における市民１人当たり

の更新にかけた投資的経費、これが４０年後の人

口で割り返した市民１人当たりの経費と比較する

と６．０倍に膨れ上がるということでありますか

ら、かなり総合管理計画の見直しというのは厳し

いものになってくるのではないかなという、そん

な心配をしているのですけれども、データ整理、

その中で市民とのやり取りというのは例えばそれ

ぞれの団体ですとか、そういうところの声も聞い

ていただく機会というのはこの後設けていただけ

るのでしょうか。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

データ整理している〇総務部長（木村 睦君）

最中には、そこの機会を設けるということは、考

え方はございません。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

ということは、デー〇３番（山崎真由美議員）

タ整理が終わったら設けていただけますか。
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木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどからお話しさ〇総務部長（木村 睦君）

せてもらっていますけれども、データ整理した後

に今度はそのデータを持って庁内の中でその施設

の在り方を一度検討させていただきたいと思って

います。その後、利用者や利用団体の方とお話し

させていただく機会は設けさせていただきたいと

いうふうには考えているところでございます。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

ということは、庁内〇３番（山崎真由美議員）

の中で大体の方向性が決まってからの市民意見の

聴取ということになるでしょうか。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

今現段階の中ではそ〇総務部長（木村 睦君）

ういう考えでおりますけれども、この後まだまだ

実施部員会議ですとか本部会議の中でその辺のス

ケジュール感ですとか手法については協議させて

いただきたいというふうに考えているところでご

ざいます。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。なか〇３番（山崎真由美議員）

なかそれぞれの団体っていいましても、今町内会

の運営についてもいろいろな課題があるというふ

うに伺っておりますし、先ほど子ども議会の話し

させていただきましたけれども、子供に着眼して

みますと、子ども会育成連合会も今年度で解散が

伝えられてきているという状況もありますので、

なかなかその団体の意向というのを酌み取ってい

ただけるチャンスがどのタイミングでどんな形で

行っていただけるのかというのはとても心配をし

ているところであります。この点について、デー

タ整理の後、庁舎会議、横断的な検討を加えてい

ただいて、その後ということですので、年度内に

行っていただけるかどうかも見通せないと思いま

すけれども、その辺のしっかり意向を聞き取って

尊重していただきたいということについては申し

上げておきたいと思っています。町内会の思い、

様々なところで思いが届いております。別なとこ

ろで議論させていただきたいと思いますけれども、

やはり基本的なところ、地域がしっかり市の施策

と絡んでいかないと、このまちで暮らしていく、

暮らしていきたいという、その思いにやっぱり少

なからず影響してくるものと思いますので、その

点よろしくお願いしたいと思います。

次の再質問させていただきますが、公共施設等

ということであります。公共施設の中で市有地に

ついても御答弁いただいております。具体的なと

ころを聞かせていただきたいと思います。名寄東

中学校が移転して、この後旧校舎が解体される見

通しも具体的にお示しいただいているところであ

ります。それから、風連地区ですけれども、西町

にあった瑞生団地が昨年建物が全て取壊しになり

ました。広い土地がそのままになっています。こ

れらの市有地については、やはりそのままにして

おくとただ草が生い茂って環境的にもよろしくな

い状況になります。なかなか民間への売却も難し

いという御答弁がありましたが、この後どんな計

画というか、どんな見通しを持っていてくださる

のかお伺いします。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

今の御質問は、市有〇総務部長（木村 睦君）

地全体の話をされたのでしょうか。

（「２か所についてお願いします」と呼ぶ者あ

り）

まず、東中学校の旧〇総務部長（木村 睦君）

というか、まだ取壊ししていませんので、東中学

校についての跡地になった場合のことだと思うの

ですけれども、当然ながら今回解体の実施設計の

補正予算を提案させていただいていまして、もし

それが可決されれば、その後取壊しが進まれると

いうことですが、今後は庁内の中におきましても

解体後の跡地の活用については、まずは教育委員

会を中心に活用について庁内の中で議論していく

ような形になるかなというふうに思っています。

瑞生団地跡地につきましては、既に活用の見込

みがないということなので、普通財産扱いになっ
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ているというところでございます。今後そちらに

ついては、市有地ですので、売買の手続を取らせ

ていただければなと考えているところでございま

す。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

今後の見通しという〇３番（山崎真由美議員）

ことでお話しいただきました。

もう一か所、南広場はいかがでしょうか。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

南広場は、この間も〇総務部長（木村 睦君）

ユーティリティーな市有地として使わせていただ

いておりますので、現状のままかなというふうに

思っています。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

あれだけ広い土地が〇３番（山崎真由美議員）

あるということは、使い勝手がいい広場だという

ことも分かるのですけれども、次の公共施設等再

配置計画のところにも関わりますけれども、なか

なか広い土地がない中で今民間のほうで土地を取

得するところからフェーズ１についての具体的な

動き出しもしていただいているところであります

ので、市民の中ではせっかくのあの土地を生かす

ことにはならないのかというような声も聞こえて

はきています。ずっとこの間くすぶっている意見

として伝わってきているところであります。この

点についていかがでしょうか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

南広場の活用に〇総合政策部長（石橋 毅君）

ついては、多分相当前から同じような意見をいた

だいていてお話はしているのですけれども、駅前

から病院までのメインコアと再配置計画の中でお

示ししているエリアの部分はしっかりとそのエリ

アにまずはいろんな機能を集約できるように考え

ているということですので、南広場については若

干残念なことにちょっと外れてしまっているので、

再配置のポイントとして置いているのがウオーカ

ブルシティー、それから駐車場の関係、そして公

共交通の接続、ここの部分も含めて一定程度やっ

ぱりエリアを絞った中で構想を積み上げていくと

いうところがベースになっておりますので、優先

順位としては今のところ低い位置づけになってい

るということで御理解いただければと思います。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

この間ずっといろん〇３番（山崎真由美議員）

な場面で議論させていただいて御説明も伺ってお

りますので、そのとおりなのだろうなというふう

に思っておりますけれども、今の石橋部長の御答

弁の中にも低いという言葉がありましたので、ゼ

ロではないというふうに思ってよろしいのでしょ

うか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

そこの優先順位〇総合政策部長（石橋 毅君）

という考え方ですけれども、低いというよりは、

やはりまず最初に検討対象にはならないという位

置づけなのだと思います。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。検討〇３番（山崎真由美議員）

対象にはならないけれども、そのほか今動いてい

ますので、その動き出しについて具体的なところ

を市民の皆様と共に期待して見守っていきたいと

いうふうに思っています。様々お話をさせていた

だきましたけれども、やはりこのまちが未来に向

かって継続して子供たちにも選ばれるまちである

ことを強く望んでおりますので、その点について

また別な機会にも議論はさせていただきたいと思

います。子ども議会については、やはりこの後も

検討を加えさせていただきたいと思っております

ので、市長、どうぞよろしくお願いいたします。

終わります。

以上で山崎真由美議員〇議長（山田典幸議員）

の質問を終わります。

行政サービスコストの見える化についてを、水

間健詞議員。

議長より許可をいただ〇５番（水間健詞議員）

きましたので、壇上より大項目１点、小項目４点
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にわたって質問いたします。

大項目、行政サービスコストの見える化につい

て。本市では、人口減少や少子高齢化が進む中、

限られた財源や人員の下で持続可能な行政運営が

求められております。そのような中、これまで繰

り返し選択と集中の必要性については述べられて

おり、私自身もその考え方には一定の理解をして

おります。一方で、選択と集中には他に何かを減

らすということや見直すことではなく、何を守り、

どのような考え方で見直していくのかを市民と共

有しながら進めることが重要ではないかと考えて

おります。市民の立場から見たとき行政サービス

の価値や負担が十分に伝わっているかという点に

ついては、さらに工夫の余地があるのではないで

しょうか。私は、今回行政サービスの削減や施設

の統廃合を求めるために質問するものではありま

せん。むしろ守るべき行政サービスの価値、これ

を守り続けるためにも市民が行政サービスの役割

や価値、そして負担を理解し、自分事として考え

られる環境づくりが必要であるとの考えに基づき

質問させていただきます。

小項目１、コスト把握と現状の情報整理につい

て。まず、議論を進めるためには、現状把握が重

要です。行政サービスコスト全体について、人件

費等を含めた実質的な行政コストをどこまで把握

しているのか伺いたいと思います。事業や公共施

設ごとの行政コストについてどこまで把握してい

るのか伺いたいと思います。

小項目２、必要性・公共性と経済合理性の判断

基準について。選択と集中とは、何を守り、何を

どのような考え方で判断するのか、その基準の明

確化が重要と考えております。行政サービスの優

先順位は、何を基準に判断するのかを伺いたいと

思います。

小項目３番目、コストと価値の情報共有につい

て。行政サービスの役割、価値、判断基準を市民

と共有することで市民理解の下で議論を進める考

えを伺いたいと思います。事業や公共施設の役割

や必要性をどう市民に伝えているのか、市全体で

どれだけの重要度なのかを伝えると市民理解の助

けになると思うが、これについてどうか。

小項目４番目、行政サービスコストの見える化

の進め方について。市民が行政サービスを自分事

として考えるためには、実感しやすい形での見え

る化が有効だと思います。具体的な進め方につい

て伺います。私の質問は、行政サービス、事業や

公共施設など含めた全てについて質問なのですが、

この場合あえて分かりやすくするために施設に限

り、例えば１件あるいは１人当たりのコスト整理

というのは可能かどうかは考えられるか。

以上、大項目１点、小項目４点にわたって質問

といたします。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

水間議員から大〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

項目で１点御質問いただきました。小項目１から

３は私から、小項目４は総務部長からの答弁とな

りますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、行政サービスコストの見え

る化について、小項目１、コスト把握と現状の情

報整理についてお答えいたします。本市では、名

寄市自治基本条例や名寄市総合計画に基づき行政

の透明性確保と効率的、効果的な行政運営を推進

するため、これまでも行政評価を導入し、各事業

の意図、目的や成果指標、そして投入された直接

事業費などの実績を公表することで効果的で効率

的な行政サービスの提供と市政における透明性の

確保に努めているところでございます。具体的に

は、現在個別事業については名寄市総合計画（第

２次）後期実施計画事業を４年間で評価すること

とし、手順として担当部局が作成した調書による

１次評価、係長職による庁内ワーキンググループ

における評価、総合計画審議委員による外部評価、

２次評価を経て、妥当性、有効性、効率性、公平

性、達成度の項目ごとに評価されています。事業

の実績、成果等に基づき成果指標に対する達成度

等を設定するなど、単に取組に対しての評価で終
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わることなく、毎年ＰＤＣＡサイクルにより進行

管理を行っており、総合計画の見直しや予算編成、

今年度は新たに行政改革などとも連動させるなど

情報整理に努めております。なお、公共施設に関

しましては、今後の公共施設の在り方を考える検

討材料となるよう、建物情報、利用状況、コスト

情報、管理運営状況などを調査し、公共施設デー

タベースとして見える化を進めているところでご

ざいます。

次に、小項目２、必要性・公共性と経済合理性

の判断基準についてお答えいたします。人口減少

や厳しい財政状況の中で必要な行財政改革を進め

るには、まさに選択と集中の判断基準を明確にす

ることが極めて重要であると認識しております。

本市が実施する事業には、採算性のみでははかれ

ない市民生活の基盤となる福祉や教育、防災とい

った高い公共性を有する事業がある一方で、時代

の変化や利用ニーズの減少に伴い、費用対効果や

経済合理性の観点からの見直しが必要な事業も存

在するかと思います。現在の判断基準は、総合計

画の施策体系に基づく事業の必要性や有効性とい

った指標を用いて優先順位の評価を行っていると

ころでございます。引き続き必要な行政サービス

を維持、選択していくために行政評価のシステム

自体ＰＤＣＡを回し、精度を上げるとともに、市

民の皆様にも伝わる努力をしてまいりたいと思い

ます。

次に、小項目３、コストと価値の情報共有につ

いてお答えいたします。既存の行政評価において

様々な結果や指標が存在していても、制度として

公表されていることと市民に伝わり理解されてい

ることは別であると感じております。毎年度事業

の評価シートをまとめた行政評価結果報告書とし

て市ホームページに掲載し、市民周知を図ってい

るところでございますが、行政評価の専門的な用

語や段階評価の数値などが並んでおり、少し難し

い部分があるのかもしれません。市広報がリニュ

ーアルし、読みやすくなったとお褒めの言葉をい

ただくことも増えましたので、同じように伝え方

も含めて改善してまいりたいと思います。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、小項目４、〇総務部長（木村 睦君）

行政サービスコストの見える化の進め方について

申し上げます。

現在行財政改革において事業の選択と集中を進

めており、全ての事業をゼロベースで見直すこと

としております。見直しに当たっては、これまで

も各部局において事業判断する際に事業の目的や

取組内容、その効果検証とともに事業に対するコ

ストも基準の一つとして検討してきたところです。

また、毎年行っている総合計画実施計画事業の行

政評価や市長ローリングにおいても目標達成に向

け取り組んだコストについて検証、議論している

ところであります。公共施設においては、施設の

老朽化が進む中、修繕費や人件費、燃料費など維

持管理経費が大きく上昇しており、今後施設を維

持管理していく上で大きな課題となっております。

そのため、昨年度各公共施設の様々な情報の見え

る化を図るため、名寄市公共施設個別施設計画の

施設情報に施設面積、利用者数、使用料収入、管

理費用などのコスト情報を追加するとともに、施

設面積、利用者人数、人口による単位コストを算

出した公共施設データベースを取りまとめました。

今年度については、これらデータを最新値にアッ

プデートし、各施設の状況の見える化を図りなが

ら、これからの公共施設の在り方に関する基本的

な考えとなる名寄市公共施設等総合管理計画の改

定を進めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

水間議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇５番（水間健詞議員）

よく分かりました。

それでは、それぞれ再質問してまいります。ま

ず、小項目の１つ目のコストの把握と現状の情報

整理について。行政評価ということで、この行政
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評価については私の同僚議員というか、先輩議員

がこういった議会の場でも度々質問しているのを

私も横で聞いてはいたのですけれども、つまびら

かに改めて見たところ、非常にきちんと整理され

ていて、特にこういった議会の場であるとか市の

行政運営の中では非常に価値のある情報だと改め

て、しかも非常に細部にわたって細かく評価、客

観的な目も入って見ているということ、私がちゃ

んと真剣に見ていなかったのがあまりよくなかっ

たなと反省させられる思いだったのですけれども、

その上で私のほうでもう少し質問していきたいと

思います。

まず、行政コストについては、こういった行政

評価などを通じて見直しながら把握しているとい

うことだったのですけれども、例えば市の中の人

件費というのはあっちの業務やったり、こっちの

業務やったりとか、いろいろ案分が難しい部分な

んかあって、そういった実質的なコストってなか

なか出すのは難しいと思うのですけれども、こう

いったことまで踏み込めて評価できるのかどうか

ということをまず伺いたいと思います。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

人件費を含めた〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

コストの出し方ということでありますけれども、

議員、調書のほうを御覧いただいていたと思うの

ですけれども、これまでの行政評価のシートの部

分でいくと中段のほうに事業費の算出の部分が記

載されているかと思います。事業費については、

先ほど申し上げましたけれども、実際の直接的経

費ですとかを含めた金額を入力して決算値に合わ

せて毎年度更新しております。ただ、支出の部分

の人件費と見られるところの人工分というところ

に関しては、御覧のとおり概算というか、直接担

当する職員の案分したところを原課のほうで入力

しているというところでありまして、さらに精度

を高めて全ての人件費を入れて算出するとなると、

また違った手法もしくは他の自治体なんかでされ

ているものを参考にしていくしかないかなと思っ

ております。

以上です。

水間議員。〇議長（山田典幸議員）

よく分かりました。確〇５番（水間健詞議員）

かになかなか精密にやるのは難しいというか、精

密にできない部分もきっとあると恐らく思います。

承知しました。

それで、先ほどの小項目の４番目にもつながっ

ていくかと思うのですけれども、例えば１利用件

数当たりというようなことは行政評価の中ではす

ることはあるのでしょうか。利用単位でのコスト

というのは、行政評価の中ですることはあります

か。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

例えば１件当た〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

りですとか１人当たりとかという件数の評価、金

額ですとかというのは、例えば公共施設のほうで

は出せる場合があるかと思いますけれども、事業

でいくとなかなかそこというのが出せる面もある

事業もありますけれども、全庁的に全ての事業っ

てなるとちょっと難しい部分があるのかなと感じ

ております。

水間議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。〇５番（水間健詞議員）

それでは、小項目の２つ目に行きます。総合計

画、必要性など、そういったことを優先順位の判

断基準にしているという答弁だったと思うのです

けれども、市民から見ると何をどういう理由で重

視しているのか、どうしてこれを優先しているの

かというのがなかなか伝わりづらいと思うのです。

今私が質問したように、優先する基準は何なのか

というのが、まずそこが伝わっていないのではな

いかと私思うのです。これは重要だ、重要でない

という優先順位の順位づけの理由、優先度のつけ

方の理由が伝わっているかどうかについてはどう

いうふうに認識されていますか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今の優先順位の〇総合政策部長（石橋 毅君）
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話なのですけれども、行政評価の中で実はこの事

業が優先ですとかって優先順位はつけておりませ

ん。ですので、この事業そのものを今評価して直

すところはないのかというようなところの行政評

価の今システムになっているということで御理解

いただければと思います。

水間議員。〇議長（山田典幸議員）

失礼しました。〇５番（水間健詞議員）

では、ちょっと言い換えます。例えば最終的な

１次評価、ワーキンググループ評価、外部評価、

２次評価、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄとか、なぜそういう評

価になっているのかということが市民に伝わって

いるかどうかというのは伝わっているとお考えで

しょうか、それともそこまではちょっと伝わって

いないのか、どういうふうにお考えでしょうか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今御質問いただ〇総合政策部長（石橋 毅君）

いているのは、評価結果内容ということよりも評

価の結果自体が市民の皆さん方に伝わっているか

という御質問ということでよろしいでしょうか。

（「ちょっと違う」と呼ぶ者あり）

暫時休憩します。〇議長（山田典幸議員）

休憩 午後 ２時１９分

再開 午後 ２時２０分

再開します。〇議長（山田典幸議員）

石橋総合政策部長。

それぞれの評価〇総合政策部長（石橋 毅君）

ポイントについてＡＢＣ評価つけておりますけれ

ども、それぞれその評価がついた理由については

その箇所に一応記載をしておりますので、その部

分についてはそこで説明ができているという認識

でおります。

水間議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。記載し〇５番（水間健詞議員）

ているのだから、伝わっているというか、読めば

分かるということだと思うのですけれども、分か

りました。ここまでは分かりました。

このまま小項目３のほうに移ってまいります。

先ほど答弁の中にもありましたけれども、行政評

価としてきちんとやっている、公表している、第

三者評価も交えていると、そして結果も出して公

表しているということとそれが市民に伝わってい

るかどうかというのは、櫻田室長もおっしゃった

ようにやっていると伝わっているということはま

た別だというふうな、櫻田室長もそういう理解だ

と、私もそのとおりだと思います。というのは、

人って指数、例えばレーダーチャートで４段階評

価、妥当性、有効性とかレーダーチャートで数字

４段階の、一種の指数だと思うのですけれども、

数字で評価されるより、例えば男前度３というよ

り、水間以上櫻田以下の見た目だよとか、そうい

う何かと比較しないと。例えばよくある面積が何

万平方メートルというのを大体は東京ドーム何個

分とか、何々何個分とか、何かとの比較というこ

とでないと人間ってなかなか実感しづらいと思い

ます。これが１つ。何かと比較しないと伝わりづ

らいのが１つ。もう一つ、自分にとってどうなの

か。だから、これもよくあるパターンで何人に１

人が対象になるとか、私にとってどうなのかとい

うことで伝えていかないと伝わらない、こういっ

たところが、行政評価で事業をちゃんと客観的に

見直している、このデータは非常にすばらしい、

庁舎内で使うには最高の基データだと思います。

これを翻訳して伝えていくということが私は市民

向けなのではないかというふうに思っています。

結果それで何が変わったか、あるいはやめるとこ

こが困るとか、もっとこっちのほうが大事という

のはちょっといろいろ問題があるのかもしれない

けれども、何かとの比較で説明する、その人にと

ってどうなのかということで説明する、自分にと

ってどうなのかということで伝えていく、こうい

った伝え方が大事なのではないかと思うのですけ

れども、その点についてどうお考えでしょうか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

非常に難しい質〇総合政策部長（石橋 毅君）
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問いただきました。自分にとってどうなのかとい

うと、それぞれで評価が変わってくるということ

ですので、やはりあくまでもこの評価調書を見て

理解していただいた中で御自分としてはどうなの

かということを考えていただくきっかけになる、

そんな調書ではないかなというふうに私は受け止

めました。でも、議員おっしゃるとおり、やっぱ

り分かりやすいというのがすごく大事だなという

ふうに我々も考えておりまして、直感的に行政評

価というものを感じていただけるというような表

現というのは引き続き我々も検討課題として当然

研究していかなければならないかなというふうに

思っています。御指摘いただいたとおり、ホーム

ページへのアクセスを待っているだけではなくて、

市広報なども活用しながらポイントをかみ砕いて

お伝えする手法も我々としては模索していかなけ

ればならないなと思っていますし、評価結果を一

方的に報告するだけではなくて、実は出前トーク

のメニューでまちづくりはみんなの手からという

メニューがあるのです。こちらは、今総合計画と

かいろんなものを御説明しますよってなっていま

すけれども、そこに文字として行政評価について

もということで、そんなことも追加しながら、ぜ

ひそんなメニューを活用していただいて、我々が

出向いていろいろ御説明する機会なんていうのも

つくっていけたらいいかなというふうに思ってい

ます。この行政評価というのは、名寄市が進むべ

き方向性を市民の皆様と共有するための重要なツ

ールであると我々も思っています。今後とも情報

を開くということから伝えるということへ一歩踏

み込んで市民の皆様に行政運営へ参画意識をより

一層持っていただけるようにこのシステム、行政

評価というものを考えていきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。

水間議員。〇議長（山田典幸議員）

改めてつまびらかにこ〇５番（水間健詞議員）

れを見て、非常に本当にこのソース情報、１次情

報としてすばらしいものができていると思うので

す。ですから、本当にもっと翻訳、かみ砕いてと

おっしゃいましたけれども、翻訳して伝わりやす

い形にしてあげると価値がもっと、庁舎内で使う

にはすごくいい情報なのです。こういった一般質

問とか、行政の実際の運営に使うにはとてもいい

情報だと思うのですけれども、これを翻訳すると

いうこと、翻訳という作業は必要なのですけれど

も、新しい制度をつくって何かをやるということ

ではなく、伝わりやすい形で翻訳する、その情報

を市民と共有しながら行政改革に当たっていくと

いうことがとても必要なのではないかと。さっき

も言ったとおり、それによって何か統廃合とか、

そういうことではなく、これはやめると大変なこ

とになると、非常に価値がある行政サービスなの

だということを市民と共有しながら進めていくっ

て、市民がちゃんと分かってもらえる状態におい

て同じ目線に立って進めていくということが非常

にこれから大事なことだと思っておりますので、

そういったこと、私のこういったことを酌んでい

ただいて、今後進め方で何かあれば伺って３番目

の質問を終わりたいと思いますけれども。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

すみません。私〇総合政策部長（石橋 毅君）

も先に全て自分の思いもしゃべってしまったので、

答弁繰り返しになりますけれども、できる限りこ

のシステムが市民の皆様の目に触れて、そして理

解をいただいた中で、このことによって市民の皆

様が行政運営への参画意識を一層持っていただけ

るような、こんな仕組みにしていきたいというふ

うに思いますので、今後もぜひ御意見いただけた

らと思います。よろしくお願いいたします。

橋本副市長。〇議長（山田典幸議員）

行政評価の観点でいろ〇副市長（橋本正道君）

いろお話いただきました。特に比較の面でありま

した。例えば財政のところに限りますと、類似団

体という言葉を使います。同じような市町村で、

同じような市の中でその市は、名寄市はどういう

状況にあるのか、いわゆるほかのまちとの比較が
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できる、そういうような仕組みをつくっておりま

すし、あるいは経年変化といいますか、過去から

積み重ねてきてこれがどういう評価になってきた

かという時系列で追っていくという比較のやり方

もあるかと思います。ここは、様々な市町村のや

り方を少し研究させていただければと思いますが、

議員おっしゃるのはなるべく分かりやすく、自分

事として捉えていただくような見せ方が必要では

ないかということで理解させていただきました。

最近は、それに加えて目標値ということでＫＰＩ

の設定も行っております。１つには、やはり客観

的な評価の下で横の評価であったり、時系列の縦

の評価であったり、様々な評価手法が必要かなと

思いますが、ただこれを全部やってしまうと膨大

になりますので、そこは最後議員おっしゃるとお

り名寄市民の皆さんと価値観を共有して、ここは

大事だよというところをそういうふうな手法を使

うだとか、いろんなことがあると思いますので、

ここは様々な形で研究させていただければと思い

ます。

水間議員。〇議長（山田典幸議員）

今副市長からも答弁い〇５番（水間健詞議員）

ただきましたが、私も副市長が出したからちょっ

と思い出した。そうなのです。市民の方が自分事

として捉えられる翻訳をすると非常にいいのでは

ないかということで、これまでの質問組み立てて

きております。最初に申し上げたとおり、廃止し

たり、統廃合を目指すのではなく、とにかく分か

るような、みんなが自分事として捉えながら、市

民の皆さんと情報共有していってこれからの行政

運営進めていかなければならないということでこ

れまで質問しております。まだ大分時間早いので

すけれども、決して市民の皆さん置き去りにする

ことなく、何を守って何をどのように見直してい

くのか、これを分かるように、市民が自分事とし

て共有できる状態に立ってからこれからの行政改

革進めていっていただきたいと思います。

以上をもちまして私の質問を終わります。あり

がとうございました。

以上で水間健詞議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

１４時４５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時３２分

再開 午後 ２時４５分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

市民後見人制度の活用促進について外１件を、

高橋伸典議員。

議長の御指名をいた〇１０番（高橋伸典議員）

だきましたので、通告に従いまして質問してまい

りますので、よろしくお願いいたします。

市民後見人制度の活用促進についてをお尋ねを

いたします。厚生労働省が令和７年に発表した調

査によると、令和７年における認知症高齢者６５

歳以上の推計人数は４７１万６，０００人、軽度

認知障がいの高齢者６５歳以上の推定人数は約５

６４万３，０００人とされています。加えて、判

断能力が不十分な者は、令和４年の推計には精神

障がい者が約６１４万８，０００人、知的障がい

者が１２６万８，０００人もおられます。近年の

高齢化の進展に伴い、認知症高齢者の増加は社会

的課題になっており、これに伴って成年後見制度

の重要性も一層高まると見込まれております。成

年後見制度は、本人の生活や人権、財産を保護す

るため契約や行政手続等において支援を行う重要

な仕組みであり、その利用拡大は地域包括ケアの

推進に不可欠であります。特に市民が後見人とし

て活動する市民後見人制度は、地域に根差した支

援体制の強化に資する有効な手段であり、その活

用促進が求められております。一方で、成年後見

人や被後見人は市税、国民健康保険、障がい福祉、

高齢者福祉など多岐にわたり手続を各窓口で個別

に行う必要があり、手続の煩雑さや負担が大きな

現状があり、こうした負担は市民後見人の担い手

不足確保や活動継続にも影響を及ぼしかねない状
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況にあります。行政側においてもこれらの手続を

個別に受け付けることにより、事務負担が少なか

らず減る利点がつくれます。そこで、これからの

課題を解決する一歩として、名寄市も若干進めら

れておりますが、成年後見人等が各種通知等の送

付先変更を一括して登録変更できる仕組みを導入

することが有効であると考えます。これにより、

市民後見人を含む利用者の負担軽減と行政事務の

効率化の双方を実現することができると考えられ

ます。そのようなことから質問いたします。

本市における成年後見制度の利用者数と今後の

見通しについて、理事者の御見解をお願いします。

小さい項目２つ目には、成年後見人が各種通知

の送付先変更を一括して登録・変更できる仕組み

の導入について、理事者の御見解をお願いをいた

します。

３つ目、市民後見人の導入に向けた具体的な検

討状況と実施時期の見通しについての理事者の御

見解をお願いをいたします。

続きまして、大きい項目の２つ目、ナフサ不足

による現場直撃への対応についてをお伺いをいた

します。国際社会にとって最大の問題は、アメリ

カ、イスラエルによるイラン攻撃によるホルムズ

海峡の事実上の閉鎖と報復攻撃による湾岸産油国

の石油関連施設のインフラ被害であります。これ

によって石油や石油製品の価格高騰、生産減退に

伴う世界経済への悪影響が広がりつつあります。

イラン攻撃から３か月が経過し、ナフサショック

の影響は住宅関連では、プラスチックベニヤ等は

問屋に在庫がない、壁材や床材が作れない、シン

ナー、塗料、ビニールテープ、防護用ビニールシ

ート入手困難で入ってこない、製品の入手困難が

シンナーは５５．１％、塗料は８．３％となり、

大手ではお金が１．５倍になっても何とか入って

きておりますが、小さいところには入ってきてい

ない、ユニットバスの業者１は受注生産を受け付

けてくれない、先週より受付が開始されたみたい

ですけれども、業者２は納期が未定、防水材４月

１０日から新規受注停止、断熱材４月１日から４

０％値上げ、シンナーは３月１９日７５％アップ、

４月１３日からはさらに５０％もアップしており

ます。ＶＵパイプの業者は、建材製品を５月２０

日から３０％以上を値上げ、ナフサの化学製品の

需要減で４万６，０００社のナフサ関連企業はナ

フサ製品が入ってこなく、平日の週３日休む生産

調整を行っているそうであります。５月２０日の

現在建設関連業者の製品の入手困難率は、シンナ

ーが５５．１％、塗料が８．３％が入手困難であ

ると回答しております。また、８割の事業者が工

期遅延に見舞われている状況下にあります。医療

関係では、手袋が１７２％値上げ、今月１７７％

に上がり、新規業者には３００％で販売、点滴、

輸血セットの点滴チューブ、軟膏容器等は不足し

ている状況下にあります。市民が安心して住み続

けられる住環境の整備にずっと住まいる応援事業

を使用している住み慣れたまちで住み続けるため

の市民の方が４月から９月まで約２，０００万円

の補助、１０月から３月までは３００万円の予算

があり、ある業者からは人手不足または資材不足

の関係で受注しても工期に間に合わない、交付決

定の着工になっておりますが、材料の製作者がナ

フサ由来の原材料が入ってこないことからの影響

で資材を製作することができないので、納期が遅

れる状況の中、今後の考え方や取扱いについて理

事者の御見解をお願い申し上げ、この場での質問

を終わらせていただきます。

倉澤こども・高齢者支〇議長（山田典幸議員）

援室長。

高〇こども・高齢者支援室長（倉澤富美子君）

橋議員からは、大項目２点について御質問いただ

きました。大項目１については私から、大項目２

については経済部長からの答弁となりますので、

よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、市民後見人制度の活用促進

について、小項目１、本市における成年後見制度

の利用者数と今後の見通しについてお答えいたし
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ます。認知症や知的障がい、精神障がいなどによ

り十分な判断をすることができない方は、自分で

財産を管理したり、福祉サービスを利用する際な

どに契約手続が難しい場合があります。また、そ

のような状態にある場合、自分に不利益な契約で

あるということが分からずに契約を結んでしまい、

悪徳商法などの被害につながるおそれも考えられ

ます。このように十分な判断をすることができな

い方を支援するのが成年後見制度です。成年後見

制度には、大きく分けて法定後見制度と任意後見

制度の２つの制度があります。法定後見制度は、

既に判断能力が低下している方が利用する制度で、

家庭裁判所に申立てをし、適任とされる成年後見

人を選任してもらいます。任意後見制度は、まだ

判断能力が低下していない方が利用する制度で、

将来自分の判断能力が低下したときに備えてあら

かじめ任意後見人を自分で決め、どのような支援

をしてもらうのかを契約で決めておくものです。

本市では、平成２９年９月に名寄市成年後見セン

ター運営事業実施要綱を定め、平成３０年１月か

ら名寄市社会福祉協議会へ成年後見センター業務

を委託しています。窓口は、総合福祉センター内

にあり、成年後見センターの担当職員は社協内の

業務も兼務しておりますが、３人で対応しており、

相談対応においては社会福祉士の有資格者が当た

っているところです。成年後見制度の利用件数は、

札幌高等裁判所からのデータでは令和７年８月１

日現在で旭川家庭裁判所名寄支部管内での件数に

なりますが、４５件、任意後見はゼロ件で、全て

法定後見となっております。内訳では、後見類型

が２５件、保佐類型が１３件、補助類型が７件と

なっております。令和６年は４７件でしたので、

件数はほぼ横ばいの状況です。また、令和７年度

の成年後見センターの受任件数は１１件で、成年

後見センター開設以降の延べ受注件数は２０件と

なっております。今後認知症高齢者等の増加や単

独世帯の高齢者の増加が見込まれることから、成

年後見制度の必要性は高まっていくと考えられま

す。

次に、小項目２、成年後見人が各種通知等の送

付先変更を一括して登録・変更できる仕組みの導

入についてお答えいたします。成年後見人が被後

見人に宛てた郵便物等の配達を受け取るには、家

庭裁判所等へ申立てができるとされております。

この申立ては、成年後見人が任意の方法では被後

見人宛ての郵便物等の存在及び内容を把握できず、

そのことにより後見事務の遂行に支障が生じるよ

うな場合に限り認められるとされております。議

員御質問の市から被後見人に宛てた送付される各

種通知の送付先を一括して登録、変更できる仕組

みについてですが、本市の現状としましては住民

基本台帳のシステムを基本としまして、市税、国

民健康保険、介護保険など同系システムを使用し

ていることから、成年後見人からの申出により部

分的ではありますが、送付先住所の変更について

は対応ができている状況です。また、同系システ

ムを活用していない担当課につきましては、個別

に対応を行っているところです。一括変更の仕組

みの導入につきましては、各関係課で情報共有す

るためのシステム構築等に課題があり、現状の成

年後見人からの送付先変更の届出件数を考慮する

と、共通届出用紙の使用ですとか、関係課への案

内など窓口等での丁寧な対応により成年後見人及

び被後見人の負担軽減につなげていきたいと考え

ております。

次に、小項目３、市民後見人の導入に向けた具

体的な検討や状況及び実施時期の見通しについて

お答えいたします。市民後見人は、弁護士や司法

書士などの資格を持たない親族以外の市民による

成年後見人です。自治体等が実施する養成研修を

受講し、成年後見制度に関する一定の知識や技術

などを身につけた上、家庭裁判所により成年後見

人として選任された方のことです。本市では、成

年後見については成年後見センター事業を受託し

ている社会福祉協議会が法人後見を受けておりま

すが、財産の管理などを伴う複雑なものに関して



－113－

令和８年６月１６日（火曜日）第２回６月定例会・第３号

は専門職後見人として弁護士等が対応する場合も

ございます。親族や身寄りがなく成年後見の申立

てをすることができない場合は、市長申立てを行

うこととなっており、令和７年度では４件の相談

があり、申立てに向け支援を進めてきています。

現状本市においては、後見人が不足して選任され

ないというような状況は耳にしておりませんので、

今後も成年後見センターを活用しての法人後見を

進めてまいります。地域にいらっしゃる志を持っ

た市民の力を最大限に活用できることは有意義で

はありますが、一方で後見業務を行うに当たって

は成年後見制度、介護保険制度、民法など基本的

な知識に加えて、認知症により判断力が低下した

高齢者等とのコミュニケーション能力、本人の意

思決定支援のための技術、財産管理を行うための

事務能力など幅広い能力が求められ、重大な判断

も求められるなど精神的な重圧も大きいと考えら

れます。本市においては、成年後見センターを立

ち上げる際での議論の中で個人への負担が大きい

市民後見人の養成よりも組織として後見業務が継

続できることを重視し、社会福祉協議会における

法人後見を開始した経緯もあることから、現時点

におきましては市民後見人の養成については考え

ておりません。現在国では、現行の成年後見制度

の見直し等について議論を進めているところであ

りますので、国の動向や今後の成年後見制度の利

用状況などを注視してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項目２、〇経済部長（山田裕治君）

ナフサ不足による現場直撃への対応について、小

項目１、資材搬入遅延による名寄ずっと住まいる

応援事業の考え方と取扱いについてお答えいたし

ます。

日本国内で生産されるプラスチック、合成ゴム、

合成繊維など石油化学製品の主要な基礎原料であ

るナフサは、国内消費の６割から７割を海外から

の輸入に依存しているとされ、中東情勢緊迫化に

伴い様々な業界において影響が出始めていると報

じられております。住宅改修などの工事費用を対

象に支援をしております名寄市ずっと住まいる応

援事業の５月末の申請状況は、昨年度比で若干少

ない４８件、９９７万５，０００円の交付決定を

行っているところであります。これまでのところ

市内事業者から資材不足の影響により施工ができ

ない等の理由による申請取下げはなく、現在も事

業の申請が出てくる状況にあります。本事業につ

きましては、その住居に居住する個人への補助事

業であり、地方自治法及び各種法令並びに名寄市

会計規則などによりその年度内での執行が定めら

れており、事業が年度内に完了することが補助対

象の条件となりますので、完了が不確かな状態で

の申請は控えていただく必要があります。今後に

つきましては、現在の国内状況が改善されない状

況が続けば、ナフサ由来の合成樹脂、接着剤、塗

料、塩ビ管など資材不足を懸念する声があること

から、事業者や関係機関等からの状況把握に努め

るとともに、国や道の対応等も注視してまいりま

す。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございま〇１０番（高橋伸典議員）

す。再度再質問をさせていただきます。

まず、市民後見人についてお聞かせください。

今名寄は、社協が後見人のところを担って３名の

方が運営を行っているというふうに言われました。

そして、約４５名の方がなっているみたいです。

名寄は、本当に弁護士も２名になりましたし、司

法書士、社会福祉士もおられるということで安心

かなと思うのですけれども、現状この弁護士さん

がまた１名いなくなったりだとかいろんな状況が

出てくるというふうに思うのです。昨日名寄市に

もこの市民後見人の活躍を担ってほしいという同

志社大学の社会学部教授の社会福祉士の永田祐さ

んが名寄市に講演に来られました。そして、市民

後見人というのは、弁護士や司法書士、社会福祉
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士などの資格を持たない親族以外の市民による成

年後見人等なのですと。市民後見人の役割という

のは、人材不足を補うことではありません。同じ

地域で暮らす住民として本人と同じ目線で考え、

相談し合える寄り添い型の支援を体現する活動な

のですと。御本人にとって最もふさわしい成年後

見人等を増やすという考えで市民後見人を育成し

ていくことが大切ですと。市民後見人の活動によ

って御本人が元気になり、活動する人も元気にな

り、そうした誰もが社会参加する機会を得ること

で地域も元気になっていく、そして本人も元気に

なっていく、その３つが重なるところに市民後見

人の活動の本当の意義があるのですというふうに

この永田さんも、昨日講演に来られた方が言われ

ています。私は、やっぱりそうだと思うのです。

ここに今弁護士が２人いますよと。そして、司法

書士も数名、司法書士だって２件は辞めましたの

で、ほとんど１名か２名ぐらいだと思います。そ

して、残りは社会福祉士さんが数名いるというこ

とで、社協でやられているというのはあれですけ

れども、やはりいろんな部分でこういう方々を増

やしていくというのが重要ではないかなというふ

うに私も考えます。この人が言われているように

市民後見人の基本的な役割というのは、先ほど室

長が言ったように認知症や知的障がいなどで判断

能力が不十分な人を支えていくのだと、また本人

の代わりに金銭管理や各種契約、市役所の資料を

基にやっていくのだ、そして本人の意思を尊重し

ながら生活全体を見守っていける人なのだと、そ

して多くの本人と同じ地域に住んで身近な立場で

支援していくのだ、定期的な訪問により見守りと

生活状況の確認ができる人が市民後見人なのだと

いうふうに言われているのです。なかなか弁護士

さんにそれをやれって言っても、１か月か２か月

に行って金銭管理はできるけれども、ふだんの生

活状況というのは把握できないというのが現状で

はないかなというふうに私は考えますが、あまり

質問したら駄目だって言っていますけれども、お

聞きしたいのです。どうかなって、今の考えを、

私言ったことに対してどうかお知らせをいただき

たいなというふうに思います。

倉澤こども・高齢者支〇議長（山田典幸議員）

援室長。

議〇こども・高齢者支援室長（倉澤富美子君）

員が今お話ししていただいた同志社大学の永田先

生が昨日１５日、社会福祉協議会と成年後見セン

ターで主催して名寄市が共催した令和８年度の権

利擁護講演会ということで、これからの成年後見

制度について制度を知って備えようということで、

まず市民の皆さんに成年後見制度を周知していた

だくという講演会をしていただきました。１００

名を超えた市民の方が集まって、分かりやすい説

明で市民後見制度をまずは周知するということを

していただきました。その前日に成年後見センタ

ーと顧問弁護士と、あと健康福祉部の関連する管

理職で意見交換もさせていただきまして、成年後

見制度と社会福祉法がこの後改正されるというこ

とで、そこに向けた考え方なども意見交換をさせ

ていただきました。成年後見がどんなふうに変わ

っていくのかというような制度も見据えながら、

後見人の役割が変わっていくので、先生も役割に

合った後見人がいていいのではないかというふう

にはおっしゃっていました。そこを見極めるとい

うことで、これからの成年後見制度の変わり方、

あと改正がどんなふうになっていくかというのも

考えながら、名寄市に合っている成年後見制度と

いうのを考えていきたいなと思っております。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

ぜひよろしくお願い〇１０番（高橋伸典議員）

いたします。先ほど言ったように、永田先生も言

われていますけれども、親身に寄り添った後見人

をつくっていかない限り、金銭の管理だけだとか、

そこでは集約できない部分がたくさんあるという

のがやっぱりこの市民後見人の必要性だというふ

うに私は考えています。ぜひそういった部分でこ

の市民後見人を広げていただきたいなというふう
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に思っています。その部分で必要なのが、要望そ

の他になりますけれども、市民後見人というのは

弁護士だとか司法書士だとか社会福祉士などの資

格を持たない一般市民が財産管理だとか生活、福

祉サービスを支援していくのだと、そのために市

役所から出る書類だとか、またはそういうものを、

今北海道でもこの市民後見人というのをいろんな

ところでつくっていこうということで進められて

いるみたいなのです。そういった部分でぜひ名寄

市の部分でも導入を進めていただきたい。そして、

利用者にとって手続負担の軽減だとか、行政にと

っても事務効率化という双方の利点もありますし、

そして仕組みを市民後見人制度の運用と組み合わ

せることで担い手の負担軽減だとか、活動継続を

支えて地域における成年後見制度の基盤づくりの

強化になるというふうに言われておりますので、

ぜひそのためにも市民後見人の養成講座を開いて

いただきたいなというふうに考えています。そし

て、その養成講座ができたときに市民が、先ほど

約１，０００万人の方が認知だとかいろんな部分

で、だから日本の１０分の１です。１０人に１人

はそういう方々、それをこれから見ていかなけれ

ばいけないという部分で私はやっぱり、名寄には

その３人だとか、弁護士も２人いると思いますけ

れども、人を増やしていつでもそういう人を見ら

れる体制をつくっていっていただきたいなという

思いはあるのですけれども、その部分というのは

どうか、養成講座の部分はどうかお聞かせをいた

だきたいなと。私は、早々ではなくていいと思う

のです。徐々にやっぱりそういう人をつくる部分

で養成講座をやって人材としてつくっていく必要

があるのではないかなというふうに考えますけれ

ども、お答えをいただければなというふうに思い

ます。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

市民後見人の養〇健康福祉部長（松田慎司君）

成講座というお話ですけれども、私も一昨日永田

先生とお話をさせていただきました。先ほど議員

から御紹介されたように、永田先生の市民後見人

の思いであったり、これから先目指すところだっ

たりというところは聞かせていただきました。た

だ、先ほど室長もちょっとお話ししたのですけれ

ども、今国のほうで法制審議会のほうで成年後見

制度の見直しということがされております。大き

な中身でいくと、成年後見人というのは今の制度

でいきますと一度就くとずっと一生その方が後見

人になるということの不具合が今現在生じている

というところ、あと類型も３つあるのですけれど

も、その類型の３つの必要性というのを今議論さ

れております。永田先生とも話したのですけれど

も、後見人が今議論されているのは有期になる、

一定程度目的を持ったところまで後見をするとい

うことで、背景には認知症になられた方の意思を

民法上でこちらのほうの権利を守っていこうとい

うような内容で改正を今議論されているというお

話でした。ですので、市民後見人も先ほども答弁

させていただきましたけれども、弁護士や社会福

祉士に代わってお仕事的にやるということもある

関係上、それぞれ難しい制度の理解をしていただ

かなければいけないことですとか、認知症の状態

というのを把握していただく、あと財産管理にな

りますので、事務的能力なんかも含めてやってい

くということになるので、先生とも話しましたけ

れども、すぐにできる後見人ではなくて、やっぱ

り制度を理解していただきながら、内容を理解し

ていただきながらということになるというお話で

した。ですので、我々今成年後見制度というもの

を市民に周知するために社会福祉協議会とも協力

しながら権利擁護講演会、こういったものを開催

させていただいておりまして、まずは成年後見制

度を皆さんに知っていただく、そして認知症とい

うもの自体も知っていただく、そこにはどういう

手助けが必要なのかというのも知っていただくと

いうことで進めさせていただいていますので、す

ぐこういった市民後見人を養成できるかといった

ら、少しいろいろなことを我々も勉強しなければ
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いけない部分もありますので、すぐにやれるとい

うようなお話はできないのですけれども、まずは

認知症を市民に理解していただくというところで

進んでいって、また法改正も見据えて今後に進め

ていければというふうに思いますので、よろしく

お願いします。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

今部長言われたよう〇１０番（高橋伸典議員）

に、国は成年後見制度の利用促進基本計画を今変

えようとしている状況でありますので、内容はし

っかり分かります。そして、私は養成講座やれで

なくて、本当にこれからそういう方々をつくって

いくのに時間、だからいろんな部分ですぐ養成講

座に出てなれるものでないから、早めにやっぱり

この制度が変わり次第、今まではお金の管理やっ

ていた弁護士さんはその管理終わったら替えなけ

ればいけないという部分があるので、ずっと替わ

っていかなければならないのです。その部分で人

がどんどん、どんどんいなければ活用できないの

かなという部分で養成講座の検討をぜひ、早々で

なくていいですから、ある程度の準備をして進め

ていただくことをお願いを申し上げます。

それでは次に、ナフサ不足の部分で住宅建築の

部分をやらせていただきます。部長といろいろと

答弁調整をさせていただいて、調べれば調べるほ

ど補助金は年度内に執行しなければいけないのだ

よという部分はすごく勉強させていただきました。

その中で１個、財務省が令和６年６月２１日に出

した文書の中に翌債の承認という部分が出たので

す。それは、歳出予算の繰越しは、国の経費の経

済的、効率的な執行の観点から１会計年度内に使

用し終わらなかった歳出予算の経費の金額のうち

一定要件を具備するものについて、これを不用と

せずにその歳出権を翌会計年度に移動、つまり繰

り越して翌会計年度歳出予算として使用すること

ができる。今までは、工事や何かは繰越明許や何

かで何とかなりましたけれども、この補助金はき

っと駄目だというふうに、私もほとんど見て駄目

でした。駄目だったのだけれども、これを見ると

翌債というのが使われる、財政法第４３条３項に

翌債というのがあったのです。これは、先ほど言

ったように事務手続の効率化だとかの部分を考え

ると、翌債でもいいのかなと。これは、じっくり

考えていただきたいので、おとといも覚書にサイ

ンしただとかっていってアメリカとイランがあれ

しましたから、これから重油も入ってくると思い

ます。また、ナフサも入ってくると思うのですけ

れども、すぐはこの状況は変わらないと思うので

す。いろんな部分でちょっと延びると思うのです

けれども、その中でずっと住まいる応援事業の工

事をやっている方が年度内にできなかったらどう

するのだという話が出たものですから、今回取り

上げさせていただきました。公共事業でしたら国

の指針がありますので、いろんな部分で工事請負

契約における設計変更ガイドラインがありますか

ら変えられるのですけれども、補助金の場合なか

なかできないという部分がありましたので、いろ

いろ調べてみて翌債というのがありますので、ち

ょっと見ておいていただいて、またこのようなア

メリカとイスラエルが戦争を起こして重油が入っ

てこないだとか何かになったら対応できる体制を

つくっていただきたいなと思います。その中で翌

債の申請理由の中で計画に関する諸条件、設計に

関する諸条件、気象の関係に対する諸条件、そし

て用地の関係に対する諸条件、補償処理の困難、

資材の入手難ってここにあるのです。だから、翌

債でも何とかいけるのかなと思ってこの資料を見

つけてきましたけれども、この翌債の考えは違う

のでしょうか、お聞かせいただきたいなというふ

うに思います。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

翌債の考え方、私も〇経済部長（山田裕治君）

それほど深く理解しているわけではないのですが、

一般的に工事請負契約とかの場合でさっき高橋議

員からおっしゃったような当初想定されていない

ような事故が起きた場合に工期が年度をまたがる



－117－

令和８年６月１６日（火曜日）第２回６月定例会・第３号

可能性が出てくるという場合、その場合にいわゆ

る事故繰越とかという形で繰り越す場合と、先ほ

どおっしゃっていただきました翌債という形の手

法がそれぞれあるということのようです。翌債に

関しては、１つの契約で２年間の債務をカバーす

るというふうな考え方で、繰越しに関しては年度

年度区切って例えば令和８年度分の金額はここま

で、また令和９年度に持ち越す分は金額がこれと

いうふうな形でそれぞれ区別をして取り扱うとい

うふうな、そういう手法かというふうに思ってお

ります。ずっと住まいる応援事業につきましては、

債務に関しては単年度でそれぞれ決まるものとい

うふうになっておりますので、債務が２か年にわ

たるということは想定されないのかなというふう

に思ってもいまして、あるとすれば先ほどもお答

えさせていただきましたが、基本的には年度内に

完了するという前提で申請をいただくということ

になっておりますので、当然その前提で申請を受

けた後に、交付決定した後に当初予見していなか

った事故的なものが生じて、それが年度内に完了

しないということが起きれば、それは事故繰越と

いう形で処理をするというふうな形になろうかと

思います。ただ、先ほど言いました予見し難い避

け難い事故というのが実態として何が起きたのか

ということについては、そこについては私どもも

十分に確認させていただいた上で判断することに

なるのかなというふうに思いますし、今６月に入

りまして、今の段階でこの先まだ年度末まで一定

の期間ございますので、今納品が難しいというふ

うな問屋さんからの御回答があるとしてもこの先

状況変わるかもしれないということもありますの

で、市内の事業者の方にお聞きしますと、やっぱ

りいろいろなのです。ある特定の材料が入ってこ

ないというふうなお声もあれば、うちは大丈夫だ

よというふうな事業者さんもいるということで、

私どももそれぞれの事業者さんの在庫の部分です

とか、取引先との関係でいろいろと濃淡が出てい

るのかなというふうには捉えているところでござ

います。いずれにいたしましても、先ほど申し上

げましたとおり万が一のことが起きた場合につい

ては御相談を受ける体制は整えさせていただきた

いと思っておりますので、そういうふうな形で今

後も対応してまいりたいというふうに思っていま

すので、御理解いただきたいと思います。

高橋議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。ぜひ〇１０番（高橋伸典議員）

対応をお願いします。事故繰越、または事務を再

契約するという形が一番いいのかなと思うのです

けれども、まず今回みたいな特別な事項ですので、

そういう部分になった場合の対応をしっかり行政

として持っていただいて、規則ではこう決まって

いるのだけれども、こうでなければいけないでは

なくて、規則はこうだけれども、そしたらこうし

てくださいという、やっぱりそこの裁量を持って

いただくことをお願い申し上げて、私の質問を終

わらせていただきます。

以上で高橋伸典議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

以上で本日の日程は全〇議長（山田典幸議員）

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ３時２７分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸
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署名議員 近 藤 友 美

署名議員 川 村 幸 栄

令和８年６月１６日（火曜日）第２回６月定例会・第３号



－119－

令 和 ８ 年 第 ２ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和８年６月１７日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１４号 令和８年度名寄市一般

会計補正予算（第１号）

日程第４ 議案第１５号 令和８年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第５ 議案第１６号 令和８年度名寄市食肉

センター事業特別会計補正予算（第１

号）

日程第６ 議案第１７号 令和８年度名寄市立大

学特別会計補正予算（第２号）

日程第７ 議案第１８号 令和８年度名寄市病院

事業会計補正予算（第１号）

日程第８ 議案第１９号 工事請負契約の締結に

ついて

議案第２０号 工事請負契約の締結に

ついて

日程第９ 意見書案第１号 地方財政の充実・強

化に関する意見書

意見書案第２号 令和８年度北海道最

低賃金改正等に関する意見書

意見書案第３号 義務教育費国庫負担

制度堅持・負担率１／２への復元など

教育予算拡充とゆたかな学びを求める

意見書

意見書案第４号 道教委「これからの

高校づくりに関する指針」（改定版）

を見直しすべての子どもにゆたかな学

びを保障する高校教育を求める意見書

意見書案第５号 ゼロカーボン北海道

の実現に資する森林・林業・木材産業

施策の充実・強化を求める意見書

日程第10 報告第７号 例月出納検査報告につい

て

日程第11 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第１４号 令和８年度名寄市一般

会計補正予算（第１号）

日程第４ 議案第１５号 令和８年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第５ 議案第１６号 令和８年度名寄市食肉

センター事業特別会計補正予算（第１

号）

日程第６ 議案第１７号 令和８年度名寄市立大

学特別会計補正予算（第２号）

日程第７ 議案第１８号 令和８年度名寄市病院

事業会計補正予算（第１号）

日程第８ 議案第１９号 工事請負契約の締結に

ついて

議案第２０号 工事請負契約の締結に

ついて

日程第９ 意見書案第１号 地方財政の充実・強

化に関する意見書

意見書案第２号 令和８年度北海道最

低賃金改正等に関する意見書

意見書案第３号 義務教育費国庫負担

制度堅持・負担率１／２への復元など

教育予算拡充とゆたかな学びを求める

意見書

意見書案第４号 道教委「これからの

高校づくりに関する指針」（改定版）

令和８年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第４号
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を見直しすべての子どもにゆたかな学

びを保障する高校教育を求める意見書

意見書案第５号 ゼロカーボン北海道

の実現に資する森林・林業・木材産業

施策の充実・強化を求める意見書

日程第10 報告第７号 例月出納検査報告につい

て

日程第11 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．出席議員（１６名）

議 長 １６番 山 田 典 幸 議員

副議長 ２番 倉 澤 宏 議員

１番 中 畠 孝 幸 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 近 藤 友 美 議員

５番 水 間 健 詞 議員

６番 谷 聡 議員

７番 今 村 芳 彦 議員

８番 川 村 幸 栄 議員

９番 佐 藤 靖 議員

１０番 高 橋 伸 典 議員

１１番 高 野 美 枝 子 議員

１２番 清 水 一 夫 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

１４番 東 川 孝 義 議員

１５番 東 千 春 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 紀 國 谷 康 子

書 記 石 橋 恵 美

書 記 及 川 洋 人

書 記 川 名 桃 代

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 岸 小 夜 子 君

総 務 部 長 木 村 睦 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 東 則 良 君

健康福祉部長 松 田 慎 司 君

経 済 部 長 山 田 裕 治 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 伊 藤 慈 生 君

市立総合病院
佐 々 木 紀 幸 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

総合政策室長 櫻 田 孝 臣 君

こども・高齢者
倉 澤 富 美 子 君

支 援 室 長

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 山 岸 克 利 君

監 査 委 員 久 保 敏 君
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本日の会議に１０番、〇議長（山田典幸議員）

高橋伸典議員から遅れる旨の届出がありました。

ただいまの出席議員数は１５名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

日程第１ 会議録署名〇議長（山田典幸議員）

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

９番 佐 藤 靖 議員

１３番 遠 藤 隆 男 議員

を指名いたします。

日程第２ これより一〇議長（山田典幸議員）

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

中心市街地の現状と課題についてを、近藤友美

議員。

おはようございます。〇４番（近藤友美議員）

議長より御指名をいただきましたので、通告順に

従い大項目１点について質問してまいります。

大項目の１、中心市街地の現状と課題について、

小項目の１、中心市街地における空き店舗対策に

ついて。近年全国的にも地方都市の商店街では人

口減少や後継者不足、消費行動の変化などにより

空き店舗が増加しております。本市においても中

心市街地を歩きますと、営業を終えた店舗や長期

間利用されていない建物が見受けられ、商店街全

体の活気低下を心配する声も聞かれております。

特に女性の立場から見ますと、商店街は単に買物

をする場所というだけでなく、子育て世代が安心

して歩ける場所、高齢者が気軽に外出できる場所、

人が集い、地域のつながりを生む大切な場所であ

ると考えます。しかし、空き店舗が増えることで

人通りが減り、まち全体に寂しい印象が広がって

しまうことを懸念しております。

そこで、現在の空き店舗増加の要因について市

としてどのように分析されているかお聞かせいた

だければと思います。

また、現在空き店舗利用事業や創業支援など各

種施策を行っていると思いますが、その利用状況

や効果について市としてどのように評価している

かお聞かせください。

次に、小項目の２番目、アーケードの老朽化に

ついて。中心市街地の商店街は、長年にわたり市

民生活を支え、地域経済を支えてきた大切な場所

であります。特にアーケードにつきましては、買

物空間としてだけでなく、冬期間における雪や雨

をしのぐ歩行空間としての役割も果たしてきまし

た。一方で、近年はアーケードの老朽化が進み、

維持管理の負担や安全面への不安の声も聞かれる

ようになっておりますが、商店街を取り巻く環境

も変化しており、空き店舗の増加や後継者不足な

ど多くの課題を抱えている状況にあります。その

ような中で市として現在のアーケードの状況をど

のように認識しているのか、また商店街や関係団

体とどのように連携し、安全確保に取り組んでい

るのか伺いたいと思います。

そして、今後更新、改修、撤去も含め中心市街

地の将来像をどのように考えているのか伺いたい

と思います。

次に、小項目の３番目、名寄まちなか未来宣言

の推進について。令和８年５月１日に市が発表し

た名寄まちなか未来宣言は、今あるヒト・モノ・

コトを生かし、市民が主役となるまちづくりを進

めようとしているものだと認識しております。そ

して、取組方針の提案として、多文化、多世代交

流の拠点づくり、消費経済活性化によるにぎわい

創出、ウェルビーイングの実現とありますが、こ

れをどのように具体化していくかは今後のまちづ

くりにおいて非常に重要であると考えます。

そこで、消費経済活性化によるにぎわい創出と

してチャレンジショップ、イベント開催、Ｙｏｒ

ｏｃａの利活用とありますが、こちらは一過性の

イベントにとどまらず、既存店舗への回遊や継続
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的な消費につながることが重要と考えますが、市

として今現在どのような取組を考えているのかお

聞かせください。

また、若者のまちなか居住として、株式会社ま

ちづくり名寄が西２条南７丁目付近において来年

４月からの入居に向けて高校生を対象とした寮の

設置を検討していると聞いておりますが、行政と

してどう連携を取っていくのかお聞かせいただき

たいと思います。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

おはようございます。〇経済部長（山田裕治君）

近藤議員からは大項目１点について御質問いただ

きました。小項目１、２には私から、小項目３は

総合政策室長からの答弁となりますので、よろし

くお願いいたします。

初めに、大項目１、中心市街地の現状と課題に

ついて、小項目１、中心市街地における空き店舗

対策についてお答えいたします。市内事業者にお

いては、後継者不足やＥＣサイトの増加及び郊外

型大型店舗の進出による消費動向の変化などによ

り減少しつつあり、特に中心市街地である商店街

においては空き店舗が増加している状況にありま

す。こうした課題への対策として、中小企業振興

条例に基づく支援制度において市街地への誘導を

図るためインセンティブを付与しております。具

体的には、事務所や店舗の改修等を支援する企業

活力強化支援事業や創業者のスタートアップを支

援する創業支援事業におきまして、名寄市立地適

正化計画における居住誘導区域並びに都市機能誘

導区域での事業に対して補助上限額の加算を行っ

てまいりました。令和７年度の事業実績につきま

しては企業活力強化支援事業で５件の利用があり

まして、うち２件が居住誘導区域での実施、創業

支援事業につきましては４件の利用実績があり、

うち３件が都市機能誘導区域で実施されておりま

す。本支援メニューにつきましては、今年度より

改正を行い、さらに中心市街地への誘導を図るた

め補助限度額の加算区域を都市機能誘導区域と商

業区域としております。また、空き店舗の活用を

促すため、創業支援事業における家賃支援も商業

地域内を対象とすることにより新規創業者の中心

市街地への誘導を図ってまいります。

次に、小項目２、アーケードの老朽化について

お答えいたします。中心市街地における商店街の

アーケードについては、歩行者が天候に左右され

ない歩行空間の確保や車道と歩道の明確な分離な

ど安全性と快適性の向上による買物客の利便性向

上、お祭りやイベントの開催など地域のコミュニ

ティーの創出などを目的に商店街が設置、管理を

しており、これまで中心市街地の活性化に大きな

役割を果たしてきました。また、市といたしまし

ても、商店街施設管理支援事業により各商店街に

対しアーケードの維持、管理に係る経費の一部を

支援しております。しかしながら、全国的にも商

店街を取り巻く環境や社会情勢が大きく変化する

中、アーケードの老朽化が課題となってきている

のと同時に、空き店舗の増加による維持管理の懸

念も想定されております。国からも全国的な事例

として地域の合意形成やビジョン策定などにより

しっかりと取り組みながらアーケードの維持、改

修や撤去を行うことで商店街や地域の活性化につ

なげた事例が紹介されております。アーケードの

今後の在り方につきましては、大前提としてその

所有者が各商店街であり、それぞれの組合がどの

ように考えるのかが重要であり、組合員の同意も

必要となります。まずは、その場所で商売をされ

ている各商店街の組合員の皆さんがどのような考

えや将来像を描いているのか確認をしながら、必

要に応じて相談や支援に取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

次に、小項目３、〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

名寄まちなか未来宣言についてお答えいたします。

本市町なかを取り巻く状況につきましては、近

年人口減少の急速な進行や市民のライフスタイル
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の変化などを背景として、来街者の減少、空き店

舗の増加といった商店街の衰退に加え、アーケー

ドの老朽化も進み、町なかの活力低下が大きな課

題となっております。一方で、町なか周辺には駅、

病院、商業施設などの都市機能や地域資源が引き

続き集積しており、特に若い世代が町なかで活動

することにより新たな交流や経済活動が生まれる

可能性を秘めた地域でもあると認識しております。

こうした認識の下、本年５月に名寄まちなか未来

宣言を公表したところです。本宣言は、株式会社

まちづくり名寄が策定した名寄市まちなかグラン

ドデザインと連動し、既に町なかに存在するヒト

・モノ・コト、すなわち地域資源を起点に次の一

手を考える、いわゆるフォアキャスティングの視

点に立って、まちの未来像を描くものであります。

まちづくりを進めるに当たっては、このまちで暮

らし、働き、学ぶ市民一人一人がまちの主役とな

って、これからのまちの姿を一緒に思い描き、実

際に行動していただくことが何よりも大切である

と考えております。市民の皆様、商店や企業など

の事業者、各種団体、そして行政がそれぞれの立

場でアイデアや力を持ち寄り、手を携えて取り組

むことで、初めて元気で住みやすい町なかをつく

り上げていくことができると認識しております。

チャレンジショップやイベントを既存店舗への回

遊や継続的な消費につなげるための取組について

は、議員御指摘のとおり、これらを一過性のイベ

ントに終わらせることなく、エリア全体の活性化

につなげていくことが重要であると認識しており

ます。本市といたしましては、まちづくり名寄や

名寄商工会議所、なよろ観光まちづくり協会など

の関係団体と意見交換を行い、回遊促進策やリピ

ーター獲得に向けた取組、効果的な仕組みづくり

に取り組んでまいります。

最後に、西２条南７丁目に整備予定の学生寮の

進捗状況についてですが、本事業は株式会社まち

づくり名寄が主体となって進めている事業となり

ます。本市といたしましても町なか活性化と若者

の定住促進に資する重要な取組と位置づけており、

同社と緊密に連携しながら必要な支援と情報共有

に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございまし〇４番（近藤友美議員）

た。まず、空き店舗対策として様々な支援をされ

ているということだったのですけれども、今現在

の結果の数字としては、こちらは今現在満足のい

く数字といいますか、もっと使いやすい制度であ

ればもっと数字が増えたりとかということが考え

られるのではないかなと思ったのですけれども、

何かその辺のところで制度として使いやすさとか、

そういうものについてお聞かせいただければと思

うのですけれども、お願いします。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど報告させてい〇経済部長（山田裕治君）

ただいた実施件数が私どもにとって満足いく数値

かどうかということでまずありましたけれども、

報告させていただいたとおり、決して活用状況と

しては多いというふうにはなかなか言える件数、

実績ではないのかなというふうにも私どもとして

も捉えているところであります。そういった状況

も含めまして、先ほどもお答えさせていただきま

したが、今年度から創業支援事業の中身を少しリ

ニューアルをさせていただいております。使い勝

手がよくなったかどうかというか、そこはなかな

かそれぞれ今後の利用状況がまだ今のところはな

い状況でありますので、まだどうというふうに評

価ができる状態ではないのでありますけれども、

ポイントとしてはこれまでの事業者から創業に対

しての産業振興課のほうに御相談いただくケース

も当然ありますけれども、できるだけ事業の計画

の精度を上げていただきたいということもあって、

今回につきましては商工会議所さんですとか商工

会さんと連携を取りながら、事業計画の内容を相

談支援を行っていただく中で精度を高めていただ

くと。そうしたことによって実際に創業、出店さ
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れてから持続性が高いもの、また非常に投資効果

の高いような支援ができるのではないかと、そう

いうふうに捉えておりますので、引き続き今御指

摘いただきましたとおり使い勝手のよさというと

ころも含めて、常にそこは推移を見守りながら、

必要な見直しも加えながら、できるだけ空き店舗

対策ということもそうですし、中心市街地での創

業につなげていきたいというふうに考えておりま

す。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇４番（近藤友美議員）

ちょっと質問としてかぶってしまうのかもしれな

いのですけれども、出店したくてもなかなか踏み

出せない若い世代とか女性の方、あるいは子育て

世代の方とかがもっと制度を利用しやすくするた

めのものって何か特別……今聞いたところではな

いのかなと思うのですけれども、今後そういうこ

とは考えられたりとかはしているかお聞かせくだ

さい。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどちょっと説明〇経済部長（山田裕治君）

の中に含めませんでしたけれども、今回の創業支

援の見直しの中には先ほど説明させていただいた、

より事業計画としてかなり投資規模も大きなもの

を想定した伴走支援というようなことでメニュー

を追加させていただいたというところを説明させ

ていただきましたが、もう一つ、これ補助限度額

とかが先ほど申し上げました支援よりも少し小規

模なものというふうになりますけれども、チャレ

ンジショップですとか、そういったことを多少意

識して、補助対象の要件のハードルを下げたメニ

ューも今回併せて整備をさせていただきました。

実際に子育て世帯の方とかどういう方がそれを利

用していただけるかというのはまだ御相談がない

ので、分かりませんけれども、私どもとしてはそ

れぞれ出店とか創業したい方の意向に合わせてあ

る程度メニューを少し大きく２つに区分しながら

利用促進に努めていきたいというふうに考えてお

ります。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇４番（近藤友美議員）

先ほどもお話ちょっと出ていましたけれども、そ

ういう支援することになると、商工会議所や経済

団体との連携がやはり必須となると考えるのです

けれども、その点の連携というのは密に、中身も

お互いちゃんと把握した上でそれぞれの団体も把

握しているのかお聞かせいただければと思います。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

先ほど説明させてい〇経済部長（山田裕治君）

ただいた事業の制度内容を詰める際には、商工会

議所さん、また風連商工会さんとも事前に議論し

た中で制度設計させていただいておりますので、

私どもは十分連携が取れているというふうに認識

しております。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

若い世代とか女性の方〇４番（近藤友美議員）

は何も分からない状態で創業したいという思いか

ら動き出すと思うので、そういう意味ではやはり

市と商工会議所と経済団体とが連携を取って、少

しでも若い世代の方もチャレンジしやすい環境を

つくっていただけると、まちづくりにも活気が出

るのかなと思いますので、これからも連携のほう

よろしくお願いいたします。

次に、商店街のアーケードに関してなのですけ

れども、こちら商店街の関係者の方、アーケード

あるのは５丁目、６丁目、大通、３条通とあると

思うのですけれども、こちらの関係者の方と協議

をしたり、意見交換というのを今現在しているの

かというのをお聞かせいただければと思います。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

特にアーケードに関〇経済部長（山田裕治君）

して今後の在り方について商店街さんのほうと協

議をしているということはございません。ただ、

一部補修が必要だとかというふうな歩道等の関係

とかもございますので、そういう観点で対応につ

いて御相談いただくということがございますので、
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そういう意味での協議は進めさせていただいてお

ります。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

今後さらにアーケード〇４番（近藤友美議員）

の老朽化が進んだ場合、商店街とかが取り組む課

題であるというのは認識しているのですけれども、

市としてもやはり今後何らかの支援とか助言を事

業所にすることで事業所も課題に向き合う。やは

り高齢化が進んで、なかなか商店街の方も自発的

に動くというところも少ないのかなと思うので、

市のほうからも助言等していただけると事業所も

課題に向き合うことができるのかなと思いますの

で、これからも何らかの助言等をしていただけれ

ばなと思っております。

次に、空き店舗といいますか、チャレンジショ

ップ等のなのですけれども、既存店舗の回遊や継

続的な消費につながることが重要であるのですけ

れども、こちらを何か取り組んだときにそういう

来街者の売上げですとか回遊性など何かしらの指

標を設定する考えはあるのかお聞かせいただけれ

ばと思うのですけれども、何かイベントをしたと

きに今現在だと比べるものがないのかなと思うの

ですけれども、売上げですとか回遊性とかの指標

を設定すればモチベーションにもなるのかなと思

うのですけれども、そういう考えはあるのかお聞

かせいただければなと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

取組に対しての〇総合政策部長（石橋 毅君）

指標の設定の考え方だと思います。今回未来宣言

のほう出させていただいて、そういったソフト事

業も含めて仕掛けをぜひやっていきたいというこ

とを我々が打ち出すことによって、そこに呼応し

ていただける団体等が出てくることを非常に期待

しているところであります。まずは、そういった

市民の皆さんが何かやっているぞと注目していた

だけるきっかけをつくらせていただいて、それが

どのような反響、成果があるのかしっかりと分析

しながら、当然その後何か大きな投資とかいろん

なことがあったときには、それは一つの事業とし

て指標の設定というのは必要になってくるのだろ

うというふうに思いますけれども、まずはこの取

組自体もチャレンジとしてぜひやらせていただけ

ればという認識でおりますので、よろしくお願い

いたします。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

ありがとうございます。〇４番（近藤友美議員）

まちづくり名寄と連携している学生寮の件なので

すけれども、こちらやはり市民の方、関心の高い

問題なのかなと思うのですけれども、完全にまち

づくり名寄がやっていることではないとは思うの

で、何らかの進捗状況とかというのですか、そう

いうものを発表するというか、市民に知っていた

だく場というのは、それは市として発表していた

だけるものなのでしょうか。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどの答弁で〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

も申し上げましたけれども、事業主体が今現在ま

ちづくり名寄さんのほうで進めているということ

でありまして、私も様々な若者居住に対する支援

ですとかといったところはもちろんこれまでも進

めていきたいという考えであります。公表の仕方

というのは、恐らくまちづくり名寄さんのほうで

ある程度進捗状況等ができたタイミングで出され

るのかと思いますけれども、市としてということ

ではちょっと現段階では考えておりません。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

学生寮と併せて同じぐ〇４番（近藤友美議員）

らいの時期に図書館設備の複合施設の建設の話も

出ていたかなと思うのですけれども、こちらのほ

う、議会始まってから何度かお話は上がっている

かなと思うのですけれども、こちらもまだ先はは

っきりとは分かっていないかなとは思うのですけ

れども、こちらもやはり適宜進捗等報告していた

だけることを市民の方は希望しているのかなと思

うのですけれども、こちらはどのようにお考えか

お聞かせください。
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櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

これまでも皆さ〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

んから御質問いただいていまして、答弁重なるか

もしれませんけれども、これまで様々な検討等し

てきましたが、なかなか民有地の関係ですとか進

まない状況でありまして、今まさしく未来宣言さ

せていただきましたけれども、また総合計画の今

現段階で策定をしている最中でございますが、そ

の中でも市民の皆様から様々な御意見、例えば駅

前のやっぱり周辺がちょっと寂しいですとか、町

なかのにぎわいがもうちょっとできないかといっ

たところで高校生はじめ皆様、若い方からもいろ

んな御意見をいただいていますので、そういった

形も新たにまた検討素材とさせていただいて、こ

れから複合施設の在り方等を進めていきたいとい

うことでございます。

近藤議員。〇議長（山田典幸議員）

やはりなかなか進まな〇４番（近藤友美議員）

いということも理解はしているのですけれども、

そういう状況もできれば適宜御報告していただけ

ると皆さん安心というか、分かっていただけるの

かなと思いますので、今後あまり進捗がなくても

今現在こういうふうなことを話していますよとか、

そういうことを報告していただけるといいかなと

思いました。

全般的に空き店舗対策が単なるやはり経済対策

にとどまらず、地域の魅力向上や安心して暮らせ

る持続可能なまちづくりにつながるのではないか

と思いますので、そちらを期待して、私の質問を

終わります。

以上で近藤友美議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

加藤市長５期目の選挙公約についてを、谷聡議

員。

議長から御指名いただ〇６番（谷 聡議員）

きましたので、通告順に従い大項目１点について

質問をさせていただきます。

４月に５回目の当選を果たされた加藤市長の選

挙公約、市民へ約束する４つの柱について幾つか

確認をさせていただきたいと思います。結果無投

票となったことで公約のＰＲですとか詳細の説明

をする機会ということが多分なかったということ

もあって、公約の内容については市民に必ずしも

浸透していないというように感じているところで

す。大変重要なことだと思いますので、時間の関

係で全てについてというふうにはなりませんけれ

ども、何点か確認させていただきます。

小項目の１番目、未来を開く人づくりについて。

子供から大人まで学び、挑戦、地域を支える人材

の育成と定着というサブタイトルがついておりま

す。これには７つの項目が掲げられておりますけ

れども、そのうち幼児教育、保育の量、質の確保

について伺います。幼児教育の量の確保とは、少

子化が進行している中、どのようなイメージを持

たれておられるのかお伺いをしたいと思います。

２番目として、町なかの将来像の具現化、括弧

して図書館とか学生寮などについてでございます。

先ほどの質疑の中でも触れられておりますけれど

も、町なか将来像における学生寮について、ミマ

ツ跡地に当初の計画ですと大学生の寮という当初

の構想があったというふうに聞いておりますけれ

ども、その後どうなっているのか。先ほどの質疑

とも一部かぶりますけれども、お答えをいただき

たいと思います。

それから、陸上自衛隊名寄駐屯地との連携強化。

名寄駐屯地との連携で今まで以上、これまで以上

に連携できるものというのがどういうものがある

のかということについてお考えをお聞かせいただ

きたいと思います。

小項目２番目、地域の強みを生かす産業、仕事

創出について。地域資源と産業の強みを生かし、

安定した雇用と持続可能な地域経済の確立という

サブタイトルがついておりますが、これには４つ

の項目が挙げられております。そのうち基幹産業

である１次産業関連作業の付加価値拡大について

お伺いいたします。１次産業関連産業の付加価値



－127－

令和８年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第４号

拡大とは、具体的にどういうイメージをお持ちな

のかお伺いをいたします。

それから、北北海道の交通の要衝を生かした物

流、防災拠点化構想の具現化、企業誘致について

です。物流、防災拠点化構想については、道北地

域には必要だということは理解をいたしますけれ

ども、これ名寄市民にとってのメリットとはどの

ようなものがあるのか、また企業誘致について想

定している業種や企業はどのようなものがあるの

かお知らせいただきたいと思います。

続いて、小項目３番目、安全、安心で快適な暮

らしの基盤創造について。安全で安心して暮らせ

る生活環境を整え、快適で魅力ある住環境の形成

というサブタイトルがついておりますが、これに

は５つの項目が掲げられております。そのうち名

寄市立総合病院の経営改革について伺います。市

立総合病院の経営改革について、市政執行方針で

は増収策と経費削減策が示されておりますけれど

も、それぞれの実効性についてお伺いをいたしま

す。

２番目として、高齢者福祉と障がい者福祉。高

齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるようと

市政執行方針でうたわれておりますけれども、親

族のいる都会へ転出する事例というのが数多く見

受けられているところです。これら高齢者転出の

実態と有効策について伺います。

小項目、４番目、未来を支える持続可能な市政

運営について。人口減少社会に対応し、市民サー

ビスを将来にわたり安定的に確保するため、選択

と集中の実質化により財政基盤の強化と行政の質

の向上というサブタイトルがついております。こ

れには６つの項目が掲げられておりますが、この

うち市職員の定数と人材育成計画の見直しについ

てお伺いをいたします。これまでも一般質問等で

取り上げてまいりましたけれども、市職員の定数

見直しでは危機感が伝わらないと思っています。

はっきりとこれは削減というふうに表現すべきで

はないかと思っております。また、数値目標、人

数または総人件費について早急に数値目標を示す

べきではないかというふうに考えております。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

谷議員から大項〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

目で１点御質問いただきました。小項目１は私か

ら、小項目２は経済部長から、小項目３は病院事

務部長から、小項目４は総務部長からの答弁とな

りますので、よろしくお願いいたします。

大項目１、加藤市長５期目の選挙公約について、

小項目１、未来を開く人づくりについてお答えい

たします。まず、幼児教育につきましては、幼稚

園教育要領に基づき各園において実施していると

ころでありますが、保育所については保育所保育

指針に基づいた保育を、幼保連携型認定こども園

については幼保連携型認定こども園教育・保育要

領に基づいて教育、保育を実施しているところで

す。いずれも就学前の子供の育ちを支える基準と

なるものでありますが、現在では内容の整合性が

図られており、両基準とも子供の主体的な活動を

重視する、遊びを通して学ぶ、環境を通して育て

る、一人一人の発達に応じるといった考え方を基

本としているところであります。そのため、幼稚

園のみならず、保育所や幼保連携型認定こども園

においても小学校との接続を見据えた幼児教育を

行っているところでありまして、こうした幼児教

育を行うためには保育士や幼稚園教諭の確保が重

要であることから、量の確保としているところで

す。

次に、町なかの将来像につきましては、本年５

月に公表いたしました名寄まちなか未来宣言に基

づき地域に根づくヒト・モノ・コトといった貴重

な資源を最大限に活用し、今ここにある地域資源

を起点に次の一手を考えるフォアキャスティング

の視点を取り入れながら、コンパクトで活力ある

まちづくりを推進してまいります。今後は次期総

合計画の策定プロセスでいただいた市民の皆様の

御意見やワークショップでの提言を反映させ、ま
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ちづくり会社等をはじめ関係機関と連携を図りな

がら施策の実効性を高めてまいります。

また、図書館機能を有する複合施設につきまし

ては、西３条南６丁目周辺を候補地として検討を

進めております。当該地は民有地であることから、

まちづくり会社が土地所有者と協議、交渉を継続

しているところでございます。西２条南７丁目に

おける学生寮の整備におきましては、株式会社ま

ちづくり名寄が主体となって進めている事業であ

りますが、本市といたしましても町なかのにぎわ

い創出と若者定住促進を図る重要なプロジェクト

であると認識しております。引き続き同社と緊密

に連携しながら必要な支援と情報共有に努めてま

いります。

次に、陸上自衛隊名寄駐屯地との連携強化につ

いてお答えいたします。現在本市と名寄駐屯地は、

防災対策や地域行事への協力、人材育成など幅広

い分野で連携を図っております。特に災害発生時

における対応や各種イベント、スポーツ大会、地

域行事などへの参加協力は市民の安全、安心の確

保や地域の活性化に大きく寄与していただいてい

るところです。今後の連携につきましては、近年

の自然災害の激甚化、頻発化に鑑み、実践的な防

災訓練や避難所運営の円滑化に向けたノウハウの

共有など、地域防災力の向上に向けた協力体制を

さらに深めていく必要があると考えております。

今後も引き続き名寄駐屯地の増強、環境整備等に

ついて北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会や陸上自

衛隊名寄駐屯地増強促進期成会などと連携した各

種要望活動を行ってまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

山田経済部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、大項目１、〇経済部長（山田裕治君）

小項目２、地域の強みを生かす産業、仕事創出に

ついてお答えいたします。

本市の基幹産業である農業につきましては、名

寄盆地特有の寒暖差と豊かな自然が育む農畜産物

を通じまして全国の皆様から高い評価をいただい

ております。一方で、生産者の高齢化や担い手不

足、人件費や資材高騰など農業を取り巻く環境は

厳しさを増しており、今後も持続的に発展してい

くためにはさらに付加価値を高めていく必要がご

ざいます。具体的な取組といたしましては、１つ

目に生産性の向上が挙げられます。既に一部の農

業者で導入が進んでいるＩＣＴを活用したスマー

ト農業の推進や圃場の大区画化などにより作業効

率の向上や省力化、品質の安定化を図ってまいり

ます。

２つ目には、農産物を軸とした企業との連携に

よる付加価値の創出です。国内有数の産地である

モチ米をはじめ、高品質な野菜や国産のニーズが

高まりを見せる薬用作物や酪農畜産など様々な農

産物が生産される特徴を生かし、実需企業をはじ

め関係機関との連携を深め、新たな産業や付加価

値の創出に向けた取組を進めてまいります。

次に、物流、防災拠点化構想の具現化について。

本市は、道北圏域の地理的中心に位置し、北海道

縦貫自動車道との高い接続性を有しております。

この立地特性は、広域的な中継集約拠点として高

い優位性を備えているものと考えております。こ

うした本市の強みを生かし、道北地域の交通の要

衝としての機能を検討することは、基幹産業であ

る農畜産物の安定的な出荷環境の確保や地域経済

の基盤を維持する上で重要であると認識しており

ます。本構想の具現化に向けましては、昨年９月

に北・北海道物流拠点検討協議会を設立し、国の

補助事業を活用しながら、客観的な物流量の分析

や関係事業者へのヒアリングを実施してまいりま

した。現在はこれらの調査結果を踏まえ、拠点と

して備えるべき機能や候補地の精査など協議会等

を通じて検討を進めているところでございます。

今後は、これまでの調査で明らかとなった本市の

特性や地域資源を踏まえ、食品加工や物流事業な

ど関係企業に対して情報を発信してまいります。

本市が物流、防災拠点として持つ可能性を検討し、

企業誘致に向けた取組を継続してまいります。
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以上、私からの答弁とさせていただきます。

佐々木病院事務部長。〇議長（山田典幸議員）

私か〇市立総合病院事務部長（佐々木紀幸君）

らは、小項目３、安全、安心で快適な暮らしの基

盤創造についてお答えをいたします。

初めに、市立総合病院の経営改革についてであ

りますが、市立総合病院においては令和６年度約

９．８億円の赤字を計上し、令和７年度決算にお

きましては赤字幅が縮小となったものの、大幅な

改善までには至っておらず、経営改革は待ったな

しの状況にあると認識しており、収支改善に向け

た取組を進めていくこととしているところであり

ます。具体的な内容といたしましては、増収策で

は病診連携強化による患者数の増加、経営コンサ

ルの活用によるベッドコントロールの最適化とし

て退院調整ルールや体制の見直し、それと総合健

診の枠及び種類の拡充などの実施により年間で２

億円ほどの収益増を目指します。また、診療単価

を上げる取組の一つとして、診療報酬加算の算定

機会を向上させる仕組みづくりや新たな加算を取

得するための体制充実にも取り組んでまいります。

経費削減策においては、電力契約のリバースオー

クション方式への変更、旅費支給ルールの見直し、

セル看護方式の全病棟への導入や医療ＤＸ導入等

による業務効率化により時間外勤務の縮減、また

管理業務等委託内容の見直しなどを行うことによ

り年間２，５００万円ほどの削減効果を目指しま

す。令和８年度の診療報酬改定による算定が６月

以降順次始まっておりますため増収を期待できる

ところではありますが、近年の賃上げ、物価高騰

による影響は大きく、今後も病院経営は厳しい状

況が続くものと予測をしているところであります。

これからも当院の役割、機能を維持し、本圏域の

医療提供体制を確保し続けることで地域住民の方

々が安心して生活していけるよう事業管理者、院

長を先頭に職員一丸となって経営改革に取り組ん

でまいります。

次に、高齢者転出の実態と有効策についてであ

りますが、本市の高齢者転出につきましては、介

護保険第１号被保険者６５歳以上の令和７年度の

転出者は１１０人でした。令和２年度は８２人、

令和３年度は１３６人、以降１２０から１１０人

台の横ばいの状況となっております。転出の理由

や転出先については確認できておりませんが、市

独自で取り組んでいる人口移動調査に回答してい

ただいた高齢者の中には、親族との同居や施設入

所などの理由を記載していただいている方もいら

っしゃいました。家族、親族との同居、近居は単

身高齢者の増加や家族との疎遠による身寄りのな

い高齢者の増加などの社会的な課題を踏まえると、

高齢者の安全を守り、社会的な孤立を未然に防ぐ

有効な選択肢の一つであると考えますが、一方で

長年住み慣れた地域からの転出は、友人や地域と

離れる孤独感や生活環境の変化など精神面や健康

面でのリスクも伴います。高齢者転出対策は、高

齢者福祉施策だけでは解決できませんが、高齢者

が住み慣れた地域で自分らしい生活を続けられる

よう高齢者やその家族の総合的な相談窓口である

地域包括支援センターを中心に支援を必要とする

高齢者を適切な支援につなぎ、安心して暮らし続

けられる体制の充実を図ってまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、小項目４、〇総務部長（木村 睦君）

未来を支える持続可能な市政運営について申し上

げます。

総務省の調べによると、令和７年４月１日現在

の全国の地方公共団体における市町村等の職員数

は約１３８万人であり、前年に比べ７８３人の増

加となっております。特に一般行政部門で増加し

ており、子育て支援やデジタル化への対応などが

要因と分析されております。全国的な傾向といた

しまして、地方公共団体の職員数は平成６年をピ

ークに減少してきましたが、平成２９年以降は微

増から横ばいの傾向が続いております。そのうち

市町村等においては、令和２年から増加している
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ところであります。本市における職員数について

は、第２次名寄市行財政改革推進基本計画の基本

方針１、効率的で質の高い行政運営の推進、推進

項目、適正な定員管理と人材確保において、簡素

で効率的な組織機構づくりに努めるとともに、業

務量に応じた適正な人員配置に努めるとしており、

組織機構に関しては行財政推進本部組織機構・人

材育成検討委員会で協議をしているところであり

ます。議員からは職員定数に関して削減すべきと

の御提言ですが、市民サービスの維持、向上には

適正な人員配置が不可欠であります。そのため、

将来の業務量を見据えた適正な定数管理について

慎重に検討を重ねてまいります。また、今年度名

寄市人材育成・確保基本方針の策定を予定してお

ります。本方針では、求められる職員像を具体的

に定義するとともに、各職責における役割の明確

化、計画的な研修を通じたキャリア形成、人材確

保、職場環境の改善など職員一人一人が意欲を持

って業務に取り組むことができる組織体制の構築

に向け議論を深めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

それでは、それぞれ御〇６番（谷 聡議員）

答弁いただきましたので、再質問に移らさせてい

ただきます。

まず、小項目の１番目です。これは、幼児教育、

保育の量の確保ということについては先ほどの御

答弁で理解いたしました。いろいろな幼保の連携

であるとか、小学校との連携であるとかというこ

とでこれまで以上に取り組んでいくということで

ございました。

町なか将来像の具現化についてですけれども、

これ主にといいますか、学生寮の部分についてま

た先ほどに引き続いてお伺いいたしますけれども、

昔は市内にたくさん賄いつきの学生寮があったと

思います。学生寮については、何か先ほどもあり

ましたけれども、名寄高校の学生寮という想定で

今進んでいるやに聞いたところですけれども、例

えば、これまちづくり会社が進めているというこ

とは十分承知しておりますけれども、これただミ

マツ跡地というのは市費を投じて建物を除却した

土地でもございます。これまちづくり会社がやっ

ていることだからということで、ノータッチとい

うことではないのでしょうけれども、これは学生

寮の所有者とか経営者が誰になるのか、先ほど言

ったような賄いがつくのかつかないのか、家賃は

幾らぐらいを想定しているのか、こういったこと

が大筋でも明らかにならないと、これは子育てを

している親にとってではここの寮に入れようかと

いう判断はなかなかつきにくいと思います。とい

うことは、需要についてのめどが立たないという

ことにもなると思うので、なるべくこれらの詳細

について方向性を、先ほどの近藤議員の質疑にあ

りましたけれども、市民に対してというよりはこ

れ下宿させようという親御さんは市民ではない。

近隣市町村の方だと思うので、広く早めにオープ

ンにしていくことによって需要が把握できるので

はないかと思います。これ建物を着工してからで

は後戻りができませんので、この辺のまちづくり

会社との連携について再度御答弁をお願いいたし

ます。

橋本副市長。〇議長（山田典幸議員）

まちづくり会社で行う〇副市長（橋本正道君）

名寄高校だと思いますけれども、学生寮について

の御質問ということです。議員御指摘のとおり、

非常にまちづくり会社としても大きな事業であり

ますし、工事も伴うということですから、我々も、

市のほうとしても当然関心を持つべき事業だと思

っておりますし、まちづくり会社に対しましては

総合政策部長が役員として入っている。また、そ

のほか関係機関の皆さんも役員として入って、非

常に公共的な立場で事業やられているということ

で認識していると思います。近藤議員の御質問に

ありましたけれども、まちづくり会社での事業で

ありますので、恐らく経営者あるいは施工につい

てはまちづくり会社でやるというふうな認識でい
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るところであります。私も別のところで様々な形

でまちづくり会社の方といろんな協議することあ

るのですけれども、ちょっと今ネックになってい

るのは物価高の関係もありまして、工事の費用積

算がちょっと今手間取っているという話を聞いて

おりますので、ただそれも議員御指摘のとおり学

生募集の関係などもありますと、できるだけ早め

にそこの結論は出さなければならないということ

で、６月ですので、今月の末にまたもう一度総合

政策部長も交えてまちづくり会社さんのほうと進

捗状況などについて協議する予定でございます。

名高の学生寮ということでありますから、管理人

さんについても置かなければならないですとか、

家賃についてもどうなのか、そこは会社としての

事業計画がありますので、工事費の積算、それか

らそれに伴う収入の部分についても恐らく６月め

どに大体のスキームが固まってくるものではない

かなと想定しております。我々の事業であります

まちづくり会社さんの事業ですので、我々として

も、繰り返しになりますが、大変関心を持って見

詰めておりまして、様々な情報についても精査し

ていく必要がありますし、あとまた名寄高校さん

のほうにもこういう形あるのだけれどもというこ

とで名寄高校さんとしてはどういうようなスタン

スでいくのかというところの確認もしなければな

りませんので、今月末からかなり頻繁にいろんな

やり取りがされることとなると思います。大体学

生募集の関係もありますので、これ高校さんのス

ケジュールにもよりますから、その中で精査をさ

せていただいて、しかるべき時期に恐らくまちづ

くり会社さんのほうでの様々な発表になるかと思

いますけれども、だんだんそういう形でやれるも

のかやれないものかも含めて見えてくるのではな

いかと考えているところです。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

今の御答弁にあったよ〇６番（谷 聡議員）

うに、建築についての工事費は近年相当高騰して

おります。当然建物、これまた新築の建物でござ

いますので、相当な建築費がかかるだろうという

ふうな想定はできます。それに伴って、学生寮と

しての１部屋当たり、１人当たり幾ら月額必要な

のかというのは親御さんにとっては大変な関心事

であると思います。高校生というのは、今大学の

進学率考えると多くの高校生が大学に進学すると。

親の負担も大学進学にはそれまで以上の相当な費

用がかかるということを想定されておられるのだ

と思いますけれども、なかなか高校生に対してで

は月額５万円、６万円の下宿費が出せるかといっ

たら、出せる人はいるのでしょうけれども、そう

多くないように私は思っています。そういうこと

も含めて、なるべく副市長がおっしゃったまちづ

くり会社の連携強化、情報の開示ということに努

めていただきたいと思っております。

自衛隊との連携強化については、先ほどの御答

弁にありましたように、自然災害、やっぱりこれ

は近年激甚化しております。こういったことから

もやっぱり自衛隊なくしては災害復旧、災害対応

できないような部分も相当多くあると思いますの

で、これまで以上にさらに連携強化が必要だとい

うことは理解いたしました。自衛隊に関しての再

質問はちょっとまた後ほど、ひとつ後回しにした

いと思いますので、次に進みたいと思います。

続いて、小項目の２番目です。１次産業の関連

産業の付加価値の拡大ということで、いろいろ生

産性の向上ですとかＩＣＴスマート農業等につい

ての御答弁がございました。物流拠点化について

でございます。私一番聞きたかったのが名寄市民

にとってのメリットということについてちょっと

先ほどの御答弁で分かりにくかったので、このこ

とに関してもう一度御答弁お願いしたいと思いま

す。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

メリットという〇総合政策部長（石橋 毅君）

ことでございます。そもそもこの取組なのですけ

れども、近年の名寄というのは物流の通過点とし

て機能してきましたけれども、今後は中継拠点と
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して機能を強化していきたいという、そんな取組

でございます。そのことによって私は３つほどや

っぱり価値を市内に生み出すのではないかという

ことを期待しているところであります。１つは、

やっぱり新たな雇用と産業の創出であります。こ

のことについては、物流施設の集約や附帯サービ

スの充実などによって物流関連の新たな雇用が生

まれることに期待をしております。

それから、もう一つは地場産品の競争力の向上

ということを期待しています。これは、市内の農

産物や加工品などをやはり迅速に圏域外へ出荷で

きる環境が整って、地場産業の収益性は高まって

いく、あと持続可能性が高まるといったことでご

ざいます。

そして、３つ目が防災、強靱化ではないかなと

いうふうに考えております。ここについては、広

域的な物流拠点があることで災害時における物資

供給の生命線を市内に確保できると。そして、市

民の安心、安全に直結すると、そんなことがメリ

ットとして発生してくるのではないかなというふ

うに思っております。物流中継拠点は、単なる物

流施設の誘致ではないと考えておりまして、物流

の最適化を図ることで地域内の迅速な物資供給体

制、こちらを構築できると。そして、災害時など

のレジリエンスを高めることができると認識をし

ております。

また、拠点化に伴う雇用創出、そして関連する

中小企業の参入機会など、既存の交通資源を収益

を生む産業、こちらへと変えることで名寄市の産

業構造を強固にする可能性を秘めている取組にな

るのではないかなというふうに感じております。

以上です。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

メリットについて詳し〇６番（谷 聡議員）

い御答弁いただきました。拠点化構想について、

先日の代表質問で示された共同輸送の具現化とい

うのが恐らく肝になると思っておりますけれども、

これについてはやっぱりメリットも多く、国が推

し進めていると。言わば理想だと思っております。

ただ、これについては共通のシステムが必要だと

か、何かデメリットも多いように思うのですけれ

ども、この共同輸送の具現化というのはなかなか

市の取組として目標とするにはちょっとハードル

が高いような気はするのですけれども、その点い

かがでしょう。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

ここについては、〇総合政策部長（石橋 毅君）

最適化といったところをどう目指すかという手段

の話になってきますので、そこについては行政が

音頭を取るというよりもやっぱり共通認識を協議

会の中で持って、そこに取り組んでいただける民

間事業者をしっかりまとめていく、こんな取組に

なっていくのだと思います。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

この拠点化構想につい〇６番（谷 聡議員）

ては、受注したコンサル会社がこれまでのところ

何か発注者の意図を十分理解していないとか、十

分酌み取っていないのではないかと思われるよう

な感じを報道等からは受けるところですけれども、

これはコンサル会社の能力に問題があるのか、そ

れとも問題がないとすれば発注内容自体にちょっ

と難し過ぎる部分があったのではないかというふ

うに思うのですけれども、これはどういうふうに

考えたらよろしいですか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

なかなかそれぞ〇総合政策部長（石橋 毅君）

れのものを運んでいただいている事業者からする

と、それぞれが収益性が絡むお話になってくるの

で、どこまで社内の情報を開示するかというのは

コンサルがどうのこうのというよりも、それは情

報を提供していただける側の判断になってきます

ので、そこについて非常に難しさがやはりあった

という認識であります。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。〇６番（谷 聡議員）

それでは、ちょっと時間の関係もありますので、
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次の小項目に移らせていただきたいと思います。

病院の経営改革について、増収策としては約２億

円のプラス、経費削減策については電力契約とか

旅費とか超勤縮減、これらで２，５００万円とい

う数字の御説明がありました。やっぱりこれら非

常に難しい問題だとは思います。当然名寄市だけ

の問題ではない。構造的な問題を抱えていること

だというふうには理解しておりますけれども、こ

れ例えば市長公約に経営改革入れたということは、

何かこれまでにはなかったようなトップダウンに

よる大胆な方策を考えているのではないかという

ようなことも考えたのですけれども、この辺につ

いてはいかがでしょう。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

一昨年、昨年と物価高騰〇市長（加藤剛士君）

によりまして、全国の公立病院全体にも言えるこ

とかもしれませんけれども、特に名寄市立総合病

院が非常に厳しい経営状況にあるということが顕

在化してきたということであります。この状況が

あと１年、２年続くと、これ病院の経営ももちろ

んですけれども、市の一般財政そのものにも大き

な影響を及ぼしかねないというような状況である

というふうに認識をしたところであります。当然

構造的な問題もありますので、一自治体だけで解

決できない問題もあります。ただ、できることは

しっかりとやっていかなければならないという思

いの下、そうした公約を掲げて、現在今部長がお

っしゃったような経営改革を淡々と進めているよ

うな状況であります。一方で、広域分散型の北海

道の立地状況の中でどういうふうに病院を配置し

て、どういうふうな医療体制で命を守っていかな

ければならないかということは、今まさに国でも

その構想をまとめていますけれども、我々のこう

した特殊な地理的環境をしっかりと認識していた

だくために昨年度も様々な要望をしてまいったと

ころでありますけれども、今年度も必要に応じて

北海道等とも連携しながら言うべきことはしっか

り国や北海道に実情をお伝えをして、この病院の

大切さを訴えることによって経営の維持に努めて

いきたいというふうに思っています。いずれにし

ても、名寄にとって、道北にとってこの病院がな

くなるという、ここは絶対なくせない医療機関で

あるという認識の下、様々な経営改革に取り組ん

でいきたいというふうに考えていたところでござ

います。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

病院の経営改革、待っ〇６番（谷 聡議員）

たなしということでございます。今市長がおっし

ゃられたようないろんな政策を組み合わせて経営

改革について取り組んでいただくということでご

ざいますので、よろしくお願いしたいと思います。

もう一点、高齢者福祉の関係です。先ほど御答

弁いただいた６５歳以上の介護保険の被保険者と

いうのでしょうか、これの令和７年度の他の自治

体の転出者が年間で１１０人という数字だったか

と思います。私が思っていたよりもちょっと多い

かなと思ったのですけれども、高齢者転出につい

ては例えばほかの土地にいる娘さんや息子さんの

そばに行くというのは私は決して悪いことではな

いと思います。ただ、これらがこれからどんどん、

どんどん増えていくと、やっぱり人口減が加速す

ることもあります。なかなかではこれについてど

うしたらいいのかということはお答えは難しいと

思いますけれども、できるだけ高齢者が住み慣れ

た地域で生活を続けられるようと、市政執行方針

のとおり高齢者福祉については取り組んでいただ

きたいと思っています。

この項目の安全、安心で快適な暮らしの基盤創

造の中には、実は風連インターチェンジの設置検

討という項目が入っておりました。これは、来年

方向性が示されるということを聞いておりますの

で、今回は私の質問には入れておりませんけれど

も、またそのときによろしくお願いしたいと思い

ます。

続きまして、小項目の４番目、未来を支える持

続可能な市政運営について。市職員の定数と人材
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育成計画の見直しということで総務部長から御答

弁をいただきました。総務部長からはいろいろと

適正な人員配置が必要だという、これは従来の御

答弁と同じというふうに聞いておりましたけれど

も、例えば、これも先ほどと同じなのですけれど

も、これ適正な人員配置をするということを目的

として市長公約に入れられたのでないのだろうな

というふうに私は推察したのですけれども、これ

はいかがでしょうか。例えば部長としての答弁は、

従来の答弁を踏み越えられないというのは、これ

は公務員として当然なのです。そこで、政治家で

ある市長が職員定数に触れられたということは、

やっぱりこれまでの答弁以上のものが恐らく考え

の中におありになるのであろうというふうに推察

したのですが、その辺はいかがでしょうか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

令和７年度も行革という〇市長（加藤剛士君）

ことで一般財源ベース５億円ということを旗印に

ゼロベースでやっていこうということで、職員の

皆さん一丸となってやってきました。一部市民の

皆さんにもそこを理解していただく中で御理解い

ただいたところもあったかと思います。一方で、

それだけ削っても令和８年度予算に関してもやは

り基金を取り崩して予算を組まなければならない

状況に大きな変化はなかったということでありま

して、今後長い先を見据えた上であらゆる事案を

ゼロベースから見直していく。当然職員の定数に

関してもそうした角度から見直していかなければ

ならない事案だというふうに思っています。当然

人口が減少してきていて、行政の財政の収支のバ

ランスがしていないということになってくると、

いわゆる職員の定数の削減ということも、当然そ

れは可能性としてはないわけではないというふう

に思っておりますが、あらゆる角度から行財政改

革を進めなければいけないという覚悟でありまし

て、今年度そのために様々な計画や指針をつくっ

ていくということになります。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

職員定数については引〇６番（谷 聡議員）

き続きといいますか、これまで以上の目的意識を

持った見直しに取り組んでいただきたいというふ

うに思っております。

それで、先ほど壇上からの質問にはないことな

のですけれども、持続可能な市政運営についてと

いうことで、今回市長給料の２０％カットという

ことが打ち出されておりました。先日の代表質問

でも取り上げられておりましたけれども、この目

的と効果、幾らぐらいの経済効果があるのかにつ

いてお知らせいただきたいと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

経済効果ということはあ〇市長（加藤剛士君）

まり考えていなくて、代表質問でもお話しさせて

いただきましたけれども、これまで積み重ねてき

た中でこうしたギャップが出てきているのだとい

うことに対する、自らに対する戒めと今後、こう

した状況でありますので、これまで行ってきた事

業、行政サービス、ゼロベースで見直していくと

いうことになりますので、当然市民の皆様にも御

理解と御協力もいただかなければならない場面も

あるということでございますので、こういう覚悟

であるということをお示ししたということでござ

いますので、御理解をお願いいたします。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

厳しい財政状況の中、〇６番（谷 聡議員）

行財政改革を進める過程において自らの姿勢を示

したという先日の御答弁だと思います。姿勢を示

す意味がないとは思いませんけれども、私は堂々

と決められた給与を受け取るべきではないかとい

う考えを持っております。先日給与カットの議案

には賛成いたしましたけれども、これら姿勢を示

すということであれば、例えば首長の給与カット

という手法に踏み込むのであれば、何か２０％給

与カット、これ期間は４年間というふうに長いと

は思いますけれども、全国的に市長の給与カット

という事例、最近のものちょっと調べてみました。

兵庫県の淡路市長は少子化が進む中、効果的な行
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政運営を行うには事業の見直しが必要だとして、

自らその姿勢を示したいとして給与、期末手当を

５０％削減、東大阪市長は身を切る改革として４

年間２０％カット、期末手当を含む退職手当全額

カット、富山県の高岡市長は能登半島地震復旧、

復興として４０％カット、前橋市長は……

谷議員、よろしいです〇議長（山田典幸議員）

か。議決した案件なので、ちょっとそこは入り過

ぎだと思いますけれども。

そこからまたちょっと〇６番（谷 聡議員）

違うところに行こうと思いますので、よろしいで

すか。

どういうふうになりま〇議長（山田典幸議員）

すか。

これらの、例えば今議〇６番（谷 聡議員）

決したのは給与の２０％カットという部分でござ

います。これら以外に全国的に見ると例えばそれ

が期末手当に反映するのか、退職手当に反映する

のか、その辺についてはいかがでしょう。

暫時休憩します。〇議長（山田典幸議員）

休憩 午前１１時２２分

再開 午前１１時２２分

再開します。〇議長（山田典幸議員）

木村総務部長。

２０％市長の給料が〇総務部長（木村 睦君）

今回削減されたということですので、当然手当に

も反映されるとなります。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

分かりました。それで〇６番（谷 聡議員）

は、退職手当にも反映されるということでよろし

いですか。分かりました。

それでは、この項目については以上で、再質問

については先ほどちょっと１つ取り残したところ

がございます。自衛隊との協力、連携強化につい

てということで、再度ちょっと再質問をさせてい

ただきます。当市においては、自衛隊協力会です

とか自衛隊退職者雇用協議会ですとかが熱心な活

動を行っています。市政執行方針では、名寄駐屯

地の拡充や自衛隊員の増強について自衛隊の体制

維持、強化に取り組むということがうたわれてお

ります。名寄市内には多くの隊員とその家族、そ

れからこれから隊員になろうとする人たちがいる

と思っておりますが、先日の国会で自衛隊に行く

子供たちは経済的に厳しい、豊かな子供たちは自

衛隊にはならないという耳を疑うような発言がご

ざいました。これ駐屯地を有する自治体の長とし

てこの発言に対する受け止めと感想をお伺いした

いと思います。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

つぶさに最後まで何を言〇市長（加藤剛士君）

いたい答弁だったのかというのは私見ていないの

で、ちょっと分かりませんが、明らかに事実は違

うことだと思いますが、一方でやっぱりなかなか

家庭環境が厳しかったり、所得が少ない家庭の中

で育った方が隊員になっていらっしゃる方もいる

というのは事実なのだろうというふうに思います

けれども、それが全てというわけではないのだろ

うなと思ったぐらいの感想です。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

ちょっと否定……私は〇６番（谷 聡議員）

このときの国会質疑のやり取りを何度も繰り返し

繰り返しユーチューブとかで見ていましたけれど

も、防衛大臣の否定のトーンというのはもっと強

かったように思います。今市長の発言聞くと、何

か質問者の言うことを一部肯定されているような

御答弁だったようにお伺いしたのですが、もっと、

この発言については一部容認というような考えを

されているということでよろしいですか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

容認とか容認でないとか、〇市長（加藤剛士君）

発言自体の趣旨が私分からないので、どういう文

脈で意見を言ったのかなというのは、ちょっとそ

の意図が分からないので、ここでそこに対する感

想はつぶさには述べない。ただ、おっしゃってい

ることは事実ではないのだろうと。一方で、ああ
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いったよく分からない最近のいろんな言論の風潮

で、誰かがぱっと言ったことに違和感を感じて、

ばあっと集中していじめのようなその発言をとが

めるような風潮というのがちょっとひどいのかな

という感じはしました。ただ、何回も言うけれど

も、それを肯定も否定もしているわけではなくて、

ただ切り取られた事実だけ見ると違うのだろうけ

れども、意図は、何を言わんとしているか分から

ないので、そこに対する評価しないというお話で

す。

谷議員。〇議長（山田典幸議員）

実際この発言内容につ〇６番（谷 聡議員）

いては撤回されたということですけれども、今の

時代例えばユーチューブですとかティックトック

ですとか、こういうもの見ていると、一部の場面

が繰り返し繰り返し放送されているということで

ございます。これらを見ている例えば自衛隊員と

自衛隊員の家族、それからこれから自衛隊員にな

ろうとしている方々の思いを考えると、これは駐

屯地を有する自治体の長としてはもうちょっと強

い否定をしてもよかったのかなというふうに思い

ます。前後の内容が、全体像が分からないという

ことなので、ちょっと慎重な御答弁になられてい

るのはしようがないことだとは思いますけれども、

そういった観点でやっぱり自衛隊員と自衛隊員の

家族、これからなろうとする方々に寄り添うよう

な形で今後自衛隊との連携強化を図っていただき

たいと思っております。最後、市長から何かあれ

ば。よろしいですか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

これまでもしっかり連携〇市長（加藤剛士君）

しますし、これからも連携していきたいというふ

うに思っています。とりわけ今年は戦略３文書が

見直される大変重要な年だというふうにも認識し

ております。その中で自衛隊の定数と実員の差が

乖離がひどくなってきていて、先般も自民党の国

防部会のほうでも一定の駐屯地や基地の整理等も

視野に入れるべきではないかという提言もあった

というふうに聞いています。名寄は日本で一番北

にある実力部隊でありまして、ここは名寄が位置

している地政学的優位性だとか、そうしたことも

含めて大変重要な基地であり、それを地域の皆さ

んも一緒に認識をして、支えているということだ

というふうに思います。そうした意味で今後も、

今大きな節目のタイミングでありますけれども、

名寄の自衛隊は非常に大事だと、それを地域で支

えるという運動を今年度もしっかりと展開してい

きたいというふうに考えているところでございま

す。

以上で谷聡議員の質問〇議長（山田典幸議員）

を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時２９分

再開 午後 １時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

ＪＲ宗谷本線存続策に関してを、中畠孝幸議員。

議長より指名を受けま〇１番（中畠孝幸議員）

したので、大項目１点に関して質問してまいりま

す。

大項目１、ＪＲ宗谷本線存続策に関して。ＪＲ

北海道は、本年４月１５日、単独では維持困難と

する黄色線区８区間を存続させる仕組みとして、

４つの項目に関して道や沿線自治体と協議してい

く考えを明らかにしました。ＪＲ北海道は、国土

交通省からの監督命令により令和８年度末までに

事業の抜本的な改善方策を取りまとめることとな

っており、それに向けた協議であると考えられま

す。ただ、一旦そのような発表があったものの、

本年５月２０日にはＪＲ北海道、綿貫社長より沿

線自治体との協議を当面見合わせるとの考えが示

され、現在具体的な協議は開始されていない状況

にあります。本質問では、ＪＲ北海道から示され

た路線維持に向けた４つの項目について現時点で

の理事者側の受け止め方を伺うとともに、今後の
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交渉における基本的姿勢を確認しようとするもの

であります。

小項目１、上下分離方式について。ＪＲ北海道

から示された項目の中で新聞報道でも頻繁に目に

するものとして、上下分離方式があります。上の

部分、すなわち列車の運行をＪＲ北海道が担い、

下の部分、すなわち線路や施設の保有、維持管理

を自治体等が担うという方式とされます。上下分

離方式を取っている線区は北海道外で３０以上あ

ると言われますが、その形式、実態は様々なよう

です。ＪＲ北海道が提示している上下分離方式と

は具体的にどのようなものであるのか、また上下

分離方式を取ることにより予想される結果につい

てどのように評価しているかについて伺います。

小項目２、本市の基本的姿勢について。加藤市

長は、宗谷本線活性化推進協議会において長年に

わたり会長を務め、宗谷本線の維持に関して沿線

自治体の状況を把握し、利用促進やコスト削減に

ついても力を尽くしてこられました。その立場か

ら、今回の路線維持に向けた４つの項目に対して

どのような姿勢を取られるかについて伺います。

上下分離方式、利用状況に応じた輸送体系の見直

し、持続的な運行に必要となる担い手の確保、駅

などの鉄道資産の自治体譲渡による固定資産税の

負担軽減、以上４項目に関してお考えを伺います。

小項目３、今後の協議の見通しについて。令和

８年度末までの事業の抜本的な改善方策作成に向

けてＪＲ北海道との協議が今年度行われることと

思います。日程的なものを含めた今後の協議の見

通しについて伺います。

また、併せて本年度の宗谷本線活性化推進協議

会の事業予定についてもお知らせください。

以上、壇上からの質問といたします。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

中畠議員から大〇総合政策部長（石橋 毅君）

項目で１点御質問いただきました。私からの答弁

となりますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、ＪＲ宗谷本線存続に関して、

小項目１、上下分離方式についてお答えいたしま

す。ＪＲ北海道が令和８年４月１５日に示した路

線維持に向けた４つの項目のうち上下分離方式に

ついては、列車の運行をＪＲ北海道が担い、線路

や施設等の保有、維持管理では自治体等が想定さ

れる鉄道資産を保有する法人等が担うという方式

であることは、公表された資料などにより承知し

ているところです。しかしながら、ＪＲ北海道か

ら示された内容は、現時点において方向性を示し

たものにとどまっており、詳細な情報は示されて

おりません。上下分離方式は、幾つかの線区にお

いて様々な形態で導入されていますが、その形態

は様々であり、自治体や第三セクターが線路、施

設を所有、保有する形態、鉄道事業者が施設を保

有しつつ、自治体が維持管理費の一部を負担する

形態など複数のパターンが存在しております。線

区の事情に応じて費用負担割合や運営主体の構成

も大きく異なっており、一概に評価することは困

難な状況にあります。また、上下分離方式を導入

することにより予想される結果の評価につきまし

ても、具体的な条件、数値等が明らかになってい

ない段階では宗谷本線活性化推進協議会として評

価をお示しできる状況にはありません。国や道、

ＪＲ北海道との協議が具体化した段階において詳

細な情報を収集、分析し、協議会として適切に対

応してまいりたいと考えております。

次に、小項目２、本市の基本的姿勢についてお

答えいたします。ＪＲ北海道が示した４つの項目、

線区の利用状況に応じた輸送体系の見直し、持続

的な運行に必要となる担い手の確保、鉄道資産の

自治体への譲渡による固定資産税の負担軽減及び

運行会社と鉄道資産を保有する法人等に分ける上

下分離方式の検討につきましては、いずれも路線

の存続に向けた方向性を示したものとして受け止

めております。現時点では公表された資料の範囲

での情報しか得られておらず、具体的な内容、条

件、費用負担等が明らかでない状況にあるため、

各項目に対する宗谷本線活性化推進協議会として



－138－

令和８年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第４号

の賛否や評価をお示しすることは困難であると考

えております。協議会の基本的な姿勢としまして

は、宗谷本線は地域住民の生活を支える不可欠な

交通インフラであり、その存続は最優先事項であ

るとの認識の下、今後ＪＲ北海道から具体的な提

案、情報が示された段階において沿線自治体や北

海道と連携しながら地域住民の利益を守る立場で

真摯に協議に挑んでまいります。

次に、小項目３、今後の協議の見通しについて

お答えいたします。令和８年５月２０日にＪＲ北

海道から沿線自治体との協議を当面見合わせると

の考えが示されたことは承知しております。現時

点では具体的な協議は開始されておらず、協議の

日程等についても明確になっていない状況にあり

ます。ＪＲ北海道は、国土交通省からの監督命令

により令和８年度末までに事業の抜本的な改善方

策を取りまとめることとされており、宗谷本線活

性化推進協議会としては年度内に何らかの形で協

議が進展するものと受け止めておりますが、現時

点でＪＲ北海道から具体的なスケジュール等の提

示はなく、見通しについてお示しできる状況には

ありません。引き続きＪＲ北海道、国及び北海道

の動向を注視しつつ、協議が開始された際には速

やかに対応できるよう必要な情報収集に努めてま

いります。

次に、宗谷本線活性化推進協議会におきまして

は、宗谷本線の活性化や利用者の利便性向上、沿

線地域の振興に寄与するとともに、宗谷本線の維

持と完全高速化の実現を目指し、関係団体と連携

して活動しております。本年度につきましても、

例年実施している事業を着実に継続し、利用促進

と地域の魅力発信に努めてまいります。具体的に

は、昨年度に引き続き花たびそうややザ・ロイヤ

ルエクスプレスの運行に合わせた沿線でのおもて

なしを実施するほか、今後の利便性向上の基礎デ

ータとなる主要駅での乗降調査を実施いたします。

また、鉄道フェスティバルｉｎ北海道へ出展や広

域的なプロモーションを展開するほか、特急列車

車内販売を通じて沿線の特産品をＰＲし、乗客の

満足度向上を図ります。さらに、一昨年度に実施

いたしました講演会につきましても宗谷本線を取

り巻く情勢を踏まえつつ、鉄道や地域交通に関す

る専門的な知見を地域で共有することは沿線住民

の皆様の理解促進と機運醸成に資するものと考え

ておりますので、開催についての検討を進めてい

く考えであります。加えて、路線の維持や完全高

速化を確実なものとするため、必要に応じてＪＲ

北海道や国に対し協議会として要望活動を展開す

るなど今後も沿線地域が一体となり、宗谷本線の

持続的な発展に向けて取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

それでは、再質問に移〇１番（中畠孝幸議員）

りたいと思います。

今日のこの質問の趣旨は、どうしてこういう質

問したかといいますと、例えば上下分離方式とい

うの、今の答弁でＪＲが挙げている４項目という

のは路線の存続に向けた方向性を示したものであ

るということ、方向性を示したのみであるという

こと、それから具体的な上下分離方式といいまし

ても例えば国とか北海道とか沿線自治体の費用分

担の割合などが何も示されていないと。それから、

具体的な条件とか、そういった数字が明らかでは

ないので、答えようがないと言ってもいいのでし

ょうか、そういうことが今の答弁から分かりまし

たけれども、私ども、市民の皆さんですけれども、

宗谷本線について心配していて、新聞報道で知る

しか今のところないわけですけれども、新聞報道

を見ると、例えば今日の朝刊、私今日朝出てくる

前に見ましたら、ある市議会で上下分離には明確

に反対するというようなことを市長さんが言って

いらっしゃるとか、そういうようなことも言われ

ていて、明確に反対するというのが、そういうの

が新聞などで市民の皆さん目にするわけですけれ

ども、では名寄市も加藤市長は上限分離に反対し

ているのだろうかというような、そういうことを
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当然考える。沿線自治体とＪＲ北海道とは、そう

いう点で対立しているというような捉え方をする

のではないかなということを思ったわけですけれ

ども、しかし今の御答弁にもありましたように、

上下分離方式といってもいろいろな方式があり、

それが示されていない限り、言ってみれば反対か

賛成かも答えようがないという、今後の協議を待

つということになると思いますけれども、そうい

ったことを発信する必要があるのではないかとい

う、市民に対して。新聞にはみんな上下分離反対、

反対というふうに自治体で言っているので、名寄

も反対なのだろうなというような漠然とした捉え

方が生まれてしまうのではないかと思うのですけ

れども、その辺についてできれば加藤市長からは

っきりと御答弁をいただきたいというふうに思い

ます。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

いきなり何か結論みたい〇市長（加藤剛士君）

な話になるかもしれませんけれども、まず先ほど

石橋部長の答弁で上下分離もいろんなやり方があ

るというお話でしたけれども、宗谷本線が高速化

するに当たって平成の１２年からスーパー宗谷が

走るようにこの沿線なりましたけれども、そのと

きに、その３年ぐらい前ですか、北海道高速鉄道

開発株式会社というＪＲ北海道が５０％出資をし

て、北海道が４５％ぐらい、あとは沿線の自治体

がということで、３つの路線があるうちの一つが

宗谷本線の旭川から名寄の高速化事業ということ

で、実はここが橋本副市長が役員になっています

けれども、いわゆる鉄路と高規格化の一部の鉄路、

あるいは鉄路を含む機材というのですか、そうし

たことを所有をして、その会社が。そこに名寄市

も実は出資をしているわけであります。そこで、

ＪＲ北海道が維持管理、あとは車両を一部、鉄路

も含めて北海道開発から借りて、運営をしている

わけですけれども、この整備に関して国からかな

りの支援をいただきながら運営をしていると。い

わゆる上下分離方式でここは運営されているとい

うことであります。今の黄色８線区の中で上下分

離という話も前々からお話ありましたので、我々

はそういう事案も承知していますから、そういう

スキームであるのであれば、議論の余地はあるの

だろうなというふうには思っておりました。今回

４月１５日のＪＲ北海道の発表の中での上下分離

方式というのは、どうもここの文面だけ見ている

と、この北海道高速鉄道開発のスキームとはちょ

っと違うスキームなのだろうなというふうに思っ

ておりまして、具体的なこと聞いてみなければ分

からないですけれども、この文面だけ見ると到底

この方式には賛同はしかねるなという思いであり

ます。そもそもこの黄色８線区の問題というのは、

ＪＲ北海道が経営が厳しくなってきて、ＪＲ北海

道のほうから、当時は赤線区と黄色線区ありまし

たけれども、これは維持が厳しいと、あるいは自

分たちだけで運営するのは困難だということで出

されたものでありまして、そもそもＪＲ北海道の

経営が厳しいので、どうしていくのというところ

から端を発している議論。時限が切られているの

は、北海道新幹線が２０３０年に札幌で延伸され

るだろうと。そこのいわゆるバックキャストから

ではここまでにどういうような経営改革をしてい

くのということを国からもちゃんとやりなさいと

いう指導も受けながら、様々な改革をしてきた中

での黄色線区というのは一つあるということなの

です。なので、そもそも２０３０年の新幹線の前

提が今崩れているということと併せて、そもそも

経営改善という話でありますから、この黄色８線

区だけ急いで議論することがＪＲ北海道の経営の

改革につながるのだろうかという根本的な問題が

あるのかなというふうに思います。ここは沿線自

治体としてはかなり大きな話になりますので、今

ＪＲ北海道のほうで一旦この提案は凍結するよう

な形にして、北海道あるいは国としっかりと協議

をした中でまた沿線とも話し合うということであ

りますので、正しい判断だと思いますし、国や北

海道とＪＲ北海道がしっかりと議論して、方向性
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を示してもらう、そのことがまずは重要なのでは

ないかというふうに思っております。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

北海道高速鉄道開発、〇１番（中畠孝幸議員）

今現在宗谷線でいえば旭川から名寄までは既に上

下分離と言ってもいいような方式が取られている

と。それと同じようなスキームであれば考える余

地があるかなというような市長のお考えだったと

思います。上下分離方式についても、黄色線区と

か赤線区が言われた２０１６年でしょうか、その

時点でもう既に上下分離ということが言われてい

ますので、別に急に出てきたわけではなく、その

内容についても詳しく中身を見てから判断すると

いうことになると思うのですけれども、先ほど石

橋部長のほうから宗谷本線活性化推進協議会の今

年度の予定として、事業計画としておととし行わ

れたような講演会、一般市民に対する啓発を目的

とした講演会を開くということありましたけれど

も、例えばそういった場でこの上下分離方式とい

うのはどういうものなのかというようなことを、

成功しているようなところの実例を紹介していた

だけると非常に理解が進んでいいのではないかな

というふうに私考えているのですけれども、例え

ば黒字転換したといっても宗谷線とは全然条件が

違いますので、そのまま当てはまらないと思うの

ですけれども、滋賀県の近江鉄道では３０年間ほ

ど赤字が続いていたところ、２０２４年４月に上

下分離方式を取って、２０２５年、２６年といず

れも黒字になっているという、そんなに夢のよう

な話が宗谷線で当てはまるのかというようなこと

確かにあると思うのですけれども、例えば近江鉄

道の場合には米原とか彦根、近江八幡といった大

きなまちが沿線にありますし、大都市圏の大阪に

も近いというようなこともあって、宗谷線とは全

然条件が違うということはありますけれども、具

体的に上下分離をする過程でどういうようなこと

が行われて、どういうことかといいますと、行わ

れてといいますか、主眼となるのは地域における

公共交通の維持ということです。地域における公

共交通の維持ということを目標にして、どういう

やり取りがなされて、どういったことが考えられ

て、上下分離に至ったのかというようなこと、そ

ういったことを具体的に示してもらえれば、単純

に中身を考えずに上下分離賛成とか反対とかいう

ことが起こることを防げるのではないかなという

ふうに思うのですけれども、石橋部長、その辺に

ついてはいかがでしょうか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

今経営改革とい〇総合政策部長（石橋 毅君）

うか、ＪＲ北海道の今課題を抱えているものの解

決策として上下分離の話を今掘り下げていただき

ましたけれども、ここの議論については、この宗

谷本線自体は存続については名寄市だけの問題で

はなくて、協議会の構成市町村にとってのやっぱ

り生命線のものであるという認識がありまして、

これは地域振興、それから市民生活の足として極

めて重要な社会基盤、これをどう維持していくの

かというお話になるのかというふうに思います。

今いただいた上下分離方式だったりとか、先ほど

ちょっとお話あった資産譲渡による固定資産税の

軽減、これ手法なのですけれども、鉄道維持に向

けたこれは検討課題の一つではあるというふうに

思います。しかしながら、これは単なる税制優遇

だったりとか、会計上の処理にとどまらない将来

にわたる鉄道運営の責任分担、それから維持管理

コストの公的負担の在り方に直結する極めて重大

な論点ではないかなというふうに受け止めていま

す。これらの手法を導入するに当たって基礎自治

体単独でも判断できるものではないなというふう

に思っていまして、鉄道の広域的なネットワーク

としての機能維持、これは前提として、北海道及

び国による方針の提示と受益と負担の適正な在り

方について沿線自治体全体で合意形成を図る必要

があるものだというふうに私は考えています。名

寄市は、宗谷本線活性化推進協議会の会長という

重責を今担っています。今後におきましても本市
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が単独で解決策を模索するということではなくて、

この協議会を通じて沿線自治体の総意をまとめる

ことはもとより、鉄道政策の根幹を担う国や北海

道に対して地域の実態を直視した実効性のある支

援と持続可能な運行体系の構築に向けたリーダー

シップを発揮していただけることをやっぱり期待

して、引き続き連携していきたいというふうに考

えております。今お話あった講演会、こういった

市民の皆さん方に機会をつくって、御説明する機

会というのは非常に重要な場面かなというふうに

私も考えておりますし、答弁したとおり、そうい

った機会については検討していきたいというふう

に考えておりますが、これは協議会の中でしっか

りとまた予算措置をつけた中で実施しなければい

けないものになっておりますので、そういった御

意見を名寄市のほうからでも出たよということで、

協議会の中でしっかり共有させていただいて、事

業の構築できるかどうかについて検討していきた

いというふうに思います。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

名寄市単独ではなかな〇１番（中畠孝幸議員）

か難しい面がある。宗谷本線活性化推進協議会全

体で意思、方向性などを定めてやっていかなけれ

ばいけないというようなことだったと思います。

それで、講演会のテーマに関しても今意見申し上

げましたけれども、聞いていただけたので、もう

一つだけちょっと申し上げたいのですけれども、

地域による鉄道の振興ということが今テーマにな

っていると思うのですが、地域による鉄道の振興

ということで、国土交通省のホームページに上が

っているベストプラクティス集というのに収めら

れている取組があるのですけれども、その中で枕

木オーナー制度というのが取り上げられています。

枕木オーナー制度というのは、枕木というのは線

路の下に敷かれた枕木でありますけれども、それ

を施設保守のときに取り替えないといけないとい

うことです。それを枕木更換というらしいのです

けれども、枕木更換の費用の一部を負担する意味

で枕木オーナーになってもらう制度というのが全

国あちこちでなされているということです。保守

費用の一部、自分の名前を書いたプレートを枕木

につけてもらうことによって、一種の寄附になり

ますけれども、それで保守費用を賄うというよう

な取組が全国あちこちで今なされているというこ

とで、費用、価格は１人５，０００円から高いと

ころで２万２，０００円ぐらいですけれども、そ

れを寄附するとプレートに名前が入って、名前だ

けではなくて、例えば還暦記念とか何か試合の優

勝記念とか、そういうような名称も入れて、駅の

中の枕木の場合にはそれが多いらしいのですけれ

ども、ホームからそれが見えるような状態でプレ

ートをつけているというような枕木オーナー制度、

これ国土交通省も推奨されていることですけれど

も、それでちょっと思いましたのは、そういう費

用を集めるということももちろん目的としてある

と思うのですけれども、そうすることによって鉄

道に関心が向く。自分の名前が入ったプレートを

見に行ってみようとか、駅に足を運ぶ機会も出て

くるでしょうし、これ自分たちの鉄道だというよ

うないわゆるマイレール意識というのでしょうか、

マイレール意識なんかもそれで醸成することがで

きるということになるので、非常にこれいい取組

だと思うのですけれども、こういった枕木オーナ

ー制度というのでそういう費用を賄っている。も

し上下分離など行われた場合には、そういった工

夫をしている自治体もあるというようなことで、

一つ講演会のテーマにもなるのではないかなとい

うことで今ちょっと申し上げた次第です。

それで、もう一つ今問題になっているのは、地

域の公共交通をどういうふうに維持するかという

ことが中心課題だと思うのですけれども、名寄市

地域公共交通計画、これは２０２５年度から２０

２９年度までの５年間の計画でありますけれども、

名寄市地域公共交通計画によりますと、市民アン

ケートなどの結果などもそれには掲載されており

ますけれども、ＪＲの利用頻度なども問いに上が
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っています。全く利用しないが４８．４％、年に

数回利用するというのが４４．７％という数字が

上がっていて、ほぼ９割の人が年に全く利用しな

いか利用しても数回であるというような結果が名

寄市地域公共交通計画の中に収められています。

それから、ＪＲの利用目的としては趣味や娯楽が

５１．３％、買物が１３．９％、通院が１０．５

％の順になっておりますけれども、その計画の中

でＪＲ宗谷本線はどういうふうに位置づけられて

いるかといいますと、周辺市町村及び智恵文地区、

名寄地区、風連地区を結ぶ広域幹線路線というふ

うに、広域幹線路線として位置づけられていて、

周辺市町村も含めて広域に非常に重要な幹線の路

線であるというような位置づけで、先ほど石橋部

長がおっしゃったように、非常に重要なものとい

うふうに認識しているということで、存続をまず

……例えば廃止というようなことは全く考えられ

なくて、存続というのを大前提に進むということ

がこれからも分かると思いますけれども、その中

で１つちょっと伺いたいと思いましたのは、多様

なモビリティーマネジメントの実施によって過度

な自家用車利用の脱却に向けた安全、安心な移動

の実現を目指すという、そういうような記述があ

りまして、過度な自家用車利用の脱却に向けた、

それを目指すということ、それから名寄市総合計

画のコンパクトなまちづくりが目標とされている。

それに関連づけて、自動車を持たなくても生活で

きる居住環境を構築するためには、ＪＲ、路線バ

ス、デマンドバス、タクシーといったモビリティ

ーが有機的につながることによって初めて実現す

るものと考えられるというような、そういったい

ろいろな交通手段の有機的なつながりということ

も問題にされていて、この辺りも非常に重要な問

題だと思います。そこの、ＪＲと関連づけてなの

ですけれども、過度な自家用車利用の脱却という

ことに関連して、ちょっと何か取組とかありまし

たら御紹介いただければと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

過度な自家用車〇総合政策部長（石橋 毅君）

の利用を脱却ということですけれども、大きな転

換点になっているのは間違いなくのるーとを運行

したということなのだというふうに我々は思って

います。これは、市内の移動を少しでも利便性を

向上して、こういった公共交通を利用していただ

くという機会創出ということでまずは取り組ませ

ていただいて、それから広域幹線という位置づけ

の鉄道なのですけれども、鉄道も必ず３月にダイ

ヤ改正が行われます。このときに若干の、分単位

ですけれども、ダイヤが変わったりするのですけ

れども、そこの市内のバスの接続については乗客

の皆さんをお待たせするような形にならないよう

に事前にバス事業者と情報共有しながら、やはり

鉄道のダイヤ改正に合わせてほかの接続も時刻の

改正をしていただくような、そんな動きもさせて

いただいていて、なるべくシームレスな形で市民

の皆さん、乗客の皆さんに移動していただける環

境をつくれるように努力はしているところであり

ます。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

今おっしゃったＪＲか〇１番（中畠孝幸議員）

らバスへの乗り継ぎとか、そういったことも非常

に重要だと思いますし、ＪＲを利用することによ

る特典といいますか、特典、インセンティブとい

いますか、特典を設ける、前の質問から私何回か

申し上げているのですけれども、その辺、名寄市

が持っている北国博物館とか市立天文台きたすば

るなどは、これも市の直営ですので、やりやすい

と思うのですけれども、例えばＪＲの使用済チケ

ットを持っていけば入場料割引とか無料とかにな

るというぐらいはやってもいいのではないかなと

いうふうに思うのです。それは、それで増えるか

どうかということもあるのですけれども、利用者

増えれば増えたでそれが一番いいのですけれども、

市がそういう姿勢を示すことによって市はこうい

うことをやってＪＲを大事にして、存続させよう

としているのだなということがそういうことする
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ことによって市民にも伝わるのではないかなとい

うふうに考えるわけですけれども、いかがでしょ

うか。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

前回も中畠議員〇総合政策部長（石橋 毅君）

からそういった御提案いただきました。多分ずっ

とこの間中畠議員とやり取りをしていて、目指す

ところは同じところを目指しているなというふう

に共感させていただく部分も非常に多くございま

す。今のお話前回もいただいたのですけれども、

そもそもＪＲを利用して来ていただく方というの

は多分大半が市民ではない、市外の方かなという

ふうに想定していて、そういった市外の方にイン

センティブを名寄市の予算を使ってってなると制

度的に制度設計上どうなのかなというまず入り口

のところ、それを考えるとやはり広域の取組とい

うのが一番すっきりくるのだろうなというふうに

今受け止めているところですので、逆に言うと宗

谷本線活性化推進協議会の事業としてそういった

各市町村に点在するそういう魅力的な公共施設に

ＪＲを使ってくださいというような、そんな事業

展開ということも提案できるかなというふうに思

いますので、そのような形で受け止めさせていた

だければと思います。

中畠議員。〇議長（山田典幸議員）

市単独で難しいという〇１番（中畠孝幸議員）

ことであれば、もちろん推進協議会の単位でやっ

ていただいてもいいと思うのですけれども、そう

いった、先ほどのアンケート結果からも分かりま

すように、全く利用しないとか年に数回しか利用

しないという人が合わせて９割に上るということ

を考えますと、少しでもＪＲを利用してもらうと

いうことから始まるのではないかなというふうに

思います。上下分離などするにしてももちろん利

用促進を図っていかなければ続かないというふう

に思いますので、そういったいろいろな方法で市

の本気度を見せるといいますか、名寄市は本気で

ＪＲを存続させて、そんないいものを使っていこ

うとしているという、そういうことを示していた

だければというふうに思います。

それから、最後になりますけれども、よく廃線

が話題になるときに輸送密度であるとか、１００

円利益を上げるのに何百円かかるとか、そういっ

たことが出されて、それではもう駄目だというよ

うなことを思わせられるようなことがありますけ

れども、それは運賃収入だけを問題にして言って

いることだと思いますので、運賃収入だけを問題

にすればいろいろな条件から赤字になるのは仕方

がないような面があると思いますけれども、それ

以外の、それクロスセクター効果というらしいの

ですけれども、クロスセクター効果という、交通

分野以外の多様な行政分野、例えば医療とか商業

とか教育とか観光、こういったものをもしＪＲが

なければどのぐらいかかるかというようなことを

計算すると、やはりＪＲを残したほうがそういっ

た数字の上でも有効であるというような、そうい

ったクロスセクター効果ということを考慮に入れ

て、ぜひとも魅力のある宗谷本線存続に向けて進

んでいただきたいというふうに思います。特に先

ほどもちょっと話出ましたけれども、花たびそう

や号とかザ・ロイヤルエクスプレスの観光列車の

運行では、みんなお客さんが利尻富士がきれいに

見えたとか本当に感動して宗谷本線を利用してい

るということがありますので、そういった観光資

源としても非常に高い価値を持つ宗谷本線を何と

か存続させられるように進めていただけたらとい

うふうに思います。

以上で終わります。

以上で中畠孝幸議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

自衛隊への個人情報提供に関わって外１件を、

川村幸栄議員。

通告に従いまして、大〇８番（川村幸栄議員）

項目２点、質問をさせていただきます。

大項目１、自衛隊への個人情報提供に関わって

伺います。今年３月２６日付で北海道弁護士会連
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合会より地方自治体が自衛隊に住民基本台帳の個

人情報を提供することに関する意見書が北海道内

１７９自治体、道内全市町村に届けられています。

添付資料として、２０２４年１１月から２０２５

年３月までに行われた北海道内１７９自治体を対

象にした実態調査の結果が添えられています。こ

の意見書には、意見の趣旨、意見の理由が細かに

述べられているところであります。この間何度か

自衛隊への個人情報提供に関わって取り上げさせ

ていただきました。改めてお考えを伺います。

小項目１、北海道弁護士会連合会からの意見書

についての受け止めについてお考えをお聞かせく

ださい。

小項目２点目、当該市民本人の同意なしで自衛

隊に情報を提供していることについてお考えをお

聞かせください。

大項目２点目、聞こえが困難になってきている

方への支援について伺います。補聴器購入に悩ん

でいる人への助言として、耳鼻咽喉科の医師は次

のように述べています。聞こえづらく、日常生活

に支障が出てきたら早めに耳鼻咽喉科に受診して、

自分の状態を知ってほしい。検査で難聴の状態も

分かるし、病気の有無の判断ができる。早めの対

応によって認知症予防にもつながるといいます。

認知症予防につながるということが重要と考えま

す。しかし、検査をして、補聴器を購入するには

高額という支障が生じます。高齢になっても社会

とのつながりを大切にしていきたいと願う方々へ

の支援として補聴器購入支援が必要と考えますが、

お考えをお聞かせください。

小項目１、耳鼻咽喉科での受診、検査の啓蒙に

ついてお伺いします。

小項目２、補聴器購入支援についてお考えをお

聞かせください。

以上、この場からの質問といたします。よろし

くお願いします。

東市民部長。〇議長（山田典幸議員）

川村議員からは、大〇市民部長（東 則良君）

項目で２点御質問をいただきました。大項目１に

ついては私から、大項目２についてはこども・高

齢者支援室長からの答弁となりますので、よろし

くお願いいたします。

初めに、大項目１、自衛隊への個人情報提供に

関わって、小項目１、北海道弁護士会連合会から

の意見書についての受け止めについて、小項目２、

当該市民本人の同意なしで自衛隊に情報を提供し

ていることについて、関連がございますので、一

括してお答えいたします。本年３月２６日付で北

海道弁護士会連合会から送付された意見書につき

ましては、自衛隊への個人情報提供に関する法的

な解釈が論じられているもので、それぞれの自治

体によって様々な解釈がされている状況の中、同

連合会が求める考え方を道内自治体に要請する趣

旨のものであると認識しております。意見書では、

住民基本台帳第１１条が閲覧を規定しているにす

ぎず、名簿提供については明文の根拠はないこと、

また自衛隊法第９７条や自衛隊法施行令第１２０

条は個人情報提供の根拠としては不十分であると

指摘がなされております。一方で、当市としては

自衛官等募集事務は自衛隊法第９７条によって市

町村がその事務の一部を行うことが規定され、い

わゆる法定受託事務とされていること、また自衛

隊法施行令第１２０条において防衛大臣が募集に

必要な資料の提出を市町村長に求めることができ

ると規定されていることから、これら法令に基づ

き住民基本台帳に記載されている個人情報を必要

な限度において提供してきたところです。この点

につきましては、令和３年２月５日付の自衛官又

は自衛官候補生の募集事務に関する資料の提出に

ついてという防衛省及び総務省からの連名通知に

おいても住民基本台帳の一部の写しを募集事務に

用いることは住民基本台帳法上特段の問題は生じ

ない旨が明確に示されております。また、本人の

同意なしで自衛隊に情報提供をしていることにつ

いてですが、住民基本台帳法及び個人情報保護法

において国や地方公共団体などの機関に閲覧また
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は資料提供する場合には同意の概念はなく、ほか

の目的で閲覧または提供する際においても同様に

同意を求めてきておりません。本市の取扱いは、

法令等の範囲内において適正に行っているもので

あり、法令上の問題は生じておりません。北海道

弁護士会連合会からの意見書の趣旨は、本人の同

意なく住民基本台帳に記載されている事項の閲覧、

あるいは紙媒体による提供を行わないよう要請す

るものですが、本市としては、前段でも述べまし

たとおり、法令等の範囲内において適正に運用し

ていると認識していることから、引き続き個人情

報の保護に留意しながら現行の取扱いにより進め

てまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

倉澤こども・高齢者支〇議長（山田典幸議員）

援室長。

大〇こども・高齢者支援室長（倉澤富美子君）

項目２、聞こえが困難になってきている方への支

援について、小項目１、耳鼻咽喉科での受診、検

査の啓蒙についてお答えいたします。

聴力は、一般的に４０歳代から低下する傾向に

あると言われており、６５歳を超えると聞こえに

くさを感じる人が急激に増え、７５歳以上では約

半数の方が聞こえにくさを感じると言われていま

す。聴力の検査につきましては、人間ドックや職

場での健康診断においては実施されていることが

多いと認識しておりますが、退職された方や自営

業で人間ドックを受診されていない方には聴力を

検査する機会がないのが現状だと考えます。市が

実施している特定健診は、生活習慣病の発症予防

及び重症化の予防を目的としており、聴力検査に

ついては目的が異なり、国の必須項目となってい

ないことから実施しておらず、７５歳以上の後期

高齢者に実施している健康診査においても耳の聞

こえの内容につきましては質問票に含まれていな

い状況にあります。聴力検査などの機会がなく、

聞こえにくさを加齢によるものとして放置するこ

とで耳鼻咽喉科への受診にはつながらない場合が

多いものと推測されます。耳の聞こえが悪くなる

と他者とのコミュニケーションが取りにくいと感

じ、会話がおっくうになり、外出の機会が減少す

るなど脳への刺激が減り、認知機能が低下すると

考えられています。また、車のクラクションなど

の危険な音が聞こえない、名前を呼ばれても気づ

かないなど、日常生活においても支障を来すこと

が考えられます。聞こえの悪さに早く気づき、対

策を講じることが認知症予防や生活の質の向上に

つながります。令和４年第１回定例会での川村議

員の質疑を踏まえ、同年７月から介護保険料納入

通知書にフレイルチェックや聞こえのチェックシ

ートなどを同封し、定期的な耳鼻科専門医の検査

や受診を呼びかけてきております。保健センター

や地域包括支援センターで行う健康相談、健康教

室、介護予防事業などを活用し、加齢性難聴に関

する普及啓発と必要に応じて医療機関への受診に

つなげる取組を今後も進めてまいります。

次に、小項目２、補聴器購入支援についてお答

えいたします。公的な補聴器購入への助成につい

ては、身体障害者福祉法に規定する身体障がい者

で、障害手帳を持つ両耳の平均聴力レベルが７０

デシベル以上の高度、重度難聴者が対象となって

います。身体障害者手帳の交付対象とならない軽

度から中等度の難聴をお持ちの方々にはその助成

がなく、補聴器の価格が片耳当たり１台５万円か

ら３０万円と高額であるため、必要とされている

方にとって負担が大きいものと考えております。

一部自治体では補聴器購入に対する支援を行って

おりますが、本市においては安定的な財源の確保

も難しく、独自助成事業の実施は困難と考えてお

ります。しかしながら、補聴器使用は高齢になっ

ても生活の質を落とさず、心身ともに健やかに過

ごすことができ、認知症の予防や健康寿命の延伸、

医療費の抑制などにもつながるものと考えており

ます。今後も様々な機会を通じて国や北海道に対

し公的補助制度を創設するよう要望してまいりま

す。



－146－

令和８年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第４号

以上、私からの答弁といたします。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

それでは、御答弁いた〇８番（川村幸栄議員）

だきましたので、再質問等させていただきたいと

思います。

まず、自衛隊への個人情報提供に関わってであ

ります。今回北海道弁護士会連合会から出された

意見書の冒頭には、市町村の自衛隊への名簿提供

は新しく提起された問題であり、自治体により対

応がまちまちであることから、その法的根拠や適

法性、個人情報保護法との関係、住民への周知や

除外申請の問題点、自衛隊の募集活動の在り方な

どについて様々な相談が弁護士に寄せられている。

そこで、人権擁護と法律制度の改善の立場、弁護

士法１条だそうです、から２０２４年１１月から

２０２５年３月まで全道の各市町村にアンケート

調査を行い、それを踏まえて法律上の問題を検討

し、以下のとおりまとめ、要請することとしたと

いうふうに冒頭で述べられているところでありま

す。先ほど部長の答弁の中にも様々な解釈の中で

というふうなことが御紹介されましたけれども、

こういった中です。そして、自治体による対応が

まちまちであるということが、このアンケート調

査もちょっと私も見せていただいているのですけ

れども、本当にまちまちです。これはやっぱり明

瞭な法的根拠がないからなのではないかなという

ふうに私は考えたところであります。例えば情報

を提供していないと答えた自治体も道内２６％あ

ります。その理由についてもまちまちです。例え

ば名簿提供しない理由として、住民基本台帳上の

情報を用いることから、住民基本台帳法に基づい

た対応とするため、または個人情報保護に留意し

ているためデータ提供を行わず、閲覧に対応して

いるとか、さらには自衛隊からは閲覧請求で来て

いるから、名簿提供はしないというようなお答え

だそうです。これは一部紹介しているだけなので

すけれども、そのほかにも提供の仕方もまちまち

です。名寄市のように紙媒体での提供があったり、

また電子記録の媒体で提供されているところもあ

ります。さらには、これはどう受け止めていいの

か分からないのですが、郵送用のタックシールに

名前と住所、これは名前と住所のみ印刷している

のですけれども、印刷して提供しているところも

あるということです。この点、こういったまちま

ちのアンケートのお答えについてどのように受け

止められたのかちょっとお聞きをしたいと思いま

すが、いかがでしょうか。

東市民部長。〇議長（山田典幸議員）

各市町村の状況と名〇市民部長（東 則良君）

寄の状況ということで、名寄の状況についてお答

えさせていただきたいというふうに思います。

名寄市に対する名簿提供の依頼につきましては、

閲覧の依頼ではなく、名簿提供の依頼ということ

で来ております。依頼の内容ということで対象の

生年月日の範囲であることとか４情報の提供を依

頼されるものでございます。また、利用方法につ

きましても電子情報、またはタックシール、また

は紙媒体ということで依頼を受けておりまして、

名寄市としてはタックシールや電子情報による提

供は行わないということに決めておりまして、名

寄市としては紙媒体で提供しているということで

なっております。また、そういうような理由から

現状の紙による情報提供となっております。また、

情報を提供していない市町村もあるというような

ことも言われておりましたが、名寄市としてはそ

のような声もいただいておりますことを認識した

上で、昨年の１１月になりましたが、名寄市のホ

ームページにおいても自衛隊に対して自衛官募集

事務に当たっての名簿提供をしているということ

は情報公開しているところでございます。

以上でございます。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

今お話があったように、〇８番（川村幸栄議員）

自衛隊からの個人情報の提供の申入れがあったと

いうこと、個人情報、一般的に住民基本台帳４情

報と言われるように、氏名、住所、生年月日、性
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別、この４つを提供してくださいということで言

われ、名寄市の場合は年齢も１８歳と２２歳とい

うことで区切って出されているというふうなこと

かなというふうに思っています。これに応えてい

ったということでありました。先ほどもお話があ

りました名寄市が名簿提供の根拠としてきた自衛

隊法第９７条１項、自衛隊法施行令第１２０条、

この間私は質問させていただいてまいりましたけ

れども、この答弁で繰り返し述べられてきたとこ

ろでありますし、また今ほど紹介があった昨年１

１月に更新されているホームページ、１１月５日

更新されているホームページの中でもこのように

紹介がされているところであります。一昨年、そ

の前と私が質問したときには、このようにお答え

をいただいていました。自治体による自衛官の募

集というのは、自衛隊法第９７条第１項の規定に

基づく法定受託事務ですと。自衛官の自治体の募

集についてはあくまでも法定受託事務であるとい

うこと、個人情報保護法の観点からも問題ないと

いうふうに考えているので、そうした観点から除

外申請を行うということは考えていないと、この

ように御答弁をいただいていました。今回もほぼ

同じ御答弁だったかなというふうに思っています。

そこで、ちょっといろいろそのことについて、

私もあまり詳しくない中ですけれども、一生懸命

勉強しました。先ほどちょっと御紹介がありまし

たけれども、２０２０年１２月１８日の閣議決定

を受けて、防衛省と総務省が次の通知を発出した

ことが契機になっているということが明らかにな

っているところです。先ほども部長のほうから御

紹介があったかと思います。自衛官又は自衛官候

補生の募集事務に関する資料の提出についてと、

通知です、これ。２０２１年２月５日に通知が出

されました。これは、防衛省人事教育局人材育成

課長と総務省自治行政局住民制度課長の連名で出

されていて、これを令和３年通知というそうです。

１つに、自衛官及び自衛官候補生の募集に関し必

要となる情報、氏名、住所、生年月日及び性別、

先ほど御紹介した住基４情報に関する資料の提出

は、自衛隊法第９７条第１項に基づく市区町村の

長の行う自衛官及び自衛官候補生の募集に関する

事務として自衛隊法施行令第１２０条の規定に基

づき防衛大臣が市区町村の長に対し求めることが

できること、２つに上記の規定の募集に関し必要

な資料として住民基本台帳の一部の写しを用いる

ことについて、住民基本台帳法上特段の問題を生

ずるものではないことというふうに書かれていま

す。先ほど御説明いただいたまんまです。これは、

このとおりに名寄市は受け止めて、この提供を行

っているのだというふうに私も受け止めました。

それで、この通知の最後にこのように書かれてい

ました。本通知は、地方自治法第２４５条の１第

１項に基づく技術的助言であることを申し添えま

すと付記されています。この技術的助言、これを

どのようにして受け止めていらっしゃるのかお聞

きをしたいと思います。

東市民部長。〇議長（山田典幸議員）

自衛隊からの通知に〇市民部長（東 則良君）

記載されている技術的助言の意味合いということ

の御質問かと思います。技術的助言ということで

ございまして、市役所の市の仕事のあらゆる場面

において技術的助言の通知に基づいて仕事をして

いるというふうに認識しております。ただ、特別

の地域的事情がある場合に限って、理由があれば

変えてもいいというような認識ではありますけれ

ども、基本的には技術的助言ということはそれに

従って業務を進めるということで、ほぼ市の法定

受託事務と言われる業務においては技術的助言に

基づいて業務をしているというふうに認識してい

るところでございます。

以上です。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

これがなかなか難しい〇８番（川村幸栄議員）

受け止めかなというふうに思っています。アドバ

イス的なものなのか、しかしこれを捉えながら仕

事を遂行するというふうな、業務を遂行するとい
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うふうな話でした。しかし、法的なところではど

うなのかというところが私は大事かなというふう

に思って、受け止めているところであります。先

ほどから出ている自衛隊法９７条１項であります

けれども、都道府県知事及び市町村長は政令で定

めるところにより自衛官及び自衛官候補生の募集

に関する事務の一部を行うということです。自衛

隊施行令１２０条、これ施行令です。防衛大臣は

自衛官または自衛官候補生の募集に関し必要があ

ると認めたときは都道府県知事または市町村長に

対し必要な報告または資料の提出を求めることが

できるというふうにはなっているのですけれども、

これは法律ではなく、政令にすぎないということ、

またその内容も自衛官の募集に関する広報や採用

の事務を分担、遂行する実務規定であって、個人

情報を特定の行政機関に、自衛隊です、提供する

人権規制の根拠、法令となるものではないと、こ

のように弁護士会のところでは出されていたかな

というふうに思います。この点についての受け止

めは、どのようにお考えでしょうか。

東市民部長。〇議長（山田典幸議員）

北海道弁護士会連合〇市民部長（東 則良君）

会の意見書の内容についてですが、意見書の内容

というところで、そもそもになるのですけれども、

意見書の内容が閲覧の場合であっても名簿提供の

場合であっても、いずれにしても同意を得るべき

だという、実際の北海道内の状況からしても少し

乖離しているような意見書の内容であったという

ことであるとか、あとは施行令に記載の内容がそ

もそも法令というふうに認識していないのではな

いかという考え方も弁護士会連合会のほうからは

意見書に記載してあるところですが、あくまでも

名寄市としては、繰り返しになりますが、個人情

報保護法、自衛隊法、または総務省、防衛省から

の通知に基づいた対応としているところでござい

まして、その考え方を変える考えは今のところな

いということでございます。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

ちょっとしつこいよう〇８番（川村幸栄議員）

ですけれども、募集事務の一部を行うというとこ

ろの御紹介をさせてもらいたいと思うのですけれ

ども、地方自治体が行う事務は告示、調査、交付、

広報宣伝に限られているということです。そのた

め、資料とはこれらの事務に関連したものに限ら

れるはずで、これらの事務とは関係のない名簿の

提供まで含まれるとは解釈できないのではないか

というふうに私も思っているところであり、先ほ

ど話がありましたように、今回の弁護士会からの

意見書では現在の法体系では名簿提供の明確な法

的根拠は存在しないと考えられるということであ

ります。それで、個人情報のところでいいますと、

やっぱり憲法１３条に戻るかなというふうに思い

ます。住民基本台帳４情報が憲法１３条で保障さ

れるプライバシー権の重要な構成要素であると。

自治体には、その適正管理が求められています。

住基４情報は個人の識別性、検索するときにすぐ

分かりやすいようになっているということです。

個人の識別性が極めて高いと。住基４情報はプラ

イバシー権によって保護される基本的人権であり、

本人同意なく第三者に提供することは原則として

認められないということであります。再度この点

についてお考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。

東市民部長。〇議長（山田典幸議員）

自衛官募集事務には〇市民部長（東 則良君）

名簿提供できないというような弁護士会の考えで

あるとか、法的解釈ができるのではないかという

ことであったかと思います。名寄市としては、繰

り返しになるのですけれども、自衛隊法及び個人

情報保護法、または防衛大臣、防衛省や総務省か

らの通知に基づいて適切に業務をしているという

認識であること、また自衛隊法施行令の１２０条

の中で防衛大臣は自衛官または自衛官候補生の募

集に関し必要があると認めるときは市町村長に対

して必要な報告または資料の提供を求めることが

できるということで、この点につきましても通知
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にあったとおりでございますが、さらに毎年防衛

大臣から市町村長に対して名簿提供を適切に行う

ようにということで通知も来ているところでござ

いまして、これらに基づいて業務を進めていると

ころでございます。

以上でございます。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

今毎年提供が求められ〇８番（川村幸栄議員）

るということでありましたけれども、憲法１３条

に併せて、例えばやはり地方自治体というのは、

市町村長、市長は常に住民基本台帳を整備して、

住民に関する正確な記録が行われるように努める

とともに、住民に関する記録の管理が適正に行わ

れるように必要な措置を講ずるよう努めなければ

ならないということで、住民の個人情報を管理す

ることは住民の福祉の向上を図る、これ地方自治

法１条の２になっていますけれども、地方自治の

本旨に基づく地方自治体の最も基本的な事務であ

り、国の事務ではないことを明記していることも

申し添えたいというふうに思います。これは、地

方自治体がしっかりと住民の皆さんの情報を守る

という、ここのところに立った中でいろいろな事

業を進めていかなければならないということだと

いうふうに思います。その中で、法定受託事務制

度でありますけれども、法定受託事務というとこ

ろでは、先ほどのアンケートでいうと道内の自治

体の多くが自衛官の募集事務について名簿の提供

も含めた全てを法定受託事務と認識している実態

が明らかになったということでありました。名寄

市と同じようにです。アンケートの中で法定受託

事務と捉えているのが１１０自治体で、独自の自

治体としての事務と捉えているのが９自治体しか

なっていなかったということです。この点では、

名簿を提供するか否かを決めるに当たって個人情

報保護条例に基づいた保存、利用、提供等に関し

て審議会を開催したかという問いがありましたけ

れども、開催したのは３自治体にとどまり、開催

していないのが１３７自治体に上り、自治体が自

ら判断するという姿勢に著しく欠けているのでは

ないかというような指摘もされているところであ

ります。先ほど話ししたように、国から言われて

することではなくて、地方自治体としてしっかり

と地方自治法にのっとり、住民の福祉の向上を図

るために個人情報は守っていかなければならない

のだといったところの姿勢に欠けているのではな

いかという御指摘がされているところであります

けれども、この点についてはどのように受け止め

られているでしょうか。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

個人情報保護の関係〇総務部長（木村 睦君）

からですので、私のほうで答弁させていただきた

いと思いますが、この間市民部長のほうからもお

話しさせてもらっているとおりです。自衛官の募

集事務につきましては、繰り返しになりますが、

自衛隊法９７条において市町村の法定受託事務と

定められておりますので、個人情報保護法の関係

からも自衛隊施行令の１２０条の規定によって必

要な資料提出を求められた場合には提供すること

に特段問題ないとして解釈させていただいていま

して、この間も、繰り返しになりますけれども、

そのようなことで、解釈の下、進めさせていただ

いているということでございますので、御理解の

ほどよろしくお願いします。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

自衛隊法と自衛隊施行〇８番（川村幸栄議員）

令の関連の中で歴史的なところの流れを考えると、

個人情報保護であったり、今憲法のこともお話し

させていただきましたけれども、後に来る出来上

がった制度が実施されるのだということになって

いたかなというふうに思うのです。ですから、こ

の自衛隊法ができたのは戦後間もなくだったかと

思うのですけれども、それがずっと生きていると

いうこと、それを使っていくということはいかが

かなというふうに私の中では思っているところで

す。法律のところでいうと難しくて、うまく説明

ができないのですけれども、そういうことの中で
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やはり今回の、これは北海道弁護士会連合会さん

から出た意見書の中ではしっかりとした法的な立

場で指摘をされているのだというふうに思ってい

ます。

それから、先ほどもちょっとお話しした法定受

託事務制度のことに関してもちょっと半端になっ

てしまいました。自衛隊法施行令が定める自衛官

募集の実務規定は旧機関委任事務であり、現在は

法定受託事務とされていますけれども、ただ住基

４情報に係る名簿の閲覧と提供については同法が

定める募集業務に含まれるものではないと。住民

のプライバシー保護という自治体が責任を持って

行う自治事務と解すべきではないかというふうな

御指摘もされているところであります。先ほども

お話ししましたように、憲法１３条のところで守

られるべき個人のプライバシーの問題です。今こ

れだけ個人情報の問題が大きく取り上げられてい

る中で、ネット上の問題も含めて個人情報のこと

が言われている中で、ただ提供を求められている

ので出されているということでは私は納得ができ

ないのではないかなというふうに思っています。

それで、除外申請の件についてお話をさせてい

ただきたいと思います。除外申請も本人の個別の

同意なしにはできないことになっているのではな

いかということです。自治体が住民基本台帳の４

情報を自衛隊に提供することは、本人の個別の同

意なしにはできないことになるのではないかと住

基法の１１条１項の中でうたわれています。少な

からぬ地方自治体、先ほどもアンケートの御紹介

もさせていただきましたけれども、除外申請制度

を設けて、対象者の同意に代替させているという

ふうなことも言われていますけれども、ただここ

にもちょっと気になる部分があるところです。除

外申請制度を知らない住民が多くいるわけです。

本市においても昨年の１１月にホームページにこ

のようにしていますよということが出されて、よ

うやっと、でもここに行き着く人がどれだけいら

っしゃるかということになるかなというふうに思

います。提供される情報が届かない対象者の方々

にとっては、やはり事実上除外申請する機会を与

えてもらっていないということに等しいかなとい

うふうに思っています。権利行使の機会に差が生

じることになり、これは住民に対する差別扱いに

なるのではないかなというふうな捉えもしている

ところです。差別扱いの禁止でいえば、自治体行

政の公平性に反すると言えるのではないかという

ふうに思えるのですが、この点についてのお考え

をお聞かせをいただきたいと思います。

東市民部長。〇議長（山田典幸議員）

除外申請を受けない〇市民部長（東 則良君）

ことが差別につながるのではないかというような

御質問だったかというふうに思います。名寄市と

しましては、あくまでも、繰り返しになるのです

が、自衛官募集事務というのは国の業務であると

いうことと業務の一部が法定受託事務で、市町村

の業務であるということを踏まえると、やはり名

簿提供は必要な業務というふうな認識でございま

す。なかなかホームページに行き着く人も少ない

ということや除外申請を知らない方もいるという

ような御発言もありましたけれども、あくまでも

業務の中で必要な情報を適切に提供しているとい

うような考えでございます。また、本来もともと

は閲覧で行われていた業務が何年か前に国からの

通知に基づいて名簿提供というふうに多くの自治

体がかじを切ったというようなことであったとい

うことで認識してございますが、その前までは閲

覧ということで住基情報を除外申請、住民基本台

帳法には除外申請という概念がありませんので、

全ての対象者の名簿を提供してきたと。現在も閲

覧という、住民基本台帳法の制度にのっとって閲

覧を継続している市町村もあるということでござ

います。名寄市としましては、法定受託事務とい

うことを勘案した上で住民基本台帳法にのっとっ

た取扱いに基づいて事務を進めていくということ

が適切ではないかなというふうに認識して、今の

方法にたどり着いているというようなことでござ



－151－

令和８年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第４号

います。引き続き今後もそのような考えを変えな

いということは先ほども申し上げているとおりで

ございますが、御理解いただければというふうに

思います。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

あと、今閲覧の話が出〇８番（川村幸栄議員）

ました。１５歳の情報を今年の春確認させていた

だきましたら、閲覧は許可しているということで

した。陸上自衛隊高等工科学校の案内を送るため

というようなことのようですけれども、この点に

ついても私は未成年者の情報を提供する際には親

権者である保護者の同意はもちろんのこと、未成

年者本人の同意、これは子どもの権利条約にも書

かれているのですけれども、必要だというふうに

思っています。同意の前提として、適切な情報提

供、今ホームページでお知らせしているというの

もありましたけれども、情報提供、自衛官の職務

だとか使命だとか生活、特徴など、こういったこ

とも含めてなされるべきであるというふうに思い

ます。情報提供が不十分な中での同意がなく、行

われるということは、教育行政の中立性をも損な

う危険があるのではないかという弁護士会からの

指摘もあるわけです。この点についても私は十分

に注意をしていただきたいというふうに思ってい

ます。今回、先ほど皆さんの思っていることとは

弁護士会の意見書は乖離があるのではないかとい

うような御指摘もありましたけれども、この意見

書の中で最後のほうに除外申請についてこのよう

に書かれています。自衛隊に自身の個人情報の提

供を望まないという意思を積極的に表明すること

を求めるものであり、除外申請は。そこには自衛

隊や軍事に対する政治意識、非暴力といった価値

観や宗教観、職業観などが反映していることが多

く、これらは日常的に外部に披瀝するものではな

いと。それにもかかわらず、除外申請制度を用い

ることはこの披瀝を事実上強要し、申請手続のた

めの負担を強いていることになり、これは憲法１

９条の思想、良心の自由の内容であり、沈黙の自

由の侵害にも当たり得るのではないか。このよう

な観点からも自治体が対象者全員にひとしく情報

を提供して、自衛隊の募集情報が欲しいという方

々、明示の同意書についてのみなのですけれども、

方々についてのみ自衛隊に名簿を提供することに

すれば問題は全くなくなり、除外申請制度も必要

ないのではないかと、このように意見書の中では

提案がされているところであります。私も全く同

感かなというふうに思っています。知らないうち

に私の情報がどこに行っているのか分からない、

どんなふうになっているのか分からない、そうい

ったことがないことが重要ではないかなというふ

うに思っています。この自衛隊への名簿提供の法

的根拠については、なかなか厳しいものがあるよ

うであります。２０２４年３月には、奈良地裁で

１８歳の高校生が訴訟を起こしました、自分の名

簿が知らないうちに提供されていたということで。

それで、今年の３月には岐阜県でもこのことが訴

訟されて、訴訟に上がっているところであります。

しかし、住民基本台帳法や個人情報保護法との兼

ね合いから法的な議論がまだ決着がつかずに続い

ているという状況であるということは、法的根拠

について曖昧さが残っているということにほかな

らないと私は思っています。そういった中で、こ

の情報提供の中でホームページに出されていまし

たけれども、もう少し自衛隊はという紹介のとこ

ろ、これもこのとおりではあるのですけれども、

これだけだろうかといったところがありますし、

法的根拠のところもここまで言い切れるものがあ

るだろうかという部分が私には感じられたところ

であります。引き続きそういった今回の弁護士会

連合会からの意見書も検討していただきながら、

情報提供を検討していただくことを強く求めたい

と思いますが、最後に一言、加藤市長、いただけ

ればと思いますが、どうでしょうか。

加藤市長。〇議長（山田典幸議員）

先ほどからの自衛隊に対〇市長（加藤剛士君）

しての個人情報等の、名簿の提供についての御意
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見でありますけれども、あくまでも北海道弁護士

会連合会の御意見に基づいた今主張だというふう

に理解をしているところでありまして、何回も申

し上げますけれども、我々としては法定受託事務

であり、住民基本台帳法、個人情報保護法の観点

からも法令を遵守して事務を行っているという立

場でありますので、ぜひ御理解いただきたいとい

うふうに思います。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

引き続きまた取り上げ〇８番（川村幸栄議員）

させていただければというふうに思っております

ので、よろしくお願いします。

次に移りたいと思います。補聴器の問題です。

先ほど御紹介しました耳鼻咽喉科の医師ですが、

この方は宇都宮で補聴器を使って補聴器リハビリ

テーションということに取り組んでいらっしゃる

方です。よく補聴器をして、なじまなくて、ちょ

っと頭が痛くなるので、せっかく買ったのだけれ

ども、使わないで置いておくという方が結構私の

周りにもいらっしゃるのですけれども、そういっ

た方々に補聴器リハビリというような形で取り組

んでいる医師が早期に受診をし、検査をしてくだ

さいというふうな、このような訴えでした。飛び

ますけれども、市立総合病院の耳鼻咽喉科ではこ

のようなことに取り組まれているかどうかちょっ

とお聞きしていいでしょうか。

佐々木病院事務部長。〇議長（山田典幸議員）

当院〇市立総合病院事務部長（佐々木紀幸君）

の耳鼻咽喉科の診療体制についての御質問だった

かと思います。今話の出ておりました補聴器リハ

ビリの体制というのは現在院内にはありませんで、

今回の質問があった中でちょっと私も改めて耳鼻

咽喉科の学会のホームページ等見させていただき

まして、調べたのですけれども、日本耳鼻咽喉科

頭頸部外科学会というところが耳鼻咽喉科の先生

方の専門医の資格認定でありますとか、補聴器相

談医の委嘱などを行っている学会なのですけれど

も、医者の一覧というのが名簿に学会の中で公表

されているのですけれども、そこもちょっと見さ

せていただきましたけれども、当院の耳鼻科の医

師についてはそういった補聴器相談医という資格

は有していないということでありましたので、今

御質問にありましたそういった補聴器リハビリと

いうのも行っていないという状況であります。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

耳の聞こえが困難にな〇８番（川村幸栄議員）

っていく要因については、先ほど御答弁があった

ように、加齢性の難聴であったり、それから遺伝

的なものもあるというふうに言われています。さ

らには生活環境の中で大きな音の中でお仕事をず

っとされていた方々、そういった方々にも難聴と

いいますか、聞こえの困難が起きてくるというこ

ともあると言われています。さらに、最近は動脈

硬化により血流が悪くなって、難聴の進みが速く

なると、こんな研究も進んでいるということでし

た。ですから、早めに対応していただいてという

ことが大事なのだろうなというふうに思います。

ちょっと先走ってしまって、補聴器があってから

の話を今病院のほうに聞いたのですけれども、補

聴器になる前にやっぱり私の身近なところでも、

先ほども紹介したように、補聴器が合わなくてと

いうような方もいらっしゃるし、だけれども中に

はこの年だから聞こえなくて当然みたいな、そん

なふうに思って、諦めている方も少なくないかな

というふうに思っているのです。ですから、やっ

ぱり先ほどお話がちょっとあったかなというふう

に思うのですけれども、保健センターでの健康診

断等でやっぱり啓蒙していただく。検査を受けて

みてはどうですか。チェックシートを入れていた

だいてはいたのですけれども、チェックシートは

自分でして、それで終わってしまうこともあるの

で、やっぱり保健指導といいますか、保健師さん

やらにちょっと声をかけていただいて、検査して

みたらという一声が重要かなというふうに思って

いるのですけれども、再度この点についてお考え

をお聞かせください。
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松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

耳鼻科への受診〇健康福祉部長（松田慎司君）

の呼びかけということかというふうに思います。

先ほども室長の答弁もさせていただいていますけ

れども、やはり耳が聞こえなくなってくるといろ

いろな病気に影響が出てくるというのは議員から

も御提言といいますか、発言いただきましたとお

り、そういったことが学会等でも研究はされてい

るなというふうには私も承知をしております。チ

ェックシート、議員から言われて、介護保険の通

知とともに入れるようにはさせていただきました

けれども、これが実際にどのくらい皆さんがやら

れているかというのも実は分からないのが現状で

ありまして、またこのチェックシートをもって耳

鼻科にかかったという事例もちょっとこちらでは

把握していないということもございます。今おっ

しゃられたとおり、町内会にお邪魔をさせていた

だいている健康相談ですとか、介護予防教室とい

ったことありますので、その前段でまずは聞こえ

のチェック的な、せっかく入れさせていただいて

いるチェックシートを活用しながら、まずは講話

を聴く前に皆さん耳が聞こえているのかなという

ようなことをひとつやってみるということはでき

るかなというふうには思っております。どちらに

しても、議員おっしゃるとおり、自分で聞こえな

いなと思ってもなかなか受診にはつながらないの

だろうというふうに思っていますので、保健師な

のか看護師なのかというのはあるのかもしれない

ですけれども、他人から言われることで一人でも

そういった耳の検査に行ってみようかなというこ

とが増えるように我々のほうも対応していきたい

なとは思っております。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

ぜひお願いしたいと思〇８番（川村幸栄議員）

います。ちなみに、家族間ではなかなか納得しな

いのです、家族同士で言われたら、ちょっとむっ

として。ですから、やっぱりそういう保健師さん

等に声かけていただいたりすると、そういえばと

いうふうに思って、足が病院のほうに向くのかな

というふうに思います。先ほども紹介したように、

認知症予防にもつながるというようなことであり

ます。また、動脈硬化、これは大きな病気が隠れ

ているかもしれませんので、やっぱり早めな受診

が必要なのだろうなというふうに思います。生活

機能向上の支援ということでＱＯＬを高めるとい

うことでは、ずっと取り組んでいただいているの

ですけれども、やっぱり耳が聞こえないというこ

と、膝も痛くて、歩くのが大変というのもそうな

のですけれども、耳が聞こえないというのはいろ

んな楽しみを奪うことにもなりますので、ぜひこ

このところ日常的な簡易的な聴覚検査という、例

えば学校の健康診断のときにちょっとこうやって

していたようなというのは、そういうのはするこ

とはできないのでしょうか。

松田健康福祉部長。〇議長（山田典幸議員）

聴覚検査的なこ〇健康福祉部長（松田慎司君）

とということでございますけれども、聴覚のそう

いった検査をする場合には周りが静かであったり

とか、雑音が入らない場面での検査になるのかな

というふうに思っておりまして、また機材も保健

センターや何か、市のほうではちょっと持ち合わ

せていないということもありますので、いずれに

してもそういう機会をどの場面でつくるかといっ

たときに健康教室ですとか、そういう場所でつく

ったとするならば、人が多い状況にもあるので、

なかなか静かな場所でそういったことを体験でき

るかというか、確認できるかということもちょっ

と難しいかなというふうには思っているところで

す。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

いろんな場で高齢者が〇８番（川村幸栄議員）

集まる機会というのは今少なくはなっていますけ

れども、コロナが終わって、そういう場も増えて

きているかなというふうに思っています。そうい

う場で聞こえの困難、このことも含めて話題にた

くさん出していただければなというふうに思いま
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す。

それで、補聴器購入の支援の話です。財政の問

題はずっと一般質問の中でも繰り返しされている

中で大変な状況ではありますけれども、個々人の

思いも大変なのです。先ほど御紹介があったよう

に、数万円から何十万円というような、それが両

耳であれば物すごい金額になります。それが生活

が一変するというふうなものであるわけですから、

ぜひとも御支援をいただきたいなと思いますし、

全国ではそれぞれの地域で運動を広めて、補聴器

購入支援が進んでいるといったところも増えてい

るようですので、これも私たちの市だけでは大変

な状況もありますので、国や道への補助を求めて

いくって先ほどお話がありましたけれども、ここ

のところをしっかり声を上げていただいて、加藤

市長にも声をしっかり上げていただいて、支援を

求めて、先ほどのＪＲの問題もそうかなというふ

うに思うのですけれども、やっぱり国や道へしっ

かり声を届けていただくということを強くお願い

して、終わりたいと思います。

以上で川村幸栄議員の〇議長（山田典幸議員）

質問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結いたします。

１５時まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時４４分

再開 午後 ３時００分

休憩前に引き続き会議〇議長（山田典幸議員）

を開きます。

日程第３ 議案第１４号 令和８年度名寄市一

般会計補正予算（第１号）を議題といたします。

６月２日の議事を継続いたします。

これより、質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

倉澤宏議員。

議案第１４号、令和８〇２番（倉澤 宏議員）

年名寄市一般会計補正予算（第１号）について何

点か質疑をさせていただきます。

初めに、歳入歳出全般についてお聞きをいたし

ます。令和８年名寄市一般会計補正予算（第１

号）ですが、市長選挙後初めての補正予算となる

ことから、肉づけ予算ということで先日の議員協

議会でも御説明があったところです。継続事業や

不用額の減額調整も含め、今回通常の補正予算に

ついても一くくりの補正予算提案となっておりま

す。そこで、今回提案されました一般会計補正予

算のうち緊急を要する事業など一般的な補正予算

と新市長就任に伴う新規事業、いわゆる政策予算

との内訳について御説明をください。

続いて、歳出に関わる個別事業についてお聞き

をいたします。議案書１１０ページ、１１１ペー

ジ、２款総務費、１項８目、まちなか賑わい活用

事業費３６万円、こちらは使用料及び賃借料とい

うことで令和６年度に商業地域空家等除却支援補

助金を投入し、老朽化した建物を解体した跡地に

係る賃借と説明があったところです。老朽化した

建物の解体後から今日までの当該用地がどのよう

に管理運営されていたのかなど取扱いについてと、

当該用地の南６丁目通を挟んだ向かい側に旧北洋

銀行跡地の市有地、北側にある市有地、こちらが

あるにもかかわらず、今回新たに民地を賃借しよ

うとする予算提案に至った経緯について御説明を

ください。

続きまして、議案書１１４ページ、１１５ペー

ジ、１０款教育費、３項１目、名寄東中学校解体

設計委託料１，５５０万円、今年度解体設計の委

託料という提案でございますが、年度内設計完了

後、引き続き翌年度に解体工事の着手を想定され

ているのか。

また、昨日の一般質問でも若干触れられていま

したけれども、解体した際の跡地の活用予定につ

いて、併せて今回の委託料は一般財源となってい

ますが、解体工事を実施するとした際の工事費に

係る財源の見込みについて御説明をください。

続きまして、少し前後しますが、関連があるの

で、御了承いただきたいというふう思います。議
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案書１１２、１１３ページ、８款土木費、５項２

目、公営住宅等長寿命化計画策定業務委託料４５

０万円、議案書１１４ページ、１１５ページ、１

０款教育費、３項１目、名寄東中学校屋内運動場

屋根防水工事４，５００万円についてお尋ねをい

たします。公営住宅等長寿命化計画策定業務委託

料については、現在の計画は本年度が最終年度と

なっていることは以前からお分かりになっていた

というふうに存じます。また、名寄東中学校屋内

運動場屋根防水工事においても旧産業高校の改修

が完了し、８月に新校舎の供用が開始されること

になっており、本来であればどちらも当初予算に

計上すべき事業であると考えますが、それぞれの

事業が今回の補正予算での提案となったことにつ

いて、理由について御説明をいただきたいという

ふうに思います。

以上、よろしくお願いいたします。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

まず、倉澤議員のほ〇総務部長（木村 睦君）

うから大きく４点にわたって御質問いただいたの

かなというふうに思っています。私からは、まず

一番最初に御質問いただきました、一般的な補正

予算と、それといわゆる政策予算との内訳につい

てということの御質問でしたので、まずはそこを

お答えさせていただきたいと思います。

今回議案第１４号の一般会計で補正額６，３２

６万４，０００円のうちいわゆる一般的な補正予

算が金額といたしまして２，８９７万３，０００

円、政策的な予算が３，４２９万１，０００円と

なっているところであります。説明の仕方といた

しまして、一般的な補正予算のほうを説明させて

いただいたほうが分かりやすいかと思いますので、

ちょっとそちらのほうで説明させていただきます

けれども、議案書の１１０ページ、１１１ページ、

２款４項３目の市長選挙及び市議会議員補欠選挙

の１，９１１万２，０００円がまずこれ一般的な

補正に該当します。それから、めくっていただき

まして、１１２ページ、１１３ページ、３款１項

１目の国民健康保険特別会計繰出金、それとその

下の国民年金事務費は、今回一般的な補正予算と

させていただきたいと思っているところでござい

ます。最後、１１４ページ、１１５ページ、名寄

東中学校整備事業費の中の名寄東中学校屋内運動

場屋根防水工事、ここにつきましては一般的な補

正予算ということで取り扱わせていただければと

いうふうに考えているところでございます。

それから、私のほうでもう一点御質問いただい

たものに御回答させていただきたいと思いますが、

１０款教育費、３項１目の名寄東中学解体設計委

託料について御質問いただいたかというふうに思

っています。先ほどお話しさせていただいたとお

り、今年度につきましては実施設計を行わさせて

いただきまして、設計が今年度で終了後、来年、

いわゆる令和９年度に解体工事を行わさせていた

だきたいというふうなスケジュールでございます。

また、解体後の跡地につきましては、昨日の山崎

議員の答弁させていただきましたけれども、今後

まず教育委員会のほうが先頭に立ちまして、庁内

の中で跡地活用についての協議を進めていく予定

でございまして、現段階におきましては活用は未

定となっているところでございます。

それから、解体費に係る財源につきましては、

公共施設等適正管理推進事業債という起債のほう

を活用させていただきたいというふうに考えてい

るところでございます。

私からは以上です。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

私のほうからは、〇総合政策室長（櫻田孝臣君）

２点目にいただきましたまちなか賑わい活用事業

費についてでございます。まちなか賑わい活用事

業費における民地賃借の経緯とこれまでの取扱い

ということでございますが、当該用地につきまし

ては議員御承知のとおり令和６年度に商業地域空

家等除却支援補助金を交付し、中心市街地の活性

化を目的とした安全確保及び景観維持の観点から

老朽化した建物、解体、除却を行ったところでご
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ざいます。解体後の取扱いということでございま

すが、土地が民有地であることから、これまでは

株式会社まちづくり名寄が土地所有者と賃貸借契

約を締結し、商店街振興組合名よせ通り等とも連

携を図りながら、中心市街地における無料駐車場

ですとかイベント会場、多目的スペースとして暫

定的に活用してきたということでございます。今

回市が新たにこの民地を直接賃借するに至った経

緯ということでございますけれども、株式会社ま

ちづくり名寄が４月に発表したまちなかグランド

デザイン、こちらを基に町なかの将来像、方向性

について今後議論を深めていくための素案として

未来宣言を公表させていただいたところでありま

して、将来的な町なかの一定程度の規模の公共利

用が可能な用地として確保、管理するため必要な

借地料として今回補正に計上させていただいたと

ころでございます。

以上でございます。

東建設水道部長。〇議長（山田典幸議員）

私からは、８款〇建設水道部長（東 聡男君）

土木費、５項住宅費、２目住宅整備費、公営住宅

等長寿命化計画策定委託料、予算書１１２ページ、

１１３ページについて答弁いたします。

当該事業につきましては、議員おっしゃります

とおり、平成２９年度から令和８年度、今年度ま

での計画となってございます。もちろん当初予算

編成段階におきましても検討を進めてまいりまし

たけれども、しかしながら昨今の財政状況も鑑み

まして、また公営住宅の今後の管理方針を示すた

めに必要となる委託業務内容の再精査のほうを行

ってまいりました。ここに時間を要してしまいま

して、当初予算の編成時期には盛り込みませんで

したが、このたびの補正予算に提案をさせていた

だいた次第でございます。財政の健全化と今後も

適正な管理を必要とする市営住宅の改善方法の検

討業務の両立を優先に考えた結果としての判断で

ございますので、御理解を賜りたいと思います。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

東中学校の屋根の防〇教育部長（伊藤慈生君）

水工事について、これまでの経過に触れながらち

ょっと答弁をさせていただきます。

まず、一昨年実施した実施設計の現地調査では、

雨漏りはないというふうに聞いておりましたが、

改修工事の開始後である昨年８月に荒天時という

か、横殴りの雨が降っているときに体育館の複数

箇所で雨漏りが発生していることを確認したとこ

ろです。その後応急処置を講じましたが、依然と

して荒天時の雨漏りが改善がされなかったという

ことで防水工事について検討したのですが、工期

中にまず降雪が見込まれるということと翌春の雪

解けの影響を慎重に見極める必要があったため、

当初予算に計上をしなかったということでござい

ます。

以上です。

倉澤議員。〇議長（山田典幸議員）

通常の一般的な補正予〇２番（倉澤 宏議員）

算、政策予算の内訳については承知をいたしまし

た。それを踏まえて、改めて個別事業について確

認をさせていただきたいというふうに思います。

まちなか賑わい活用事業費についてでございま

すけれども、当該用地の管理運営、これまでどの

ように行われてきたというところについてはまち

づくり会社が管理を担ってきたと。商店街振興組

合とも連携しながらというような御答弁だったと

いうふうに思います。先ほど質疑の中で当該用地

の南６丁目通を挟んだ向かいの市有地、北洋銀行

の跡地というふうに申し上げましたけれども、中

心市街地には北洋銀行の跡地のほか、西３南６団

地跡、ビル街商場跡地など建物が建っていない貴

重な市有地があると思います。今回解体した後の

用地を賃借するといった部分の必要性についてな

のですけれども、それら貴重な市有地を有効に活

用された後にさらににぎわいづくりのため必要だ

というところで今回賃借料を計上したのか。今後

賃借したとした際、日常的にどのような使い方を

想定しているのか、具体的な活用方法についてお
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知らせをいただきたいというふうに思います。先

ほどの御答弁では、一部、一定程度そこの用地を

確保したいというようなニュアンスの答弁もあっ

たのかというふうに思いますけれども、そこの部

分の賃借に係る必要性、具体的に御説明をいただ

きたいというふうに思います。

あわせまして、まちづくり名寄という会社名が

出てきました。午前中の一般質問でも何度か名前

が出ていたというふうに思いますけれども、今回

当該用地の建物の解体工事を行った株式会社まち

づくり名寄との関連について、若干ここも確認を

しておきたいというふうに思いますけれども、ま

ちづくり名寄が管理していた部分を今回市がその

土地を賃借、引き継ぐようなイメージなのかなと

いうふうに想像しますけれども、解体の実施主体

となった株式会社まちづくり名寄にとっては、今

回解体の実施主体となったメリット、今回この土

地の管理を行っていた、そこに収入が伴っていた

のかどうかはちょっと分かりませんけれども、何

かメリットが解体実施を行ったことについてあっ

たのかどうなのかというところをちょっと確認を

させてください。

あわせまして、当該用地についてはまちづくり

名寄に対して１，０００万円を出資しているとい

った関係もあります。この用地、引き続きしっか

り運用してもらって、そこの会社で収入を得ても

らい、相応の配当を市に還元していただくよう働

くべきだというふうに考えますけれども、そこに

ついての御見解についてもお尋ねをしたいという

ふうに思います。

続いて、名寄東中学校解体設計委託料について

確認をさせていただきます。こちらについては、

今年度設計完了後、引き続き翌年度に解体工事に

着手というスケジュール感だというような御答弁

がございました。使い道についても今まだ具体的

には決まっておらず、教育委員会を中心に協議を

行っていくというような御答弁だったというふう

に思います。学校施設に関してなのですけれども、

令和８年、今年の第１回定例会で廃校体育施設の

設置及び管理に関する条例の廃止も可決しており、

既に廃校とした学校施設の解体よりも東中学校が

先に解体の設計をしていくと、来年度解体工事を

行うとした理由についてお知らせをいただきたい

というふうに思います。

また、活用が決まっていない中での今回の予算

提案についてなのですけれども、以前ちょっとや

り取りした中でなかなか活用方法が決まらないと

解体にはいけないのだというようなやり取り、議

会の中でもお聞きした経過があります。その辺り

の整合性についてもお知らせをいただきたいとい

うふうに思います。

あわせて、本日追加議案でこの後提案される部

分ですけれども、名寄中学校の解体工事、２工区

に分かれております。合わせると５億４，８４６

万円。名寄東中学校も同規模と想定した場合、同

規模の費用が想像される中で、財政が厳しい中で

この解体工事、名寄市に財政的にどのように影響

があるのかお知らせをいただきたいというふうに

思います。

公営住宅の長寿命化計画策定委託料については、

理解をいたしました。

名寄東中学校屋内運動場防水工事ですけれども、

昨年８月に雨漏りが発見されたということで、当

初の設計の段階では気がつかなかったということ

で今御説明があり、降雪期を迎えることで当初予

算には盛り込まなかったといったような御答弁だ

ったというふうに思いますけれども、発見された

のが去年の８月で、今回行っている旧産業高校の

改修工事と別発注となったことによって現場管理

費や一般管理費など諸経費も含めてこちらも市の

財政的な負担がかなり増えるのではないかという

ふうに思いますけれども、その点についてどれぐ

らいの影響があるのかお知らせをいただきたいと

いうふうに思います。

櫻田総合政策室長。〇議長（山田典幸議員）

まず、町なかに〇総合政策室長（櫻田孝臣君）
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ぎわいの活用事業費ということで、先ほどの西２

条南６丁目の土地、市有地があるにもかかわらず、

そこをどうして借りるのだといったところでのお

話になりますが、そもそもあそこは市有地という

ことで５００平米ぐらいの土地の面積ということ

で、今回様々な跡地利用といったことでこれまで

まちづくり会社さんのほうで管理してきたところ

でありますけれども、先ほどちょっと答弁と重な

るかもしれませんけれども、ここの場所につきま

しては一定程度の規模の場所が、面積が活用でき

るというようなことで、一体となって事業ができ

るのではないかというようなことも考えられまし

て、今回民地でありますけれども、借用に至った

というような経緯でございます。まちづくり会社

さんのほうでこれまで解体後賃借料をお支払いし

てきて、そこに収益があったのではないかという

お話もありましたけれども、こちら夏期の間は無

料の駐車場というようなことと、あとイベントが

あったときにもそこを無償で貸していたりという

ようなこともありまして、冬期には、降雪ある時

期には堆積所というようなところで、そこで収益

を伴っているというようなことはお聞きしており

ません。ですので、まちづくり会社さんとの連携

ということでこれまでちょっと皆様から御質問を

たくさんいただいてきましたけれども、まちなか

未来宣言ということで行政の役割というのをそこ

で記載させていただいておりますけれども、予算

の確保ですとか規制緩和、それから公共施設の再

配置など市民が活躍するための舞台づくりという

ことで、こちら行政のほうでやりましょうと。一

方で、まちづくり会社さんのほうには、民間コー

ディネーターとしてプレーヤーを支援する役割を

担っていただきましょうと。こういう両輪でこれ

からしっかり支え合って、持続可能なまちづくり

を推進していきたいというような考えの下、今回

こういうような提案をさせていただいたところで

あります。具体的な活用方法ということもありま

したけれども、中心市街地における無料駐車場、

町なかのにぎわいづくりに寄与するイベント会場

としてこれまでも同じような、ちょっと現段階に

おきましては、こういう多目的スペースというよ

うな活用を思っておりますが、市民のワークショ

ップ等の意見を反映しながら、有効活用を今後さ

せていただきたいと思ってございます。既に市内

の団体で近々そちらのスペースも使ってイベント

を考えているというお話もありますので、こうい

った新たな動きが出てくると町なかへのにぎわい

も少しずつ増えてくるのかなと考えております。

以上です。

木村総務部長。〇議長（山田典幸議員）

議員のほうからは東〇総務部長（木村 睦君）

中学校解体の関係で何点か御質問いただいたかな

と思っています。まず、１つ目が既に廃校された

学校ではなくて、こちらを優先したのはなぜかと

いうような御質問だったかと思いますが、今回、

今提案させてもらっているのは実施設計の関係で

すけれども、先ほどお話しさせてもらったとおり、

実施設計後解体をさせていただきたいというふう

に考えているのですけれども、先ほどの答弁もさ

せていただいたとおり、解体につきましては令和

８年度から国のほうで拡充した公共施設等適正管

理推進事業という起債の対象となっているという

ふうに捉えています。この制度は集約化や複合化

に伴う老朽施設の除却に対していわゆる財政支援

が講じられるというものであって、国の制度とし

ては令和８年度までということになっています。

ただ、国においても今公共施設の適正化というと

ころは非常に強く求めてきていますので、この間

もこういった起債制度は、動向にもよりますが、

延長ですとか見直しがありまして、そういった可

能性があるものとして考えておりますので、こう

いった財源を有効に使うということの観点から今

回東中学校の解体について校舎等の利活用の見込

みがないことから、こうした財源措置もあること

から、優先度が高いということで今回選択させて

いただいたというふうな状況であります。
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それと、整合性というところだったのですけれ

ども、恐らく今までの議論の中でも建物の利活用

が見込めないので解体ができないのではないのか

という話だったように私は記憶しているのですけ

れども、今回につきましては庁内の中におきまし

てもこの東中学校を利活用するかしないかという

ところでいろいろと議論させてもらった結果、見

込みがないということもございまして、またこう

した先ほどの有利な財源も今出てきているという

ことから、解体するとさせていただいたところか

なというふうに思っています。

それから、財政的にどういう影響があるかとい

うような御質問もいただいたかと思いますが、当

然今回この後提案させていただきます名寄中学校

の解体で先ほど、ちょっと金額全部、６億円弱だ

ったと思うのですけれども、恐らく今の状況から

考えると、この東中学校の解体についても同じぐ

らいの金額がかかるのではないかなと想定はされ

るところでございますが、先ほどからお話しさせ

てもらっています公共施設等適正管理推進事業債

におきましては、今までこういった解体するもの

には交付税措置がなかったのですけれども、今回

交付税措置が５０％あるということもありまして、

こういった財源を使いながら解体のほう進めさせ

ていただきたいというふうに思っておりますので、

財政的に必ずしも影響がないわけではないですけ

れども、こういった有利な財源を使いながら進め

させていただきたいと考えているところでござい

ます。

以上です。

東建設水道部長。〇議長（山田典幸議員）

工事の関係であ〇建設水道部長（東 聡男君）

りますので、また東中の屋根の関係、私のほうか

ら答弁させていただきます。

先ほども教育部長からお話ありましたけれども、

最初の状況を発見されたのが昨年の工事中で、夏

だったということもございまして、それから追加

工事をした場合におきましても仮設足場の設置を

するという部分については変わりもございません

が、防水工事につきましてはそのまま含んだ工事

というふうになりますと、冬期施工には難しいと

いう部分もございますので、コスト比較は今段階

ではしてはいないのですけれども、これを含めて

昨年中に工事を行った場合には冬期の養生の関係

も出てきますので、高くなったのではないかなと

いうふうに思いますけれども、判断をした時点で

の単純比較は難しいかなというふうに思っていま

すけれども、そのままの状況だと今言ったような

中身になってくると思います。

倉澤議員。〇議長（山田典幸議員）

まちなか賑わい活用事〇２番（倉澤 宏議員）

業費ですけれども、当該用地の利活用の部分につ

いてちょっと追加で御説明いただきましたけれど

も、中身については今までの利用と同じような活

用の仕方なのかなというふうに感じたところです

けれども、同じように活用するのであれば、今ま

でどおり株式会社まちづくり名寄が管理運営をし

て、通常駐車場で使う、無料にするのかどうなの

かはちょっと別として、近隣の雪捨場、冬場使っ

て、一定の料金をもらうなど収益を上げる形で民

間のならではの手法で収益を上げて、１，０００

万円出資をしている名寄市に対して何らかの相応

の配当をもらうといった形が一番理想なのかなと

いうふうに、ちょっと私の考えなのですけれども、

そうした部分で今回賃借、市があえて賃貸借契約

をこの先結んで、イベント等に使うのだったら単

発で借りればいいのかなというふうに思うのです

けれども、長期的に賃貸契約を結んで、今回の積

算の部分だと７月から来年３月までの９か月、月

額４万円の積算なのかなというふうに想像します

けれども、そちらの部分を結ぶ必要性、改めて詳

しく御説明をいただきたいというふうに思います。

あと、東中学校の解体設計委託料につきまして

は、総務部長の説明で一定程度理解をさせていた

だきました。あわせて、東中学校の屋内運動場屋

根防水工事についても、理解をさせていただきた
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いというふうに思います。いずれにしても、一般

財源投入する政策予算、通常の一般の補正予算に

ついてですけれども、昨年５億円の削減というこ

とで各原課の職員が本当に絞り出して、出してき

た財源だというふうに私のほうでは感じています

ので、しっかりと有効に活用いただきたいという

ふうなこと申し上げて、最後１点だけお聞きして

終わりたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

最後必要性とい〇総合政策部長（石橋 毅君）

ったところで御質問いただきました。もともと商

工会議所が立ち上げたまちづくり名寄、そこに地

域振興、それからまちづくりに資する取組が目的

の会社ということで北星信用金庫が出資をして、

その後にそのことを追って名寄市も合意して、そ

こに出資をして、今の形になっているということ

で、ここの会社自体の目的が利益追求が目的と、

そういう会社ではなくて、まちづくりを進めるの

だと。スピード感を持って進めるという役割を持

って運営していただいている会社です。今現在会

社ですので、毎回赤字決算ということにならない

ので、今どうにか事業として運営しているのが王

子の倉庫の賃貸料ということで、ここで少しばか

り利益を出しながら、会社として地域貢献のため

に何ができるかということを検討していただいて

いるといったことで、今回は大きな役割としてミ

マツビルという老朽化したビルの取壊しの主体を

担っていただいたということで、大変大きな役割

を果たしていただけたのだと思っております。補

助金を活用した手前、その後１年間は公共に供す

るようにという使途が限定されておりましたので、

その１年間についてはしっかりとまちづくり会社

が賃貸契約結びながら公共の駐車場として、また

冬期間は雪の堆積場として提供いただいたという

ことでございます。ここにきて、また次の一手と

いうことで、今町なかに学生寮のお話も出てきて

おります。次のステージとして、まちづくり会社

としてはそういったほうにかじを切りながら地域

振興に資する取組をしてくれるのだというふうに

期待しているところですけれども、あの９００平

米を超える土地については１年間の公共に供する

期間を過ぎた後、名寄市のほうでしっかりと賃貸

契約を引き継がせていただいて、町なかのビジョ

ン、宣言に基づく取組をしっかりと我々が活用で

きる土地を担保した上でまちづくりを展開するの

と、ある意味次のステージに入ったときには何ら

かの建物がもしあそこで建設をしなければならな

くなったときには有力な候補地として重点ポイン

ト、駅前から病院までのストリートの中で有力な

土地としてやっぱり担保しておく必要があるとい

うことも踏まえて賃貸契約ということになってお

ります。御質問のあった北洋銀行の跡地の土地、

あそこも現在イベント等では活用させていただい

ておりますけれども、一般質問の中でも一部私お

答えしましたが、やはりコンパクトシティ、あそ

こに集約するときにいろいろ考えなければならな

いのが公共交通と駐車場問題というのはやっぱり

セットで考えなければいけないかなと思っており

まして、あそこで向かい合わせで土地があること

で、どちらかでイベントやったときにどちらかが

しっかりと駐車場展開とか、イベントをしっかり

とサポートできるエリアとしてどうにか担保して

いきたいという思いもありますので、どうかこの

考え方について御理解いただけたらと思います。

山崎真由美議員。〇議長（山田典幸議員）

歳出に関わりまして〇３番（山崎真由美議員）

２点質疑をさせていただきたいと思います。

２款総務費、１項総務管理費、９目スポーツ振

興費、議案書の１１０ページ、１１１ページであ

ります。スポーツ国際交流員事業について議員協

議会でも御説明いただきまして、２名配置という

ことで、小中高校生に英語によるスポーツ指導を

行うこと、それから国際的な感覚を身につけてい

ただくための事業とすることというふうに説明し

ていただきました。ちょっと具体的なことを教え

ていただきたいのですが、所属はスポーツ政策課
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で、勤務場所はＮスポーツコミッションなよろと

いうことで御説明をいただいております。Ｎスポ

ーツコミッションなよろということは、スポーツ

センターの事務室ということになるのかなと思っ

たり、ちょっとその辺のところが具体的なところ

を思い描くことができません。その部分と、国際

交流員の方ですから、日本語がどの程度堪能かと

いうこともちょっと見通せないところで、このお

二人だけが子供たちのところに行ってスポーツ指

導されるということがどの程度可能かどうかも見

通すことができませんので、この２人を含んでス

ポーツ指導、国際的な感覚を身につけるためのア

プローチを具体的に名寄市としてどのようにプロ

デュースされていくのか、少しその辺のところを

お伺いさせていただきたいと思います。

それから、併せてお２人ですので、バスケット

ボールとバレーボールということで伺っているの

ですけれども、名寄市は冬季スポーツの拠点化と

いうこともありますし、冬季スポーツに力を入れ

てきておりますので、冬季スポーツに関わる該当

の方を見つけることができたらよかったのかなと

思うところもあるので、競技種目がこの２種目に

なった理由等ありましたら、お聞かせいただきた

いと思います。

それから、２点目ですけれども、１０款教育費、

１項教育総務費、２目事務局費、１１２ページ、

１１３ページのところで地域おこし協力隊事業、

外国語教育の推進支援員、今まで活動していただ

いたＡＬＴの方が任務を終えられるところで地域

おこし協力隊に替わって、引き続き学校教育にも

地域の活動にも御協力いただくということでの想

定であると思っています。具体的に７年度、ＡＬ

Ｔ４名になって、学校教育が充実してきていると

思いますが、４名になったところからこの後どん

な形で学校教育の中が変わっていくのか、また地

域の中でどんな活躍を期待されているのか、その

点お知らせいただきたいと思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

ただいまスポー〇総合政策部長（石橋 毅君）

ツ国際交流員のことについて御質問いただきまし

たので、私のほうからお答えします。

まず、勤務場所ということだったと思いますけ

れども、今お話しいただいたとおり、総合政策課

所属の会計年度任用職員として任用させていただ

いて、そして勤務場所はＮスポーツコミッション

ということですから、スポーツセンターの事務所

内を想定しているところでございます。

それから、日本語のお話も出ました。事前情報

によると、ほとんど日本語がしゃべれないという

状況で来られるということでございます。基本的

にしゃべれないということを前提としながら我々

も対応いたしますけれども、午前中もちょっと教

育委員会、朝お話ししたのですが、ＡＬＴも日本

語しゃべれないまま来られている方もいるよとい

うことで、そこはやっぱり環境がコミュニケーシ

ョンをどうにかつないでくれるのかなということ

もありますけれども、質問前後して申し訳ないの

ですが、今御質問いただいたＡＬＴを卒業して地

域おこし協力隊になる職員について、今回はそん

なサポートにもいろいろお手伝いをいただくとい

うような、そんな形も今教育委員会と相談をさせ

ていただいているところでございます。

それから、競技選定の話もございましたが、こ

こは若干議員協議会の中でもお話しさせていただ

きましたけれども、手を挙げたのは、我々は手を

挙げていますけれども、応募があったのは、どこ

が応募が来るかちょっと分からない前提になって

いて、こんな種目から応募あったよということで

向こうから連絡が来て、こちらも競技団体がしっ

かりと受皿として受け入れるかどうかというとこ

ろがマッチングできないと宙に浮いてしまいます

ので、そこの調整が終えたという、もともとエン

トリーがバスケットとバレーしか来なかったとい

うところあるのですけれども、そこでマッチング

を終えて、どうにか受入れ態勢ということを構築

できるということでの現在となっております。
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それから、冬季スポーツのお話もいただきまし

た。これ我々も実は冬季スポーツも本当に来てほ

しいと思っておりますので、枠としては実はもう

一人分どうにかならないかというお話はしており

ます。できれば冬季スポーツの部分が向こう側か

らニーズがあって来ていただけるのであれば、先

方の在カナダの日本大使館のほうで集めていただ

いて、どうにかつないでいただければというよう

な状況になってございます。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

現在ＪＥＴプログラ〇教育部長（伊藤慈生君）

ムのＡＬＴ４名ということで、そのうちの１名が

地域おこし協力隊のＡＬＴになったというところ

で、そういうような体制を取るというようなこと

で、地域との関わりも含めて答弁をさせていただ

きます。

まず、ＪＥＴプログラムのＡＬＴなのですけれ

ども、こちらから国籍ですとか性別ですとかいろ

いろ希望はするのですけれども、実際にどのよう

な方が来るのかというのが実際分からないという

ことがあります。したがって、これは全国的にも

このＪＥＴプログラムの課題の一つではあるので

すけれども、そういった意味でいきますと、これ

から英語教育を推進するに当たってＡＬＴの質の

維持を図りたいというまず考えがあります。

それと、４名になって、各学校に行く回数も増

えてはいるのですけれども、特に中学校なのです

が、英語の授業が週４時間ということで小学校に

比べて多いということで、現在も週１時間はＡＬ

Ｔは入ってはいるのですけれども、それ以外につ

いてはなかなか入っていけないということで、繰

り返しですけれども、今後英語教育を推進してい

く上で将来的なＡＬＴの増加などを担当としては

見据えた中で、地域おこし協力隊のＡＬＴには現

在いるＡＬＴのリーダーといいましょうか、研修

をしたりですとか、そういう指導的な役割を担っ

ていただきたいというような思いもございます。

それと最後に、地域おこし協力隊になりますと、

一つの要件として地域活動を行うということがあ

ります。そういったところでいきますと、先ほど

話していた学校だけではなくて、学校以外でも子

供たちが英語に触れる機会を設けたいということ

で、主に通常の期間は学校なのですけれども、長

期間とかは学校で授業がございませんので、そう

いった時期に一つの居場所みたいなものをつくっ

て、子供たちに例えば自由に来てもらって、生き

た英語に触れるような機会を今後担当のほうでは

検討したいというふうに考えております。

以上です。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

どちらの事業も大き〇３番（山崎真由美議員）

く期待の持てるものであるなというふうに思って

いるところですが、スポーツ国際交流員事業の中

で競技団体が受入れが可能かどうかの事前の調整

といいますか、確認があったということで伺いま

したので、改めて伺うのですが、このスポーツ国

際交流員事業と部活動の地域展開はどんな関係が

あるのか、その点についてもう一度確認をさせて

いただきたいと思います。

それから、ＡＬＴのほう、地域おこし協力隊に

なっていただいた後のことですけれども、私の記

憶の中では旧風連町時代から考えまして、ＡＬＴ、

地域に入ってきてくださって３８年が経過してい

ると思っています。その間いろんな形で地域の中

でも活動していただいている姿も見せていただい

ている中で、子供たちだけではなくて、年齢に関

係なく英語サークルを運営していたことがあって、

その英語サークルの中に一地域の参加者として入

ってきてくださっていたところが、新しく名寄市

になったところでそういうＡＬＴの講師的な扱い

も含めて出ていただくことができないというお断

りをいただいたということで英語サークルの方か

らかつて御相談をいただいたことがありました。

こういうことについて今後地域の中で活動してい

ただくことを期待していいのかどうか、その点教

えていただきたいと思います。
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石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

部活動とのつな〇総合政策部長（石橋 毅君）

がり、地域展開も含めてのところだと思いますけ

れども、我々がまず募集というか、こちらのニー

ズとしてオーダーをかけている部分については当

然子供たち、小中高生の競技指導、それから地域

指導者の技術指導、育成、そして市民向けの交流

イベント、指導者向けのワークショップ、こんな

ことをやっていただきたいと。それプラス部活動

改革の推進協議会とも連携をしてほしいといった

ことで、ここは部活動の地域展開についてもしっ

かりとコミットしていただくことを想定していま

す。

それから、競技団体の調整をしたという理由な

のですけれども、来ていただいたときに子供たち

を指導する上で競技の差というか、高校も含めて

部活動に対してやっぱり指導に入る時間をぜひつ

くっていただきたいということですから、そこは

競技団体が主導して、そこの道筋をちゃんとつく

っていただけるかどうかといったところが多分一

番すごく大事なところなのだろうということで、

まずは競技団体を巻き込んだ上で活動の範囲を担

保していくと。そんなことから調整をさせていた

だいたということでございます。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

子供たちだけでなく〇教育部長（伊藤慈生君）

て、そういった英語サークルで要望があれば期待

していいのかということだったのですけれども、

今回の地域おこし協力隊の募集要項というのは現

在作成中なのですけれども、そこで求める人物像

の一つとして、地域住民と積極的にコミュニケー

ション取れる方というところを設けておりますの

で、英語サークルにかかわらずですけれども、地

域に要望があれば、先ほど申し上げました学校で

なかなか授業やっている時間というのは難しいか

もしれませんけれども、都合がつくのであればそ

ういった要望にも応えてまいりたいというふうに

考えております。よろしくお願いします。

山崎議員。〇議長（山田典幸議員）

外国語教育推進の地〇３番（山崎真由美議員）

域おこし協力隊につきましては了解いたしました。

この後期待して、見守っていきたいと思っていま

す。

スポーツ国際交流員について最後にもう一つだ

け確認させていただきたいのですが、核になる活

動はバレーボール、バスケットボールで、競技団

体とも連携を取りながら小中高校生の競技力向上、

それに関わっての指導力アップ、指導者に対して

の指導力アップということについては、ひょっと

したら競技を超えて様々なトレーニング的なとこ

ろの指導力についてのアプローチもかけていただ

けるのかなと思っているのですが、部活動の地域

展開も含めて、ではそれをどなたがどんな形でプ

ロデュースされていくのか。Ｎスポーツコミッシ

ョンなよろのどなたかなのか、それともスポーツ

政策課なのか、ちょっとそこのところをもう一度

お尋ねさせていただいて、終わりにしたいと思い

ます。よろしくお願いします。

伊藤教育部長。〇議長（山田典幸議員）

部活動の地域展開の〇教育部長（伊藤慈生君）

関わりの中でいただきましたけれども、現在特に

運動部については今年９月から休日については地

域展開をするということで、協議会を設けて、そ

の下に運動部会というのを設けておりまして、そ

この運動部会の部会長をＮスポーツコミッション

の職員に担っていただいており、現在地域展開に

向けて協議を進めているところでありますので、

そういったところからいいますと、そういった人

材を今後地域で活用する方策というのは競技団体

とＮスポーツコミッションとが協議をしながら子

供たちにとってよりよい活動ができるようなとい

うようなところで調整役というのでしょうか、Ｎ

スポのほうでコーディネートしていただきながら

地域展開ということで、そういった人材も活用さ

れていくことになろうかなというふうに思ってお

ります。
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以上です。

川村幸栄議員。〇議長（山田典幸議員）

それでは、歳出、１点〇８番（川村幸栄議員）

ちょっと確認をさせていただきます。

先日行われました議員協議会で頂いた資料から

４ページの総務費、総務管理費、企画振興費のゼ

ロカーボンチャレンジャー事業に関わってお尋ね

をしたいと思います。今回は、ゼロカーボンに対

する意識の醸成をということで、電気使用量の削

減率に応じてＹｏｒｏｃａポイントというふうな

ことであります。今地球温暖化の問題も非常に危

機的な状況というふうに世界的に言われている中

でゼロカーボンに取り組むというのは大事なこと

かなというふうに思っていますが、今回は電気使

用量、今後どのような方向になっていくのかお知

らせをいただければというふうに思います。

石橋総合政策部長。〇議長（山田典幸議員）

まず、我々とい〇総合政策部長（石橋 毅君）

うか、名寄市はゼロカーボンシティ宣言をさせて

いただいて、では具体的に名寄市として何を市民

の皆さんにアピールしていくかという事業が実は

なかなか進めてこられなかったという部分があっ

て、その中でも脱炭素の計画もつくらせていただ

いて、ここはそこの市民の委員の皆様からぜひこ

ういった事業を展開してくれといった思いがあっ

て、今回この事業を提案する運びとなっています。

まずは、節電に取り組む動機づけをまずはしなけ

れば何をもって、何を目標に、何か向かうものが

ないというか、であれば啓発も含めてこういった

事業でポイントを還元して、ぜひ前向きに取り組

んでいただくって、こんなきっかけをこの事業で

展開できればと思います。これは、実は特定財源

も獲得しながらの実施になっておりますので、ま

ずはこの特定財源を獲得したことを有効に活用さ

せていただきながら、まずやることでどの程度の

市民の皆さんが参画してくれるのか、そしてどの

世代の方たちが一生懸命取り組んでくれるのかな

ど分析をさせていただいて、この成果については

まずはしっかりとまとめさせていただければと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。

川村議員。〇議長（山田典幸議員）

１年やってよかったと〇８番（川村幸栄議員）

いうことにはならないだろうというふうには思っ

ているのですが、今おっしゃったように、啓蒙、

啓発といいますか、このゼロカーボンの取組につ

いての啓蒙、啓発が本当に重要なのだろうなとい

うふうに思いますので、Ｙｏｒｏｃａポイントも

らったからあれよかったわということではないと

いうところら辺のお取組を進めていただくことを

お願いして、終わります。

ほかに質疑はございま〇議長（山田典幸議員）

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

以上で質疑を終結いた〇議長（山田典幸議員）

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

日程第４ 議案第１５〇議長（山田典幸議員）

号 令和８年度名寄市国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。

６月２日の議事を継続いたします。

これより、質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略
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し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１５号は原案のとおり可決され

ました。

日程第５ 議案第１６〇議長（山田典幸議員）

号 令和８年度名寄市食肉センター事業特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。

６月２日の議事を継続いたします。

これより、質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１６号は原案のとおり可決され

ました。

日程第６ 議案第１７〇議長（山田典幸議員）

号 令和８年度名寄市立大学特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

６月２日の議事を継続いたします。

これより、質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１７号は原案のとおり可決され

ました。

日程第７ 議案第１８〇議長（山田典幸議員）

号 令和８年度名寄市病院事業会計補正予算（第

１号）を議題といたします。

６月２日の議事を継続いたします。

これより、質疑に入ります。御発言ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

議案第１８号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１８号は原案のとおり可決され

ました。

日程第８ 議案第１９〇議長（山田典幸議員）

号 工事請負契約の締結について、議案第２０号

工事請負契約の締結について、以上２件を一括

議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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加藤市長。

議案第１９号及び議案第〇市長（加藤剛士君）

２０号 工事請負契約の締結について、一括して

提案の理由を申し上げます。

本事業は、名寄中学校の改築に伴い現在使用し

ております校舎及び屋内運動場のほか、敷地内附

帯設備等の解体、撤去を行う工事であり、施工規

模や工期に配慮して２件に分割をし、令和９年３

月下旬の竣工予定でございます。

本件は、令和８年６月９日に一般競争入札を執

行したもので、議案第１９号の名寄中学校解体工

事その１につきましては大野土建・高橋組・吉田

組特定建設工事共同企業体と契約金額３億１，０

８６万円で、次に議案第２０号の名寄中学校解体

工事その２につきましては大野組・坂下特定建設

工事共同企業体と契約金額２億３，７６０万円で

それぞれ契約を締結しようとするものでございま

す。

名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、

議会の議決を求めます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

これより、議案第１９〇議長（山田典幸議員）

号外１件の一括質疑に入ります。御発言ございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより議案第１９号外１件の一括採決を行い

ます。

議案第１９号外１件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、議案第１９号外１件は原案のとおり可

決されました。

日程第９ 意見書案第〇議長（山田典幸議員）

１号 地方財政の充実・強化に関する意見書、意

見書案第２号 令和８年度北海道最低賃金改正等

に関する意見書、意見書案第３号 義務教育費国

庫負担制度堅持・負担率１／２への復元など教育

予算拡充とゆたかな学びを求める意見書、意見書

案第４号 道教委「これからの高校づくりに関す

る指針」（改定版）を見直しすべての子どもにゆ

たかな学びを保障する高校教育を求める意見書、

意見書案第５号 ゼロカーボン北海道の実現に資

する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求

める意見書、以上５件を一括議題といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外４件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

これより採決を行います。

意見書案第１号外４件を原案のとおり決定する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、意見書案第１号外４件は原案のとおり

可決されました。

日程第１０ 報告第７〇議長（山田典幸議員）

号 例月出納検査報告についてを議題といたしま

す。

本件については、報告書が配付されております

ので、これをもって御了承をお願いいたします。

日程第１１ 閉会中継〇議長（山田典幸議員）

続審査（調査）の申し出についてを議題といたし

ます。

お諮りいたします。配付いたしました各委員長
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からの申出のとおり決定することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。〇議長（山田典幸議員）

よって、申出のとおり決定いたしました。

以上で今期定例会に付〇議長（山田典幸議員）

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、令和８年第２回名寄市議会

定例会を閉会いたします。

大変お疲れさまでした。

閉会 午後 ４時０２分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 山 田 典 幸

署名議員 佐 藤 靖

署名議員 遠 藤 隆 男

令和８年６月１７日（水曜日）第２回６月定例会・第４号
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質 問 文 書 表 （代表質問）

令和８年第２回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 東 川 孝 義 １ ５期目に臨む基本姿勢について

（Ｐ ３０） (1) 人づくり・人への投資について

(2) 名寄市の強みを活かした産業としごとの創出について

(3) 徹底した行財政改革による財政基盤の強化について

２ 名寄市における各種課題への対応について

(1) 名寄まちなか未来宣言の具現化に向けて

(2) 公共施設等再配置の見直しについて

(3) 物流拠点化構想の具現化に向けて

(4) 第１次名寄市スポーツ推進計画の実践に向けて

(5) ドローンの活用戦略に向けて

３ 教育行政について

(1) 新年度の教育行政重点施策について

(2) ＮＡＹＯＲＯスタイル部活動改革事業推進に向けて

(3) 名寄市教育改善プロジェクトの推進に向けて

２ 髙 野 美枝子 １ 市政推進の基本姿勢について

（Ｐ ５０） (1) 人づくり、人への投資について

(2) 名寄市の強みを活かした産業としごとの創出と地域振興について

(3) 徹底した行財政改革による財政基盤の強化について

２ 市民と行政の協働によるまちづくりについて

(1) 住民自治の考え方について

(2) 地域コミュニティ活動の推進について

３ 市民みんなが安心して暮らせるまちづくりについて

(1) 地域医療の充実について

(2) 高齢者福祉の推進について

４ 自然に調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくりについ

て

(1) 環境との共生について

(2) 水道の整備について

令 和 ８ 年 第 ２ 回 ６ 月 定 例 会
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(3) 除排雪対策について

５ 地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくりについて

(1) 観光の振興について

６ 生きる力と豊かな文化を育むまちづくりについて

(1) 名寄高等学校の魅力向上と支援の在り方について

(2) 大学教育について

７ 教育行政執行方針について

(1) 今後の小中学校の在り方と検討委員会の役割について

(2) 子どもたちの生きる力を育む教育の推進について

❄(3) 「キラキラ☆いきいき☆まなびらんど なよろ」について
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質 問 文 書 表 （一般質問）

令和８年第２回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 遠 藤 隆 男 １ 名寄市健康増進計画について

（Ｐ ７４） (1) 健康づくりの推進について

(2) 各種検診事業について

２ 清 水 一 夫 １ 冬季スポーツ拠点化について

（Ｐ ８５） (1) スキー大会ノルディック種目について

２ 防災について

(1) 水害を想定しての住民の避難訓練について

(2) 避難行動要支援者対策について

(3) 災害廃棄物処理計画について

(4) 名寄市立総合病院の浸水対策等について

３ 予算の歳入増について

(1) ふるさと納税について

３ 山 崎 真由美 １ まちづくりにつながる人づくりについて

（Ｐ ９３） (1) 主権者教育の現状と名寄市独自の取組について

(2) 自治基本条例に沿った（仮称）「名寄市子ども議会」開催につい

て

(3) 名寄市の強みを活かした子育て・教育環境の整備について

２ 行財政改革による財政基盤の強化について

(1) 公共施設等総合管理計画の見直しについて

(2) 公共施設等再配置計画の見直しについて

４ 水 間 健 詞 １ 行財政サービスコストの見える化について

（Ｐ１０４） (1) コスト把握と現状の情報整理について

(2) 必要性・公共性と経済合理性の判断基準について

(3) コストと価値の情報共有について

(4) 行政サービスコストの見える化の進め方について
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５ 高 橋 伸 典 １ 市民後見人制度の活用促進について

（Ｐ１１０） (1) 本市における成年後見制度の利用者数と今後の見通しについて

(2) 成年後見人が各種通知等の送付先変更を一括して登録・変更でき

る仕組みの導入について

(3) 市民後見人の導入に向けた具体的な検討や状況及び実施時期の見

通しについて

２ ナフサ不足による現場直撃への対応について

(1) 資材搬入遅延による「名寄ずっと住まいる応援事業」の考え方と

取り扱いについて

６ 近 藤 友 美 １ 中心市街地の現状と課題について

（Ｐ１２１） (1) 中心市街地における空き店舗対策について

(2) アーケードの老朽化について

(3) 名寄まちなか未来宣言について

７ 谷 聡 １ 加藤市長５期目の選挙公約について

（Ｐ１２６） (1) 「未来をひらく人づくり」について

(2) 「地域の強みを活かす産業・しごと創出」について

(3) 「安全安心で快適な暮らしの基盤創造」について

(4) 「未来を支える持続可能な市政運営」について

８ 中 畠 孝 幸 １ ＪＲ宗谷本線存続策に関して

（Ｐ１３６） (1) 「上下分離方式」について

(2) 本市の基本的姿勢について

(3) 今後の協議の見通しについて

９ 川 村 幸 栄 １ 自衛隊への個人情報提供にかかわって

（Ｐ１４３） (1) 北海道弁護士会連合会からの意見書についての受け止めについて

(2) 当該市民本人の同意なしで自衛隊に情報を提供していることにつ

いて

２ 聞こえが困難になってきている方への支援について

(1) 耳鼻咽喉科での受診、検査の啓もうについて

(2) 補聴器購入支援について
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令和８年第２回名寄市議会定例会議決結果表

令和８年６月２日～令和８年６月１７日 １６日間

本会議時間数 １４時間０１分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

特別職の職員の給与の特例に関する条例の制 ― ― 8. 6. 2
第 １ 号

定について ― ― 原 案 可 決

― ― 8. 6. 2
第 ２ 号 名寄市立学校設置条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市水道事業及び下水道事業の設置等に関 ― ― 8. 6. 2
第 ３ 号

する条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

― ― 8. 6. 2
第 ４ 号 工事請負契約の変更について

― ― 原 案 可 決

― ― 8. 6. 2
第 ５ 号 工事請負契約の変更について

― ― 原 案 可 決

― ― 8. 6. 2
第 ６ 号 工事請負契約の変更について

― ― 原 案 可 決

― ― 8. 6. 2
第 ７ 号 工事請負契約の変更について

― ― 原 案 可 決

専決処分した事件の承認について（令和７年 ― ― 8. 6. 2
第 ８ 号

度名寄市一般会計補正予算（第１０号）） ― ― 承 認

専決処分した事件の承認について（令和７年 ― ― 8. 6. 2

第 ９ 号 度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第 ― ― 承 認

２号））

専決処分した事件の承認について（令和７年 ― ― 8. 6. 2

第 １ ０ 号 度名寄市介護保険特別会計補正予算（第４ ― ― 承 認

号））

専決処分した事件の承認について（令和７年 ― ― 8. 6. 2

第 １ １ 号 度名寄市食肉センター事業特別会計補正予算 ― ― 承 認

（第２号））

専決処分した事件の承認について（令和７年 ― ― 8. 6. 2

第 １ ２ 号 度名寄市立大学特別会計補正予算（第３ ― ― 承 認

号））

専決処分した事件の承認について（令和７年 ― ― 8. 6. 2
第 １ ３ 号

度名寄市病院事業会計補正予算（第２号）） ― ― 承 認
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令和８年度名寄市一般会計補正予算（第１ ― ― 8. 6.17
第 １ ４ 号

号） ― ― 原 案 可 決

令和８年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 8. 6.17
第 １ ５ 号

予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

令和８年度名寄市食肉センター事業特別会計 ― ― 8. 6.17
第 １ ６ 号

補正予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

令和８年度名寄市立大学特別会計補正予算 ― ― 8. 6.17
第 １ ７ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和８年度名寄市病院事業会計補正予算（第 ― ― 8. 6.17
第 １ ８ 号

１号） ― ― 原 案 可 決

― ― 8. 6.17
第 １ ９ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

― ― 8. 6.17
第 ２ ０ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 8. 6. 2
専決処分した事件の報告について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

報 告 令和７年度名寄市一般会計予算繰越明許費繰 ― ― 8. 6. 2

第 ２ 号 越計算書の報告について ― ― 報 告 済

報 告 令和７年度名寄市病院事業会計予算繰越計算 ― ― 8. 6. 2

第 ３ 号 書の報告について ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 8. 6. 2
債権放棄の状況報告について

第 ４ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 8. 6. 2
公害の現況に関する報告について

第 ５ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 8. 6. 2
株式会社名寄振興公社の経営状況について

第 ６ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 8. 6.17
例月出納検査報告について

第 ７ 号 ― ― 報 告 済

諮 問 ― ― 8. 6. 2
人権擁護委員の候補者の推薦について

適 任 と 認 め る第 １ 号 ― ―

意 見 書 案 ― ― 8. 6.17
地方財政の充実・強化に関する意見書

第 １ 号 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 令和８年度北海道最低賃金改正等に関する意 ― ― 8. 6.17

第 ２ 号 見書 ― ― 原 案 可 決



－175－

令 和 ８ 年 第 ２ 回 ６ 月 定 例 会

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２ ― ― 8. 6.17
意 見 書 案

への復元など教育予算拡充とゆたかな学びを ― ― 原 案 可 決
第 ３ 号

求める意見書

道教委「これからの高校づくりに関する指 ― ― 8. 6.17

意 見 書 案 針」（改定版）を見直しすべての子どもにゆ ― ― 原 案 可 決

第 ４ 号 たかな学びを保障する高校教育を求める意見

書

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林 ― ― 8. 6.17
意 見 書 案

業・木材産業施策の充実・強化を求める意見 ― ― 原 案 可 決
第 ５ 号

書

― ― 8. 6.17
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定
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